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　一年前。竜りゆうの断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうから十数分後。

　激しく打ち付ける雨の中、ぬかるんだ山の斜面を疾しつ駆くする少年が居る。目め指ざすは己の主人が待つ場所。もっと速く、少しでも速くと、少年は人間とは思えない脚きやく力りよくで泥どろを高く跳ね上げながら土ど砂しや降ぶりの中を駆かけ抜ける。

　木々をかき分け、岩を飛び越えたその先に、少年の主あるじは居た。

　肩から胸にかけて深々と抉えぐられ、一ひと目めで致ち命めい的と分かる量の血を流しながら。

「く、久く遠おん……」

　少年は呼びかける。木にぐったりと上半身を預け、それでも少年の訪れを喜ぶように、久遠と呼ばれた青年は微ほほ笑えんだ。

　傍かたわらには二人の女性が立っている。一人は背が低く、降りしきる雨に負けない程の涙を流している少女。もう一人は死の淵ふちにある主を前にしても毅き然ぜんとした佇たたずまいを崩くずさない着物姿の女だ。

　少年は着物姿の女に眼を向ける。返されたのは、既すでに手遅れだと告げる首の動きだけだった。

「御み霊たま……こっちへ」

　名を呼ばれ、少年は主の近くに跪ひざまずく。

「これを、君に」

　虚こ空くうに突き出された血ち濡まみれの手。そこに、ぼんやりと光る鍵かぎの紋もん様ようが浮かび上がり、次の瞬しゆん間かんその手の中に現れたのは、漆しつ黒こくの鞘さやを纏まとう日本刀だった。

　まだ鞘に納まっている状態だというのに、その日本刀から発せられる物言わぬ圧力は、周囲の木々をざわつかせ、打ちつける雨を撥はね退のけていく。

　鼓こ動どうのように力強く、波は濤とうのように激しく、それでいて悠ゆう然ぜんとした、莫ばく大だいな霊れい力りよくの源。

「篝かがり火びの名は……君が継ぐんだ」

「そ、そんな！　どうして俺が……」

　絶対的な力の象しよう徴ちようである眼がん前ぜんの刀を前に、少年は躊躇ためらう。しかし、主はそれでも笑顔を崩くずさず、震ふるえる手を少年に伸ばした。

「僕ぼくは、君に託したい」

　その言葉の重さがどれほどのものなのか。この場に居る者達は、皆が深く理解している。誰だれもが固かた唾ずを飲んで、御霊と呼ばれた少年を見守る中、少年は一人、静かに首しゆ肯こうした。

「……心得ました」

　熱い涙を堪こらえ、決意を口にした御霊は力強い頷うなずきを送り、主の手から、その刀を受け取る。

「御霊、後は任せるよ……重荷を背負わせる主人を許してくれ……けど、君ならきっと、新しい道を見つけ出せると、信じているから」

　零こぼれそうな涙を必死に堪えながら、御霊はもう一度力強い頷きを返した。満足そうに微笑んだこの場に居る全員の主人、篝火久遠は、傍らに立つ二人の女性に眼を向ける。

「弐に毛け、元気でね。八や岐また、皆を頼たのむ」

　嗚お咽えつ交じりの頷うなずきと、優やさしい微び笑しようが返されたのを見届けた久く遠おんは、最後に腕にはまっている木の枝を編あんだ腕うで輪わに頷きを送り、少年、御み霊たまへ視線を送る。

「ありがとう……僕ぼくは……幸せだった」

　別れの時。御霊は冷たくなっていくその姿から、眼を逸そらさなかった。

　その死に様を、決して忘れまいと──。

「……久遠」

　御霊は笑みのまま動かなくなった主人を前に立ち上がった。主君の亡なき骸がらを前に、御霊は眼を閉じ、受け継いだ刀を正面に構え、その柄つかに手をかける。

　己の中にある力を解とき放ち、竜たつ巻まきの如ごとく渦うずを巻く霊れい力りよくの奔ほん流りゆうの中で、御霊の姿が変わっていく。髪かみは一いつ片ぺんの曇くもりも無い白銀の長髪へ、額ひたいからは無ぶ骨こつな形状の二本角が天へと突き立ち、見開かれた瞳ひとみの色は、美しい深しん紅くの虹こう彩さいへと。

　変容したその姿は、この国に伝わる伝統的な妖よう怪かい──鬼おにの姿に他ならなかった。

　新たな使い手の存在を感じ取ったか、御霊が手にした刀が震ふるえ、青白い燐りん光こうを放ち始める。

　次の瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうを鎖くさりで締しめ上げられるような強きよう烈れつな悪お寒かんが御霊を襲おそった。歯を食いしばり、原因である刀を強く握りながら、御霊は精神を澄すまし、強く集中する。

　今、自分の中に巨大な何かが入ってきている。声は無く、しかし抗あらがえぬその意思が、御霊の一番深い所へ問いかけた。

『汝なんじ、我わが力を求める者か』

　気を抜けば飲み込まれかねない程の圧倒的な存在感。これを受け入れればどうなるのか、御霊には理解出来た。

　全身を苛さいなむ呪じゆ縛ばくが、この刀を持つ限り、御霊を捕えて放さないだろう。

　だが、御霊の精神は臆おくすることなく、堂々とその意思へと対たい峙じした。それがどれだけ重く、辛つらい制約であったとしても、御霊にはそれを背負うだけの理由も、覚悟もある。

　いかなる代だい償しようも、自分には相応ふさわしい。

　己の過去を振り返り、その決意に一片の迷いも無いことを御霊は感じた。そして、今自分の覚悟を試している意思も、それを認めたらしい。

『良かろう』

　直後、御霊の胸に、巨大な鍵かぎが突き込まれた。そこから全身に向けて、蛇へびが這はいずるように鎖の刻印が広がっていく。

　身を切るような冷たさが御霊を覆おおい尽くした瞬間。胸に突き刺さっていた鍵は御霊の体内へ沈むように消えていき、後には錠じようのような刻印が焼きついていた。

　鈍にぶい痛みが完全に消え去った直後、御霊は我われに返る。

　鍵で貫つらぬかれ、鎖で全身を縛しばられるあのおぞましい感覚も、全すべては手にした刀がもたらした一いつ瞬しゆんの錯さつ覚かくであったのだ。

　だが。自分と手にした刀との間に、強く深い繋つながりが生まれたことだけは、はっきりと感じることが出来た。

　今も、手の中にある刀は青白い燐りん光こうを宿している。それこそが、力無き者では手にすることすら許されないこの刀が、次なる使い手を認めた証あかしだった。

　たった数秒の間に起きた絶大なる変化を受け入れ、御み霊たまは改めて、微ほほ笑えんだまま往おう生じようした、偉い大だいな主君に向き直る。

「主よ……後は、お任せ下さい」

　受け継がれた力を、今こそ示す時。

　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうと共に、御霊はその刀身を、漆しつ黒こくの鞘さやから引き抜いた。

　清すが々すがしい快音と共に曇どん天てんの空へと抜き放たれた白銀の刀身が、周囲に満ちる薄うす闇やみを吹き飛ばす。眩まばゆい一いち条じようの白光は、眼にした者を夢ゆめ現うつつへと誘いざない、その心に忘れ得ぬ輝かがやきを刻んだ。




　それは、暗くら闇やみに閉ざされた迷い人を導みちびく、温かな希望に満ちた、篝かがり火びのような光だった。




　この日、山と海に挟まれるように位置する竜りゆう鱗りん村むらに、突とつ如じよとして嵐あらしが発生し、村は大きな被害を受けた。村人の中には、暗あん雲うんと雷らい鳴めいの中で吼ほえる竜の姿を見たと言う者も居る。

　そして、時同じくして起きた地震により、村を守るようにそびえていた山で大規模な土ど砂しや崩くずれが発生。村を飲み込まんとした。

　しかし、直前に出現した美しい光の柱が、村へなだれ込む寸すん前ぜんの所で土砂崩れを弾はじき飛ばし、村を救ったという。

　嵐は噓うそのように鎮しずまり、そして山には虹にじがかかった。

　晴れ渡る空の下、虹のたもとで日本刀を携たずさえる、鬼おにの少年の姿を見た者は誰だれも居ない──。
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　世間で『竜りゆう嵐らん事じ変へん』と称された、小さな山村を襲おそった天てん変ぺん地ち異いから、およそ一年後。

　ここは、そんな騒さわぎが起きた人間界とは違う世界。

　かつて、この国には実に様々な神や妖よう怪かいが存在した。八や百お万よろずの神々と言えば、誰だれもが耳にしたことがあるはずだ。それら神々は人智を超えた力を振るい、長い時の中で国造りの礎いしずえを築きずいたとされる。

　一方、妖怪は人間とは一線を画す力を持ち、神と同じく多種多様なれど、その多くは忌き避ひされ、淘とう汰たされ続けてきた。

　この世界は、そんな種々雑多な神々や妖怪達が暮らした場所。

　そして、今はその血を引いている者達が集まって暮らす場所。

　人間界から淘汰され、居場所を失った、数あま多たの妖怪が暮らす世界。現世から隔かく絶ぜつされた、この世界の名は、『天あま邪じや神じん宮ぐう』。







　満月に照らされる夜道。人通りの少ない路地を、若い女性が一人歩いていく。華やかな着物を纏まとい、手には洒落しやれた手て籠かごを下げている。

　そんな女性を物影から見み据すえる者が居た。眩まばゆい月光が生む闇やみに潜ひそむように、その影は凶きよう暴ぼうな色を宿す瞳ひとみで、獲え物ものをじっと見定める。

　手籠からは美お味いしそうな果物の匂いが漂ってくる。どうやら知人の家にでも向かう道中らしい。

　辺りに人の気配は無い。好こう機きだと判断した襲しゆう撃げき者しやは、女性目がけて月下に飛び出した。

　体格こそ人間に近いが、その全身には犬のような体毛がびっしりと生えており、面おも長ながな顔は獰どう猛もうな獣けものの鋭するどさを残している。常人の倍近く太い脚の筋肉が力強く大地を蹴けり、僅わずか数歩で女性との距きよ離りを詰めた。

　夜風を切り裂さきながら猛もう然ぜんと女性に突進した襲撃者が、指先から伸びる鋭い爪つめを月光に輝かがやかせ、躊躇ためらいなく振り下ろす。

「っ!?」

　次の瞬しゆん間かんには女性の悲ひ鳴めいが響ひびき渡り、首しゆ尾び良く手籠を奪い取り、今頃は全速力で逃げ出しているはずだった。

　しかし、襲撃者の思おも惑わくは予想外の事態に大きく外れることになる。

　夜の町並みに響いたのが、女性の悲鳴ではなく、自じ慢まんの爪が何かに受け止められる硬い金属音だったからだ。

「妖怪は夜間、庶しよ民みん街がいへ立ち入り禁止だ」

　長刀の鞘さやを横に構えて自分の爪を受け止めているのは、無ぶ骨こつな二本の角を生やし、美しい白銀の髪かみを夜風に揺ゆらす、まだ若い鬼おにの少年だった。全力で振り下ろしたにもかかわらず、今もこちらの爪つめを受け止めている腕は微び動どうだにしていない。

「『山犬』か……近頃盗とう難なんが相あい次ついでいるというから来てみれば、案あんの定じようだったな」

　臆おくすることなくこちらを見み据すえてくる深しん紅くの瞳ひとみは、力強い意志を秘めていた。

　鬼おにの少年の背後でようやく異変に気がついたのか、先程まで狙っていた女性が甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げて逃げて行く。

　失敗。そしてこれからの自分の末路を思い、襲しゆう撃げき者しやの山犬は落らく胆たんし、力無く爪を下ろした。

「……てめぇが、篝かがり火び久く遠おんの式しき神がみか」

　鬼の少年に向けて、山犬が問いを投げる。

　一年前に命を落とした最強の邪じや気き祓ばらい、篝火久遠。

　彼の死後、妖よう怪かいに対する抑止力を失った天あま邪じや神じん宮ぐうの治安は悪化の一いつ途とを辿たどり、今夜のように、貧しい妖怪が食しよく糧りようや金品を求めて人間を襲おそうことも増えてきた。

　だが、亡き主君の意志と力を継ぐその式神達が、今でも街を守っているという。今宵こよい、自分を止めた眼の前の少年がそうなのだろう。

　だとすれば現行犯だ。人間を襲おうとした自分はきっと始末される。

　さっさと自分の命に見切りをつけ、つまらない人生だったと、山犬は乾いた吐息を漏もらして舌打ちした。こんな世界にさして未み練れんも無い。

「殺やれ」

　しかし、何を思ったか眼の前の少年は手にした刀を下ろし、首を横に振った。

「どうして、こんなことをしてる」

　一いつ瞬しゆん耳を疑ったが、少年の表情からすぐに悟さとった。殺意が全まつたく感じられない。

　どうやらこの式神は、篝火久遠の名声に届くほどの傑けつ物ぶつでは無いらしい。山犬は鼻を鳴ならして溜たまった嫌いや味みを吐はき出した。

「人間様が、エサをくれないからな」

　山犬という妖怪に目覚めた自分。妖怪というだけで、まともに人間扱あつかいされず、自分の場合は外見も醜しゆう悪あくなものに変へん貌ぼうしてしまった。

　妖怪となった日から、人間は誰だれも自分を好意的に見ようとはしてくれなかった──。

「飼いならされた式神とは言え、てめぇも妖怪だろ？　てめぇこそ何で人間を守る？」

　人間に必要とされたこの鬼の少年を心底羨うらやましいと山犬は思う。だがそれは同時に、憎ぞう悪おにも近い嫉しつ妬との念を抱かせた。

　どんな答えであれ、一いつ笑しように付してやろうと、山犬は最後にそんなことを企たくらんだ。

「主君の理想を、守るためだ」

「はっ、そんなもんだろうな。御主人様が死んでも、言われるがままの可愛かわいい子犬って訳わけだ。俺なんかよりよっぽど犬らしいぜ」

　悔くやしそうな顔でも浮かべてくれれば充分だった。しかし、少年は特に表情を変えないまま淡たん々たんと言葉を放ってくる。

「言いたいことはそれだけか？　ならさっさと失せろ」

　次の瞬しゆん間かん。驚おどろいたことに、鬼おにの少年は山犬に背を向けた。

「行け。二度とこんなことをするな」

「……あ？　何のつもりだ？」

「早くしろ。言っておくが二度目は無い。命を粗そ末まつにするな」

　流石さすがに理解が追いつかなかった。しかし、この少年は自分を見逃がそうとしているらしい。

　ほんの数秒、躊躇ためらった。殺されても、捕つかまっても良いと思っていた矢先にこれだ。素直に言うことを聞いてやる筋合いも無く、ここで逃げればあらゆる意味で自分は敗北する。

　だが、卑いやしくも体はもう後ろを向いていた。

「俺でも、てめぇは馬鹿だと思うぞ」

　背中を向け合い、山犬は捨て台詞ぜりふを吐はいた。しかし、そんな言葉に対する返事は──。

「俺もそう思うよ」

　先の闘とう争そう心むき出しの鋭するどい気配など微み塵じんも感じられない、邪じや気きの無い穏おだやかなものだった。

　山犬はもう一度舌打ちしてから暗くら闇やみへと眼を向ける。

「……礼は言わねぇからな」

　返事は無く、山犬は再び人ひと気けの無い闇へと逃げて行く。光も、温かみも無い場所へと。

　自分はこの世界の法を犯し、対する鬼おにの少年は秩ちつ序じよを守るべく動いている式しき神がみだ。そんな式神に見逃されたという事実が、酷ひどく山犬を複ふく雑ざつな気持ちにさせた。

　山犬はしばらく、鬼の少年について考えていた。篝かがり火び久く遠おんが使し役えきした『五ご式しき』と呼ばれる式神達。その内の一人は随ずい分ぶんと甘く、また変わった男らしい。







　山犬を見逃した鬼の少年──御み霊たまは──刀を霧む散さんさせて吐息した。長かった白銀の髪かみは黒の色を交えつつ短くなっていき、頭部から突き出ていた角も小さく消えていく。

　数秒後、そこに立っていたのは、普通の人間と変わらない姿をした御霊だった。

『御霊様、良かったのですか？』

　ふと、頭の中に澄すんだ声が響ひびいた。

「二人には内ない緒しよにしといてくれよ？」

　苦笑交じりで月を見上げ、御霊は聞こえてきた声にそう頼たのんだ。その時だ。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶかーっ！」

　夜だと言うのに近所迷惑なほど元気な声を響かせる少女と、その少女に続いて悠ゆう然ぜんと歩いてくる、黒い着物姿の女性が見える。

「見回り終わったよ！　悲ひ鳴めいが聞こえたけど、どうしたんだー？」

「いや、歩いてた人が飛び出してきたネズミに驚おどろいたんだよ」

「にゃに！　ネズミ！　居たの？　どこどこ！」

　ネズミに反応した少女に笑いかけ、さぁ帰ろう。と、御み霊たまは頼たのもしい仲間達を見回した。

　その横で、それとなく近づいてきた黒い着物の女性が、御霊にそっと耳打ちする。

「人間に見られないようにしな。あんたが盗人ぬすつとの妖よう怪かいを庇かばったなんてことになったら、あたしらまでここらの人間に疎うとまれかねないよ」

「……お見通しか」

　肩をすくめて、御霊は帰路につく。

　主君である久く遠おん亡き後、その意志を、名を、誇りを、力を、受け継ぎ護まもる式しき神がみ達。

　人々は彼らを、五ご式しきと呼び慕したっていた──。







　翌日。顔に朝日を浴びて、御霊は眼を覚ました。ここは純和風の屋や敷しきの一室、畳たたみが敷しき詰められた御霊の部屋だ。

「おーっす！　おんたま、朝だよーっ！」

　立ち上がる間もなく、障しよう子じの間から元気良く飛び込んできたのは大おお柄がらな猫。大柄とはいえ体のラインはしなやかで美しく、茶色い体毛は毛け艶づやが良い。特に眼を引くのは楽しそうに揺ゆれている二本の尻尾しつぽだ。

「おはよう、弐毛。俺は御霊だ。みたま」

　朝一のテンションで相手するには少々面めん倒どうだった御霊は、ひょいと体を逸そらして猫の突とつ撃げきを避よけると、布団の上に着地した猫の上に掛け布ぶ団とんをかけて封印した。

「おーい！　暗いーっ！　朝なのに暗いーっ！　あ、でも温かーい……」

　布団の隙すき間まから顔だけ出したその猫はほんわかした表情で御霊の温もりに浸ひたっていた。御霊と同じく、この屋敷に暮らす一人、もとい一匹。

　猫ねこ又またの憑つきもの筋。名は『又また足た袋び弐に毛け』。

「弐毛、姉あね御ごは？」

「八や岐またならもう飯食い終わって出かけたよ？　あたいはもうちっと温まったらねー……ぐう」

　呑のん気きに寝付いた弐毛を尻目に、御霊は大きく欠伸あくびをしながら鏡かがみの前に足を運ぶ。

　鏡に映るのは、今年で十七歳を迎える自分の顔。黒髪と白髪が入り混じった頭髪と、やや鋭するどい眼つきの顔立ちが映り込んでいる。

　今日、これから向かう場所は仮にも神聖な場所だ。一応身だしなみは整ととのえて行こうと思い、御霊は慣れない手つきで寝ね癖ぐせを直しにかかった。

　関節部が露ろ出しゆつする少々特異な和わ装そうに身を包んだ御霊は、細い木の枝を編あんだ腕うで輪わをはめ、起きている間は決して肌身離はなさず身につけている、ラミネートされた絆ばん創そう膏こうのネックレスを首にかけると、食卓へと向かう。

　置いてあった塩気の少ないおにぎり十個をぺろりと食べ尽くしてから、時計を確認する。今から出ればのんびり歩いても約束の時間に充じゆう分ぶん間に合うはずだ。

　もう一度自室の前を通り、未だにぬくぬくしている弐に毛けに声をかける。

「弐毛、出かけてくる。昼飯はまたおにぎりで良いって言っといてくれ。二十個な」

　返事を聞いてから、御み霊たまは玄関を抜けて外に出る。実に晴れ晴れとした良い天気だった。

　見上げれば、天まで届きそうな巨大な鳥居が、この街を跨またぐようにそびえている。これから出向くのはあの鳥居の直下にある組そ織しきの本部だ。

　今日も一日が始まる。日ひ射ざしを浴びながら御霊は大きな欠伸あくびを漏もらして屋や敷しきを後にした。

　鬼おにの憑つきもの筋。少年の名は『篝かがり火び御霊』。

　愛称──おんたま。







　憑きもの筋。それは、古くから存在する妖よう怪かいの血を引いている者のことを指す。

　各地に伝わる妖怪の伝説。時に人を襲おそい、時に化かし、時に救う、異い形ぎようの化け物達。

　だが、それら全ては、特異な能力を有する人間のことであったという事実を知る者は少ない。

　現代ではすっかり見なくなったが、それでも時とき折おり、古いにしえから受け継がれる妖怪の血が目覚める者も現れる。

　そこで、血の目覚めが起こり、妖怪として覚かく醒せいした者を人間界から強制的に隔かく離りし、この世界、天あま邪じや神じん宮ぐうに保ほ護ごする組織が生まれた。

　それが『怪奇異形対策屋』。通称──鍵かぎ屋やだ。

　実質、天邪神宮を統治する立場にある鍵屋は、日夜、人間と妖怪との間に起こる問題を解決するために尽力している。長い時の中で、天邪神宮は鍵屋による統治の下、人間や妖怪が均きん衡こうを保ちつつ暮らせる世界となっていた。

　今、御霊はその鍵屋の総本山たる、巨大鳥居の直下にある城を訪れている。天守の上には象しよう徴ちようたる鍵穴と鍵が組み合わさったような紋もん章しようが掲かかげられている、大きな平城だ。

　城の中では鍵屋の職員が慌あわただしく歩き回っている。

「すみません、この手紙を受け取った者ですが」

　受付に控ひかえる少女に、手紙を渡す。

　先日、御霊の暮らす屋敷に一通の手紙が届いた。鍵穴型の刻印が施ほどこされていたその手紙には、今日この時間、鍵屋の本部に来るように。という古い顔なじみからの招集が書かれていた。

　御霊の主人が命を落とした竜りゆう嵐らん事じ変へんから、間もなく一年。

　当時は散々騒さわがれたが、今はようやく落ちつきを見せ始めている。無む論ろん、昨晩のような事件に関わることもあるが、それでも日々の生活は随ずい分ぶんと静かになってきた。

　この期ごに及およんで何の用かと御み霊たまは訝いぶかしみながらも、差出人の名前を見る限り、面めん倒どうな話ではないはずだと思う。

「確認しますので、少々お待ち下さい」

　傍かたわらの椅い子すに座り、御霊はぼんやりと思考を巡らせる。

　今は３月の終わりごろ。４月の頭で丁ちよう度ど、竜りゆう嵐らん事じ変へんから一年となる。

　この天あま邪じや神じん宮ぐうにおいて、その名を知らぬ者は居ない。最強の名を欲しいままにした伝説の邪じや気き祓ばらい『篝かがり火び久く遠おん』。

　そして、彼の振るう力の象しよう徴ちようであった『刀とう鍵けん』を受け継いだ、久遠の式しき神がみであった御霊。

　久遠と比べて、あまりに力不足な自分はこれからどうするべきだろうと、この一年悩み、考え続け、結局未だに答えは出ない。

　その時、通りがかった鍵かぎ屋やの職員の会話が聞こえてきた。

「聞いたか？　郊外でまた妖よう怪かいの暴力事件だそうだ。子供が怪け我がをしたらしい」

「またか？　最近増える一方だな……全まつたくどうしようもない連中だ。人間が何をしたってんだ」

「郊外は吹き溜だまりだからな。そのうち捕つかまるだろうが……久遠さんが生きてりゃな」

　耳が痛い会話が遠とお退のいていく。

　人間が何もしないから、そういうことが起きるのだ。と、御霊は既すでに知っている。昨夜の山犬も、そうした人間の警けい戒かいと無関心の犠ぎ牲せい者だ。

　長きに渡る歴史の中で天邪神宮も人口が増え、人間界から保ほ護ごされてきた者ばかりでなく、天邪神宮生まれの人間や妖怪も、多く暮らすようになってきた。

　妖怪の血を引いているからといって、必ずしも血が目覚め、妖怪と化す訳ではない。血が目覚めぬ限り、憑きもの筋は基本的に人間と変わらないのだ。

　しかし、人間の世界しか知らぬ者達にとって、妖怪とは異い形ぎようの存在。徐じよ々じよにその異能の力や、血統に怯おびえる人間も増えていき、今では両種の間に深い確かく執しつが生まれてしまっている。

　昨晩の山犬のように、望まぬ覚かく醒せいにより、過か酷こくな生活を強しいられてきた妖怪も──決して少なくは無い。

　人間は妖怪を嫌い、妖怪は人間を嫌っている。久遠が健在だった頃は、その人望が二つの勢せい力りよくを繋つなぎとめることも多々あったが、今や、その繋がりは切れてしまっている。

　──久遠……あんたが死んでから、ずっとこんな調子だよ。

　久遠の意志を継ぎ、せめて自分は差別することなく、余計な犠ぎ牲せいを生まないようにしようと生きてきたが、御霊一人で出来ることなど、本当に些さ細さいなことでしかないようだった──。

「はぁ……」

　情けない話だが、正直、今の御霊は成すべきことを見つけられないでいた。

『どうされました御霊様。深いため息などついて』

　不意に、綺き麗れいな声が耳に届いた。御み霊たまはふっと笑って腕にはめた木の枝を編あんだ腕うで輪わに眼を落とす。

「玉ぎよく露ろか。別に何でも無い」

　腕輪から聞こえてくる声の主ぬしは、木こ霊だまと呼ばれる妖よう怪かいだ。本体は天あま邪じや神じん宮ぐうに古くからそびえる神しん木ぼくに宿った精せい霊れいである。

　一族の習わしに従い、生前の久く遠おんは彼女を式しき神がみに加え、以降、その木の枝を結んだ腕輪を介して木霊と話せるようにした。

　代々、篝かがり火び一族を見守り補助する役目を担になう、強力な木霊の精霊。

　名は『小お霊だま木き玉露』。

　久遠がお供そなえ物として捧ささげた大量の娯ご楽らく物ぶつ資しのせいで、人間界に対する知識が変な方向に偏かたよってしまっているのが難なん点てんだが、弐に毛けや八や岐またも同じ腕輪をつけているため、遠距離での交信には役立ってくれる。何より、従じゆう順じゆんで人ひと懐なつっこく声が綺麗なため、五ご式しきの癒いやし役なのだ。

「お待たせしました。確認が取れましたので奥へどうぞ」

　御霊は、狐きつねの耳をちょこんと揺ゆらして微ほほ笑えんだ受付の少女に会え釈しやくを返し、慣なれた足取りで城の奥へと進む。

　目的地は城の中でもかなり上の方にある。欠伸あくびを噛かみ殺しつつ、広々とした廊ろう下かから天邪神宮の景色を眺めながら、御霊はその部屋に辿たどりついた。深呼吸して扉を叩く。

「はいはい、どうぞー」

　厳おごそかな雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらに、女性の軽い声が響ひびいた。扉を開けると、これまで和風な景けい観かんだった世界が一気に洋風の執しつ務む室へと変わる。ソファやランプ、シックな机など、堅けん実じつだが清せい潔けつな印象を感じさせる部屋の奥、窓まど際ぎわにその女性は座っていた。

「おー、おんたま君。久しぶりだねー」

　立ち上がり、柔やわらかな笑みを向けてくる女性に、御霊も思わず笑みを浮かべる。

「御霊ですよ。み・た・ま」

「いいじゃん、おんたま君の方が可愛かわいいし」

「だから嫌なんですよ……お久しぶりです。子こ芥け子しさん」

　長身で細身だが、起き伏ふくに富んだ体つき。色白で鼻が高く、艶つやのある黒の長ちよう髪はつが肩にかかり、大人っぽい白のワイシャツに黒のズボンという、天邪神宮では珍しい洋風の格好をしている。

　そして彼女を象しよう徴ちようするのは名が示す通り、こけしのように柔にゆう和わな笑み。思わず力が抜けてしまうようなとても柔らかな雰ふん囲い気きを放っている。

　若くして鍵かぎ屋やの上層部に椅い子すを構える女性。名は『純すみ波なみ子芥子』。

「ごめんねー、急に呼び出しちゃって」

「構わないですよ、まぁ……暇ひまですし」

　本当は、出来ることはある。しかし、それは御霊がやりたいことでは無かった。

「それで、御ご用よう件けんは？」

「うん、それじゃ早さつ速そく──といきたい所なんだけど。まずは最初に確認しなくちゃいけないことがあるんだ」

　椅い子すに座りなおした子こ芥け子しが、机つくえの上で指を組む。ワイシャツの袖そでから覗のぞくのは、両腕に巻かれた白い包ほう帯たいだ。柔にゆう和わな表情に、少し影が射さす。

「この一年、再さい三さん話してきたことだけど……おんたま君。君は今でも鍵かぎ屋やに所属して邪じや気き祓ばらいになる気も、久く遠おんさんから受け継いだ刀とう鍵けん『万ばん象しよう錠じよう』をこちらに渡す気も無いんだね？」

　本当に、うんざりするほど問われた質問だった。

「俺は未だに、何をするべきなのか分かりません。だけどやっぱり……それだけは、違う気がするんです」

　鍵屋の仕事は主に三つ。




・血の目覚めを迎えた人間を天あま邪じや神じん宮ぐうに強制的に移送すること。

・人間に害を成す妖よう怪かいが出現した場合、速すみやかに拘こう束そく、或あるいは排はい除じよすること。

・人間界で妖怪の事件に遭あった一般人の記憶を封じ、その存在を公おおやけにしないこと。




　鍵屋の本部はここ、天邪神宮だが、いつ血の目覚めが起こるか分からない人間が居るのは、当然人間界。鍵屋の面々は多様な手段を用いて人間界を観察し、妖怪絡みの事件を速すみやかに解決することが仕事となっている。

　当然、中には人間に害を成す妖怪の血が目覚める時もある。そんな時取られる手段は殺害だ。

　そうした危険な妖怪を退治する者は『邪気祓い』と呼ばれ、御み霊たまの主あるじ、久遠はその中でも最強と謳うたわれ、多くの者に慕したわれ、恐れられた。

　そんな久遠から御霊が受け継いだ刀鍵・万象錠──。

　その力に並ぶものなし、とまで言われる、現代まで数々の伝説を篝かがり火びの名と共に背負ってきた稀き代だいの名刀だ。

　八や百お万よろずの神々にも立ち向かえる強大な力を秘めた刀鍵だが、扱あつかいを過あやまてば、世界の安定を挫くじき、崩ほう壊かいさせる可能性すら持つ、極めて不安定で危うい力でもある。

　しかし、どんな理り不ふ尽じんにも対抗できる力ではあるが、御霊はそんな力を鞘さやに納めたまま、邪気祓いとして悪あしき妖怪を祓う選択をしなかった。

『いつか、人も妖怪も神様も、一いつ緒しよに暮らせるような時代が来ると良いね』

　戦いに疲れた久遠の、そんなささやかな願いを知っていたからだ。式しき神がみとして、後を任された者として、御霊は久遠の意志を継ぎたいと思った。

　だから御霊は戦いの道となる鍵屋に属さず、託たくされた万象錠も手放さぬまま、今日まで生きてきた。

　何をすべきか答えは出ないまま、しかし、譲ゆずれぬ物を抱えたまま──。

「俺の答えは変わりません。久く遠おんの願いを叶かなえるにはどうすれば良いのか、俺は何をすれば良いのか、まだ分からないけど……俺は邪じや気き祓ばらいにはならないし、万ばん象しよう錠じようも渡せません」

　真まっ直すぐに子こ芥け子しの眼を見ながら、御み霊たまは言いきった。

　今も御霊の中で息づく力──救きゆう世せいの光にも、終しゆう焉えんの災さい厄やくにもなり得る純じゆん粋すいな力──それを背負ったまま、鍵かぎ屋やの言いなりにも、その力に翻ほん弄ろうされることもなく、ただ相応ふさわしき時を待つ。それが、とりあえずの御霊の判断だった。

　難むずかしい顔をされるかと思った御霊だったが、意外にも子芥子は再びにっこりとした笑みを見せてくれた。

「それを聞いて安心したよ。ボクの一年の努力も、無む駄だにならずに済みそうだ」

「え？」

「こっからが本題。よく聞いてね？」

　ちょっと悪戯いたずらっぽく口くち端はしを持ち上げた子芥子が小首を傾かしげて御霊を上うわ目め遣づかいで見み据すえた。

「ボクとしても、君を無理やり鍵屋に入れるのは反対だ。ボクも、久遠さんがどんな気持ちで刀とう鍵けんを振るっていたのかは、よく知ってるしね……」

　さり気なく、子芥子は机つくえの片かた隅すみに置いてある写真立てに眼を移した。

　そこには、久遠と子芥子が晴れやかな笑みを浮かべたまま並んで写っている。

　この女性、純すみ波なみ子芥子は、亡き篝かがり火び久遠の恋人だったのだ──。

　だから御霊も、早い段階で子芥子と知り合っていたし、子芥子も久遠の式しき神がみたる御霊達を可愛かわいがってくれていた。御霊にとっては、姉のような、母のような人なのだ。

「久遠さんの願い。人や妖怪が一いつ緒しよに、平和に暮らせるような世界を造る。ボクだって、理想は同じだからね」

　事件から一年。しかし、まだたったの一年なのだ。

　この人が未だ深い悲しみの中にあるのは、想像に難かたくない。その上で、この人は久遠の理想を叶えたいと言ってくれている。本当に強く優やさしい人だと、御霊は子芥子の視線を受け止めた。

「そこでこの一年。ボクなりに動いてみた。で、先日ようやくボクの案が上層部に通ったんだ」

「案？」

　ふふん、と自慢げに豊満な胸を張った子芥子が御霊に笑いかけた。

　次の瞬しゆん間かん。子芥子の放った一言に、御霊は衝しよう撃げきを受ける。

「ねぇ、おんたま君。人間界の学校に行ってみる気はない？」

「……え？　人間界の学校、ですか？」

　一いつ瞬しゆん、言っている意味が分からず眼を丸くした御霊に、子芥子は頷うなずいた。

「そう、それがボクなりに久遠さんの願いを叶える答えなんだ」

　子こ芥け子しがゆったりと椅い子すにもたれる。

「久く遠おんさんが望む、人間と妖よう怪かいが分け隔へだてなく共存出来る世界。実現するにはどうするか、ボクなりによく考えてみた。やっぱり、共存出来ない原因は目覚めた妖怪の力が人間とかけ離はなれ過ぎてしまう点にある。だから、天あま邪じや神じん宮ぐうに霊れい力りよくを制せい御ぎよする訓くん練れんをさせる学校を造りたいんだ」

「霊力制御……霊れい術じゆつの訓練をさせるってことですか。でも、なら何で人間界の学校に？」

　話が上う手まく繋つながらず、首を傾かしげる御み霊たまだったが、子芥子は穏おだやかな微び笑しようを消さずに続けた。

「外見を人間に戻したり、振るう力を抑よく制せいしたり、そうした訓練をする学校を天邪神宮に造って、ゆくゆくは望まぬ覚かく醒せいを遂とげた妖怪に、人間と変わらぬ生活を送らせられるようにしたい。理想としては、隔かく離りされてきた妖怪を人間界に復帰させられれば一番良いね」

　なるほど、と御霊は頷うなずいた。確かに、これまでに無かった試みだ。もし実現すれば、人間と妖怪の確かく執しつは確実に埋まっていくだろう。

「けど問題が一つ。訓練を終えて力の制御が出来るようになっても、やっぱり妖怪は妖怪。どうしても力の差は出てきてしまう。将来的に人間界で暮らせるようにするには、どの程度まで力を制御させるべきなのか、その基準が曖あい昧まいだ。人間には判断がつかないことだからね」

　ようやく御霊にも理解が出来た。

「なるほど、だから俺に声をかけたんですね」

「うん、霊力を制御する訓練を終えた例。優ゆう秀しゆうな式しき神がみである君を、試験的に人間界に送ることで、人間界での生活がどの程度まで可能なのか判断するってことさ！」

　どうやらかなり重要な話になりつつあるようだ、と御霊は緊きん張ちようを強めた。

　二つの世界が交じり得る計画。この先に、久遠が目指した共存が可能な世界がある。

「どうして、今になってこの計画が通ったんですか？　随ずい分ぶん昔から、似たような案は出ていたでしょう？」

「それがまた、運命と言うか皮肉と言うか、だよ」

　子芥子が優やさしい視線を向けてくる。

「全すべては久遠さんの死が発ほつ端たんだ。最強の邪じや気き祓ばらい、篝かがり火び久遠の死は、天邪神宮に大きな衝しよう撃げきを与えている。しかも、邪じや悪あくな妖怪の天敵、篝火の名を継いだ君が、篝火一族の力の象しよう徴ちようであり、これまで絶大な抑止力でもあった万ばん象しよう錠じようを振るわない──その事実が何より大きい。死の間ま際ぎわでも、久遠さんは戦いではなく共存の道を模も索さくし、諦あきらめず信じていた……君が戦わない道を選んだことが、久遠さんの意志をより強めていると言えるんだ」

　御霊は、亡き主君の覚悟に表情を固くする。

「鍵かぎ屋や内部では、ボクが提言した共存派と、鷺さぎ乃の火ひさん率ひきいる現状維持派が対立している。二大派は閥ばつの真っ向勝負は結構大変だったけど、まずは可能か不可能かだけでも判断しようということで、条件付きで今回の計画が通ったんだ」

　ようやく事態が飲み込めた。

　現状維持を唱となえる鍵かぎ屋やの実力者。『鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎ』。御み霊たまも何度か会ったことがある。かつて久く遠おんと同じ部隊で、久遠にも引けを取らぬ邪じや気き祓ばらいだった男だ。

　妖よう怪かいは退治、弾圧し、然しかるべき管理をするべきだと兼ねてから豪ごう語ごしていた故ゆえに、この計画の障害でもあったはず。

　恐らく、子こ芥け子しは夜凪を説とき伏せるためにこの一年、奔ほん走そうしたのだろう。

「さ、話が元に戻ったよ、おんたま君」

　話すべきことは話した、とでも言いたげに、子芥子が柔にゆう和わな笑みを御霊に向けた。

　運命の問いが、投げられる。

「十年ぶりになるのかな？　人間界……行ってみない？」







「で、引き受けて帰って来たってのかい？」

　屋や敷しきに戻って事情を説明している御霊に、感心半分、呆あきれ半分の視線を向けているのは、胸元から上が露ろ出しゆつする、黒を基調とした艶あでやかな和わ装そうに身を包んでいる女性。

　大だい蛇じやの憑つきもの筋。名は『口くち縄なわ八や岐また』。

　その名の通り、蛇へびのように長い黒くろ髪かみを両腕にふんわりと巻き付けている八岐は、二十代前半といった容姿をした五ご式しきの一員だ。ただ、御霊が出会った時から外見が一いつ切さい変わっていない。

　年齢を尋たずねると漏もれなく酷ひどい目に遭あうので、八岐の年齢に関しては永遠の謎なぞなのだが。

「俺は実際、かなり良い案だと思う」

　今、御霊の周囲には弐に毛けと八岐。そして、腕うで輪わを通して玉ぎよく露ろも話を聞いている。

　ここは元々久遠の屋敷。久遠亡き後、そのまま御霊達、五式が暮らしていた。


　「仁じん」　小お霊だま木き玉露

　「義ぎ」　篝かがり火び御霊

　「礼れい」　又また足た袋び弐毛

　「智ち」　口縄八岐



　この四人こそ、篝火久遠が使し役えきした四体の式しき神がみ。各おの々おのが、仁・義・礼・智・信しんの五ご常じようの考えに基もとづいた位置づけをされている。

　ただし──「信」を司つかさどる式神は、御霊が五式入りを果たす前に起きた事件の際、久遠を庇かばって絶命してしまったらしく、現在は空席となっている。

　式神とは、邪気祓いのしもべとして使役される従ず者さであり、その多くが妖怪としての力、すなわち霊力を制せい御ぎよする術、『霊れい術じゆつ』を授さずけられる。

　霊力とは生命力とほぼ同義であり、扱あつかう術を学べば、例えば御霊のように鬼おにの壊かい滅めつ的てきな腕力を、日常生活が可能なレベルにまで抑えることも出来る。

　これまで、人間界に帰りたいと願ねがう憑つきもの筋は大おお勢ぜい居た。しかし、その願いは聞き入れられず、多くが妖よう怪かいとして新たな人生を強しいられてきた。何な故ぜ、多くの妖怪が霊れい力りよくを制せい御ぎよする術を教えてもらえないのか。

　妖怪のまま放置、すなわち人間とかけ離はなれてしまった己の存在を痛感させれば、人間界に帰るという幻げん想そうが時間と共に風化する。つまり『諦あきらめさせる』ための措そ置ちなのだ。

　そして、かつての竜りゆうのように強大な力を持ってしまった者に対して、退治する理由をつけるためでもある。

　久く遠おんが心を痛めるのも頷うなずけるほどに、天あま邪じや神じん宮ぐうには心に傷を負った者が数多く、諦てい念ねんと共に暮らしている。

　そして、御み霊たまにもたらされた一ひと筋すじの光が、この計画だ。

「妖怪に、人間らしい暮らしがどこまで出来るかの試験……ってことかい。確かにあたしら久遠の式しき神がみなら鍵かぎ屋やの信用もあるし、霊術もかなり鍛きたえてあるからねぇ」

　まずは霊術の訓くん練れんを終えた中でも、最さい優ゆう秀しゆうたる五式を人間界に向かわせ、そこでどの程度の訓練が必要なのか、基準を判断するということらしい。

　洒落しやれた煙管きせるを指の間で弄もてあそびながら、八や岐またが御霊の貰もらって来た資料に難むずかしい顔で眼を落とす。

「この話を受けるとしたら、まずは人間界で学生生活を送ることになるらしい」

　年齢的な問題もあるが、ある程度閉へい鎖さ的な環境の方が、万が一の事態に動きやすいという理由もあるそうだ。妖怪が学校という仕組みを改めて学ぶ上でも必要だと子こ芥け子しは語った。

「すっごーい、おんたま、学校ってあれでしょ？　外人に道聞かれたりするんでしょ？」

「どういう認にん識しきだ」

　弐に毛けが尻尾しつぽをぶんぶん回しながら眼をキラキラさせている。

「御霊、念のために一度だけ聞くよ？　あんた……人間界で久遠と会う前の最終学歴は？」

「……小学校、中退」

　海より深い八岐のため息が響ひびき渡った。

「あんた、そりゃ勇気じゃなくて無む謀ぼうだよ。通うとしたら高校だろう？」

「だから、その辺の問題を判断するためにも、試験的に俺達が出向くんだよ。俺達なら久遠に召しよう喚かんされて何回も人間界に行ってるし、言い方は悪いけど、絶好の配役なんだってさ」

　それに加え──。

「最近はこの辺りの治安も悪くなってるし、俺も鍵屋に入らないってことを伝えてある。だから、天邪神宮でいつ万ばん象しよう錠じようを奪われるか分からない状況に置いておくよりは、避ひ難なんの名目で人間界に移動させようって考えが強いらしいんだ」

　この計画が反対派に通ったのは、むしろそちらの方が大きいらしい。

　どうせ意のままにならないのなら、安全な場所に遠ざけた方が鍵屋も安心なのだろう。それだけ久遠の名は大きく、万象錠の力は強大なのだ。

　刀とう鍵けん・万象錠。その名の通り、森しん羅ら万ばん象しようを封印、施せ錠じようする力を持った刀鍵だ。

　一振りで万ばん象しようを拒こばみ、阻はばみ、否定する、禁きん忌きの力。久く遠おんは万ばん象しよう錠じようをそう称していた──。

「どうかな姉あね御ご、やっぱり反対か？」

　五ご式しきの知恵袋。五ご常じようの智ちに相当する八や岐またに、御み霊たまは問いを投げる。八岐は煙管きせるを揺ゆらしながら思し索さくに耽ふけっているようだ。

「……まぁ、確かに。血に目覚めた憑つきもの筋に対する扱あつかいは、随ずい分ぶん昔から無理があったからねぇ。久遠の死が現状の改かい善ぜんに繋つながったとするなら、確かに悪くない計画ではあると思う」

　八岐の言葉に、御霊は表情を和やわらげる。しかし。

「けど御霊。本当に大丈夫なのかい？　あんたのトラウマ、まだ克こく服ふくできちゃいないだろう？」

　その言葉に、御霊の脳のう裏りに最悪の記き憶おくが蘇よみがえる。御霊は思わず胸の絆ばん創そう膏こうのネックレスに触ふれていた。

　他でもない、御霊の鬼おにの血が目覚めた日の記憶。

「……勿もち論ろん、分かってる。けど姉御。久遠は理想を抱いだいて戦って、最後までその理想を貫つらぬいた。子こ芥け子しさんは久遠の意志を継いで、この計画を通してくれた。子芥子さんの計画を聞いて、俺もようやく自分が何をするべきか分かった気がするんだ」

　人間と妖怪。人間界と天あま邪じや神じん宮ぐう。今や深い溝がある二つの種族と、独立した二つの世界。その橋渡し役になる。

「俺だけいつまでも立ち止まっていられない。少なくとも、これは俺に出来ることで、現状俺達にしか出来ないことだ。結果はどうあれ、やってみる価値はあると思う」

　確かな考えだった。これが切っ掛けになるのなら、やってみる価値はきっとある、と。

　八岐はしばらく無言だったが、御霊の意志を汲くみ取ったのか、やれやれと肩を落とした。

「久遠が願いを託たくしたのはあんただ。あんたが決めたんなら、あたしに言えることは無いさ」

　とりあえず、八岐の賛成は得られたようだ。

「で、具体的にはどうすんだい？」

「鍵かぎ屋やの監かん視しの下で人間界に移り住んで、指定された学校に転校って形で入るらしい」

「行くのは御霊だけかい？　それはそれで心配だけどねぇ」

「いや、子芥子さんは弐に毛けも指定してる」

「にゃに！　あたいも行って良いの!?」

　発光しそうな程に眼を輝かがやかせる弐毛に反して、八岐は顔を引きつらせた。

「御霊以上にヤバそうじゃないか……辛かろうじて読み書きが出来る程度だろう？」

「その辺は便べん宜ぎを図はかってくれるらしい」

　不安ではあったが、御霊としても気を許せる相手が連れ立ってくれるのは心強かった。

「弐毛。人間に化けろ」

「よっしゃ！　どろんぱ！」
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　二に尾びの猫ねこ又またが一回転すると、どこから出たのか分からない薄うす煙けむりと共に、弐に毛けが尻尾しつぽと猫耳を生やした可愛かわいらしい少女に変身していた。全裸なのが問題だったが。

「弐毛、人間の服を用意しておけよ。あと、尻尾と耳まで隠かくせるようにな」

「あ、そっか。普通の人間には無いもんね！　んーしょ！　ふぬーっ！」

　弐毛が踏ん張りながら二本の尻尾を交互に伸び縮ちぢみさせ始めた。もう少し練習させれば外見的には問題なくなるだろう。あとは御み霊たまがフォローを入れれば良い。そもそも、動物の憑つきもの筋でありながらここまで人間だった頃の姿に戻れる弐毛の実力は相当なものだ。

「一応、姉あね御ごも行って良いことになってるぞ。要相談って書いてあるけど」

「そりゃどういう意味だい」

　着物の袖そでから数匹の蛇へびを覗のぞかせながら、じとっとした半はん眼めを向けてくる八や岐またに尻しり込ごみしつつも御霊は資料に眼を落とす。

「い、いや、まぁ、そりゃ、外見的な話だろ」

「失礼な奴だね。あたしも花の女子校生で充分通じるさ」

　鼻を鳴ならす八岐に肩をすくめ、全裸で左右の尻尾を交互に伸び縮みさせている弐毛に、畳たたんでおいた掛け布ぶ団とんを放り投げながら、御霊は打ち合わせを進めていく。

「で、姉御どうする？　居てくれると頼たのもしいけど」

「まぁ、若い人間の男を沢たく山さん囲うってのも楽しそうではあるけどねぇ……あたしは遠えん慮りよしとくさ。この屋や敷しきを守る役目が必要だろう？」

「……それもそうだな」

　久く遠おんの屋敷を長期間無人にする訳にもいかなかった。

『皆さま、私も何かお役に立てれば良いのですが……』

　と、それまで黙だまっていた玉ぎよく露ろが申し訳なさそうに声を飛ばしてきた。木こ霊だまという立場上、今回の件に関わることは出来ないと判断したのだろう。慎つつしみ深いというか、弁わきまえているというか、とにかく腰の低い木霊だった。

「玉露。お前の凄すごい所は世界を跨またいでも声を飛ばせる所だ。何かあった時に皆と連絡が取れるよう、今まで通りにしててくれ」

『は、はい！　かしこまりました御み霊たま様、お任せ下さい！』

　役目を受けて嬉うれしかったのか、玉露の澄すんだ声が弾はずんだ。

「それで、肝かん心じんの学校ってのはどこに行くんだい？」

「あぁ……それなんだけどな」

　御霊は少し表情を陰かげらせながら、資料の一枚を床ゆかに広げた。

「俺達が行く学校は『竜りゆう鱗りん高等学校』。竜鱗村だ」

　途と端たん、場の空気が急速に張り詰める。

　御霊が告げたのは、一年前、主君が命を散らした地だったからだ──。

「……決めたのは子こ芥け子しなんだろう？　何だってまた、あそこなんだい？」

「竜鱗高校は、現地の子供が少ないせいで一年から三年まで合わせても百人足らずの生徒しか居ないらしいんだ。現場の人間が少なければ、もし何かあった時鍵かぎ屋やも対応しやすいしな」

　一年前の竜りゆう嵐らん事じ変へんの復ふつ興こうも、ほぼ済んでいるようだった。

「そんなの、国中に似たような状態の学校はあるだろう。わざわざそこを選ぶ理由が無いよ」

　八や岐または納得いかなそうに煙管きせるを弄もてあそんでいる。当然だ。主君が眠る、五ご式しきの誰だれもが無念を痛感したあの場所に、どんな顔をして舞まい戻れば良いのかと、御霊も思った。

「正直、子芥子さんがどうしてそこを選んだのは分からないよ。でも……俺は久く遠おんが見守ってる土地で、自分で一歩を踏み出してみたいんだ」

　そこで途と切ぎれた道だからこそ、再びそこから始めたい。その思いは確かに胸の奥にある。

　御霊の力の宿った視線を受けて、八岐が複ふく雑ざつそうに虚こ空くうを見み据すえた。

「竜鱗村、か……何かきな臭くさい気がするんだけどねぇ……子芥子の奴は何を考えてんだか」

　しばらく思し索さくに耽ふけっていた八岐だったが、やがて一息つき、真剣な表情で御霊に向き直った。

「御霊。勿もち論ろん手は貸してやるけど、やるからには半はん端ぱに終わらせるんじゃないよ？」

　その言葉に御霊は明るく頷うなずきを返す。思う所があったのか、八岐も賛同してくれたようだ。

　何が待ち受けているかは分からない。しかし、元より半端に止やめるつもりなど無いのだ。

　こうして、主あるじが見守る地にて、御霊達は新しい季節を迎えることになった──。
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　４月。人間界──。

　竜りゆう鱗りん村は広大な海を臨のぞむ、自然に恵まれた小さな村だった。一応生活に必要な最低限の施設はほぼ揃そろっているようだ。

　子こ芥け子しを伴ともなって人間界へとやってきた五ご式しきの面々は、竜鱗村の景けい観かんを眺めながら山の階段を上がっている。

　一年前。久く遠おんと、この地で目覚めた強大な竜りゆうが激げき闘とうを繰くり広げた場所。そして、不運にも発生した地震が重なり、大規模な土ど砂しや崩くずれが起きた山だ。

　あの時、万ばん象しよう錠じようを受け継いだ御み霊たまが土砂崩れから村を守り、今では復ふつ興こうが進んで山にも問題無く入れるようになっていた。

　とはいえ、あの時はどうにか万象錠を制せい御ぎよ出来たものの、その力たるや凄すさまじく、強大な霊れい力りよくを誇る御霊ですら、一振りで意識が吹き飛びかけた。人間界で暮らす以上、万が一の事態も想定し、常に注意を払っておかなければならないだろう。

　使う機会が無ければ、それに越したことは無い力なのだから。

「すっげー綺き麗れいな場所だなー。あたい、村っていうから畑と藁わらで出来た家しかないのかと思ってたよ！」

「あはは、それは流石さすがに時代錯さく誤ごだなぁ」

　御霊と弐に毛け、八や岐またの三人は、子芥子についていく形で石段を上っていく。階段の横にアーチのように植えられた桜の木から舞まい散る花か弁べんを浴びながら、一行はゆっくりと頂上を目指す。

「まぁ、思ってたよりは綺麗な所だねぇ。静かに暮らすには良さそうだ」

　八岐が木こ漏もれ日を浴びながら周囲の緑を柔やわらかな笑みで眺めている。

「うん、ボクもそう思うよ」

「……あんたと同じ感想かい。あたしも落ちたもんだ」

　ふと、八岐が棘とげのある口調で子芥子を威い圧あつするようなことを言った。

　八岐が子芥子に向ける冷めた鋭するどい視線を横目にしながら、御霊は少しだけ張り詰めた空気を感じたが、すぐに玉ぎよく露ろが穏おだやかな声を脳のう裏りに響ひびかせてくれた。

『感じます。御霊様、この地の木々はとても健すこやかですよ』

「へぇ、なら安心出来そうだな」

『自然は、何よりも敏びん感かんに異変を察さつ知ちしますから。この村はきっと穏やかな場所なのでしょう。久遠様の温かく強い力を感じます……何と懐なつかしい』

　玉露の保障も貰もらえた。どうやら居い心ごこ地ちの良い場所になりそうだ。

「さて、ついたみたいだね」

　皆が辿たどりついたのは山の頂上。この地に祀まつられている竜の彫ちよう像ぞうが鎮ちん座ざする小さな祠ほこらがある広場だ。

　一年前の今日。この地にて久遠は命を散らした。遺い骨こつの一部は今もこの山に埋められている。兼ねてからの久く遠おんの意向で、万が一自分が潰ついえた時は、その地に自分の遺い骨こつの一部を埋まい葬そうして欲しいとの願いだったのだ。

　骨は肉体が滅ほろんでもその生命が存在した証あかし。少なからず霊れい力りよくを宿す媒ばい体たいとなるのだ。

　久遠がその身に宿していた霊力は今もこの山の糧かてとなり、村を守っている。

　祠ほこらの横、目立たないようにひっそりと立てられた墓ぼ標ひようを前に、一行は各おの々おの神しん妙みような表情を浮かべて横に並ぶ。

「久遠、久しぶりだな……俺、人間界の学校に通うことにした。弐に毛けもな」

　弐毛は珍しく黙だまったまま俯うつむいている。久遠に誰だれより懐なついていたのは弐毛だったのだ。

　子こ芥け子しが一歩進み出て、儚はかなげな笑みを浮かべたまま白い花束を供そなえた。

「ボクに出来ることはこのくらい。後は……おんたま君達に任せるよ」

　恋人の墓ぼ前ぜんで、子芥子は何を思うのか。静かに眼を閉じている子芥子の姿に、御み霊たまは何を言えば良いのか分からず、胸が締しめ付けられるような思いに駆かられた。

「まぁ、ゆっくり眠ることだね。信しん頼らいに足る連中はちゃんと残ってるよ。安心しな」

　八や岐またが久遠の墓はかに言葉を投げかけ、子芥子が立ち上がる。今日で一年。区切りは済ませた。

　御霊は上って来た階段の前に立ち、桜のアーチを見下ろす。青い海と、緑に包まれた村の景けい観かんを眺めながら、優やさしい風に乗ってくる桜の花か弁べんに手をかざす。

「久遠、見ててくれ」

　新しい一年が始まる。







　竜りゆう鱗りん高等学校は、古い木造の二階建て校舎で、一階部分には職員室や校長室、倉庫が並び、二階部分が教室になっていた。渡り廊ろう下かを進めば、実験室などが並ぶ二号館や体育館がある。

　狭い教室が三つ並び、手前から順に一年、二年、三年の札がかかっている。一学年一クラスというのは本当らしい。

　そして今、二年のクラス内において、御霊は着慣れない人間界の制服を身に纏まとい、ガチガチに緊きん張ちようした面おも持もちで興きよう味み深そうに自分を見つめる総そう勢ぜい二十六人のクラスメートを前にしていた。

　──お、落ちつけ。昔とは違うんだ。

　御霊は、子芥子に説明されたことを思い出す。

『まず、目標として夏休みまで問題を起こさずに過ごすこと！　これが当面の目的だね。社会勉強も兼ねて、季節ごとに各地の学校を転々としてもらう予定になってるけど、その辺りの審しん査さはこっちでやるから』

　その審査が何を基準に行われるのかは詳しく語られなかったが、まずは気にせずに学生生活を楽しめと、子芥子は言ってくれた。

　実際に過ごすことで出てくる問題も多いはずだ。その辺りの対策まで固まった所で、ようやく今回の計画が本格的に始動するらしい。

　とにかく、御み霊たまが今すべきことは──。

『青春のやり直し。久く遠おんさんも見ていてくれるから、勉強も恋も頑がん張ばれ、おんたま君！』

　笑顔で背中を押してくれた子こ芥け子しに心から感かん謝しやしつつ、御霊は小さく深呼吸し、教室内を見渡した。

　人間界。御霊にとってはかけがえの無い思い出と、忘れ去りたい記き憶おくが混在する場所だ。

　御霊が天あま邪じや神じん宮ぐうで暮らすようになり、十年近くの時間が過ぎている。人間界での常識などほとんど忘れており、ここ数日の付つけ焼やき刃ば程度の知識でやっていけるかどうかの不安は大きい。

　しかし、それでも御霊は先に進むことを決意したのだ。

　主君の名に恥はじないように、子芥子の期待に応こたえるために、そして何より、御霊の過去に自分なりの決着をつけるためにも──。

「篝かがり火び御霊です。短い期間になると思いますが、よろしくお願いします」

　パチパチと拍手が起こる。

「えー、御霊君はご両親の仕事の都合で子供の頃からずっと外国で暮らしていたそうです。この国のことで分からないことがあれば、教えてあげてください」

　便べん宜ぎは図はかると言っていたが、こういうことらしい。確かに間ま違ちがってなくもなかった。

「ねぇねぇ、篝火君ってどこの国に住んでたの？」

「え？」

　前の席の女の子が早さつ速そく質問してきた。天あま邪じや神じん宮ぐうと答える訳にもいかず、どう誤ご魔ま化かすか考えていた御霊だったが、その時。

　無ぶ遠えん慮りよに教室の扉が開き、小こ柄がらな少女が笑顔で飛び込んできた。

「おーい、おんたま！　天邪神宮ってどこの国にあるのー？」

　早速マズイことになった。

「こら弐に毛け、クラスに戻ってろ！」

　弐毛は御霊の妹という設定で、一年のクラスに入ることになっていた。外見は小柄な人間の少女そのもので、茶ちや髪ぱつに癖くせっ毛のボサボサ頭になっている。尻尾しつぽや耳が出てくるうっかりも、この数日の訓くん練れんで無くなっていた。

「え、あの子篝火君の妹？　可愛かわいいーっ！」

　注意が一気に弐毛に移った。

「お？　何かこっちにも人間が一いつ杯ぱいいるなぁ。あたい又また足た袋び弐毛！　よろしくね！　で、おんたま、天邪神宮って」

「お前はいいからクラスに戻れ！」

「な、何で怒ってんの！　うぅ……ごめんよぉ……」

　唇くちびるを尖とがらせ、渋しぶ々しぶ去っていった弐毛に肩を落とす御霊。

「な、何だか、すみません。弐に毛けがうるさくして」

　妙な空気にとりあえず謝あやまっておく。すると。

「気にすんなよおんたま！」

「弐毛ちゃん可愛かわいいなおんたま！」

「よろしくね、おんたま君！」

　クラス中がからかうような笑顔で御み霊たまを励はげましてくれた。

「……はぁ」

　こうして、御霊の高校デビューは間抜けな愛称の定着と共に始まったのだった。







　ある種当然ではあったのだが、一学年一クラスということは、クラス替えというものがない。つまり、同学年の者達は全員が幼少期からの知り合いであり、ほぼ毎日一いつ緒しよに行動することになる。

　横の繋つながりが非常に強いようだ、と御霊は自己紹介を聞き終えて感じた。

　大おお勢ぜいの人間に囲まれ、肩を並べ、机つくえを並べて一ひと所ところで何かをする。という経験が久しくなかった御霊は、緊きん張ちようしつつも懐なつかしい気持ちでその日の放課後を迎えた。初日は挨あい拶さつと自己紹介、今後の説明で終わるらしい。まだ昼過ぎだ。

　御霊は一人、帰路につく学生達の合間を縫ぬうように校内を見て回る。何人かのクラスメートに声をかけられたが、まだ片付けや準備で忙しいからという理由で今日の所は距きよ離りを置いた。

　弐毛の方は早さつ速そくクラスに馴な染じんだらしく、既すでに何人かの女生徒と笑い合いながら学校を後にしていた。村を探検して回るらしい。

「やれやれ」

　素そ朴ぼくな校内の景けい観かんは嫌いではなかったが、どこか寂さびしさを感じさせる雰ふん囲い気きだ。

　二階の渡り廊ろう下かは人がほとんど居らず、ひとまず御霊はここで息をついた。大きな欠伸あくびを漏もらし、眠い眼をこする。先生の話が何より退屈で、強力な催さい眠みん術じゆつのようだった。

『御霊様、お疲れさまでした。大だい丈じよう夫ぶですか？』

「あぁ、玉ぎよく露ろ。大丈夫だよ。眠いし腹が減ったけど……姉あね御ごと子こ芥け子しさんは？」

『八や岐また様はお帰りになられました。頑がん張ばれ、だそうです。子芥子様はもう少し村でやることがあるそうでしたよ』

　御霊は渡り廊下の手すりに肘ひじをつき、眼がん下かを見下ろした。下校する学生達を見ていると、何となく御霊も寂しい気持ちになる。

「まだ初日とはいえ、皆良い奴らだな。よそ者のはずなのに、簡単に受け入れてくれて……」

　新しい仲間に笑顔を見せてくれたクラスの皆のことを思い、御霊は少し複ふく雑ざつな気持ちになる。勿もち論ろん、この上無く嬉うれしく、ありがたいことでもあるのだが。

　──俺が妖よう怪かいだって知ったら、皆はどうするのかな……。

　ふと、御み霊たまの脳のう裏りに過去の映像がよぎる。本当に、辛つらく残ざん酷こくな記き憶おくだ。

　学校の仲間達の笑顔が、疑ぎ心しん暗あん鬼きの不安に曇くもるようなことは、絶対に嫌だった。

　とにかく、うっかり妖怪であることがバレてしまえば本ほん末まつ転てん倒とうだ。計画は台無しになってしまう。それだけは避さけなければならなかった。

『御霊様、私はいつでも御霊様の味方ですからね！　虐いじめられそうになったらすぐ言うんですよ！　私が頑がん張ばってけちょんけちょんにします！』

「あ、ありがとう」

　果たして期待が持てるのだろうかと苦く笑しようした、その時だ。

「や、やめてください！」

　どこか悲痛な男の声が、校舎裏から聞こえてきた。

　渡り廊ろう下かの反対側。校舎の陰かげになる場所を覗き込んだ御霊が眼にしたのは、三人の男に囲まれている、一人の少年だった。全員この学校の制服を着ている。

　玉ぎよく露ろの言葉と、かつての記憶から、御霊はすぐにピンと来る。

　──虐めか？

　囲まれているのは一年生、囲んでいるのは三年生のようだ。見る限り、虐めというより恐きよう喝かつらしい。

　こんな小さな学校でも普通にあるのか、と御霊が考えていると、男が乱らん暴ぼうに少年の腹を殴なぐりつけた。痛ましい光景に、御霊は眼つきを厳きびしくする。

　子芥子の言葉が脳裏に浮かぶ。初日から問題を起こすのは流石さすがにマズイ。見なかったことにしてやり過ごすのが一番なのだろうが、と御霊は考える。

　しかし。

「そんなことしたら、久く遠おんに顔向けできないな」

　御霊の表情に誇り高い笑みが浮かんだ。

『御霊様？』

「悪いな玉露、少し心配かけるぞ」

　両手の指の骨を鳴ならし、渡り廊下から軽快に飛び降おりた御霊は、三人の上級生を前に声を上げた。その顔からは既すでに退屈な眠気など微み塵じんも無くなっている。

「何してる」

　御霊の鋭するどい声に驚おどろいた様子の上級生三人が振り向く。

「何だお前、二年か？　見たことねぇな」

「あれだろ、転校してきたって奴」

　新しい獲え物ものを見つけたと思ったらしい。意地の悪い笑みを浮かべながらこちらに近づいて来る男達を確認し、御霊は奥で縮ちぢまっている少年を見る。

「逃げろ」

　戸と惑まどいつつもその場から駆かけ出した少年を見送り、周囲に誰だれも居ないことを確認した御み霊たまは、改めて三人に向き直る。

「帰国子女って奴だろ。なぁ、ちょっと金貸してくんねーかな？」

　随ずい分ぶんと格の低い人間だと思いながら、御霊は利り己このために暴力を振りかざす男達を冷めた眼で見み据すえた。

「悪いが、ドブに捨てる金は持ち合わせがない」

「あぁ!?」

　殴なぐりかかって来た男の拳こぶしを片手で受け止め、御霊は少しだけ力を込める。

「うっ、あ……？」

　御霊を殴りつける姿し勢せいのまま、拳を微び動どうだに動かせなくなった男が眼を丸くする。

「どうした？　殴らないのか？」

「んの野郎！」

　空あいた片手の一いち撃げきを悠ゆう々ゆうと避よけ、御霊は爪つま先さきで男の膝ひざを軽く蹴けった。直後、激痛に悶もだえた男が悲ひ鳴めいを上げる。

　驚おどろき、残りの二人が同時に襲おそいかかってくるが、大振りの拳をそれぞれ片手で受け止めた御霊がその腕を真上に投げるようにいなし、空いた胴どう体たいに掌しよう底ていを優やさしく押すように決める。手加減した一撃にもかかわらず、二人は木の葉が風に飛ばされるように背後の木に吹っ飛んでいった。

「やはり人間じゃ呆あつ気けないな」

　篝かがり火び御霊。久く遠おんの使し役えきした五ご式しきの一角であり、五ご常じようにおける義ぎに位置する者。

　正しき行いをすべき者として久遠に鍛きたえられた、怪力自慢の鬼おにの子だ。

「こらっ！　何してるんだ！」

　ぎくりとして振り向けば、一階の窓から教師が一人声を張り上げていた。傍かたわらにはさっき逃げて行った少年の姿もある。

　──逃げろとは言ったけど、告げ口しろなんて言って無いぞ。

　恐らく、御霊がやられると思っての行動なのだろう。裏目に出てしまった。

　──これは、マズイか……？

　御霊の額ひたいに冷たい汗が流れる。次々と教師達が集まって来た。

「君がやったのか」

　倒れている三人を一いち瞥べつしてから、厳きびしい顔で教師が御霊に詰め寄る。

「はい」

　御霊は即座に肯こう定ていした。自分が正しいと思ったのなら胸を張れ、とは久遠の教えだ。さっきの少年は事態が大きくなってしまったからか、いつの間にか逃げ去っていた。

「とにかく、職員室に来なさい」

　頭を抱かかえながら教師が呟つぶやく。どうやら怒られそうだと御み霊たまも肩を落としたが、その時だ。

「ちょっと待った！」

　さっきまで御霊が立っていた渡り廊ろう下かの上から、少女の声が降ふって来た。

「あたしが見てた。そいつは悪くない」

　御霊は顔を上げる。

　黒くろ髪かみを後ろで一つに縛しばった、凛りんとした顔立ちの少女が力強い瞳ひとみで御霊を見つめていた──。







　職員室にて、少女は御霊が恐きよう喝かつされていた少年を助けるために止めに入ったのだと説明してくれた。事態を把は握あくした教師陣は一転、御霊に対する感心の眼まな差ざしを送り、拍手まで起こる始末だった。

　そして、放課後の時間を教師への弁解と謝しや罪ざいに使ってしまった御霊は、ようやく傾かたむき始めた日ひ射ざしの下へと解放された。

「ふう、危うく即日停学処分だ……ありがとう、助かった」

「気にしなくて良いよ、お前が行かなきゃあたしが割って入ってたし」

　御霊を助けてくれた少女は穏おだやかな表情でそう言った。校内の生徒は大体眺めたが、この少女に見覚えは無かった。

　後ろで一つに束ねた黒髪に、子こ芥け子しほどではないが細身の長身。きりっとした眉まゆと凛り々りしい顔つきが、可愛かわいらしさより格好良さを感じさせる少女だった。

「女なのに、上級生相手に飛び出す気だったのか？」

「あぁいうのって許せなくてさ。お前だって、黙だまってられないから出てったんじゃないの？」

　微み塵じんの不安も感じさせないはきはきとした口調に、御霊は好感を覚えた。女らしさとは無む縁えんとも思える喋しやべり方も御霊にとってはむしろ親しみやすさを感じる。

「でも上級生三人やっつけるなんて、結構やるじゃん」

「俺も人間……じゃなかった。こんな小さな村に、こんな頼たよりがいのある女の子が居るなんて驚おどろいたよ」

「女の子とか言うなって」

　照れたのか呆あきれたのか、鼻を鳴ならして視線を逸そらした少女は、すぐ怪け訝げんそうな表情で御霊を見返した。小さな花はな飾かざりがついた鞄かばんを肩に担かつぎ直しながら小首を傾かしげてくる。

「お前、この村の奴じゃないの？」

「あぁ、最近引っ越してきたんだ」

「なんだ、それならあたしと同じじゃん！　良かったぁ、あたしも三日前に引っ越してきたんだけど、知り合い居なくて不安だったんだ」

　急に晴れやかな笑顔を浮かべた少女は片手を御霊の背中にぶつけた。

「七なな緒お美み久く地じだ。よろしくね！」
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「篝かがり火び御み霊たまだ。こっちこそ」

　ニッ、と口くち端はしを吊つり上げた美久地は古い校舎を振り返る。

「急に頭痛くなって遅れちゃってさ。ま、先生に良い印象貰もらったし、お前のお陰かげでラッキーだったよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ちょっと休んだらすぐ治なおったし、平気だよ。引っ越しの準備とかで色々忙しかったからさ」

　晴れやかに話す美久地に、御霊も思わず笑みを浮かべた。

「篝火、帰り道どっち？　誰だれも居ないし、ついでだから一いつ緒しよに帰ろ？」

「え？」

　返事も待たずにさっさと歩を進める美久地に、御霊は戸と惑まどう。

「どしたの？　早く行こ？」

　ふっと笑って先せん導どうする美久地に引きずられるように、御霊も帰路についた。偶ぐう然ぜんだが帰り道は同じ方向らしい。

『御霊様、女の子ですよ女の子！　春ですね春！　迎げい春しゆんって言うんですか？』

「うるさいぞ玉ぎよく露ろ、静かにしてろ」

　玉ぎよく露ろがからかうようにやたらと春を引き合いに出してきた。口元を歪ゆがませながら、御み霊たまは小声で玉露を黙だまらせる。

「何ぶつぶつ言ってんの？」

「いや、悪い。何でも無い」

　何となく美み久く地じの隣となりに並び、御霊も歩き出す。

　緑豊かで人ひと気けの少ない静かな沿えん道どうを、肩を並べて歩きながら、御霊は慣なれない状況にどうしたものかと考えていた。

「篝かがり火びはどっから転校してきたの？　都会の方？」

「いや、一応外国から」

「外国!?　すげー……英語圏けん？　なら英語教えてよ。あたし英語全ぜん然ぜん分からなくってさ」

「残念ながら英語とは縁えんが無かったな」

「そっかぁ。ちぇっ、拾いものだと思ったのにな」

　特に意識せずとも繋つながる会話に、いつしか二人は盛り上がっていた。

「あたしは父親が早くに死んじゃってさ。母親も病気がちで、空気の綺き麗れいな所で静せい養ようさせることになったんだ」

「なるほど、だからこの村に」

「元々それほどの都会に住んでた訳でもないし。田舎いなか暮らしもすぐ慣れるだろうからさ」

　何だか、一緒に居るだけで元気が沸わいて来るような、御霊は彼女にそんな印象を受けた。

「優やさしいんだな」

「医者が決めただけで、あたしが決めた訳じゃないって」

　照れたのか、肩をすくめて誤ご魔ま化かす仕し草ぐさが妙に可愛かわいらしく映った。

「あたし、この村に来てまだ日が浅いんだけど、篝火は？」

「俺も地理はまだほとんど分からないな」

「そっか。なぁ、まだ日も高いし、折せつ角かくだからあちこち見ていかない？」

「え？」

　澄すみ渡る青空はまだまだ暮れそうにない。それに、御霊もこの村を歩いてみたいと思っていた。慣れないうちに人間と行動するのは気が引けた御霊だったが、

「それじゃ、そうしようか」

　彼女となら、悪くない気がした。

　その後、美久地と一いつ緒しよに村を大おお雑ざつ把ぱに一回りした。どうやらこの村には色々と名産品があるらしく、店は小さいが人で賑にぎわっている場所が幾いくつもあった。まんまる団子というのが人気らしい。

「うわ、良い匂い……篝火、これ食べてこ！」

「いや、俺今日は持ち合わせが……」

　実は本当にお金を持ってきていなかった。

「そうか？　ふふん、ならあたしがおごってやるよ。その代わり、次は篝かがり火びが倍おごれよ？」

　ふふん、という悪戯いたずらっぽい微ほほ笑えみが印象的で、御み霊たまは少し顔を引きつらせる。

「別に良いが、何なに気げにあざといな」

　眼を細める御霊に、美み久く地じはニッと笑って健康的な形の良い胸を張る。

「貧びん乏ぼうだからな！」

　そんな姿に、思わず笑ってしまった。

　美久地に半なかば無理やりおごってもらい食べてみると、熱々の柔やわらかな生地の中に、醤しよう油ゆで味付けされたタレが包まれており、じわりと滲にじみ出てくる香ばしい風味が御霊の口に合った。

　ついついもう一個食べたくなるような、そんな人を夢中にさせる味わい深さがある。金さえあれば今頃は店中の団子を食い尽くしていたかもしれない。

「うん、美お味いしい！　また来ような篝火！」

　片方の頬ほおを膨ふくらませて幸せそうにしている美久地に、つい穏おだやかな笑みで頷うなずきを返す。

　その後、村の畑や海がよく見える場所などを巡りつつ、他た愛あいの無い話で談笑していると、不意に美久地が足を止めた。

「あの山、綺き麗れいだな」

　美久地と並んで見上げるのは、今け朝さも足を運んだあの山だった。久く遠おんが最後の戦いを繰くり広げ、そして息絶えた場所。

　山の頂上に向けてアーチのように幾いく重えにも連なった桜並木が、見事な景けい観かんを映し出していた。

「ちょっと撮とってこっと」

　そう言って、美久地は鞄かばんから小さなカメラを取り出した。機き械かい的な造形は、以前にも久遠が欲しがっていたデジカメというものだろう。

「写真、好きなのか？」

「うん、趣しゆ味みでちょっとね。花とか海とか、見たこと無い景け色しきとか好きなんだ」

　シャッターの機械音を響ひびかせた美久地は、満足そうに微ほほ笑えんで鞄にカメラをしまった。

「んじゃ、あたしはそろそろ帰るよ。一回母親の病院にも寄りたいし」

「あ、あぁ悪い。時間取らせたか？」

「あたしが誘ったんだから気にすんなよ。じゃ、また明日！」

　手を振りながら走り去っていく美久地に、御霊も片手を振り返した。

　不意に訪れる静せい寂じやく。寂さびしいような、だが、どこか満たされているような。天あま邪じや神じん宮ぐうでは感じたことの無い、不ふ思し議ぎと温かな感覚が胸に残っていた。

『御霊様、早さつ速そく女性と仲良くなられたのですね！　私は安心しました！　流石さすがは御霊様です』

「何の心配をしてたんだ……」

　美久地が去っていったのとは逆方向の道。その先には、今朝足を運んだばかりの山が見える。

　山の名は、『禍か竜りゆう山ざん』。禍まがつ竜の山。

「玉ぎよく露ろ、久く遠おんの所にまた行ってみるか」

『はい、私もゆっくりご挨あい拶さつをしたいです！』

　今日の締しめくくりに、もう一度久遠の所に行ってみようと、御み霊たまは山へと足を伸ばす。







　十数分後、御霊は再び禍竜山へとやってきた。のんびり石段を上りながら、舞まい散る桜の花か弁べんを眺める。温かな陽気はついつい眠ねむ気けを誘さそい、欠伸あくびをしようと深く息を吸い込んだ瞬しゆん間かん。

『み、御霊様！』

　突然、慌あわてた様子の玉露が声を上げた。空気を飲み込んでしまった御霊が眼を見開く。

「ど、どうした？」

『木々が、ざわついています。とても、怖がって……』

　反射的に御霊は身構え周囲を見回す。

『変です……災害の前まえ触ぶれなら、村中の木々がざわつくはずなのに、今はこの山の頂上付近の木々だけが、とても、怖がっています』

　玉露が怯おびえている。何かが居る、ということだろうか。

「行ってみる、何か分かったら教えてくれ」

『お、お気をつけて！』

　やや速足で御霊は石段を上り切った。

「ん？」

　広場の奥、竜りゆうの彫ちよう像ぞうが鎮ちん座ざする祠ほこらの前に誰だれかが立っていた。

　御霊と同じくらいの歳としだろうか。長い髪かみが静かに風に揺ゆらいでいる少年の姿が見える。他に、何か脅きよう威いになりそうな物は見当たらない。

　他には誰も居ない。しかし、言いようの無い存在感がそこにあった。

「……こんにちは」

　御霊はその後ろ姿に声をかける。気づいていたのか、驚おどろいた様子を見せずに少年はゆっくりと振り返った。

　少年と眼が合った御霊は息を飲む。同年代とは明らかに異質な、中性的に整ととのった端たん正せいな顔立ちがそこにある。

「こんにちは」

　儚はかなさを感じさせる無表情のまま、少年は挨あい拶さつを返してくれた。

「何してるんですか？」

　何なに気げなく少年に近づいた御霊は、少年と並ぶように竜の祠ほこらの前に立つ。

「……一年前の今日、この場所で妹が死んだんです」

「っ！」

　重々しく放たれた言葉が御み霊たまの胸を打つ。

　あの日、久く遠おんが死に、万ばん象しよう錠じようを受け継いだ御霊は、悲ひ嘆たんの底にありながら、発生した土ど砂しや崩くずれから村を守るために万象錠を抜いた。

　刀とう鍵けんとは、その名が示す通り鍵かぎのような力を持つ日本刀だ。使い手の霊れい力りよくを糧かてにし、刻まれた銘めいによって力を発はつ揮きする刀鍵は、かつての陰おん陽みよう師じから派生した、現代の邪じや気き祓ばらいの主しゆ兵へい装そうになる。

　事象や対象の解放を主とする『鍵』と、力や現象の封ふう印いんを主とする『錠じよう』の、二種類に大別されるが、御霊が受け継いだ万象錠は、文字通りあらゆるものを封印し、結界すら構こう築ちく出来る。

　一年前、御霊は襲おそい来る土砂崩れを前に、眼がん前ぜんの空間を施せ錠じようすることであらゆる物の侵しん入にゆうを許さぬ結界を作り、村を守った。

　しかし、それでも守り切れなかった人が居たのだ。

「そう、だったんですか……」

　この少年の妹は恐らく、あの土砂崩れで御霊が守れなかった人間──。

「……くっ」

　どうしようもない無力感が御霊を襲おそい、気づけば御霊は拳こぶしを握り締しめ、表情を歪ゆがませていた。

　救えるだけの力を受け継いだ。鍵屋で邪気祓いとして、凶きよう悪あくな妖よう怪かいを打ち払うばかりでは、理想の実現などあり得ない。これは邪じや魔ま物ものを打ち払う力ではなく、理り不ふ尽じんから希望を守るために使われるべきだ。

　そう、久遠は言っていた。御霊もそれを強く信じた。

　だが、現実を前に、これほどまでに心が痛む。何かをねじ伏せる訳でもなく、ただ迫せまりくる理り不ふ尽じんから多くの命を救うために。主人の理想を体現すべく、強大な万ばん象しよう錠じようの力を振るったのに、それでも助けられなかった人が居た。

　同じ力を持つ今なら分かる。

　──久遠……あんたは。

　こんなにも苦しい思いを、ずっと胸の内に秘めていたというのか。

「……俺も、手を合わせて良いですか？」

　せめてもの謝しや罪ざいをしようと、御霊はそう尋たずねた。しかし。

「いえ、出来ればここには近づかないで上げてください」

　風に乗ってくるのは穏おだやかな声。しかし、何な故ぜか御霊はその言葉の奥に、隠かくしきれない冷れい徹てつな棘とげを感じ取った。

「無む垢くが、怖がるから」

　ブレることなく突きつけられる刃やいばの切っ先のような瞳ひとみに、御霊は思わず閉口する。周囲でざわつく木々は、少年の放つ雰ふん囲い気きに怯おびえているようにも見えた。

　今こちらに向けられている見過ごせない程に強い感情を、御み霊たまはかつて感じたことがある。

　──怒り……？

　出会ったことは無いはずだ。にもかかわらず、少年の圧力は確かに矛ほこ先さきを御霊に向けている。

「……この一年、どうしようもない後悔に苛さいなまれてきた。けど、そろそろ僕ぼくも前に進まないといけない」

　視線を逸そらした少年が、竜りゆうの彫ちよう像ぞうに眼を向ける。

「覚悟は決めた。次にここに来る時は……決着をつける時になるだろうから」

　御霊に言っているのか、それとも独白なのか。どちらともつかぬ言葉を少年は言い放つ。落ちついて淡たん々たんとした様子だが、それは秘められた何かを覆おおい隠かくす仮面のようにも思えた。

　その奥に、思わず汗が滲にじむ程の巨大な何かがある──。

「……それじゃ、いずれまた」

　そう御霊に告げて、少年は静かにその場を去って行った。途と端たん、辺りの空気が弛し緩かんし、御霊は得え体たいの知れない重圧から解放された。思わず深く息をする。

「玉ぎよく露ろ、何か変わったことは？」

『それが、もう何ともなくて……何だったんでしょう』

　もう後姿も見えない少年を思い出し、御霊は表情を険けわしくする。

　──あいつが、ざわつきの原因？

　底知れぬ雰ふん囲い気きを持った少年を気にかけつつも、御霊は改めて竜の彫像へと向き直る。

「すまない……」

　少年が言っていた、無む垢く、というのが妹の名だろうかと思い、御霊は深い哀あい悼とうの意を表した。

　いつか、こんな悲劇が起こらない世界が訪れるだろうかと、御霊は亡き主君の墓ぼ前ぜんへと歩を進める。

「久く遠おん、あんたの苦悩……少しだけ分かったよ」

　優やさしい春風に吹かれ、御霊は落ちついた声こわ色いろで主君に告げる。

「あの時言ってくれた、新しい道。俺は探し続けるよ。だから見ててくれ」

『久遠様、どうか安らかに。私達はいつでも、貴方あなた様の意志と共にあります』

　人間と妖よう怪かいのことで、自分のような思いをする者が現れないように。そう願ねがいを込めながら、御霊は久遠の墓前で眼を閉じた。







　夕刻、竜りゆう鱗りん村に用意された家に御霊は帰って来た。木造の小さな二階建てだ。

「お帰りおんたまーっ！　子こ芥け子しが遊びに来てるよっ！」

　二に尾びの猫の姿になっていた弐に毛けが元気良く出迎えてくれた。

「いや、別に遊びに来てる訳じゃないんだけどな……」

　奥から子こ芥け子しも顔を出した。疲れたように微び笑しようする子芥子に礼を送ってから、御み霊たまはようやく一日を終えた。

「どうだった？　学校生活の一日目は」

　天あま邪じや神じん宮ぐうの屋や敷しきよりは狭いが、当面弐に毛けとの二人で暮らす分には広すぎるくらいだった。居間で子芥子が猫状態の弐毛を抱いて御霊に笑いかけてくる。

　居い心ごこ地ち良さそうに丸くなっている弐毛の頭に、胸が乗っかっているのが妙に扇せん情じよう的だった。

「お陰かげさまで、充じゆう実じつしてました。色々と勉強にもなったし」

　あの少年の姿が脳のう裏りを過よぎるも、初日から不ふ穏おんな空気が渦うず巻まいているなどと言っては心労にしかならないはずなので黙だまっておくことにした。

「あたい、友達にまんまる団子っていうのおごってもらったんだよ！　すげー美お味いしかった！」

「お前も食べてたのか。俺も知り合った女の子におごってもらったよ。確かに美味しかったな」

　朗ほがらかにそう言うと、子芥子がにやっと笑みを濃こくした。

「何？　もう女の子と仲良くなったの？　隅すみに置けないなぁ」

「い、いや、そんなんじゃなくて……」

　御霊はことの顛てん末まつを話した。

「そっか、面おも白しろい子だね。大事にしなよ？」

　にこやかに微ほほ笑えむ子芥子が、人間界で御霊に課した制約は二つ。




・土日祝日以外は天邪神宮に帰らないこと。

・極きよく力りよく多くの企画、イベントに積極的に参加すること。




　学校が休みの日は、天邪神宮に帰ることを許されていた。

「それじゃ、一日頑がん張ばった二人にボクからプレゼント！」

　子芥子が机つくえの上に置いたのは、折り畳たたみ式の機き械かいだった。

「携けい帯たい電話だよ、やっぱり必要だろうから」

　御霊はそれを手に取り、一言。

「何ですか、これ？」

「え？」

　妙な沈ちん黙もくが訪れた。

「せ、説明なかった？　遠くの人と話が出来る機械って言えば大体合ってるんだけど……」

　本当に困った様子の子芥子に、御霊も首を傾かしげる。

「それなら玉ぎよく露ろが居ますし」

『えっへん！』

「いや、その、玉ぎよく露ろの腕うで輪わを学校中の人に配る訳にもいかないだろう？　人間同士が使う物なんだよこれは」

　そんな子こ芥け子しの説明も、いま一つピンと来ず、弐に毛けと不ふ思し議ぎそうな顔を見合わせる。

「ま、まぁともかく、説明書置いておくからさ。上う手まく使って」

　やけに分ぶ厚あつい携けい帯たい電話の説明書が置かれ、御み霊たまは戸と惑まどう。

「おぉ、おんたま。何かピカピカ光って面おも白しろいよ！　遊んでくるねーっ！」

　弐毛が携帯電話を咥くわえて走っていった。

「それじゃ、ボクはこれで帰るとするよ」

「あ、俺が道を開きます」

　御霊は万ばん象しよう錠じようを召しよう喚かんしようとするが、

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、自分で出来るよ」

　そう言うと、子芥子は虚こ空くうに手を振り抜いた。直後、その華きや奢しやな手の中に現れたのは小ぶりな日本刀だ。

『刀とう鍵けん・記き憶おく鍵けん』。子芥子が用いる、生物の記き憶おくを解かい錠じようし、忘れられた記憶を暴き出す刀鍵だ。主に、情報収集に用いられる刀鍵だと聞いたことがある。

　まだ久く遠おんが健在だった頃、子芥子もまた、邪じや気き祓ばらいとして活かつ躍やくしていたのだ。

　子芥子が顕けん現げんさせた自分の刀鍵を掲かかげると、居間の中に天あま邪じや神じん宮ぐうへの扉がぼんやりと霧きりのように姿を現した。

　全すべての刀とう鍵けんには二つの世界の扉を開く力がある。元々二つの世界の扉を斬きり開くためのものだったからだと言い伝えられているが、真しん偽ぎは不明だ。

「それじゃ、またね」

「あ、子芥子さん、一つだけ良いですか？」

　聞くべきか否いなか御み霊たまは迷ったが、美み久く地じとのやり取りや、山で出会った少年との会話で、ある疑問が浮かんでいたのだ。

「子芥子さんって、どうして久く遠おんのこと好きになったんですか？」

　いきなりの質問に子芥子も面めん食くらったようだが、すぐにいつもの優やさしい笑みを浮かべてくれた。

「ど、どうしたのいきなり？　でも、そうだなぁ……月並みだけど、全部だよ。間ま違ちがいなく」

　少し頬ほおを赤らめながら、子芥子が呟つぶやく。

「けど、強しいて言うなら包容力、かな？　ボクのこと、嫌な所も沢たく山さんあったはずなのに、全部受け入れてくれた彼のことが……本当に好きだった」

　かつての幸福を思わせる微び笑しようと、しかし切せつない物もの憂うげな表情に、彼女の想いが紛まぎれもなく本物だったことを御霊は感じる。

「どうしてそんなこと聞くの？」

「今日、少し思う所があって。俺もいつか久く遠おんみたいに……いや、久遠に出来なかったことを出来るようになりたいって思ったんです」

　山で出会った少年が脳のう裏りをよぎる。もう自分の無力で、誰だれかにあんな顔をさせたくは無い。

「だから、久遠の一番近くに居た子こ芥け子しさんは、久遠のこと、どう思ってたのか気になって」

「ふふ、そういうことか」

　子芥子はそっと御み霊たまの頭に手を置いてくれた。

「彼は今でも……ボクの全すべてだよ、おんたま君」

　細い指先が、大して手入れもしていない御霊の髪かみを梳すいていく。久遠の意志を受け継いだ御霊のことを、今の子芥子は果たしてどんな気持ちで見ているのだろうか。

　頼たより無いと思われているのかもしれないが、それでも、久遠が愛したこの人を、決して失望させはしまいと、御霊は頭を撫なでられている気き恥はずかしさの奥で思った。

「期待してるよ。君ならきっと、久遠さんに並べると思うから」

　子芥子の微ほほ笑えみに、御霊は頷うなずきを返した。

「ねぇ……ボクからも一つ、良いかな？」

　優やさしげだった子芥子の表情が、少しだけ影を帯びる。普段柔やわらかな雰ふん囲い気きを纏まとっているだけに、その些さ細さいな変化が妙に印象に残った。

「一年前の竜りゆう嵐らん事じ変へん、君はどう思ってる？」

「どう……って？」

　こけしのように優しげな顔つき。しかし、その瞳ひとみに宿る何かに御霊は圧倒された。

「久遠さんの死の状況。おかしいと思わなかった？」

　唐とう突とつに話題が変わり、御霊は少し戸と惑まどったが、すぐに当時のことを思い出す。

　久遠が致ち命めい傷しようを負っていたのは、禍か竜りゆう山ざんの中腹付近。竜との戦いが起こっていたのは山頂だ。御霊は竜に吹き飛ばされたのかと思っていたが、言われてみれば少し妙だ。

「相あい討うちだった、とかじゃないんですか？　それで、山頂から落ちて……」

「久遠さんが、あの竜の憑つきもの筋の少女を殺す気だった、ってことかい？」

　数ある妖よう怪かいの中でも、強大な力を持つ種族。竜──。

　その血が目覚めたのは、一人の少女だった。力を制せい御ぎよ出来ず暴れ回る竜の少女を相手に、久遠はその莫ばく大だいな霊れい力りよくを余す所無く使い、山を一つ丸ごと囲む巨大な結界を張り、御霊達に結界を守らせ、単身戦った。

　だが、いざ口にして、御霊も変だと思う。

　そもそも、久遠は邪じや気き祓ばらいとして武ぶ勇ゆうを馳はせていた間、一人たりとも相手を殺していないのだ。それは、常に共に戦ってきた御霊が一番よく知っている。

　だが事実、久遠と竜の少女は死んでいる。それはきっと竜にやられたからで、それは逆に殺害もやむを得ない相手だったからだ、とずっと思っていたが。

　──確かに、何か……。

　腑ふに落ちない。たとえ強大な力を持つ竜りゆうが相手だったとしても、久く遠おんは殺害を試みるだろうか。

「ボクは、断言出来る。久遠さんは絶対に竜を殺そうとはしなかったはずだって」

　子こ芥け子しはワイシャツの袖そでを捲まくり、両腕に巻かれている包ほう帯たいを露あらわにした。

「あの時、ボクも援えん軍ぐんとして僅わずかに遅れて参戦した。その時、竜に両腕を掻かき切られて、ボクは二度と戦えなくなった」

　子芥子が前線から鍵かぎ屋やの上層部に異動したのは、それが原因だという。

「けど、実際に竜を見て戦ったボクは確信してる。久遠さんなら負けることは無かったはずだ」

「それって、どういうことですか？」

　子芥子の真剣な表情に、御み霊たまも眼つきを鋭するどくする。

「この傷を受けた時、ボクは気絶して、援軍として駆かけ付けた部隊もほとんど全ぜん滅めつしていた。意識が戻った時にはボクは病院で、久遠さんも、もう手遅れで……けど、竜との戦いの決着は、誰だれも見ていないんだよ」

　御霊ははっと息を飲む。御霊達がふもとから駆け付けたのも、玉ぎよく露ろが山中の木々に問いかけ、場所を見つけ出してくれたからだ。五ご式しきの面々も、決定的な瞬しゆん間かんは見ていない。

「それじゃ……」

「竜りゆう嵐らん事じ変へんには空白の時間が多すぎる。この一年、今回の計画を進めていたけど、ようやく実じつ践せん段階に入って、ボクにもやっと時間が出来た」

　子芥子の言わんとすることが理解できた。

「だから、この地を選んだんですね」

　恋人の死。その死に残る謎なぞ。残された彼女の想い。

「どうしても……納得出来ないんだ」

　恋人の願いを果たすべく、天あま邪じや神じん宮ぐうから御霊を避ひ難なんさせ今回の件を任せると同時に、自身もその謎を追うべく、この地に通う理由を作った。

　──とんでもない人だ。

　改めて、眼の前に立つ女性の強さを実感した御霊は、何を言うべきかと眼を伏ふせた。

「はは、ごめん。未練がましいよねこんなの……本当は、ゆっくり眠って欲しいのに……」

　力無く笑うその瞳ひとみには、涙が滲にじんでいた。

「……俺は、久遠は喜んでると思います」

「え？」

「子芥子さんに、こんなに想われて」

　こんなことしか言えないが、きっと間ま違ちがいないはずだと御み霊たまは思っている。

「……ありがとう、おんたま君」

　直後、子こ芥け子しが御霊の額ひたいに口づけた。突然のことに御霊は火がついたように赤くなる。

「お互い、すべきことを果たそう。それじゃ、またね」

　それを締しめくくりに、子芥子は去っていった。顔の熱は冷めないが、目指す物が見えたような気もした。

　──強くなろう。

　必要なのは、心の強さだ。いつか子芥子のことも含めて、久く遠おんが愛した全すべてを守れるようになりたいと、御霊は決意を強めた。

　久遠が御霊に遺のこした言葉を、いつか体現出来るように。

　──久遠の、死の真相か……。

　久遠の、主あるじの死という現実を受け入れられなかったのは皆同じだ。だが、子芥子のように、そこに別の切り口を見つけるということはしてこなかった。

　勿もち論ろん、皆がそう思っているように、久遠は竜りゆうにやられ、竜の少女は久遠に打ち倒された。そう考えれば一応の辻つじ褄つまは合う。しかし、疑問が残るのも事実。

　子芥子は、納得出来る答えを見つけられるだろうか。御霊は残された子芥子の無念が晴れ、もう一度幸せになってくれることを願ねがっている。それはきっと、久遠も同じはずだ。

　久遠の死後、とても見ていられない様よう相そうだった子芥子を思い返す。が、その時。

「あれ……？」

　悲しみに暮れる者の姿から、もう一度、山で出会った少年が脳のう裏りに浮かんだ。

『一年前の今日、この場所で妹が死んだんです』

　確か、そう言っていたはずだ。少年の言葉は、山そのものを指しているのだとばかり思っていたが。

「この……場所で？」

　今いま更さらながらに、その言い方が引っかかる。

　竜りゆう嵐らん事じ変へんに残る、久遠の死の謎なぞ──。

　全すべては終わったのだと思っていた。受け入れるべき過去なのだと。しかし、今になってこんなにも胸むな騒さわぎがする。渦うず巻まく嫌な感覚に御霊は表情を曇くもらせた。

「まさか、な……」

　そんなはずは無いと思いたい。だが、一年越しに突きつけられた久遠の死と、その謎。

　もしかしたら、竜嵐事変は既すでに終わった過去の事件ではなく──今も息づく見えない何かを覆おおい隠かくしたままなのではないかと、次々と起こる出来事は、そんな不ぶ気き味みな予感を覚えさせた。

　一年前の無念は、未だに多くの者の胸に焼き付いている。懸けん命めいな子芥子の姿に、自分はこのまま安あん穏のんと日常を過ごしていて本当に良いのだろうかと、御霊は一人拳こぶしを固めた。
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　翌日、御み霊たまは弐に毛けと並んで家を出た。それぞれ疲れた顔で、手には携けい帯たい電話を持っている。

「と、とりあえず離はなれた人間と会話が出来る機き械かいだということは理解できたな」

「メールって文通のことかぁ。直接会って話せば良いのにね。で、携帯でどうやって手紙に字書くのかな？　インク出るの？」

　昨晩、弐毛と玉ぎよく露ろを交えて子こ芥け子しが残してくれた携帯電話の扱あつかいを学んでいた御霊だったが、何が何やら分からないまま、分ぶ厚あつい説明書を前に、現代文明に大たい敗はいを喫きつしたのだった。

　最低限中の最低限の機き能のうは把は握あくしたが、人間はこんなものを毎日使っているのかと御霊は格差を感じた。その時だ。

「あれ？」

　聞き覚えのある声に顔を上げると、意外な顔がそこにあった。

「え？　篝かがり火び？　お前、ここに住んでんの？」

　後ろで縛しばられた黒くろ髪かみを揺ゆらし、花はな飾かざりのついた鞄かばんを担かついだ美み久く地じがそこに居た。

「美久地？　あぁ、お前こそ何でここに──」

「噓うそ！　ほぼ隣となりじゃん！」

　問いが言葉になる前に答えがやってきた。

「ほら、あそこ！　あたしん家！　二十メートルも無いな！　すっごい偶ぐう然ぜん！」

　興こう奮ふん気味に近寄って来た美久地に、弐毛が首を傾かしげる。

「おんたま、この人誰だれ？」

「昨日話したろ？　俺を助けてくれたんだよ」

「おぉ、そうなんだ！　あたい又また足た袋び弐毛！　よろしくね！」

　すぐ懐なついた弐毛に、美久地も戸と惑まどいつつ笑みを送っていた。

「篝火の妹？　でも苗みよう字じ……」

「あ、あぁ。ちょっと、家の事情があってな」

「あーそっか、ごめん。変なこと聞いちゃった」

　家庭の事情で苗字が違う、という設定になっていた。美久地はすぐさま納得したようだ。

「ふふっ、てかお前、おんたまって呼ばれてんの？」

「あ、お前また余計な……」

　可お笑かしそうに噴ふき出した美久地に、御霊は顔を歪ゆがませつつ弐毛の耳を引っ張った。

「痛だぁ！　良いじゃん別にぃ！」

「あはは、仲良いな。ほら、折せつ角かくだし一いつ緒しよに行こ？　お・ん・た・ま？」

「くっ……覚えていろ」

「ふふん、こんな面おも白しろい渾あだ名な忘れてやらないよー」

　歯を見せて悪戯いたずらっぽく笑う美久地に、御霊は諦あきらめにも似た表情を浮かべる。

『み、御霊様！　私はこれからも御霊様と呼び続けますよ！　決しておんたま様だと笑っちゃいそうだからではありません！』

「お前が内心面おも白しろがってたことはよく分かった」

　味方は居ないようだった。

「はぁ……もう好きに呼んでくれ」

　こうして、運命的な偶ぐう然ぜんに見み舞まわれ、御み霊たまは気の合う隣りん人じんを得ることになった。

「てか携けい帯たい持ってんじゃん。アドレス教えて？」

「あどれす？　何だそれ？」

「え？」

　昨夜の子こ芥け子しと全まつたく同じ反応に、御霊は返す言葉も無かった。色々な事情があり、これまで携帯を持ったことが無いと言うと、美み久く地じは困こん惑わくしながらも納得してくれたようだ。

「どんな国から来たんだお前ら……まぁ良いや。あたしが教えてあげるよ」

　少年のような快かい活かつさが目立つが、女性的な優やさしさもあるのだなと、御霊は分かりやすく説明してくれる美久地に感かん謝しやした。

　そして、美久地の分かりやすい手ほどきを受けつつ通学路を進み、数分が経った頃。

「で、そんな時はここを押せば良いって訳。分かった？」

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶそうだ。……ところでもう一つ良いか？」

「ん？」

　美久地から大体の解説を聞き終えた御霊が、携帯を摘つまみ上げながら眼を細める。

「直接話した方が圧倒的に早い気がするんだが、これ使わないと駄だ目めか？」

　御霊の本末転倒な発言を受けた途と端たん。

「じゃあ聞くなバカ！　あたしが説明に費ついやした時間を返せっ！」

　と、御霊の言葉に語ご気き荒く言い返してきた美久地。直後、しまった、とでも言いたげに口元を押さえ、バツが悪そうに頬ほおを赤らめて眼を泳がせていた。

「あ、あー、悪い……あたし、ちょっと前まで荒れててさ……つい口が悪くなる癖くせがあって」

　苦にが笑わらいで誤ご魔ま化かそうとする美久地の姿が何とも面白く、御霊も弐に毛けも思わず噴ふき出した。

「わ、笑うなよ！　これでも必死に直したんだっ！」

　肩をいからせて何とか挽ばん回かいしようと頑がん張ばっている美久地に、御霊は笑みのまま言葉を送る。

「別に無理して直すこともないんじゃないか？　誰だれだって、らしく生きるのが一番だろう」

　久く遠おんがいつも言っていた言葉だ。人間も妖よう怪かいも、ありのまま生きられれば一番良いのに、と。勿もち論ろん、御霊もそう思っていた。

「よ、余計なお世話だ！　と、とにかくさっきのは無しだ！　バカとか言って悪かったな！」

「いや、気にしてないし、睨にらみながら謝あやまられてもだな……」

　腕を組み、じとっとした眼で御霊を射い抜ぬきながらの謝しや罪ざいに、どうしたものかと口元を歪ゆがませる。そんなやり取りを面おも白しろがったのか、弐毛が無む邪じや気きに笑いながら美久地の前に躍おどり出た。

「ねぇねぇおんたま。美み久く地じって八や岐またみたいな感じするね！」

「姉あね御ご？　まぁ……確かに」

　さっぱりとした性格の美久地には、姉貴分という呼称がよく合ってる気がした。

「ねぇ、美久地のこと、姐ねえちゃんって呼んで良い？」

「何だよそれ……まぁ、別に良いけどさ。あたし兄弟居ないし」

　ぽんぽんと弐に毛けの頭に手を置いた美久地が、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　そんな賑にぎやかなやりとりをしている内に、一行は学校へと到着した。笑顔に満ちた賑にぎやかな朝はとても久しぶりだった。

　校門前、各おの々おのが挨あい拶さつを交わし合っている中に入り込んだ途と端たん、周囲で声が上がる。

「おい、来たぞ！」

「あれがそう？　凄すごーい」

　弐毛、美久地を伴って校庭に足を踏み入れた御み霊たまは、周囲の視線に気づく。昨日の珍しい転校生を見る眼では無く、どこか好意的な、尊そん敬けいの眼まな差ざしを感じる。

「ういっす、おんたま！」

　と、突然クラスメートの男が御霊の背中を叩いてきた。

「すっげーなお前。三年の不良三人組、ぶっ飛ばしたんだって？」

「え？」

「もう村中で噂うわさになってるぜ！　外国からの転校生が不良やっつけたって！　あいつらもう何年もこの辺の厄やつ介かい者ものだったんだ。お前マジですげーな！　何か格かく闘とう技ぎでもやってたのか？　いや、マジすげーよお前！」

　興こう奮ふん気味にはやし立てるクラスメートに、御霊は困ったように美久地を見る。美久地も可お笑かしそうに表情を崩くずしていた。

「田舎は噂が早いって言うけど……本当みたいだね、おんたま」

　校庭の中心。騒さわぎの的。まるで台風の目のように、御霊の周りには感かん謝しやと尊敬の念に満ちた人だかりが出来ていた。

　そこに、昨日助けた大人しそうな男子生徒がおずおずと近づいて来る。

「そ、その、昨日は……本当にありがとうございました！」

　深々とお辞じ儀ぎする少年は、騒ぎになってしまった負い目を感じて御霊の活かつ躍やくを知り合いに話して回ったらしい。

　結果が、これだ。

「お？　お？　何か知んないけど人気者だねおんたま！　おーい、あたいは弐毛だよー」

　騒ぎに便乗し始めた弐毛にやれやれと肩を落としつつ、御霊は改めてこれから同じ時間を過ごす仲間たちを見回した。

「ほら、おんたま。挨拶してやんないの？　皆見てるぞ？」

　からかうような表情の美み久く地じに促うながされ、御み霊たまは戸と惑まどいつつも声を上げた。

「み、皆。お、おはよう」

　御霊は少しだけ、自分の固さが取れたような気がした。

　こうして、御霊は僅わずか一日で校内における最さい高こう峰ほうの人望を得るに至ったのだった。

　かつての記き憶おくとは真逆。人々の中心にありながら、自分に向けられる温かな視線に、御霊は傷を負い、凍こおりついた心が少しだけ癒いやされたような気持ちになれた。







　意図しない形ではあったが、晴れて校内で不動の信しん頼らいを得た御霊は、その日から多くの友人に囲まれることになった。御霊が返り討うちにした三人の不良は今回の件で早さつ速そく停学処分をくらい、御霊にはよく分からないが、学校内は平和そのものらしい。

　そして、穏おだやかに数日が経ち、御霊の学校生活が始まって最初の休日を前にした昼休み。

「おんたまー。おい、起きなってば！」

　頭を軽く叩かれ、御霊は眼を覚ました。重い瞼まぶたを開けてみれば、時計は既すでに昼過ぎを指していた。おかしい。意識が遠とお退のいていったのは二限目の国語の辺りからだったはずだが。

「お前、また授業中に寝てただろ。銅どう像ぞうみたいになってたよ？」

　凝こり固まった首を回しつつ、眠い頭に酸さん素そを送る。

「あー……そうか、また落ちてしまったか……ふぁ」

　欠伸あくびしながら大きく体を起こして関節を鳴ならす。まさか高校の授業がここまで眠気を誘さそうとは思っていなかった。幾いくらなんでも耐えきれない。

　もっとも──御霊は普段から鬼おにの巨大な霊れい力りよくを抑おさえているため、人間の姿を維い持じするのに負担が大きく、疲労が溜たまりやすいという切実な理由もあるのだが。

「ちゃんと授業受けないと、分からないとこあっても教えてやんないよ？」

「あぁ、気をつけるよ……それより美久地」

「ん？」

　眠そうな半はん眼めのまま、御霊は期待に瞳ひとみを光らせる。

「昼飯食べて良いんだよな？」

「本当に気をつけるんだろうなお前……」

　呆あきれ顔の美久地が腰に手を当てて、小さな包みを揺ゆらした。自作のお弁当のようだ。

「まぁ良いや、一いつ緒しよに食べよ？」

「ん？　また俺とか？」

　白く肌き理め細こまやかな片足を御霊の机つくえに乗せて、美久地が挑発的に鼻を鳴ならす。

「ふふん、何だよ。今世紀最大級の美少女からの誘いだぞ？　断んの？」

　対する御霊は鞄かばんを持ち上げて、眠気が残る表情のまま言い返す。

「そりゃ、今世紀最大級に美が少ない女の誘いを受けるのは気が引けるな」

「一いつ休きゆうさんかお前は！　本当に外国で暮らしてたのか、このやろっ！」

　この数日で美み久く地じともすっかり仲良くなっていた。机つくえを突き合わせ、互いに弁当を広げる。

　美久地は手作りらしい色とりどりの野菜で彩いろどられた健康的な弁当。御み霊たまは購こう買ばいで買ってきた、紅べに鮭じやけ、おかか、昆こん布ぶ、ツナマヨのおにぎりに納なつ豆とう巻き三本と緑茶二本だ。全ぜん然ぜん足りない。

「……おんたま、いつもそんなに食うの？」

　美久地が引きつった顔でどんどん鞄かばんから出てくる御霊の昼食を見下ろしている。

「そんなに？」

「いや、いい。今の反応で追つい及きゆうする気失せた」

　人間界で使える金銭は限られている。手元の貧ひん相そうな昼食も妥だ協きように妥協を重ねてようやく決定したものだ。やれやれと思いながら、とりあえず納豆巻きの包みを開く。

　鬼おにという妖よう怪かいは総じて潜せん在ざい的な霊れい力りよくが大きいため、力は出せるが消しよう耗もうしやすく、とにかくお腹が空すくのだ。

「美久地はそれ、毎日作ってるのか？　美お味いしそうだな」

「そ、そう？　もう癖くせみたいなもんなんだけど……良かったら少し食べる？」

　褒ほめられたのが嬉うれしかったのか、少し照れくさそうに微ほほ笑えんだ美久地が小首を傾かしげてきた。

「はは、初めから少ししか無いじゃないか」

「お前の物差しで計んなっ！　何で笑ってんだよ！」

　たった二人だというのに賑にぎやかだなと思いながら、二人で食事を進めていく。

　普段は明るく爽さわやかな美久地だが、少し前まで荒れていたというのは本当らしく、割とあっさりボロが出る辺りが無理しているようにも見えた。しかし、本人は至って真剣に直そうとしているらしく、御霊は特に言げん及きゆうすることはしなかった。

　ボロが出る原因の大半が御霊の常識外れな言動であることに、勿もち論ろん御霊は気付いていない。

「おんたまはいつも購買？」

「俺も弐に毛けも料理が出来ないからな」

　御霊は面めん倒どうだという理由であまり料理はせず、弐毛は途中で食材を食べてしまう。

　ハートの形にカットされたニンジンを嬉しそうに箸はしでつまむ美久地を、少し可愛かわいらしいと思って見つめていると、視線に気づいた美久地が眼を逸そらした。

「な、何？」

「いや、意外と可愛いことをするんだな」

「なっ、う、うるさいな。これはお前の心しん臓ぞうだと思って作ったんだ」

　可愛いとか言うな、と少し顔を赤らめ、不ふ機き嫌げんそうな口元に放り込まれた御霊の心臓が噛かみ砕くだかれた。

「悪あく趣しゆ味みだな」

「それほどでも」

　小さく笑い合いながらのやり取りも、もう自然なものだ。

「なぁ、おんたまはもう部活決めた？」

「部活、か。特に希望は無いが、ほぼ全すべての部から勧かん誘ゆうを受けていてな」

　御み霊たまの机つくえの中には部活紹介のチラシが束たばになって入っている。御霊と弐に毛けが体育のスポーツテストで学校記録をことごとく塗ぬり替えたために、どの部からも是ぜ非ひ、と勧かん誘ゆうされたのだ。

「美み久く地じは決めたのか？」

「本当はテニス続けたかったけど、この学校テニスコート無いしさ」

　美久地は元々テニスをやっていたそうだ。昔は荒れていたらしいが、そんな性格でよく問題も起こさずスポーツを続けて来られたものだと思う。問題を起こしていないかは知らないが。

「お前今失礼なこと考えなかったか？」

「いや、さぞ強かったんだろうなと思ったんだ」

「お？　そう？　やっぱそう見える？」

　ふふんと美久地が頬ほおを緩ゆるませた。御霊はリスのようにおにぎりで頬を膨ふくらませながら頷うなずく。

「あぁ、心が読めるんだから負け知らずだったろう」

「お前、鉄球ぶつけるぞ」

「鉄球打てるのか？」

「打てるかバカ」

　会話は尽きないが、来週までには御霊も所属を決めなければならない。

　──部活、か。

　正直、人間とは身体能力が違い過ぎるので、集団競技も個人競技も合っていないと御霊は思っていた。かといって、文化部というのも退屈しそうだ。弐毛に関しても同じことを考えているだろう。助すけっ人ととしては重ちよう宝ほうするかもしれないが。

「正直、どこもイマイチだな」

　周囲に聞こえないように呟つぶやいた御霊だったが、美久地も頷うなずきを返した。

「あたしも同じ意見だよ。そこでなんだけどさ」

　美久地が御霊の机に一枚の紙を置いた。

「『企画実行委員会』。メンバー募集……？　何だこれ？」

「生徒会と並へい行こうしてる、校内のイベントを仕切る組織だって。部活と同じ扱あつかいらしいよ？」

　なるほど、と御霊はその紙を眺める。その時、廊ろう下か側の窓から弐毛が頭を出してきた。

「おんたまー、部活って何ー？」

　廊下側の席になっていた御霊は、弐毛のボサボサ頭に手を置きながら答える。

「今それを話してたんだ」

「そうなの！　ねぇねぇ、部活ってどこのカツ？　皆そのカツに入るんだって！」

「肉のことじゃないぞ」

「えっ、違うの？」

　唇くちびるを噛かんで涙目になる弐に毛けにため息をつく。美み久く地じも横で高笑いしていた。

「あたしはここに入ろうと思ってるんだけど、一いつ緒しよにどうかなと思ってさ」

　美久地が腰に手を当てて御み霊たまを流し見た。

「やりたい部活は無いけど、こんな田舎いなかで無所属ってのも退屈しそうだし。なら、ここで大きい行事仕切るのも面おも白しろそうじゃん？」

　美久地がそんなことを口にした。

「確かにそうかもな……美久地が入るなら、俺もそうするか」

「おんたまがやるなら、あたいもやるよ！」

　この二日、御霊は美久地と行動することが多かった。ここに来て初めて出来た友達というのもあったが、その快かい活かつでさっぱりとした性格に惹ひかれる所もあったのだ。

　何より、気を遣つかわずに自然体で接することが出来るところが本当にありがたかった。当初は世間知らずであることを自覚していた分、人間界では窮きゆう屈くつで肩かた身みの狭い思いをするかもしれないと懸け念ねんしていたのだが、美久地は御霊のズレた所さえ、的確に指摘してあっさり笑いに変えてくれる。

　美久地を介してクラスメートとも徐じよ々じよに円満な関係を築きずけている。初めて出会ったのが彼女のような明るい少女で良かったと、御霊は心からそう思っていた。

「よしっ、それじゃ、あたしらで希望出してみよっか！」

「あぁ、今後もよろしくな」

　微び笑しようを交わし合う二人の間に、弐毛がニコニコしながら入ってくる。

「二人共仲良しだね。知ってるよ！　こういうの、お似合いって言うんだって！」

　弐毛の大声に教室内がざわつく。ニヤつきながら遠巻きに御霊と美久地を眺める女子達に、美久地が照れか怒りか、頬ほおを染めながら肩をいからせる。

　御霊は眼を細めて弐毛の頭を激しく揺ゆすった。

「お前、よく知りもしない癖くせにそういうことをでかい声で言うな」

「痛だぁ！　おんたまごめーん！　ごーめーんーなーさーい！」

　頭をグリグリされ、涙目でされるがままになっている弐毛から手を放しつつ、御霊は美久地と関わる委員会について考えていた。

　元々多くのイベントに参加する必要がある以上、それを最前線で企画出来る絶好の機会だ。社会勉強にもなる上、人間界の伝統を学ぶことも出来るはず。

「それじゃ弐毛、放課後落ち会うから、勝手に帰るなよ？」

「あいよ！　そんじゃーね！」

　弐毛はバク転しながら教室に戻っていった。

「すっごい身軽……猫みたいだな弐に毛け……それじゃ、おんたま。放課後にね」

　昼休みの終わりを告げるチャイムと共に、美み久く地じは自分の席に戻っていく。小さく手を振るその横顔が、どことなく嬉うれしそうで、普段より少しだけ可愛かわいく見えた。

『迎げい春しゆんですねー御み霊たま様。聞いてるだけでポカポカしてきます！』

「青春の間ま違ちがいだろ……青春かどうかは知らないが」

　ぼそっと玉ぎよく露ろに突っ込んでから、御霊は午後の教科書を取り出す。また授業の説明が始まるが、その間も御霊はぼんやりと美久地のことを考えていた。

　遠えん慮りよなしに付き合える、とても近くに感じられる友人。一いつ緒しよに居るだけで楽しく、温かな気持ちにさせてくれる存在。

　何年ぶりの感覚だろうかと、記憶の底に冷たく凍こおりついているある少女の姿が、御霊の脳のう裏りに浮かんできた。







　そして、いつの間にか睡すい魔まに敗北し、美久地に叩き起こされた放課後。弐毛と合流した御霊は早さつ速そく職員室に希望を出しに行ったのだが。

「今の所、希望者はお前達だけだ。この村は、行事となると村全体で盛り上げることになるから、三人だと回すのは大変だと思うんだがなぁ……」

　という、不安そうな態度だった担当者の説明を聞いた帰り道。

「何か思ってたより忙しそうだけど大だい丈じよう夫ぶかな。村全体が一いち丸がんになる行事ばっかりか……」

　などと言いながら、店先で御霊、弐毛と並んでまんまる団子を頬ほお張ばっているのは美久地だ。宣言通り、先日の倍の量を容よう赦しやなく御霊におごらせてきた辺り抜け目が無かった。

「小さい村だ。伝統や文化を大事にする赴おもむきが強いんじゃないのか？　どうにかなるさ」

　祭りとなると、こだわりのある自治会もうるさいのかもしれない。

「はい、これお茶。サービスね」

「あ！　ありがとう、まんまる婆ばあちゃん！」

　店のおばちゃんがお茶を入れて来てくれた。弐毛は既すでにこの店のおばちゃんと知り合いになっていたらしい。渾あだ名なはまんまる婆ちゃんだ。

　ありがたくお茶を受け取りながら、御霊も団子を口にする。のどかな空気のせいか、天あま邪じや神じん宮ぐうよりも気持ちが穏おだやかだ。これを退屈と思わずに済んでいるのは、やはり美久地の存在が大きいのだろう。

「……ねぇ。あのさ、おんたま。土日、暇ひま？」

　立ち上がった美久地がスカートを花のように翻ひるがえしながら御霊の顔を覗のぞき込んだ。

「ん？　明日は行く所があるが、日曜は特に用事は無いな」

　団子を頬張りながら、御霊は週末の予定を反はん芻すうする。明日は一いつ旦たん天邪神宮に戻って八や岐またに経過を報告しようと考えていたが、日曜は何の予定も無かった。

「そっか。良かったら日曜、一いつ緒しよに買い物行かない？」

「え？」

　突然の誘さそいに御み霊たまはぽかんとした顔を上げる。

「ほら、暇ひまだし、一人暮らしって始まってみると色々必要なもん出てくるじゃん？　週末、電車で町に出てみない？　大きいデパートがあるんだってさ」

　デパートが何か分からなかったが、話の内容から察するに大規模なお店らしい。生活も落ち着き始め、確かにあれば重ちよう宝ほうしそうな物は何点かあった。しかし。

「俺とか？　他の女友達とでも行けば話も弾はずむだろ」

「分かってないな。こういう田舎いなかじゃ、グループ同士がガッチリ出来あがってるんだよ。別に気にすることもないんだろうけど、無理に入って疎そ外がい感かん感じるのも嫌だしさ」

　だから同じような立場の御霊と一緒に居たのかと、御霊は納得する。

「まぁ、俺は別に構わないが、本当に俺で良いのか？」

「じゃなきゃ誘わないって。ふふん、それとも天下の篝かがり火びは乙女おとめの誘いをあっさり踏み躙にじるような外げ道どうだったのか？」

　挑発的に鼻を鳴ならし、腕を組みながら横目で御霊を見み据すえる美み久く地じに、御霊は五ご式しきとしてのプライドを傷つけられた気分になった。むっとして挑発的な視線を睨にらみ返す。

「受けるぞその挑戦。地じ獄ごくにでも付き合ってやる」

「行くんなら一人で行け」

　だんだん扱あつかわれ方を把は握あくされつつあるような気がしてきたが、そこに、団子を口に押し込んだ弐に毛けが割り込んできた。

「何々？　遊びに行くの？　あたいも行く！」

　御霊同様、大量のまんまる団子をリスのように頬ほお張ばった弐毛が声を上げた。

「うん。勿もち論ろん、弐毛も一緒に行こ？」

「おーっ！」

　仲の良い本当の姉妹のように笑顔を交わす二人の姿に、日曜は賑にぎやかになりそうだと御霊は思う。

「大体、あたしがおんたまと二人っきりで出かける訳──」

　と、呆あきれたような口調で美久地が何か言いかけた、その時だ。

「あ、弐毛ちゃーん！」

「ん？　あ、友達だ！」

　下校途中の女子生徒が遠くから弐毛に声をかけてきた。弐毛が嬉うれしそうにそちらに走り寄っていく。が、二言三言、友人たちと言葉を交わした弐毛が唐とう突とつに声をあげた。

「うわーっ！　そうだったーっ！　日曜は皆と遊ぶ約束してたんだったーっ！」

　頭を抱かかえて泣きそうな顔で振り向いた弐に毛けが、心底困った様子で唇くちびるを歪ゆがめている。

「どどどどどうしよう。あたい約束片方破っちまうよぉぉ……」

　そんなに慌あわてるならそもそも忘れるなと言ってやりたい御み霊たまだったが、その辺りも弐に毛けらしいと言えば弐毛らしかった。

　だが、不ふ思し議ぎなのは傍かたわらで美み久く地じも困ったような顔をしていることだ。

「あー、じゃあ仕方ないか。また今度三人で行こ？」

　弐毛の様子に苦く笑しようしながら言葉を漏もらす美久地に、御霊は首を傾かしげた。

「何でだ？」

「へ？」

　御霊の疑問があまりに自然だったためか、美久地も即座に疑問の声を上げた。

「おーい弐毛。欲しい物があるなら買ってくるから、友達と遊んで来れば良い。気にするな」

「ほ、本当かおんたま！　ありがとう！　遊んでから帰るねーっ！」

　そのまま友達に囲まれて行ってしまった弐毛にやれやれと微び笑しようを送り、御霊は立ち上がる。

　急な話だったが、美久地となら問題も無いだろう。日曜はより広い範はん囲いの人間界を見て回れそうだと御霊は心が浮き立つのを感じる。

　さて何を買おうかと美久地を振り返った途と端たん。

「ん？　どうした？」

　照れたような困ったような、何とも言えない表情で御霊を見つめている美久地が眼に入った。

「え？　あ、いや……」

「行くんだろ？　買い物」

「あ……う、うん」

　歯車の狂ったからくり人形のようにぎこちない動きで、美久地が頷うなずいた。

　楽しみな予定が増え、自然と表情も柔やわらかくなってくる。そんな御霊とは裏うら腹はらに、美久地は傍かたわらで挙きよ動どう不ふ審しんに陥おちいっていた。

「別に時間はいつでも良いから、連絡してくれ」

「え、い、いや待てお前、だって、え？　あたしら二人──」

「それじゃ、楽しみにしてるからな」

「う、うん、任せとけ！　……あれ、何だこれ？　ま、まぁ良いけど……」

　返事の後に小さく何かを呟つぶやきながら、首を傾げて微び妙みような表情を浮かべる美久地に、御霊も首を傾げる。

「何か言ったか？」

「あ、いや……じゃ、じゃあまた連絡するから！」

　どことなく戸と惑まどっているようにも見えた美久地だったが、唇を尖とがらせて御霊を指差すと、やや赤い顔を隠かくすように走り去って行った。

『うふふふふ。聞いちゃった！　私聞いちゃいました御み霊たま様！』

　何やら嬉うれしそうな玉ぎよく露ろの声が響ひびいてくる。

「どうした？」

『どうしたもこうしたもありません！　デートです！　デートのお誘いですよ御霊様！』

　どういう訳かノリノリで声を弾はずませる玉露に、顔をしかめて腕うで輪わを指で弾はじく。

「うるさいぞ。何だその勢いは……美み久く地じが俺をデートに誘う訳無いだろう」

　御霊の中で、デートとは恋人と二人きりで時間を過ごすことだ。まだ出会って間もない美久地が自分を恋人扱あつかいする訳が無い。

『もう、分かってないなぁ御霊様！　お付き合いしてなくたってデートはデートなんです！　意中の相手と一いつ緒しよに時間を過ごしたいという意思表示なんですよ！』

　いつもより遥はるかに元気な玉露に戸と惑まどいつつ、まさかと思いながら言葉を返す。

「いや、考えすぎだと思うぞ玉露……それに、弐に毛けも誘ってたじゃないか」

『あーもう！　いきなり二人きりで行こうなんて女の子が言える訳無いじゃないですかーっ！　弐毛様は、口実を作ったり緊きん張ちようをほぐすためのついでなんです！　これだから、おんたま様は！』

「今おんたまって言ったかお前！」

　何に火が点ついたのか、男女の交流について熱弁を振るう玉露にこっぴどく叱しつ責せきされた。

　とにかく、美久地が誘ってくれたのは少なからず御霊を好意的に見ているからで、去り際ぎわに様子がおかしかったのは、結果的に二人きりになってしまったことに焦あせったのではないか、と推すい察さつしていた。

　まだ会って数日だ。仮に玉露の説が正しかったとして、美久地はそんなに短い期間で簡単に浮ついた気持ちになるような女だろうか。御霊にはそうは思えなかった。

「いや、玉露。それでもやっぱり考えすぎだと思うぞ」

　魅み力りよく的な女性であることに違いは無いが、そう簡単に特別視するのも無責任な気がして、御霊は何な故ぜか興こう奮ふん状態になっている玉露をなだめた。

　それに、今の御霊に特別な女性を作る気など一いつ切さい無いのだ──。

『とにかく！　美久地様をがっかりさせたら私が許しませんからね！　分かりましたか！』

「……はい」

　玉露はやる気満々だ。が、言われなくとも、折せつ角かく行くのだから楽しい一日にしたいという気持ちは強かった。とはいえ人間界でのデートの仕方など、御霊に分かるはずも無い。

　──明日、姉あね御ごか子こ芥け子しさんに相談するか。

　とりあえず、明日の予定は決まった。

「若いって良いねぇ。はい、お団子一つサービスしてあげるから、頑がん張ばんな！」

「え？　……あ、どうも」

　まんまる婆ばあちゃんが団子を差し出してくれた。どうやら店先で女の子に誘さそわれて、一人で動どう揺ようしながらぶつぶつ言っている初うい々ういしい少年だと思われたらしい。

　団子をかじって吐息を一つ。久く遠おんに始まり、弐に毛け、八や岐また、玉ぎよく露ろ、子こ芥け子し、美み久く地じと、我がの強い者達に振り回されるのはどうやら運命らしい。久遠以外は女性なのが腑ふに落ちないが。

「坊や、外国から転校して来たんだって？　こんな小さな村じゃ退屈じゃないかしら」

　まんまる婆ちゃんが、とても人好きのする優やさしげな笑みで御み霊たまに声をかけてくれた。噂うわさの早さは相変わらずだと思いながらも、御霊も自然と浮かんでくる笑顔で口を開く。

「いいえ、とても綺き麗れいな村で、毎日楽しいです」

「そう？　それは良かったわ。けど一年前にね、酷ひどい嵐あらしが起きて危うく村が無くなっちゃう所だったのよ？」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たな御霊を気き遣づかってか、まんまる婆ちゃんがしわの寄った顔を禍か竜りゆう山ざんに向けながらそんなことを言いだした。

「竜りゆう神じん様の祟たたりだなんてことも言われてね？　外国から来たんじゃ、そういう伝説は興きよう味み無いかしら？」

「いえ、嫌いじゃないですよ。良ければ教えてくれますか？」

　地元の人に話を聞くのも、良い勉強になりそうだ。まして、この地にまつわる竜の話なら尚なお更さらだった。

「この村にはずうっと昔から竜神様が祀まつられていてね？　その血を引くと言われている家が今も残っているのよ。それが今の村長さんの家なの。何年か置きに、体に竜の鱗うろこが浮かぶ人が現れてねぇ……昔から恐れられていたのよ」

　思い出に耽ふけるように語ってくれるまんまる婆ちゃんの言葉に、御霊は静かに聞き入った。

「最近だと、二年前かしら。村長の家の娘さんに竜りゆう鱗りんが浮かんでねぇ。体中にびっしりよ」

「……え、二年前？」

　一年前では無く、二年前──。

「ちょっとした騒さわぎになったんだけど、篝かがり火びっていうお祓はらいの人がやってきて、あっという間に竜鱗を消しちゃったのよ！　驚おどろいたわぁ……」

「ま、待って下さい。篝火？」

「えぇ、確かそう名乗ったわ」

　その時のことを御霊は知らない。つまり、五ご式しきを召しよう喚かんするまでもない、小さな事件として久遠がこの村に来ていたということになる。

　──竜りゆう嵐らん事じ変へんより前に、久遠がここに来ていた……？

　驚く御霊をよそに、まんまる婆ちゃんが言葉を紡つむぐ。

「それに、お祓いにあったその人。竜鱗が浮かんだことを覚えてないって言うのよ。これまた不ふ思し議ぎでしょう？　竜鱗が浮かんだ時はそりゃもう死ぬ騒さわぎだったのに……ありがたい話ねぇ」

　段々と、御み霊たまにも飲み込めてきた。

　──久く遠おんが万ばん象しよう錠じようで……竜りゆう鱗りんと、それに関する記き憶おくを施せ錠じようしたのか。

　万象錠の真しん髄ずいがそこにもある。

　万象錠はあらゆる対象を相手に施錠の力を行使することが出来る。それがたとえ空間でも、霊れい力りよくでも、人間の記憶でもだ。

　もっとも、久遠は霊力や記憶の施錠は極きよく力りよくしたがらなかった。

『血に関しては、どれだけ辛つらい現実に直面しようと、それは受け入れるべきことで、無理やり施錠して、背を向けさせても、根こん本ぽん的てきな解決にはならない。同じような苦しみを乗り越えてきたその人の先祖を侮ぶ辱じよくする行為になるからね』

　と。そんなことを言っていた久遠が、記憶ごと竜鱗を施錠した。

　──死ぬ騒さわぎ、か。

　古くから伝わる竜鱗の伝説。女性であれば、自分の体に現れた竜鱗に対する恐怖でおかしくなってしまうのも頷うなずける。

　──その人を守るためだな。久遠。

　事態を収しゆう束そくさせるには、竜の血。すなわち霊力とその記憶を封じるしか手が無かったのかもしれない。

「最近とっても綺き麗れいな女の人が訪ねてきて、一年前の嵐あらしのことを聞いてきたものだから、私も色々と思いだしてねぇ……うろ覚えだったけど、退屈だったかしら？」

　──子こ芥け子しさん、か。

　恐らく、事件に関して調査を進めているのだろう。本来、妖よう怪かいや憑つきもの筋絡みの記憶は施錠されるはずだが、そこはやはり人間の記憶。情報を完全に隠いん蔽ぺいしきるのは難むずかしいらしい。まんまる婆ばあちゃんのように古くからその伝説に触ふれているなら尚なお更さらだろう。

　この村に伝わる竜の伝説。どうやら御霊が知らない出来ごとがまだあるらしい。

　竜の血。それが代々伝わる強力な血統であるなら、代を重ねても事件が起きるのは頷ける。

　この村は、思っていたより妖怪との関わりが深いのかもしれない──。

「色々面おも白しろかったです、まんまる婆ちゃん。その……村長さんの家っていうのはどこに？」

「あぁ、この道を真まっ直すぐ行ってねぇ」

　まんまる婆ちゃんに村長の家を教えてもらい、御霊は歩き出した。

　──行ってみるか。

　特に何か考えがある訳でも無かったのだが、一度久遠が訪れた場所を見ておきたかったのだ。







　穏おだやかな昼下がりの小道を御霊は行く。こう温かいとすぐ眠くなってしまうなと、御霊は欠伸あくびを漏もらしながら思った。暑くても寒くても御み霊たまは基本的に軽度の眠気に苛さいなまれるのだが。

　のんびりと久く遠おんの足跡を追うだけの、穏おだやかな時間のはずだった。しかし、その行動は予期せぬ形で止められることとなる。

　右手側には田んぼが広がり、左手側には高い石垣が建っている人ひと気けの無い道の真ん中。そこに、先日、御霊が制せい裁さいした不良グループ三人が立ちはだかっていた。

「おい、ちょっと顔貸せよ」

　人数を増やした訳でもなく、武器を手にしている訳でもない様子の三人組に、どうやら懲こりて無いようだと呆あきれ、御霊は無視して通り過ぎようとする。

「生あい憎にく、俺の顔は取り外しが出来ない」

　ため息交じりにすれ違おうとするが、次の瞬しゆん間かん、また大振りの拳こぶしが御霊に振るわれた。

　御霊の眼には余りにも遅く感じる拳。仕方ないと一歩を引き、片手でその拳を受け止めた御霊だったが──。

「うあっ!?」

　直後、御霊の体が宙に浮いた。

　ただのパンチを受け止めただけで、馬に跳ね飛ばされたような衝しよう撃げきが御霊を襲おそい、数メートル後方の石垣にその身が叩きつけられた。人間であれば一いち撃げきで骨が砕くだけかねない威い力りよくだ。

「はは！　すげぇ！　本当だ！」

　自分の拳を惚ほれ惚ぼれと見つめる男に、御霊は石垣から背を離はなして眼つきを鋭するどくする。指の骨を鳴ならした御霊は、既すでに相手の分析を始めていた。

　──人間の力じゃない……まさか、血が目覚めたのか？

　この男が憑つきもの筋で、この数日で血が目覚めた。可能性としてはそれくらいしか考えられない。だが、血の目覚めを迎えた者は大半が暴走状態に突入し、しばらくは理性が消し飛んでしまうはずだ。しかし、この数日、何か大きな事件や騒さわぎは耳に入らなかった。

　では、この力は何なのか。思考に費ついやす時間も碌ろくに得られないまま、次の瞬間には別の男が走り寄って来ていた。

「おらっ！」

　身を伏せて拳をかわした御霊だったが、鈍にぶい衝撃音と共に、男の拳が粘ねん土どで出来ているかのように分ぶ厚あつい石垣にめり込んだ。

　──な、何っ！

　瞠どう目もくしつつ背後に大きく跳ちよう躍やくし、御霊は距きよ離りを取る。御霊の前に立ちふさがる三人は、相変わらず優ゆう越えつに満ちた表情で御霊を見み据すえていた。

　──こいつら、全員……？

　普段から行動を共にしている人間が、三人同時期に同じような血に目覚める。血の目覚め自体、一ひと月つきの間に全国で精せい々ぜい数件起きる程度が現状だ。そんなことはあり得ない。

「お前達、その力をどうやって手に入れた」

　どうやら舐なめて勝てる状況では無さそうだと、御み霊たまは警けい戒かいを強めて身構える。日頃から素そ行こうの悪い者達に、これだけの力が宿っている以上、放置する訳にもいかないだろう。

「土ど下げ座ざすれば、教えてやるよ」

　もはや自みずからの勝利を信じて疑わない者の顔だ。

　この三人は、本物の妖よう怪かいに構えを取らせた意味を理解していない──。

「なら、土下座してもらおう」

　短い吐息が一いつ瞬しゆん。直後、地面を蹴けった御霊が数メートル離はなれた位置に立っていた男の顔面に容よう赦しやなく膝ひざを入れた。

　呻うめきながら背後にひっくり返った男の足を掴つかみ、棒ぼうきれでも振り回すように御霊は男の大おお柄がらな体を残る二人に投げつける。

　吹っ飛んできた男を受け止める形で、三人は派手に泥どろの飛沫しぶきを上げて田んぼに転落した。

　鼻を鳴ならし、無残な姿の三人を見下す。どれだけ力が強くとも、腕力で鬼おにに敵かなう道理は無い。

「土下座より無ぶ様ざまだったな……さぁ答えろ。その力は何だ！」

　腕を組み、強い語気で問う御霊だったが、泥に塗まみれて毒どくづいていた男達に、変化が現れた。

「う？　う、あ、うわあぁぁっ！」

　突とつ如じよ、男達が三人共悲ひ鳴めいを上げ始めた。泥に混じって確認出来るのは、鮮せん血けつだ。見れば膨ぼう張ちようした腕の一部から血が流れ出ている。

　──か、体が力についてきてないのか……？

　不ふ可か解かいな点が多すぎる。が、とにかく出血量が無視出来ないものになってきた。田んぼの中で激痛に悶もだえながら叫ぶ三人の姿に、このままではマズイと御霊は奥歯を噛かむ。

「ど、どうする。三人抱かかえていくのも不自然だ」

　頼たよれる何かは無いか、と考えた時。ふと美み久く地じの姿を思い出し、携けい帯たいに関するやり取りを思い出した。

　美久地の講こう義ぎに感かん謝しやしつつ、教えてもらった救急車の番号を押す。勝手が分からなかったが、担当の男が丁てい寧ねいに説明してくれて助かった。数分で駆かけ付けてくれるそうだ。

　どうにか状況を伝えた御霊は、とりあえず三人を田んぼから引きずり出し、道路に並べて横たえた。男達の衣服を破って一応の止血を施ほどこす。

「何だ、これは……」

　三人共、今にも破は裂れつしそうなほどに筋肉が膨ぼう張ちようし、危なっかしく血管が隆りゆう起きしていた。自然現象ではあり得ない。

　それから数分後、駆け付けた救急車に乗せられた男達は病院へと搬はん送そうされていった。

　田舎いなか町だからか、救急車の音に敏びん感かんな老齢の住民達が集まって来て、御霊は状況を説明するのに四苦八苦する。人混みの中で、今日は村長の家に行くのは無理そうだと思った瞬しゆん間かん。

「あ……」

　その道の先に、先日山の頂上で出会った少年が影のように立っていた。

　騒さわぎを傍ぼう観かんしているようにも見えるが、御み霊たまははっきりと、自分に対する冷たい視線を感じた。少年は何も言わず、踵きびすを返してその道を真まっ直すぐ戻っていく。

「……あいつ、近くに居たのか」

　山で玉ぎよく露ろが感じたざわつき。御霊は少年とのやり取りを思い出す。

「一年前、この場所で妹が死んだ……竜りゆうの憑つきもの筋の少女……だとしたら、あいつは」

　少年が歩いていく道の先には、村長の家があるはずだ。

　竜りゆう嵐らん事じ変へんから一年。未だ見え隠かくれする竜の影に、御霊は冷たい汗を感じた。







　翌日の早朝。御霊と弐に毛けは起きて早々、万ばん象しよう錠じようで天あま邪じや神じん宮ぐうへの道を開き、人間界で暮らすようになってから初めての帰宅を果たしていた。

「ただいまーっ！　八や岐またーっ！　会いたかったよーっ！」

　猫型の弐毛が、出迎えてくれた八岐の腕に飛び込んだ。はいはいと受け止め、八岐が嬉うれしそうに微ほほ笑えんでくれる。

「おかえり。朝飯まだだろ？　食ってきな」

　数日ぶりの我わが家だと言うのに、やけに懐なつかしく感じながら御霊は屋や敷しきにあがる。

　山のように積まれた八岐お手製のおにぎりを、やっぱりこうでなくてはと感動して頬ほお張ばりながら、この数日であったことを話す。不良達を制せい裁さいし、校内で厚い信望を得たこと。美み久く地じという悪友が出来たこと。企画実行委員会に弐毛、美久地の二人と入ったこと、来週から本格的に授業が始まることを告げる。

「何だ、心配してたけど随ずい分ぶんと上う手まくやってるようじゃないか」

「まぁ、環境に恵まれたな。子こ芥け子しさんのお陰かげだ」

「……子芥子は関係ないだろうさ。あんたの努力の賜たま物ものだよ」

　また子芥子を認めないような言葉を発する八岐に、御霊は少し眉まゆをひそめる。

「ちょいとお茶でも淹いれてこようかね。弐毛の話も聞かせておくれ」

　そう言って、台所へと歩いていく八岐。御霊の膝ひざの上に乗って来た弐毛が首を傾かしげる。

「ねぇねぇおんたま。八岐って子芥子のこと嫌いなの……？」

「……さぁ、な」

　弐毛の頭を撫なでながら、御霊はそれでも思い当たる節ふしがあった。

　──多分姉あね御ごは……久く遠おんのことが。

　五ご式しき、口くち縄なわ八岐。御霊が久遠と出会うよりずっと前から久遠の同志であり、久遠にとって初めての式しき神がみでもあった女性。

　八や岐または頭の良い女性だ。きっと、主あるじである久く遠おんとの関係を崩くずしたくは無かったのではないかと御み霊たまは思う。しかし、五ご式しきとしてずっと二人を見てきた御霊には、何となく、八岐の久遠に対する淡い想いが分かるような気がしていた。

　だが、いつしか久遠の隣となりには子こ芥け子しという人間の女性が立つようになった。久遠と子芥子が互いをどれだけ愛し合っていたのかは、二人を知る者なら皆が知っている。

　それだけに、久遠が死んだ今、八岐はやりきれない想いを子芥子にぶつけるしかないのかもしれない──。

「さ、良いお茶が入ったよ。話の続きを聞かせておくれ」

　話題は移ろいゆく。八岐の冷たい心を隠かくすように。

　そしてお昼時。話が一段落した所で、御霊が切り出した。

「あ、そうだ姉あね御ご。ちょっと知恵を借りたいんだ」

「何だい？　授業で分からないことでもあったのかい？」

　いや、と呟つぶやいてから、御霊は口を開く。

「女とデートすることになったんだが、何をどうすれば良いんだ？」

「ぶっ！」

　八岐が激しく咳せき込み、直後に高笑いを始めた。

「な、なんだい御霊。もう女作ったのかい。意外と手が早かったんだねぇ、びっくりしたよ。長生きはしてみるもん──若さってのは良いねぇ、お互いに」

　眼が笑ってなかったので御霊は黙だまっておく。突っ込んだら殺されるに違いない。

「そんなんじゃない。誘われたから行くだけだ」

「なんだい、惚ほれてるのは女の方かい。それはそれで面おも白しろいけどねぇ」

「いや、あいつはそんなこと微み塵じんも考えてないと思うが……」

『御霊様、またそんなこと言って！』

　それまで静かだった玉ぎよく露ろが声を口を挟んで来る。弐に毛けも横で首を傾かしげながら声を上げた。

「デートって何だ？　美お味いしいのか？」

「現時点だと色々とマズイような気がする」

　何となく不安の方が大きかった。

「はは、別に良いじゃないか、どうせ買い物とかだろう？　好きでも何でも無いならいつも通りにしていけば」

「それもそうだと思うんだが、玉露がうるさくてな……」

『当たり前です！』

　いつも通りでは駄だ目めらしい。御霊としても美み久く地じが楽しんでくれるならその方が良いが、同じ歳としの少女を、それも人間を楽しませる方法など、中々思いつかない。

「どうにか相手を怒らせずに、楽しく過ごせるようにしたいんだが、起き死し回かい生せいの妙みよう手ては無いか？」

　この時点で既すでに起き死し回かい生せいの妙みよう手しゆを求めている御み霊たまの甲か斐い性しようなしっぷりに、八や岐またがまたも高らかに笑い声を上げた。

「あんた、そりゃ初恋じゃないのかい？」

　八岐の言葉に、御霊は一いつ瞬しゆんだけ眼を細める。

「……違う」

　脳のう裏りに過よぎる、かつての記き憶おくを振り払いながら、やや影を帯びた表情で、御霊は断固として否定した。

「まだ会って数日だぞ。あり得ないだろ」

「ガキだねぇ。恋に時間なんて関係無いんだよ……いいかい？」

　その後、延々と男女の複ふく雑ざつな心理について八岐の若者とは思えない高説を聞かされることとなった。マズイことに、途中から玉ぎよく露ろも会話に混ざってきた。

　数十分後。頑がん張ばって起きていた弐に毛けが飽あきて丸くなった頃。

「つまり、若いうちは難むずかしいこと考えずに楽しくやってりゃ良いってことさ」
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「……何な故ぜその一言を最初に言えなかった」

　やけに濃のう厚こうな部分もあり、御霊は顔を赤らめながらも半分くらいしか覚えていなかった。

「はは。まぁ自分以外の人間に対する評価なんて、時間が経たてばどうとでも変わっちまうもんさ。折せつ角かく貰もらった時間と友達なんだろう？　何でも思い切ってやってみな」

　話を終えた八や岐またの、少しだけ寂さびしそうな表情がやけに印象に残った。

「ほら、あたしの退屈な話は終わりだよ。いざ一人になってみると話が長くなっていけないねぇ……他にも行く所あるんだろう？　こっちは気にせず行って来ると良いさ」

　そう言って送り出してくれた八岐に感謝しつつ、御み霊たまは次の目的地へ向かう。眼を覚ました弐に毛けは猫型のまま御霊の頭の上に乗っかっていた。

　八岐の台詞せりふが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──美み久く地じが、俺を？

　美久地の明るく快活な笑顔が浮かび上がる。純じゆん粋すいに、一いつ緒しよに居たいと思ってしまう魅み力りよくがあるのは疑いようが無い。人間界で初めて出来た友人が、彼女で本当に良かったという気持ちは変わらないし、校内なら、二人で時間を過ごすことも多くなってきた。

　だが、彼女は果たして、御霊の特別足り得るだろうか。そう考えた時、御霊の脳裏には一人の少女の姿が浮かんでしまう。

　心の奥底、氷の扉に封ふう印いんした御霊の記き憶おく。触ふれてしまえば諸もろ共とも壊こわれてしまいそうな薄はく氷ひようの向こうに、今も見え隠かくれするその姿。

　──間ま違ちがっても初恋じゃ……無いよ、姉あね御ご。

　断じて、初恋ではないのだ。

　御霊の初恋は、もう随ずい分ぶんと昔に終わっているのだから──。

「おんたま？　何か元気無いけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに首を傾かしげる弐毛に、微び笑しようで頷うなずきを返してから、御霊は鍵かぎ屋やの城へと足を運んだ。







　鍵屋で話を通すまで少しかかったが、目当ての人物はすぐに時間を作ってくれた。

「あー、おんたま君。急にどうしたの？」

　忙しいだろうから、運良く会えればと思って来た御霊だったが、どうやら運に恵まれたらしい。現状、誰だれよりも頼たよりになりそうな女性が柔やわらかな笑みを向けてくれた。

「子こ芥け子しさん。明日デートに行くことになったんですが一いつ緒しよに作戦を立ててください」

「ぶっ！」

　開口一番、笑いを取った。御霊は至いたって真ま面じ目めなのに、八岐と同じような反応をされたことに少しむっとする。

「何な故ぜ皆同じように笑うんですか……」

「い、いやだって、おんたま君真面目そうに見えるのに、真顔でやけにはっきり言うから面おも白しろくて、あははは」

　どうも自分が思っているような印象とは違うらしい、と御霊は小さく吐息する。

「うん、まぁ勿もち論ろん相談に乗るよ？　ボクなんかで良ければ」

　回転椅い子すに座って、くるりと反転した子こ芥け子しが楽しそうな笑みを向けてくれた。

　その後。八や岐またに比べれば随ずい分ぶんと実践的な知識を与えてくれたが、どれも女性的なものばかりで御み霊たまに出来るかどうかは分からなかった。今回は弐に毛けも面おも白しろそうに会話に参加している。

「とにかく、誘ってくれたってことはおんたま君のことを気に入ってると思うから、いつもより優やさしくしてあげれば、喜ぶんじゃないのかなぁ」

「買い物で、優しくですか……？」

「あたい、美お味いしい物沢たく山さんおごってもらえれば嬉うれしいよ！」

　弐毛の言葉で、ふと気付く。

　──いや、ちょっと待て。

　美み久く地じが言いそうな台詞せりふが不意に頭に浮かぶ。

『ふふん、まんまと出て来たなおんたま。折せつ角かくこのあたしが誘ってやったんだ。当然おごってくれるよな？　それとも天下の篝かがり火びは買い物で女も満足させられない甲か斐い性しようなしだったのか？　分かっちゃいたが、ショボいなお前！』

　と、いう展開は。

　──あり得る。

　むしろそっちが目的の可能性が極きわめて高い。弐毛を誘さそったのも、ともすれば二人分おごらせようという魂こん胆たんだったのかもしれない。

「ありがとうございます子芥子さん。かなり気が楽になりました」

「そ、そう？　心なしか眼がギラついてるんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶです。これで勝てます」

「あ、え？　勝負に出る気だったのおんたま君？　意外に大だい胆たんだね……」

　思えば初めからこれは美久地の挑戦だったのだ。深読みし過ぎた御霊が愚おろかだった。

　──待っていろ美久地。鼻を明かしてやる。

　急に明日が楽しみになってきた。

「ねぇねぇ、子芥子も久く遠おんとよく一いつ緒しよに遊んでたよね？　お家で何して遊んでたの？」

　御霊の頭の上で弐毛がそんなことを口にする。

「え？　そ、それは……その……い、色々だよ。色々」

「おぉ！　色々かぁ。楽しかった？」

「あ……はい……凄すごく」

「お前は黙だまってろ」

「痛ぇ！　何すんだよぉ！」

　耳まで真っ赤になって俯うつむいた子芥子を前に、先程八岐から色々と仕込まれていた御霊も顔を赤らめてしまう。久遠がしょっちゅう子芥子の家に泊まりに行っていたことを思い出し、急に子こ芥け子しが色っぽく見えてしまった。

「と、とにかく参考になりました。また近いうちに」

「そ、そうだね。また顔出すからデート頑がん張ばって。あは、あははは」

　歯切れの悪い別れだったが、とりあえず明日に挑いどむ心構えは出来た。

　──これは戦いだな。

　そう考えるとやけに気合いが入るのは何な故ぜだろうと思いつつ、御み霊たまは鍵かぎ屋やの城を後にした。

　子芥子に、二年前に竜りゆう鱗りん村で久く遠おんが活かつ躍やくした話を知っているか聞こうとしていたのに、すっかり忘れていた。







　そんな平和な帰り道。

「なぁなぁ、おんたま！　明日姐ねえちゃんと美お味いしい物一杯買ってきて！」

　弐に毛けの適当な要求に苦く笑しようしながら、御霊は鍵屋の城から続く緑豊かな道を進んでいく。庶しよ民みん街は基本的に人間が暮らす区画で、特に鍵屋の城に近いこの辺りは、鍵屋に所属している人間の家族や血縁が多く暮らし、比較的治安が良い場所になっている。

　夜間は妖よう怪かいの立ち入りが禁止されるが、反面、昼間は人間も妖怪も出入り出来る地域だ。

「……ん？」

　屋や敷しきへの道中。通りがかった公園で、子供が騒さわぐ声が聞こえてきた。見れば、数人の子供達が一人の少年を囲んでボールをぶつけている。何かの遊びかとも思ったが、ボールをぶつけられている少年が頭を抱かかえてうずくまっているのを見て、御霊も弐毛も異変を察知した。

「こらーっ、お前ら何してんだーっ！」

　御霊より早く飛び出して行ったのは弐毛だった。御霊の頭を爪つめで掴つかんで飛び出した弐毛は、頭の痛みに眼を細める御霊を置いて、子供達の中に割って入る。

「あ、やべっ。弐毛とおんたまだ！　逃げるぞ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように、子供達が逃げて行く。

「おんたまって言うな」

　この辺りでは、五ご式しきである御霊達の知名度はかなり高い。弐毛も子供とよく遊んでいたため、顔が利きくのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　逃げた子供を追っていった弐毛を見送り、御霊はうずくまっていた少年に声をかける。

「あ、ご、ごめんなさい……」

　擦すり傷だらけの少年は、やけに高い鼻を擦こすって御霊に謝しや罪ざいした。

　──天てん狗ぐの子か……。

　まだ幼く、外見はかなり人間に近いが、鼻だけが大きく長い。顔の大きさと不釣り合いなその鼻が、恐らくは周囲の子供達にからかわれる原因になったのだろう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ごめんなさい、ありがとう、ございました……」

　気弱そうな少年は、不安そうに顔を伏せつつ、御み霊たまにお礼を言ってきた。鼻を隠かくすためなのか、顎あごが喉のどに着きそうな程に俯うつむいたその姿は、少年の幼さもあってとても痛々しく見える。

「おんたまー、全員捕つかまえたぞっ！」

　逃げて行った子供達を、人間の姿になっていた弐に毛けが鼻息荒く連行してきた。流石さすがに速い。

「ほら、おめーら！　ちゃんと謝あやまって仲良く遊ぶんだぞっ！」

　弐毛が腰に手を当てて盛大に吐息する。

「うっせーなっ！　妖よう怪かいの癖くせにっ！」

　リーダーらしい子供が、心底鬱うつ陶とうしそうな顔で御霊達にそう言い放った。

　恐らくは、その場に居た者全員。或あるいは口にした子供もまた、心に鋭するどい痛みを覚えた。少しだけ気まずそうな表情をした子供達が、沈ちん黙もくを好こう機きと見たか、再び逃げて行く。

「あ、こんにゃろ！」

「弐毛！　……もう止やめておけ」

　制止した御霊の表情に、弐毛も何かを察したか、寂さびしそうな顔で猫に戻った。

「ごめんな、あいつらやっつけられなかったよ……」

　首を振る天てん狗ぐの子に、弐に毛けが申し訳なさそうに謝あやまった。

「なぁなぁ、あたいと友達になろ！　おんたま、休みの日だったら遊んでも大丈夫だろ？」

　一転、晴れやかな笑顔を浮かべた弐毛が御霊に問う。勿もち論ろんだと、御霊も笑顔で天狗の子の頭に手を置いた。二人のそんな様子に少しは安心したのか、天てん狗ぐの子も笑って頷うなずく。

「いつでも遊びに来いよっ！」

　弐毛と約束をした天狗の子は、一人街中に去って行った。しかし、残された御霊と弐毛は、浮かない顔で眼を見合せる。

「おんたま……人間と妖怪って、仲良くなれないのかな……」

　弐毛の沈んだ顔ほど悲しくなるものはないな、と思いつつも、御霊は微び笑しようを浮かべた。

「久く遠おんが居た頃は皆が仲良く遊んでたろ？　大丈夫だよ。あの子だって、お前が居たから少しは元気が出たはずだ」

「うん……そうだね」

　──久遠……あんたなら、こんな時どうしたかな。

　きっと今頃はさっきの子供達全員と友達になって、人間も妖怪も分け隔へだてなく無む邪じや気きに遊び、そして、皆を種族の区別なく仲間や友人にしてしまっていたかもしれない。

　それだけの魅み力りよくが久遠にはあり──しかし、御霊には無い力だった。

　──諦あきらめないよ、久遠。

　こんな現実を変えるために、今は人間界ですべきことがある。それが、久遠の理想へ到達する一番の近道のはず。

　今の御み霊たまは、確かにそう信じていた。

　その後、屋や敷しきで一日を過ごした御霊は、久しぶりの満腹感に感動しながら、人間界へと戻って行った。いよいよ明日は美み久く地じと買い物だ。







　翌日の朝。爆ばく睡すいしている弐に毛けをよそに、準備を整ととのえた御霊が美久地の家の前へと出しゆつ陣じんした。格好は子こ芥け子しが仕立ててくれた、人間界で流は行やりだという服だ。着慣れないが子芥子は似合うと言ってくれた。

『御霊様、頑がん張ばって下さいね！　私は静かに上う手まくいくことをお祈りしています！』

　くれぐれも静かにしていて欲しいと思いながら、御霊はかけがえの無い宝物である、ラミネートされた絆ばん創そう膏こうのネックレスを服の内側に入るよう装そう着ちやくし、今日の相手に挑む。

「おっす、おんたま。おはよ」

「おはよ……う？」

　私服姿の美久地が家の前で手を振っていた。その姿に御霊は少し驚おどろく。

「ん？　何だよ？」

　やけに可愛かわいらしい髑どく髏ろがプリントされた、黒を基調としたシャツに、脚にぴったりしたジーンズというラフな格好だったが、美久地の雰ふん囲い気きによく似合っていた。

　やや開いた胸元がいつもより肌を見せているからだろうか。女性的な印象が増した感覚だ。

「似合うな」

　思わずそんな台詞せりふが口から出る。自分でも意図しない言葉に少し焦あせるも、

「へ？　……あ、頭でも打ったのかよ？」

　ここで女らしく微ほほ笑えんだりすればまだ考えようもあったが、居い心ごこ地ち悪そうに唇くちびるを歪ゆがめ、そっぽを向く美久地に、やっぱりこれは恋などではないと御霊は確信する。

　美久地が恥はずかしさで赤くなった顔を逸そらしただけだということに、勿もち論ろん御霊は気付かない。

「いや、俺の気のせいだったんだ。気にしないでくれ」

　笑顔でそう告げたが、その一言が迂う闊かつだった。頬ほおをピクッと引きつらせた美久地が鋭するどく御霊を睨んでくる。

「ふん、似合って無くて悪かったな」

　違う意味で捉とらえられたことに気づき、御霊は慌あわてて訂正する。

「ち、違うそうじゃない。いつも通りで安心しただけだ」

「はぁ？　いつも通り似合って無くて悪かったなこのやろっ！」

「ち、違う！　そうじゃなくてだな！」

　完全にいつも通りの朝だった。いきなり一いつ触しよく即そく発はつの空気だったが、そんな時とき折おりぶつかりながらのやり取りも、どうやら功こうを奏そうしたらしい。

　無意識の部分で、少し緊きん張ちようしていた所もあった御み霊たまは、この段階ですっかり普段の落ち着きを取り戻していた。美み久く地じもすぐに笑顔を見せるようになり、どうにかなりそうだと御霊は駅までの道中で胸を撫なで下ろす。

　小さな駅から二両編へん成せいの電車に乗り、御霊と美久地は少し離はなれた町まで出発した。乗客も少なく、改めてここが田舎いなかなのだと感じる。

　天気も良く、海沿いの線路を美久地と並んでのんびりと揺ゆられた。

　電車に乗るのは初めてだったが、道中も美久地と他た愛あいの無い会話で盛り上がり、不安や緊張は既に無かった。

「そういえば一昨日の騒さわぎ大変だったんだね。あたしも母親のお見み舞まいで病院に居たから話聞いてさ。不良が喧けん嘩かして怪け我がしてたのをお前が見つけたって話だったけど、大だい丈じよう夫ぶだった？」

　黙だまっておこうと思ったが、どうやら美久地には事態を悟さとられてしまっているようだ。

「俺は大丈夫だったが……むしろ、あいつらの方こそ大丈夫だったのか？」

「やっぱりお前の仕し業わざか。三人共しばらくの入院で済むらしいから平気だと思うよ。てか全員両腕の筋肉断だん裂れつに複ふく雑ざつ骨折って、流石さすがにやり過ぎじゃない？」

　美久地が苦く笑しようしながら横目で御霊を見み据すえる。

「いや、あいつらの方が石いし垣がきを殴りつけて自じ滅めつした上に勝手に田んぼに転落したんだ」

「そんな訳あるか！　バカ過ぎんだろ、大丈夫かうちの学校」

　結局、あの異常な力の正体は分からずじまいになってしまった──。

　そして数十分後、御霊は到着した町並みに息を飲む。

　群ぐん生せいする高こう層そうビルに、華やかな格好で行き交う人々。巨大な看かん板ばんや唸うなりを上げる乗用車など、御霊にとっては新しん鮮せんなものばかりだった。

「おーい、ぼーっとするなよ田舎者」

　慣れた足取りで御霊を先せん導どうする美久地に引きずられるように、御霊はキョロキョロと周囲を見回しながら大きなビルの中へと入った。デパートとは、どうやら大型百貨店のことらしい。

　美久地とエスカレーターと言うらしい階段に乗り、広々とした吹き抜けのビル内を見上げる。

「それで、具体的には何を買うんだ？」

「日用品と服何着か。後は、母親のお見舞いに何か適当な物かな」

「……お母さん、体調は？」

「お陰かげさまで、調子良いって」

　変わらない表情の奥に何を思うのか、御霊には分からない。

「それじゃ、今日は一杯おごってもらうからな！」

　エスカレーターを上り切った所で、所狭しと並ぶ店を眺めながら美久地が歯を見せて不ふ敵てきに笑う。

「良いだろう。その手は読んでいたぞ美み久く地じ」

　一応、八や岐またにも子こ芥け子しにも、男がおごらないのはマズイという理り不ふ尽じんな風ふう潮ちようを教え込まれていたので、美久地が欲しがったものは一通り御み霊たまが買うことになった。

　もっとも、余計な物を買うようなことを美久地はしなかったが、子芥子がお小こ遣づかいをサービスしてくれたのは助かった。

「うーん、服も結構高いんだよなぁ……今日は買うの止やめるかなぁ」

　美久地が暗い色合いのシャツを何着か見比べている。

「別に美久地なら何着ても似合いそうだが」

　と、別に深く考えずにそんなことを口にすると、美久地は少しだけ御霊を見み据すえた後、

「……これだけ買って来よ」

　と服を一着手に取った。

「買わないんじゃなかったのか？」

「良いの！」

　と言って、心なしか嬉うれしそうに会計に向かう美久地。買い物を楽しむ姿はとても女の子らしく見えた。

　その後、大量のぬいぐるみを売っている場所を通りがかった二人だったが、その一角に眼を向けた御霊は、胸が大きく高たか鳴なるのを感じる。

「っ、こ、これは！」

　御霊が目立たない場所に置いてあった、一つのぬいぐるみに近づいていく。

「ん？　どうかしたの、おんたま？」

「美久地、こ、これを知ってるか！」

　御霊が手にしたのは『魂こん々こんちゃん』という火の玉に可愛かわいい顔が描かれたキャラクターのぬいぐるみだった。

「うわ、魂々ちゃんじゃん！　懐なつかしーっ！　子供の頃テレビでやってた奴でしょ？　あたしも一つぬいぐるみ持ってるよ」

　まだ御霊が人間界で暮らしていた頃、人気だったキャラクターだ。人ひと魂だまの主人公、魂々ちゃんが、人間に乗り移り、悪事を働く妖よう怪かいと戦う勧かん善ぜん懲ちよう悪あくものの物語だった。当時は御霊も毎週欠かさず見ていたものだ。

「人間と魂々ちゃんの友情が深まってくのが見所だったよね！」

「あぁ。俺は力を合わせて悪い妖怪と戦うのが好きだった！」

「照れ屋だけど頑がん張ばり屋で可愛いんだよね魂々ちゃん！」

「諦あきらめない精神と立ち向かう勇気に何度感動したことか！」

　と、そこまで話して行き交う人々が二人を遠巻きにクスクス笑っていることに気づいた。

「も、もう……行こ？」

　そっと魂こん々こんちゃんのぬいぐるみを元に戻し、二人は俯うつむき加減で買い物に戻った。

　魂々ちゃんのぬいぐるみが置いてあった棚たなが、ローカルヒーローの棚であることに、御み霊たまも美み久く地じも気づかなかった──。

　懐なつかしい記き憶おくを振り返りながら、御霊は微び笑しようする。今も御霊の首にかかっている、ラミネートされた絆ばん創そう膏こうのネックレス。絆創膏に描かれているのは他でもない、魂々ちゃんのイラストなのだ。

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、先程美久地とそうしたように、魂々ちゃんを見た感想を熱く語り合った親友の姿。つい物もの憂うげな眼つきになってしまうが、時と場を弁わきまえようと、御霊は少しだけ温かな気持ちで美久地に続く。

　その後、大きめの花屋に差し掛かると、美久地が何なに気げなく足を止めた。眺めているのは造花のコーナーだ。それも、自作するための素材を見つめている。

「幾いくつか買っておこうかな」

　その言葉に、御霊は驚おどろく。

「え？　美久地、造花作るのか？」

「趣しゆ味みでちょっとね。ヘタクソだけど、鞄かばんに付けたりしてるんだ」

　意外な一面に、御霊も美久地に並んで並び咲く色とりどりの花を眺める。

「俺も昔はよく作ったな」

「え？　おんたまが？」

　素すっ頓とん狂きような声を漏らす美久地にむっとしながらも、御霊は自じ慢まんげに、咲き乱れている花々の名前を次々に言い当てていく。

「母親が花屋をやってたんだ。小さい時、一いつ緒しよに造花を作ったりしてたんだよ」

「噓うそ、本当に！　ねぇ、それなら今度作り方教えてよ！」

　同好の士を得たと思ったのか、美久地が傍かたわらに咲く花にも負けないくらい、明るい笑みを見せてくれる。

「い、いや……随ずい分ぶん作ってないから……」

「そうなの？　なら、今度一緒に作ろ！」

　ぎこちなく頷うなずくと、美久地は嬉うれしそうに幾いくつか造花の素材を取ってレジに向かっていった。

　全まつたく予想だにしないことだったが、美久地と一緒に居ると、昔のことを思い出すきっかけが多い。

　いつも鮮あざやかな花に囲まれて微ほほ笑えんでいた母の姿を思い出すと、胸が締しめ付けられるような気持ちになった。

「おまたせ。そろそろ昼だし、ご飯食べていこ？」

　美久地の明るさに救われながら、御霊は生まれて初めてフードコートに足を踏み入れた。多た種しゆ多た様ような飲食店が所狭しと並び、あちこちから美お味いしそうな香りが漂ってくる。

「付き合ってもらったし、昼飯くらい幾いくつかおごろうか？　残ざん額がく的に二つか三つになるけど」

　勝手が分からない御霊の代わりに、美み久く地じが基本だと豪ごう語ごする店の前で振り返る。

「え？　いや……本当に良いのか？」

「あぁ、好きなもの選んで良いよ。ご飯食べるの好きなんでしょ？」

　しょうがないな、と笑う美久地に、思わず期待に頬ほおを緩ゆるませた御み霊たまはすぐさま瞳ひとみを光らせて目星をつけていく。

「それならあれと、それと」

「ちょ、ちょっと待て、店の数を数えるな！　品物の話だ品物の！」

「え？」

「え？　じゃねーよっ！　何軒食い尽くす気で居たんだバカ！　おい、残念そうな顔すんな！」

　あわや破産だと美久地が青ざめる。

　その後、昼食を揃そろえてビルの屋上にやってきた二人は、あちこちにパラソル付きのテーブルが置いてある広場で、買ってきた食事を広げながら、買い忘れが無いか話しあっていた。

　すぐそこには海が、ビルの下にある道路を挟めば白い砂浜がある。潮しお風かぜが心ここ地ちよく吹きつけてきて、とても景け色しきが良い。

　初めて見るポテトという食品を口に運び、その絶妙な塩分が生み出す味わいに眼を丸くする。二本三本とついつい手を伸ばしてしまう御霊を、美久地は面おも白しろそうに笑って見ていた。

「この後どうしようか。おんたまは行きたい所とかある？」

「買い物しに来たんじゃないのか？」

「いや、普通適当に遊んでくでしょ。ふふん、今度はあたしが付き合ってやるよ」

　そういうものか、と悪戯いたずらっぽく笑う美久地を眺め、御霊はポテトを咥くわえながら、行ってみたい所があるか考える。そんな少し間ま抜ぬけな様子の御霊を眺めて、美久地が小さく微ほほ笑えんだ。

「美久地？　どうかしたか？」

「うん……実はちょっと不安だったんだけどさ。来てみたら全ぜん然ぜん大したこと無かったなって」

「何の話だ？」

　美久地は少しだけ恥はずかしそうに眼を泳がせてから、御霊を真っ直ぐ見つめてきた。その瞬しゆん間かん、御霊の心に変化が訪れる。

「あたし、男と二人で遊びに行くなんて、初めてだったからさ」

　へへ、と頬ほおを朱しゆに染めながら可愛かわいらしく口元を緩ゆるめるその表情に、御霊は思わず咥えていたポテトを落とした。
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「うわ、おいちゃんと食えよ！　食べ方汚いとか最悪だぞ！」

「す、すまん」

　先程より大きく聞こえる自分の鼓こ動どうを自覚しながら、御霊は顔が熱くなるのを感じていた。

　普段のすましたような顔からは到とう底てい想像出来ない、とても純じゆん粋すいで晴れやかな少女の微ほほ笑えみに、思わず御み霊たまは眼を奪われた。

　周囲で同じように談だん笑しようしている人間達とは比較にもならない。澄すんだ水面に浮かぶスイレンの花のように、その可か憐れんな存在感は御霊の心を確かに惹ひきつけたのだ。

　──不意打ちは、卑ひ怯きようだぞ……。

　勿もち論ろん、出会ったときから凛りんとした華やかさがあるとは思っていたが、それは共に肩を並べてみたいと思うような、明るさの表れだった。

　だが、先程の美み久く地じは、全すべてを投げ打ってでも守りたくなるような、美しさと儚はかなさを感じさせた。改めて、御霊は美久地が一人の少女であることを思い知らされる。

「おんたま？　どしたの？」

「な、何でもない」

　胸の高たか鳴なりを咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かし、気持ちを落ち着ける。無む論ろん、美久地の可愛かわいらしい一面を垣かい間ま見れたことはこれから一いつ緒しよに時間を過ごすに当たって貴重な収しゆう穫かくだったが、それ以上に御霊を動どう揺ようさせたものがある。

　──さっきの笑顔は……。

　魂こん々こんちゃんのぬいぐるみを見て、気持ちが過去に向いていたせいかもしれないが、美久地の微び笑しようが、記憶の底に眠っている少女の姿を強く強く思い起こさせたのだ。

　もう二度と会えない、御み霊たまの初恋の少女を──。

「あ、そうだおんたま。写真撮とってこ！　カメラ持ってきたから」

　そんな御霊の胸中を知ってか知らずか、いつもより柔やわらかく見える表情の美み久く地じが椅い子すを寄せてきた。広がる海を背に並び、戸と惑まどう御霊の前に美久地がカメラを突き出す。

「はい、チーズ！」

「チーズ？」

　フラッシュの直後、御霊に寄り添そって朗ほがらかに笑う美久地と、戸惑ったぎこちない表情の御霊が並んだ、微ほほ笑えましい一枚が写し出された──。

「わざわざ撮るようなことか？」

「何言ってんの、大事なことなんだよ」

　美久地が宝物を抱きしめるように、カメラを手で優やさしく包み込む。

「……大事な、ことなんだ」

　その表情は、いつものすまし顔でも、先程見せた可愛かわいらしいものでもなく。慈じ愛あいに満ちているようにも、暗く陰かげっているようにも見える、とても深みのあるものだった。

　不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きの変化に、御霊はじっと美久地に見入るが、すぐにいつもの明るい笑みを取り戻した美久地が、小首を傾かしげてきた。

「どう？　行きたい所とか決まった？」

　少し気になる変化だったが、そこまで深く立ち入るのも失礼かと思った御霊は、追つい及きゆうするのを遠えん慮りよすることにした。

　その後、残った食事を平らげながら、この後の予定を立てていく。

『御霊様、ラブラブですね！　ラブラブ！　私はとても嬉うれしいです！』

「黙だまってるんじゃなかったのか……」

　食事を片づけに行く途中で、玉ぎよく露ろがこっそり声を飛ばしてきた。腕うで輪わを弾はじいて眼を細めるが、その時。眼の端はしに見覚えのある人影が映った。

「あれ？」

　広場の端、付近に誰だれも座っていない場所に、潮しお風かぜに髪かみを揺ゆらしながら本を読んでいる少年の姿があった。山で出会ったあの少年だ。

「すまん美久地、少し待っててくれ」

　一言ことわりを入れ、御霊は少年の所まで足を伸ばした。周囲に誰も居ないため、少年の持つ独特の雰囲気も相まって、空気が少し重くなる。

　少年は本から顔を上げ、御霊を見み据すえた。

「……こんにちは。また会えたね」

　少年は余裕を崩くずさず、再び本に眼を落とす。

「何か用？」

「いや……その」

　この少年に、竜りゆうの伝説について聞こうと思っていたのだが、いざ本人を前にしてみれば切り出し辛づらかった。

「あの子は、恋人かい？」

「え？」

　少年が視線を動かさずに口にした。美み久く地じのことだろうかと思い、御み霊たまは首を振る。

「いや、そんなんじゃない」

「そう……けど、大事な友達なんだろう？　大切にしてあげなよ」

　少年が静かにページをめくる。

「大切な人ほど、失った時に苦しいから」

　素そっ気けない、しかし重々しい言葉が御霊にのしかかった。思わず胸のネックレスに触ふれながら、かつて御霊が出会った少女と、久く遠おんの姿が眼に浮かぶ。

「……あんた、何者だ？」

　ようやく、名を尋たずねることが出来た。少年はゆったりとした動作で本を閉じ、立ち上がる。

　その冷たい瞳ひとみが、再び御霊に重ねられた。

「『逆さか神がみ嶺れい』だ。よろしくね。篝かがり火び御霊くん」

「どうして、俺の名前を？」

　当然の疑問を受けた逆神嶺は、しかし一歩を踏み出して、その場を去ろうとする。

「分からないなら……教えてあげるよ」

　嶺がすれ違いざま、御霊の耳元でそっと囁ささやく。

　ぞっとするような冷気を感じ、すぐさま後ろを振り返る御霊だったが、既すでに嶺の姿はどこにも無い。

　次の瞬しゆん間かん。唐とう突とつに、広場に悲ひ鳴めいが響ひびき渡った。

「う、うわあぁぁぁっ！」

　突とつ如じよとして強烈な縦たて揺ゆれがデパート全体を揺るがし、御霊が立っている場所を境さかいに、屋上の半分、未だ多くの人々が残る広場がひしゃげて陥かん没ぼつした。

　不意に足場が不安定になり、辺りの人々が一気にパニックに陥おちいる。

「うわっ、っと……ちょ、え、う、噓うそ！」

　屋上からビルが急角度で切断されたかのように、陥没した箇か所しよから広場が海側に滑すべり落ちて行く。傾かたむいていくテーブルが、人々を巻き込みながら加速を開始した。海を背にしていた美久地の正面に、大きなテーブルが今まさに転がり出す。

「美久地！」

「きゃあぁっ！」

　初めて聞く美久地の女性らしい声に、御霊の焦しよう燥そう感が一気に高まった。全力で踏み出した一歩で、美み久く地じ目がけて転がり始めていたテーブルを蹴けり飛ばす。

　しかし、三十人は居る客達がいよいよ支えを失い、滑かつ落らくを始めた。

「お、おんたまぁ！」

　振り向く御み霊たまの眼の前で美久地が眼を見開きながら滑すべり落ちて行く。すぐに手を伸ばすが届かない。すぐそこは砂浜だが、真下は舗ほ装そうされた道路だ。この高さから落ちれば助からない。

　そう思った瞬しゆん間かん、御霊の脳のう裏りに最悪の記き憶おくが蘇よみがえった。

　燃もえ盛る家屋、響ひびき渡る泣き声と悲ひ鳴めい、そして、血に濡ぬれた御霊の──。

「くっ……俺は、もう！」

　──あんな思いをしてたまるかっ！

　御霊の正体が人間にバレ、この計画が台無しになる恐怖が一いつ瞬しゆん、御霊の体を締しめ付けるが、そんな下らない迷いはすぐに消え去った。

「美久地！　絶対に下を見るな！　眼を閉じていろ！」

　肉体の内側、生命というものを形作る最も深い場所にある、霊れい力りよくの泉。普段は抑おさえているその泉の蓋ふたを、御霊は一気に取り払った。

　全身から噴ふき出す霊力に呼応し、御霊の瞳ひとみが、黒から真しん紅くに変わる──。

　湧わき上がる絶大な力の奔ほん流りゆうが御霊の周囲で渦うずを巻き、白と黒が混じり合っていた頭とう髪はつは完全な白に変色して足元まで長さを増し、頭部からは無ぶ骨こつな形状の角が二本出現し、真紅の双そう眸ぼうが鈍にぶく輝かがやきを放つ。

『本ほん鬼き』と呼ばれる、御霊が妖よう怪かいとして本来持つ全力の状態だった。

　──間に合え！

　御霊は落下を始める足場を蹴った。人間を超ちよう越えつした脚きやく力りよくが、旋せん風ぷうと共に御霊の体を飛ばす。

「美久地！」

　どうにか手すりに支えられていた美久地の所まで瞬しゆん身しんし、その体を抱きかかえる。言った通り、眼をきつく閉じてくれていたのが救いだ。

　横抱きにしたその身を、即座に足場がしっかりしている所まで運び、すかさず反転して残る人々を助けるべく御霊は跳ぶ。

　──久く遠おん、手を貸してくれ！

　落下して行く足場や人々を追い越しながら、御霊は指の骨を鳴ならし、虚こ空くうにかざした手を己の胸に当てがった。

　瞬間、御霊の胸に鍵かぎ穴あなを模した複ふく雑ざつな刻印が浮かび上がる。万ばん象しよう錠じようとの契けい約やく紋もんだ──。

　自分の中で巨大な錠じよう前まえが外れるような、重々しく冷たい衝しよう撃げきが鼓こ動どうのように轟とどろき、胸の刻印から全身に向けて、淡い蒼そう白はくの光を放つ鎖くさりのような紋もん様ようが広がっていく。

「行くぞ玉ぎよく露ろ！」

『はい、御霊様！』

　その鎖くさりの紋もん様ようは全身に行き渡ると同時に消失する。代わりに、右手の甲には鋭するどい鍵かぎを思わせる新たな刻印が浮かび上がり、左手には篝かがり火びの名と共に継けい承しようした、鍵穴たる万ばん象しよう錠じようが召しよう喚かんされた。

　御み霊たまの霊れい力りよくに反応し、抜ばつ刀とうを許す燐りん光こうを纏まとう万象錠を腰に佩はく。御霊が親指で鍔つばを弾はじくと、鯉こい口くちを切った万象錠から迸ほとばしる霊れい力りよくが、一気に周囲に吹き荒すさんだ。

　──施せ錠じよう・地ち閉へい閃せん！

　居い合あいの要領で振り抜かれたのは、眼を覆おおうほどに神こう々ごうしい白銀の刀とう身しん。艶あでやかな月光を思わせる、森しん羅ら万ばん象しよう、あらゆる物を施錠、封ふう印いんする刀とう鍵けんの姿だ。

　秘める霊力は刀身の長さという縛しばりを無視し、供給される霊力を極限まで増ぞう幅ふくし、薙ないだ剣筋に沿って空間を絶ち切った。即座に納のう刀とうされる刀身が、小気味良い快音を鳴ならすと同時、切り裂さいた空間が施錠され、その箇か所しよへの侵入を完全に封じる。

　途と端たん、御霊はがくりと全身の力が抜けるような感覚に襲おそわれた。

「ぐ……っ！」

　歯を食いしばり、意識だけは手放すものかと必死に霊力の回復を図はかる。

　右手で振り抜いた万象錠に、霊力の一部をごっそり持って行かれたのだ。ただ振るうだけでも消しよう耗もうが激しいのに、これだけの範囲を施錠するとなると、幾いくら本ほん鬼き状態の御霊と言えど消耗はかなりのものになる。

『御霊様、大丈夫ですか！　今こちらから霊力を送ります！』

　玉ぎよく露ろは声だけではなく、己の霊力も腕うで輪わを通じて相手に送ることが出来る。故ゆえに、霊力の消費が激しすぎる万象錠を振るう際には、強力な支し援えんとなってくれるのだ。

　だが、ここは人間界。天あま邪じや神じん宮ぐうに比べると回復の効こう率りつが悪い。

　しかし、崩くずれかけていた広場は御霊が切り裂いた疑ぎ似じ的てきな結界に支えられ、重々しい軋きしみと共に停止した。

　どうにか最悪の事態だけは防いだが、足場は未だ不安定なままだ。急がなければならない。

「ふ……っ！」

　短い吐息の直後、御霊は自分が施錠した空間を蹴けって空中で再度跳ちよう躍やくし、光が乱反射するように跳び回りながら、落下しかけている人々を片かたっ端ぱしから抱きかかえ安定した足場まで運んだ。

　常人の眼に止まるような身体能力ではない。片腕で大人三人を抱かかえる鬼おにの怪力を存ぞん分ぶんに発はつ揮きして、最後の一人を運び終えた御霊は即座に本鬼状態を解といて、物もの影かげに滑すべり込んだ。

　間かん欠けつ泉せんの如ごとく噴ふき出していた霊力が再び抑おさえ込まれ、御霊は元の人間の姿に戻る。万象錠も再び、御霊の霊力の中に溶けて消えた。

「くっ……」

　あまりの疲労に思わず膝ひざを突く。三十人余りを救出するのに五秒弱。ほとんどの人間は何が起きたのかさえ分からなかっただろう。

　しかし、流石さすがに消しよう耗もうが激しい。極ごく短時間に本ほん鬼き状態になり、万ばん象しよう錠じようで広範囲の施せ錠じようを維い持じしたせいだ。肩で息をしながら、深く酸さん素そを吸い込む。

　──相変わらず、絶望的に燃ねん費ぴが悪いな……。

　万象錠から発はつ揮きされる力は確かに、代々最強と称されてきたのも頷うなずける程に強大だ。しかし、その分、大量の霊れい力りよくを誇ほこる鬼おにですら、一振りでここまで消耗させる悪あく辣らつな品物でもある。

　人間でありながらこれを自在に振るった久く遠おんがどれだけ規格外だったのかも想像に難かたくない。

　だが──万象錠という刀とう鍵けんは、それだけでは終わらない。

「うっ……ぐ、あっ……」

　御み霊たまは胸を押さえながら地面に突つっ伏ぷした。

　全身を、見えない鎖くさりで締しめ上げられていくような強きよう烈れつな圧迫感が御霊を蝕むしばんでいく。

　──来たか……。

　万象錠は、所有者との間に一つの制約を課す。その制約を受け入れることで初めて、所有者として認められるのだ。

　制約の内容は所有者により異なるが、御霊の場合は『痛み』であった。

　万象錠に注ぎ込んだ霊力に見合うだけの激痛が使用後に容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。今回は空間の施錠に三割程の霊力を費ついやした。

　すなわち、体の三割を喪そう失しつするに等しい激痛がやってくる。

　この痛みは外的なものではなく、内側から御霊を締しめ上げてくる。幾いくら体を鍛きたえようと、霊力を補おうと、決して避さけられない痛み。それこそが、御霊が背負った万象錠の重さだ。

「ぐ……ぅぅ……っ！」

　音ねを上げて悲ひ鳴めいを漏もらすことだけはしまいと、全身の血液が沸ふつ騰とうしたような筆ひつ舌ぜつ尽つくしがたい激痛に耐え、歯を食いしばり、御霊は血走った眼を見開いて、胸を掻かき毟むしりながら、唸うなるような声を漏らす。

『み、御霊様っ！　やはり無茶です！　人間界で万象錠を振るうのはおやめ下さい！』

　心からこちらの身を案じてくれている玉ぎよく露ろに感かん謝しやしつつも、御霊は荒い呼吸の中で言葉を返す。

「は、ははは……何を言ってる、玉露」

　体の中を火かき棒で抉えぐりまわされているような激痛に身を震ふるわせながらも、御霊は汗を滴したたらせながら玉露の腕うで輪わに眼を落とす。

　既すでに顔は青ざめ、呼吸は細く速い。傷ついた体内を、死神がざらついた舌で舐なめているような怖おぞ気け混じりの痛みの中で、それでも御霊は。

「この程度が、何だと言う気だ？」

　安あん堵どしているように、笑って見せた──。

　狂気すら感じさせるその笑みに、腕輪の向こうで玉露が戦せん慄りつしたことに御霊は気付かない。

　──この程度……あんな思いをするくらいなら、むしろ優やさしいくらいだ。

　かつての忌いまわしい記き憶おくを思い、御み霊たまは奥歯を食いしばる。

　それに、文字通り己の命を削けずって戦っていた主君に比べれば、自分の制約など些さ細さいなものだ。

『ですが……』

「それに、誰だれも死なずに済んだじゃないか」

　玉ぎよく露ろの言葉を遮さえぎって、御霊はよろめきながら立ち上がる。全身から噴ふき出す汗を拭ぬぐい、ようやく引いていった痛みに息をつく。

「それで良いんだ」

　もう、自分の眼の前で誰にも死んで欲しくない。それだけは、唯ゆい一いつ御霊が譲ゆずるまいと決めていた信念だった。

「ふぅ……よし、もう大だい丈じよう夫ぶだ。ありがとう玉露」

『御霊様……』

　とにかく、これで被害者はゼロだ。騒さわぎを聞きつけ集まって来ている人々の中にさり気なく溶け込み、崖がけのようになってしまった屋上の広場の端はし、人混みの中に見える美み久く地じの所へ向かおうとする。

　騒ぎは大きいが、全員を救えた。そう思った途と端たん。

「え？」

　視界の中、眼を見開いた美久地が、屋上の縁へりからのけぞるように宙へ身を躍おどらせた──。

「み……っ！」

　叫びすら間に合わず、美久地を飲みこむように崩くずれた足場が眼がん下かの道路へと落ちて行く。

　御霊は考える前に跳び出していた。

「死なせるかぁぁっ！」

　落ちる。数秒後、御霊は鼓こ膜まくを突き破らんとする轟ごう音おんと、意識が飛ぶ程の衝しよう撃げきに包まれた。







　無事だ。御霊は砂浜で自分が下敷きになるよう美久地を抱きしめて倒れていた。周囲には落下して来た屋上の残ざん骸がいが無残に散らばっている。落下の際、美久地を抱いたまま無む我が夢む中ちゆうで蹴けり出した足が、どうにか砂浜まで二人の身を飛ばしたようだ。鬼おにの力に救われた。

　それでも、一度解といた本ほん鬼き状態に即座にもう一度なるにはいささか消しよう耗もうが激しすぎた。時間も足りず、御霊もダメージを負っている。

「み、美久地……美久地！」

　はっとして起き上がり、その体を強く揺ゆさぶる。

「……生き、てるみたい……」

　疲れ切ったような表情で吐息する美久地に、御霊は心から安あん堵どした。

　美み久く地じは無事だ。しかし。事態の悪化は御み霊たまにのみ訪れた。

「良かった……本当に、よ、はぁ──よか──は、はぁ──はっ──」

　御霊の呼吸が急速に乱れていく。

「お、おい、おんたま？」

「は──はぁ──はっ──はぁ──ぐっ──」

　──し、しまった……。

　これこそが、御霊が未だ抱かかえるトラウマ。心に惨むごたらしく刻まれた傷が生む、罪の代だい償しよう。

　人の死を感じると発作的に発症する『心因性の過か換かん気き症しよう候こう群ぐん』。

　瓦が礫れきに呑のまれようとする美久地を眼にした瞬しゆん間かん、その死を強く感じてしまったせいだ。

「おい！　おんたま！　しっかりしろ！　おんたま！」

『み、御霊様、発作が!?　早く回復を！』

　美久地と玉ぎよく露ろの声が、遠くに聞こえる。

　霊れい力りよくとは、生命力とほぼ同義。妖よう怪かいとして目覚めた者は、体内に宿る霊力が一般人より桁けた違ちがいに多くなり、扱あつかいに熟じゆく達たつした者は様々な用途に応用することも出来る。

　よって怪け我がに対する耐たい性せいが強いのだが、御霊の場合、発作は心因性のもの。御霊の心がトラウマを克こく服ふくしない限り、霊力では症状を多少緩かん和わするのが精せいいっぱいなのだ。

「う──はぁ、はぁ──は、あっ」

「おい！　聞こえてんのか！　しっかりしろって！」

　万ばん象しよう錠じようによる、破は滅めつ的てきな霊力消費と、それに伴ともなう制約としての激痛。

　そして、人の死を意識すると発症する過換気症候群の発作。

　短時間での無理がたたり、御霊の抱える爆ばく弾だんがここに来て爆ばく発はつした。

　発作に見み舞まわれている間、御霊の視界には数年前の記き憶おくが映像として鮮せん烈れつに蘇よみがえる。

　村で一番大きな屋や敷しき。その近くにある綺き麗れいな林。そこに作った秘密基地。そして、御霊に向かって笑いかけてくれる少女。

　初めて出会った時、傷だらけの御霊に不安そうに差し出された、絆ばん創そう膏こう──。

「おんたま！」

　次の瞬しゆん間かん、美久地が御霊の体を抱きしめてくれた。朦もう朧ろうとする意識の中、声に御霊の記憶が遠のいていく。

　──天羽あもう……？

　霞かすむ視界の中で、美久地と、かつての少女の姿が、不ぶ気き味みなほど綺麗に重なった。







　それは、もう十年も昔の話。御霊がまだ、人間だった頃の物語。

「……また怪け我がしてるよ？　喧けん嘩かしたの？」

　か細い声で、御み霊たまを心配する声を漏もらす少女が居る。

「うっせ。向こうが悪いんだよ！」

　秘密基地の中、柔やわらかな芝しば生ふの上に座りこんで、御霊はその少女と向かい合っていた。

「なぁ天羽あもう。それより今週の魂こん々こんちゃん見たか？　格好良かったよな！」

「う、うん！　信じていれば、きっと、夢は叶かなうって、言ってたよね……」

　言葉尻に向かうに連れて、段々自信無さそうに声が小さくなってしまうのが、天羽の悪い癖くせだった。

　幼おさな心ごころに、自分が守ってやらなければと、強い使命感に燃もえたことを御霊は覚えている。

「なぁ、天羽の夢って何だ？」

「私？　私は……」

　恥はずかしそうに俯うつむきながら、天羽はいつも被かぶっている大きな麦わら帽ぼう子しで顔を隠かくして呟つぶやく。

「お、お嫁よめさん……」

　麦わら帽子の下で赤くなっている天羽を、可愛かわいいなと思いながら、御霊は笑う。

「お嫁さんかぁ……よし、そしたら俺が天羽をお嫁さんにしてやるよ！」

「え、えぇ？」

「よーし！　もっともっと強くなって、魂々ちゃんみたいに皆を守れるようになってやるからな！　俺が天羽の夢を叶えてやるよ！」

　立ち上がった御霊は満面の笑みで、座り込んでいる天羽に手を伸ばす。

「そしたら、二人で幸せになろうな！」

　大だい胆たんな告白に、天羽は麦わら帽子を深く被って真っ赤な顔を隠してしまう。だが、返事は確かな頷うなずきとなって御霊に送られた。

「……うん！」

　まだ小さい手と手が、しっかりと繋つながれた──。

「ね、ねぇ、『　　　』君の夢って、なぁに？」

「俺の夢？　そうだなぁ……」

　手を繋いだまま青空を見上げ、幼い御霊は誇ほこらしげな笑みで口を開いた。

「俺は──」







　輝かがやいていた頃の記き憶おくの奔ほん流りゆうから醒さめ、御霊は徐じよ々じよに意識をはっきりさせていく。

　ようやく呼吸が落ちついてきた。既すでに周囲では事故の様子を見に多くの人が集まって来ている。どうにか、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「はぁ……み、美み久く地じ……もう、大丈夫だから、離はなれて良いぞ」

　深呼吸し、自分を抱きしめてくれている美久地の腕にそっと触ふれる。身を離した美久地が泣きそうな顔で御み霊たまを睨にらんでいた。

「っの……バカぁ！」

　美み久く地じが御霊の胸むな倉ぐらを掴つかむ。

「人助けといて……心配かけんなこの野郎！」

「す、すまん……」

「すまんじゃねぇよ、何考えてんだお前！　てか何で生きてんだよ！　絶対おかしいだろ！」

　直後、御霊に詰め寄っていた美久地が、瞳ひとみから澄すんだ涙を零こぼした。

「お前が死んだら、どうすんだよぉ！」

「……すまん」

　御霊はただ謝あやまることしか出来なかった。泣かせてしまった申し訳なさが、御霊を閉口させる。

「大丈夫ですか！」

　駆かけ付けた救急車から大おお慌あわてで担たん架かが運ばれてくる。

『御霊様、腕うで輪わを通じて八や岐また様にご連絡しました。すぐに鍵かぎ屋やにも状況が伝わるはずです。御心配はいらないかと』

「悪い、玉ぎよく露ろ……」

　実際外傷はほとんど無かった御霊だが、この大事故に巻き込まれて無傷の方がマズイので、ひとまず美久地と一いつ緒しよに救急車に乗り、近くの病院まで搬はん送そうされた。

　どうやら子こ芥け子しが手を回してくれたらしく、簡単な検診だけで解かい放ほうされた。鍵屋の影えい響きよう力りよくはやはり人間界にとっては大きいらしい。特に医い療りよう関係には迅じん速そくに手配が回るようだ。突発的な人間界での血の目覚めに対応できるようにするためだろう。

　後で子芥子に謝しや罪ざいとお礼に出向かなければ、と御霊は思う。

　美久地も怪け我がは無いらしく、医者を困こん惑わくさせていた。

　そして、すっかり日が沈んだ頃。二人はタクシーで竜りゆう鱗りん村まで戻って来た。車に揺ゆられている間、会話はほとんど無かったが、一つだけ美久地が気になることを口にした。

「何か、気が付いたら人混みに居たんだけど、すぐに、後ろから誰だれかに押されたんだ」

「何？」

「人、多かったし……多分、ぶつかったんだと思うけど……」

　結局分からなかったが、御霊の脳のう裏りには逆さか神がみ嶺れいと名乗ったあの少年の姿がやけに強く根付いていた。

　その後、村に戻って来た二人は月明かりの下を並んで歩き、あっさりと美久地の家の前まで着いてしまった。

「それじゃ美久地……また、明日」

　美久地は返事をしないまま、俯うつむいて黙だまっている。

　──やはり、怒らせてしまったか。

　仕方が無いと思いつつ、二人は気まずいままに向き合っていた。結局、買ったものも全すべて瓦が礫れきに呑のまれて台無しになってしまった上、死にかける事故に遭あい、その直後に御み霊たまも発作を発症してしまった。これ以上の台無しがあるだろうか。

　大事な友達を、美み久く地じを失った。そう考えると、驚おどろくほど心が空くう虚きよになった。

「また、明日ね……」

　ぼそりと呟つぶやき、美久地はさっさと家に入っていってしまった。

　道に、一人残される。皮肉なまでに美しい月を見上げながら、御霊の初デートは一人ため息と共に幕を下ろした。

「あ、おんたまーっ！　大だい丈じよう夫ぶかーっ！　玉ぎよく露ろからおんたまがヤベーって聞いて心配してたんだよーっ！」

　家から弐に毛けが飛び出してきた。表情を消したまま、涙なみだ目めになっている弐毛の頭を撫なでる。

「……あまり、大丈夫じゃないな」

　どうやら、御霊の中で美久地の存在は思っていたよりずっと大きかったらしい。

　思い返せば、無む我が夢む中ちゆうで命をかける程に、美久地の身を案じた自分が居た。発作を発症するほどに、その死に恐怖した自分が居た。出会ってまだ数日だというのに。

　しかし裏を返せば、この数日でそこまで美久地に強く惹ひかれている自分が確かに居たのだ。

　──天羽あもう……。

　未だ心の底で揺ゆらめく少女の姿。氷で閉ざした記き憶おくの扉。生しよう涯がい大切に守り抜こうと誓ちかったものを思い描き、御霊はもう一度月を見上げる。

　あの運命の日、天羽に迫せまる存在など二度と現れまいと思っていた御霊の中に、美久地の力強い姿が、確かに根付いていた。

　でなければ、もう手が届かないかもしれないと思う、この切せつない気持ちに説明がつかないではないかと、御霊は月下に浮かぶ二人の少女を想い、首にかかる絆ばん創そう膏こうのネックレスに触ふれて眼を伏せた。







　翌朝、浮かない気持ちのまま月曜を迎え、御霊は弐毛を連れ立って学校へと向かう。道中も美久地と遭そう遇ぐうすることはなく、教室に行っても美久地は居なかった。

「おい、おんたま聞いたぞ！　あの事故！　凄すごかったんだってな！　助かって良かったよ！」

　今日の話題はそれ一色らしい。どうやら事故を見ていた生徒が居るらしく、御霊が美久地と事故現場で抱き合っていたというドラマチックな噂うわさが広まっているらしい。

　いつもなら美久地が片かたっ端ぱしから言い返して回るのだが、教室に美久地の姿が現れることは無かった。

　そして、一人迎える昼休み。御霊が暗い面おも持もちのままおにぎりを取り出した時だ。

　ガラリと大きな音を立てて、美み久く地じが教室に入って来た。そのまま足を止めることなく御み霊たまの前に進んできた美久地が、呆あつ気けにとられている御霊の手から購こう買ばいのおにぎりを引ひっ手た繰くり、代わりに弁当箱らしきもので御霊の頭を乱らん暴ぼうに叩いてからそれを机つくえに置いていった。

「お、おい」

「うっさい！」

　そのままずんずんと自分の席に向かって行った美久地に戦せん々せん恐きよう々きようとしつつ、御霊は爆ばく弾だんにでも触ふれるかのような手つきで、置かれた弁当箱を開く。

「ん？」

　中には綺き麗れいな形のおにぎりが三つ並んでおり、蓋ふたに一枚の紙が貼ってあった。

『助けてくれてありがとう。バカ』

　と、真っ二つに割れたハートマークと一いつ緒しよに書かれていた。

「ふっ……」

　思わず浮かんできた笑みと共に、美久地の席を見る。窓に向かって御霊から引っ手繰ったおにぎりを黙もく々もくと食べている美久地に肩をすくめつつ、御霊は仲直りの印のようなそのおにぎりを口に含んだ。

「ぐっ、げほっ！　な、何だ？」

　強きよう烈れつな違和感に具を吐はき出すと、梅干しの種たねだけが入っていた。

「このっ、美久地！」

　眼つき鋭するどく美久地を睨にらむが、美久地はしてやったりとでも言いたげな、とても楽しそうな笑顔をこちらに向けていた。

　しばらく睨みあっていた二人だったが、やがてどちらともなく穏おだやかな表情を浮かべ、食事に戻った。

　──美う味まいな。

　嫌味たっぷりの美久地特製おにぎりは、今まで食べた中で一番美お味いしかった。
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　５月に入った。

　デパートの屋上広場が崩ほう壊かいした事故から一カ月。原因は不明だが、支柱の一部が砕くだけ散っており、支えを失ったビルの屋上が滑かつ落らくしたのではないか、という見解が広まった。

　その後の一カ月は本格的に始まった授業や、企画実行委員会の仕事に追われ忙しくなってきた。

　そして今日、月末に行われる文化祭、『竜りゆう鱗りん祭さい』に関する取り決めを教室で行う日だ。

「てな訳で、一年から三年までで一クラス出し物を一つずつやりまーす……って皆知ってるか。で、うちのクラスは何やるか決めるよ」

　美み久く地じが白いチョークで黒板を叩く。この一カ月、御み霊たまと美久地の関係も良好だった。むしろ以前より距きよ離りが近くなっているように御霊は感じている。

「案があれば言ってくれ」

　御霊と美久地の二人が司会進行を務つとめ、クラス内の話し合いが始まった。

「はいはーい、メイド喫きつ茶さやろうぜ！　女性陣が皆コスプレする奴やつ！」

「メイド喫茶……？　そんな縁えん起ぎの悪い出し物で良いのか？」

　首を傾かしげながら御霊が黒板に『冥めい土ど喫茶』と書き込む。途と端たん、クラスに爆ばく笑しようが起こった。

「バカ、字が違うっ！　最さい先せん端たん過ぎるだろっ！　どういうもてなしをされるんだよ」

　どの道却きやつ下かだ、という美久地の突っ込みと担任の苦く笑しようと共に、遅ち々ちとしたペースで話し合いが進んでいく。

「おーい、おんたまーっ！　あたいらのクラス、焼きそば作ることになったよーっ！」

　もはや授業中でも関係なく顔を出してくる弐に毛けは学校の名物になっていた。もう御霊は注意することも無くなっている。

「食べ物か……」

　竜鱗高校の文化祭は村中が一いち丸がんとなって行う祭りだ。自治会の人々とも協力して進めていくらしい。

「あ、今の三年って去年はまんまる婆ばあちゃん達と団子作ってたよな。俺らもやらねー？」

　ふと、男子生徒がそんなことを口にした。

「あぁ、良いかもなぁ。あそこの団子美う味まいから」

　担任も賛さん成せいのようだ。

「じゃ、まんまる団子が候こう補ほね。他は？」

　教卓に手をつく美久地だったが、他に案は出なかった。

「何だよ、もっと面おも白しろそうなことないの？」

　腕を組んで不満そうに唇くちびるを尖とがらせる美久地に、御霊も横で苦く笑しようする。御霊も祭りは好きなので気持ちは分からないでもないのだが。

「え、一いつ択たく？　おんたまは何かある？」

「よく分からないが、村の皆と協力するならクラス内で出来ることより、沢たく山さん人手が必要な方が盛り上がるんじゃないのか？」

　御み霊たまが微び笑しようで小首を傾かしげながら言う。

「何だ、演えん劇げきとかお化け屋敷とか定番も出ないんだ」

「お前、何なに気げに楽しみなんだな」

「う、うるさいな」

　結局、二年が文化祭で行う出し物は、まんまる団子の屋台になった。




・一年、焼きそば。

・二年、まんまる団子。

・三年、やぐら制作。




　の形でひとまず決定だ。

「それじゃ実行委員。まんまる婆ばあちゃんの所に、お願いしに行ってくれ」

　これで放課後の仕事は決まった。

「えーっ、おんたま達まんまる団子作るの！　あたいも作りたいよぉ！」

「まだ居たのか」

　すっかり馴な染じんでいる弐に毛けにクラス内で朗ほがらかな笑いが広がった。

「準備の時に手伝ってくれれば良い。その代わり自分のクラスの手伝いもしろよ？」

「分かった！　おーい皆ーっ！　二年はまんまる団子だってよーっ！」

　大声で自分のクラスに戻っていく弐毛も、どうやら周りのフォローを受けつつ実行委員としての仕事をこなしているらしい。

　こうして、月末の一大イベントに向けて、方向性が決まった。







「それじゃ、よろしくお願いします」

　御霊は美み久く地じと二人でまんまる婆ちゃんの所まで竜りゆう鱗りん祭さいへの出店についてお願いに来ていた。まんまる婆ちゃんは待ってましたとでも言わんばかりの笑顔で了りよう解かいの返事をくれ、当日必要な備品に関して色々とアドバイスまでしてくれた。

「竜鱗祭か、楽しくなると良いな」

　一仕事終え、御霊は大きく伸びをしながら欠伸あくびを漏もらす。呑のん気きな御霊の姿に苦く笑しようする美久地と放課後の竜鱗村を歩きながら、二人は学校までの道を引き返していた。

　これから弐毛も交えて当日の飾かざり付けやポスター作りに励はげまなければならないのだ。

　あの事故以来、美久地は以前より御霊に笑顔を向けてくれることが多くなった。気が向いた時にはおにぎりを作ってきてくれることもあり、二人の関係はもう、互いの居ない日など考えられないほどになっている。

　それだけに、嬉うれしい反面、何な故ぜか複ふく雑ざつな気持ちが胸きよう中ちゆうで渦うず巻まいていることも、御み霊たまは自覚し始めていた。

「ねぇ、三年が作る木のやぐらって、最後に盛せい大だいに燃もやしてフォークダンス踊るんだって」

「フォークがダンスを踊るのか……？　あぁ、手品か。面おも白しろそうだな」

「そんな地味な手品で締しめたくないわ！　そうじゃなくて、やぐらを燃やしてその周りで踊るんだよ」

「あぁ、何かの儀ぎ式しきか。何に祈いのりを捧ささげるんだ？　まさか呪じゆ術じゆつの類たぐいか？　なら気をつけないと霊れい力りよくが暴ぼう発はつして──」

「いきなりオカルトチックな話を語りだすな！　何で文化祭の最後に注意が必要な呪術の儀式やりだすんだ！」

　八や岐またが呪術に精せい通つうしているため、御霊もその分野の知識は多少持っていた。儀式を用いて対象に強制的に霊的な力を行使する術のことだ。

　まさか人間界の祭りでそんなことをするのかと思った御霊だったが、違うようで安心した。

「全まつたく……毎年、幸せを願って男女のペアが一いつ緒しよに踊るんだってさ」

　美み久く地じがぼそっとそんなことを言った。

「そんな儀式があるのか。それなら心配なさそうだな」

「何で儀式に結びつけたがるんだよ！」

「い、いや、姉あね御ごがそういう方面に詳くわしくてだな」

「呪術に詳しいお姉さんってどういう人だ！」

　歴史の研究家なのだと誤ご魔ま化かし、どうにか八岐が危険人物ではないということを説明する。

　何とか納得させられたらしく、冷や汗を流しながら、ぎこちなく学校への道を歩いた。

　──それにしても、大切な人同士が一緒に踊る儀式、か。

　御霊にとっては、まさに夢のような話だった。

「びっくりさせるなよ、もう……でも、面白いお姉さんだね」

「まぁ、そうかもしれないな。美久地の家族はどんな人達なんだ？」

　何なに気げない問いだったが、不意に美久地の顔に影が差した。

「母親は、凄すごく優やさしい人だよ。父親に関しては……よく知らないから」

　そういえば出会って間もない頃に、父親とは死別していたと言っていたが、美久地の珍しくはっきりしない言い方が妙に気になった。

「よく知らないって……」

「本当の家族じゃないんだよ」

　絶句した御霊を置いて、美久地は歩調を速めて行ってしまう。

「ほら、さっさと戻ろ？」

　少し遠ざかったその背中に、寂さびしげな何かを御み霊たまは感じた。

　その後、数分かけて学校に戻った二人を、弐に毛けが迎えてくれた。

「あ、おかえり二人共！」

　企画実行委員会に与えられたのは、放課後は無人になる理科準備室だった。机つくえも大きく広いため、祭りの用意を整えるにはもってこいなのだ。

　これから一か月、ここで色々な作業をすることになる。

「とりあえず、休みになったら自治会に挨あい拶さつだね。今度村長さんの所まで一いつ緒しよに行こ？」

「……そうだな」

　村長の家、という美み久く地じの言葉に御霊は躊躇ためらいつつも頷うなずきを送る。

　──逆さか神がみ嶺れい……。

　一月前の事故から、その姿が頭の片かた隅すみにこびりついて離はなれない。美久地が言っていた、誰だれかに押されたという言葉も気になる。

　近々、再び会うことになりそうだ。

「ねぇねぇ、今ポスターの絵を考えてるんだけど、一緒に考えてよぉ。どんな絵が良いかなぁ」

　弐毛が口と鼻の間にペンを挟はさんで首を傾かしげている。

「ポスターかぁ、元のデザインが決まれば印刷するだけなんだけどね」

「これ！　あたいが描いたの！」

　そこには猫らしき四足歩行の動物らしきものが歪いびつな線で描かれていた。

「うわっ、下へ手ただなー弐毛」

　美久地がその絵を手にとって苦く笑しようする。

「何だよー。じゃ姐ねえちゃんが書いてみろよぉ」

「え、あ、あたしが？」

　御霊と弐毛の視線を受け、美久地が顔を引きつらせながらペンを取る。

「……ほ、ほら、あたしは上う手ま過ぎて一般人には理解できないから」

「弐毛を笑ったんだから、早く描け」

「うっ……」

　数分後。

「あははは！　あたいと変わらないじゃーん！」

　弐毛の笑い声に、美久地が悔くやしそうに唇くちびるを歪ゆがめる。竜りゆう鱗りん祭さいと大きく書かれた下に、何やら人間らしきものが一本の線で描かれた腕でぐるりと輪わを描いている落書きのような絵だった。

「な・に・笑ってんだよっ！」

　肩をいからせて恥はずかしそうに眼をぎらつかせている美久地が剣先を突きつけるように御霊にペンを向けた。

「お前も描いてみろよ」

　流れ的にそうなるだろうと思い、御み霊たまが軽くペンを走らせる。とりあえず、この村と学校のイメージを考えて絵を描いてみた御霊だったが、

「え、ちょ、ちょっと待て、上う手まくないか、おんたま」

「おんたま、暇ひまな時に絵描いたりしてたもんね！」

　緑の中にある学校と、海をイメージした絵だったが、どうやら好こう感かん触しよくのようだ。天あま邪じや神じん宮ぐうに居た頃、暇つぶしに風景画を描いていたのがここで役に立った。

「良いじゃん、もう何枚か描きなよ！　ポスターの担当はおんたまね！」

「別に良いが、お前らは何をするんだ？」

「あたいは友達と、当日飾かざる呼び込みの旗はたを作ることになってるよ！」

「そんじゃ、あたしは……飾り付けの花でも作るかな」

　ちゃっかり楽な仕事をやり始めた美み久く地じにため息をつくと、弐に毛けが旗の下書きになる大きな紙をひらひらさせながら出て行った。

　不意に訪れる二人きりの静かな時間。御霊は肩を落としつつ、ポスターの原画を描いていく。

　妙な静けさに、御霊は先程の美久地の言葉を思い返していた。

「ねぇ、おんたま。独ひとり言ごとだから聞き流して良いんだけど」

　突然、美久地が呟つぶやくように口を開いた。

「さっきの話なんだけどさ……」

　木々を描いていた御霊の手が止まる。

「あたしの本当の両親、あたしが子供のころに二人共死んじゃってさ。施設で暮らし始めてすぐに、今の両親に引き取られたんだ。けど、引き取ってくれた父親もすぐ事故で死んじゃって」

　御霊は返事をしないまま沈んだ声を聞いていた。幼いころに、二度も家族の死を経験していた美久地の言葉は、とても普段の明るさからは想像出来ないものだった。

「中学までは家のこととか色々あって、一人で強くならなきゃって思ってて……結構荒れててさ。今の母親にも迷めい惑わくかけちゃって……でも、病気が悪くなってきて、辛つらそうな母親見てたら、何してんだろうって突然思ってさ。だから、あたしは今の母親、大事にしたいって思う」

　立派だ、と御霊は思う。今なお過去に捕とらわれている自分に比べて、美久地の何と強く気け高だかいことかと、その凛りんとした雰ふん囲い気きの根源に触ふれた気がした。

　気づけば二人共手が止まって、その静かな雰囲気に浸ひたっている。

「……ごめん、急にこんなこと話して。何でかな」

　美久地がぼんやりと窓の外を眺めた。外からは運動部の掛け声が聞こえてくる。

「弐毛とか、お姉さんのこととか、凄すごく楽しそうに話すお前見てたら、ちょっと羨うらやましくなったのかな……ごめん。忘れて」

　ふっ、と吐息して作業に戻った美み久く地じに、御み霊たまは思わず声をかけていた。

「どうして、亡くなったんだ。お前の本当の両親」

　それは、とても長い時間に思えた。重々しい空気がずしりと御霊の全身を圧迫するような、とても息苦しい時間。

　そしてその静せい寂じやくは、霞かすみのように薄うすく儚はかない、寂さびしげな美久地の声で破られた。

「殺されたんだ。犯人も捕つかまってない」

　先程までより更さらに空気が重くなり、御霊は暗い表情で眼を伏せた。

　この明るく快活な少女に、それほど辛つらい過去があるだなどと、考えもしなかった。それを知ってしまえば、普段の美久地の姿がまた違って見えてくる。

「何となく、お前なら……話しても良いかなって。今まで誰だれにも話したこと無かったのに」

　自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴ならす美久地が口くち端はしを少し持ち上げた。

「悲しくなったり、しないのか？」

「そりゃ悲しいし、悔しいけど……でも昔さ、励はげましてくれた友達が居たんだ。いつだって自信満々で、何て言うか……凄すごく明るくて、強い奴でさ──」

　美久地が少しだけ照れくさそうに、窓の外を見つめた。

「そいつのこと思い出すと、いつまでも昔のことにこだわって、楽しいこととか駄だ目めにすんの、勿もつ体たいないって気がするんだ」

　御霊の芯しんを揺ゆさぶる言葉に、ついペンを握る力が強くなってしまう。

　──……その通りかもな。

「ごめんね、空気悪くして。続きやろ？」

　そしてまた、いつもの二人の空気が戻る。

　美久地の中に眠る、辛く悲しい虚うつろ。もしかしたら、写真を撮とったり、造花を作ったりしているのも、決して無くならない何かを探し求めているからなのかもしれない。

　どうして、美久地と天羽あもうの姿を重ねて見てしまう自分が居るのか、ようやく分かった。ひょっとしたら、美久地もそうだったのかもしれないが──。

　無意識の内に感じられる、自分を理解してくれるかもしれないという淡い期待が、過去の特別な感情を揺さぶっていたのかもしれない。

「美久地」

「んー？」

　いつも思うことだ。悲しみに暮れ、痛みを抱いだいている人に、自分は何もしてやれない。

　けれど、ほんの少しでも支えになりたいと願ねがう自分が居て、何かをしてあげたいと思う自分が居て、御霊は思わず口を開いていた。

　過去に縛しばられ、悲しみに暮れ、それでも尚なお、明るく前を向こうとする存在。御霊にとっては眩まぶしいとすら感じる美み久く地じと出会えたことの喜びを、素直に、真まっ直すぐに、口にする。

「俺は、お前と会えて……本当に良かったと思ってるよ」

　美久地の方を見ずに、御み霊たまは手元で花を描きながら言った。

　いつもは鼻先で一いつ笑しように付す美久地だったが、今回は微ほほ笑えむような吐息が返されるだけだった。

「ありがと……おんたま」

　切せつなくも、穏おだやかな時が流れゆく。

　──俺は……本当にこのままで良いのか？

　心に抱かかえた罪の重さは、未だに御霊の首に鎖くさりとなって巻きつき、放そうとしない。それを甘んじて受け入れている所もあったが、人間界での日々を美久地と過ごし、そして今、美久地の心の一いつ端たんに触ふれたことで、御霊にも、ある決意が芽め生ばえようとしていた。

　──いや。このままじゃ、駄だ目めだ。

　静かな、しかし確かな覚悟が、御霊の胸に強く芽生える。

「おーい二人共っ！　ちっと手伝ってよーっ！」

　と、唐とう突とつに一年のクラスから大量の友人を引きつれて弐に毛けが戻って来た。

「あ、篝かがり火び先せん輩ぱいと七なな緒お先輩だ！　私大ファンなんです！」

「私も！　握手してください！」

　と、御霊と美久地は後こう輩はいに慕したわれているらしく、積極的に話しかけてくる後輩達と一いつ緒しよに作業を続けることになった。

　大人びた落ちつきがあるが意外とエキセントリックな御霊と、爽さわやかで面めん倒どう見みが良いが、たまに粗そ雑ざつな地が覗く美久地のコンビは、どうやら本当に村中で噂うわさになっているらしい。

「あ、あの。お二人はやっぱりお付き合いしてるんですか？」

「は？」

　唐突な質問に傍かたわらで美久地がぎょっとする。

「ば、バカ！　こんな冴さえない朴ぼく念ねん仁じんとあたしが付き合う訳ないだろ！」

　顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいする美久地に、後輩の少女達は面おも白しろそうな笑顔で盛り上がっていく。

「あははは！　おんたまがボケニンジンだって！」

「俺はボケでもニンジンでもない」

　弐毛の頭を捕つかまえて、やれやれと首を振る御霊だったが、次の美久地の言葉で更さらに全身が強こわ張ばった。

「ま、まぁ、こいつはあたしにベタ惚ぼれみたいだけどな！」

「っ……な！」

　瞠どう目もくする御霊の横で、後輩の女の子達が黄色い歓かん声せいを上げた。

「おぉ、やっぱり！　おんたまは姐ねえちゃんのことが好きだったんだな！」

　弐毛の微び妙みような言い回しに、今度は美久地が、え、とか細い声を漏もらした。
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　一いつ瞬しゆん、ぼうっとした表情で見つめ合う二人だったが、すぐに我われに返った御み霊たまが、自分の周りをグルグルし始めた鬱うつ陶とうしい猫ねこ又またを捕ほ獲かくして頭を叩いた。

「痛ぇっ！　何すんだおんたまぁ！　痛ぇ！　ごーめーんーなーさーい！」

　涙なみだ目めの弐に毛けを後こう輩はいたちの方に追いやり、軽い咳せき払ばらいでどうにかその場を凌しのごうとする。美み久く地じも頬ほおを仄ほのかに染めたまま、うろたえつつ作業に戻っていく。

「ほ、ほら、何してんだボケニンジン！　きりきり働け、雑用係！」

「お、お前もそうだろうが！　変な渾あだ名なを増やすな！」

　言い返しつつ、ぎこちなく作業を再開する。先程の言葉が気になり、どうしてもチラチラと美久地の方を窺うかがってしまうが、その度に眼が合い、また気まずくなる。

　美久地はどういう意図でさっきの台詞せりふを口にしたのだろうか。そして、自分は今、美久地をどう思っているのだろうかと、御霊は内心でそんなことを考えていた。







　一週間後、週末の休日。

「こんにちはー」

　御霊は美久地、弐毛を伴って村の奥地、村長の家へとやってきていた。

　竹たけ柵さくで囲まれた立派な外がい観かんと、砂じや利りが敷しき詰められた和風の玄関、そして、入口に掲かかげられた、竜りゆうが描かれた家か紋もんが印象的だった。

　そして何よりも、表札に刻まれた名前に、御み霊たまは表情を鋭するどくする。

『逆さか神がみ』と刻まれた表札に。

　御霊はここに来る途中からずっと気を張っていた。御霊の考えが正しければ、この場所にはあの少年が居るはずだ。

「いらっしゃい。話は聞いてます」

　一行を出迎えてくれたのは中年の女性だった。儚はかなげな微び笑しようからは、つい眼を奪われる独特の美び貌ぼうを感じるが、肌が透すき通るように白く、あまり健康的には見えなかった。

「月末の竜りゆう鱗りん祭さいの件ですね。どうぞ」

　丁てい寧ねい、というよりは弱気に思える対応で、女性は御霊達を中に入れてくれた。

　通されたのは畳たたみが敷しき詰められた広い和室だった。部屋の和風な雰ふん囲い気きに、美み久く地じと弐に毛けは興きよう味み深そうにきょろきょろしているが、御霊はその部屋の隅すみにある仏ぶつ壇だんが気になった。

　そこには、可愛かわいらしい少女の笑顔が寂さびしげに映っている──。

　村長は留守にしているらしく、御霊は村長の娘だと言うこの女性に眼を向けた。

　──この人か、久く遠おんに救われたと言うのは。

　まんまる婆ばあちゃんの話が本当なら、二年前、久遠に目覚めた竜の血を施せ錠じようされたのはこの女性に違いない。

　その後、当日の備品やテントの貸出、金銭の管理や、食品や客の呼び込みに関して、滞とどこおりなく当日の打ち合わせが進んでいく。

　もう仕事にも慣れたもので、御霊と美久地を中心に、弐毛も時とき折おり質問をしたりしながら話が進んでいった。

　そして、大体の話が終わった頃。

「すみません、失礼を承知で、お聞きしてもよろしいでしょうか」

　御霊が視線を仏壇に向ける。

「あの遺い影えいは、誰だれの物ですか？」

「お、おい何聞いてんだバカ」

　美久地が御霊の髪かみを引っ張るが、御霊はそっとその腕を離はなさせた。

　ここには、一年前の竜りゆう嵐らん事じ変へんの謎なぞが。子こ芥け子しが求めるものが残っているはずだからだ。

　女性はその儚げな外見から発せられる薄はつ幸こうそうな雰囲気をより強めながら、口を開いた。

「娘です……一年前の嵐あらしで、行方ゆくえ不明になってしまって……その後、山の土ど砂しや崩くずれに巻き込まれたのが見つかって……」

　間ま違ちがいない。

　──この遺影の少女が、竜嵐事変の竜……。

　久遠と死し闘とうを演じ、村を滅ほろぼしかけた竜の憑つきもの筋。弐毛もはっとしたように御霊と遺影を見比べている。

「大人しい子で、雨の日に外に出ることなんてほとんど無かったのに……どうして……」

　子を想う悲痛な姿に、その場の空気が虚むなしく冷えていく。

　現状、この子を殺したとされているのは、御み霊たまの主人である篝かがり火び久く遠おん。そして、その久遠がこの女性を救った。

　運命と呼ぶにはあまりに皮肉な、まるで神の手のひらで踊らされているような気分だった。

「おい、もういいだろ！　ご、ごめんなさい、このバカが変なこと」

　美み久く地じが御霊の耳を引っ張って立ち上がらせた。女性は薄うすい笑みを浮かべて首を振り、一行を玄関まで送ってくれた。

「あ、ひ、一つだけ」

　美久地に耳を引かれながら御霊が最後に問う。

「娘さんに、お兄さんは居ますか？」

「あ、はい……ですが、妹が死んでからは家を空あけがちで……ふらっとどこかに行ってしまうことが多いんです。この一年、学校にも行ってなくて……」

　はっきりしたことがある。

　あの少年、逆さか神がみ嶺れいはこの家の人間で、妹と同じように、竜の憑つきもの筋であるに違いない。

「それじゃ、ありがとうございました。失礼します」

　御霊が玄関の戸口を開けた瞬しゆん間かん。

「っ！」

　眼の前に、逆神嶺が立っていた。一いつ瞬しゆん、その冷たい視線に吸い込まれるような錯さつ覚かくを覚えた御霊だったが、

「母さん、ただいま」

　特に気にした風も無く、嶺は御霊を素通りする。入れ違いで家へと入った嶺は、普段の冷淡な微び笑しようではない、柔やわらかな温かい笑顔を母親に向け、そのまま振り向くことなく扉を閉めた。

「全まつたく、失礼なこと聞くなよバカ！」

　美久地に引っぱたかれながら、御霊は後ろを振り返る。

　御霊の中で、何かが繋つながりそうになっている。しかし、あと一歩が及およばない。

　この拭ぬぐい去れない違和感が、竜りゆう嵐らん事じ変へんと無関係であるはずがないという確信めいた何かが御霊の中に根付いていた。

　珍しく弐に毛けも真剣な表情で逆神の屋や敷しきを見上げている。主あるじの死を深く悲しんでいるのは弐毛も同じだ。

「ほら、何ぼーっとしてんの？　戻るよー？」

　美久地に続いて、二人は屋敷を後にする。

「おんたま。久遠が死んだ時の事件……何か知ってるの？」

「……お前には黙だまってようと思ってたけど、腑ふに落ちない何かがある」

　久く遠おんの死。その無念は五ご式しき全員に共通する感情だ。

　暗く冷たい主あるじの死に関わる事件だ。弐に毛けには知らせずにおこうと思っていた御み霊たまだったが、弐毛も五式の一員であり、事件に謎なぞが残っている以上、知っておく必要があるだろう。

「帰ったら、ちゃんと話すよ」

　こうして、逆神の屋や敷しきを後にした御霊は、竜りゆう嵐らん事じ変へんの謎の一いつ端たんに触ふれた。







　また別の休みの日。御霊と弐毛は久しぶりに天あま邪じや神じん宮ぐうに帰って来ていた。

「八や岐またーっ！　ただいまーっ！」

「お帰り。どうだい、祭りの準備は？」

　大人の色香を漂わせながら穏おだやかに微ほほ笑えんだ八岐に、御霊は順調であることを告げる。

「姉あね御ごも当日は是ぜ非ひ来てくれ」

「言われなくとも行くさ。美お味いしい酒が飲めそうだねぇ」

「いや、一応学生の祭りなんだが……」

　甘酒くらいならどこかにあるかもしれないが、と苦く笑しようしつつ、御霊は一息ついた。

　今日、屋敷を訪れたのは他でもない、勉強のためだった。週に一度か二度しか帰って来れない以上、早めに八岐の知恵を借りておこうと考えてのことだ。

　それ以外にも、美み久く地じより良い成績を取って少しでも見返してやりたい気持ちもあったが。あれで意外と成績が良いものだから不ふ条じよう理りを感じる。

「ねぇねぇ八岐。勉強教えてよぉ。あたい全ぜん然ぜん分からないんだよぉ……祭りの準備が忙しくて勉強出来ねーんだ」

「お前いつもしてないだろうが」

　弐毛が口元を歪ゆがめながら八岐に懇こん願がんしていた。だが、危き機き感を持ち始めたのは良いことなのかもしれない。

「まぁ、あたしが力になれるのはそんなことくらいだからねぇ、何でも聞きな。御霊は今どんな勉強してんだい？」

「数学と物理に苦戦してるよ。日本史と現代文はどうにかなりそうだけど」

　理数系の科目に関しては未だに記号がただの落書きに見えることが多い。竜りゆう鱗りん祭さいが終わればすぐに試験の期間に入る。こちらも手を抜いてはいられないのだ。

「へぇ、日本史かい。戦国時代なら詳くわしいよ」

　まるでアルバムでも見返すかのような表情で日本史の教科書を読み進める八岐に、ますます得体の知れ無さを感じながら、御霊は一つ気になっていることを口にする。

「なぁ姉あね御ご。織お田だ信のぶ長ながの項目なんだが、第六天てん魔ま王おうを自称したって書いてあるだろ。それ何のことだ？」

「あぁ、仏教に伝わる六りく道どうの神のことだねぇ」

「六道って？」

「死後に生まれ変わる六つの世界のことだよ。天国とか地じ獄ごくとかは聞いたことあるだろう？　本当はその他にもあと四つ世界があるのさ。碌ろくな所じゃないけどねぇ」

　八や岐またが白はく煙えんを吐はき出しながら教科書を覗のぞき込む。

「第六天魔王ってのは、天てん道どうの神さ。まぁ言ってみりゃ天国に暮らす神様だね。その中で、第六天魔王は人間に近いとされる欲望の深い階級の最高位、つまり、天国に暮らす神の中で一番欲深い神を名乗ったってことさね」

　やけに細分化された世界観に、御み霊たまは呻うめく。

「ややこしいな……」

「まぁそういうもんだしねぇ。けど、面おも白しろいもんさ。この信のぶ長ながって武将は本当にその神の血を受け継ぐ憑つきもの筋だったのかもしれないんだからねぇ」

「神の憑きもの筋？　妖よう怪かいとどう違うんだ？」

「八や百お万よろずの神ってのは聞いたことがあるだろう？　この国は神格化された物の数が多すぎるせいで、強力な力を持った妖怪は神と同どう一いつ視しされることもあるのさ」

　強力な妖怪が、時に神と同列に扱あつかわれる。なるほど、と御霊は納得した。

　日本に伝わるのは、様々な現象や対象を神になぞらえた神しん道とう。故ゆえに数が多いことの例えで八百万の神々と呼ばれたらしい。

　反面、六道などの考えは仏教。他国から伝わって来た宗教だそうだ。

　だが、それぞれの宗教はいつの間にか部分的に同一視されるようになり、結果、日本は様々な宗教や神々が同一視され、複ふく雑ざつに混じり合う信しん仰こう体たい系けいを得るに至いたったらしい。

「要するに織お田だ信長は自分を妖怪ではなく、六道における神に例えたってことなんだな。元々の血筋とかは関係なく」

「ま、それも考えの一つだねぇ。信仰の世界なんて、結局は解かい釈しやく一つ。あんたの鬼おにだって各地の宗教とか神話を紐ひも解とけば、悪あく魔まなんて呼ばれ方もされるしねぇ。どうだい、興きよう味み湧わいたかい？」

「さっきよりな。悪魔は嫌だが」

　解釈一つで広がる世界。神々について学ぶのも面白いかもしれないと御霊は思った。

　頭に浮かぶのは竜りゆうという存在。見方によっては神として崇あがめられる典型だろう。

　ひょっとしたら、意外な妖怪がとてつもない神として扱われるかもしれないのだ──。

　ひとまず疑問点が解消され、御霊は納得して吐息した。

「じゃ、ゆっくりやっていこうかい」

　その後、数時間に渡り八岐の特別授業を受けた。流石さすがに久く遠おんが知ち恵え袋ぶくろとして古くから重宝しただけのことはあり、これまでちぐはぐだった内容が、噓うそのようにすんなりと頭に浸しん透とうしていく、清すが々すがしい見事な理解のさせ方だった。

　そして、授業も一段落したお昼過ぎ──。

「姉あね御ご、少し良いか？」

　温かな日ひ射ざしの下、縁えん側がわに座った御み霊たまが八や岐またに声をかける。弐に毛けは勉強が終わった途と端たん、丸くなって昼寝に入っている。

　御霊も一いつ緒しよに寝たい所ではあったが、今日ここに来た目的はむしろこっちが本題だ。

「どうしたんだい、深刻な顔して」

　御霊の隣となりに悠ゆう然ぜんと腰を下ろした八岐に、御霊は声を低く、願ねがいを口にする。

「……八岐。五ご式しきの代表として、頼たのみたいことがある」

　式しき神がみは主君の呼び声に応える形で、望むまま、望む場所に召しよう喚かんされ使し役えきされる。しかし、主君たる久く遠おん亡き今、御霊達は式神でありながら自分達を扱あつかう者を有していない。

　しかし、篝かがり火びの名を継いだ御霊には、暫ざん定てい的てきでありながらも五式の代表、リーダーとして、他の五式に命令を飛ばせる権利があった。当然拒きよ否ひも可能であるが、その命令には篝火の名がついて回る。

　御霊は命令という形で他の五式に指示を出すことを嫌っていた。式神契約は主従では無く、対等の仲間である証あかしであるという、久遠の考えを継いでのことだ。

　しかし、今だけは敢あえて、御霊は命令の形を取ることを決めていた。

　それは、揺ゆるぎない覚悟の証。自分の言葉に背を向けない決意の表れだ。

「……何なりと」

　八岐が姿し勢せいを正し、御霊に向き直る。

「十年前の、俺の事件のことを調べて欲しい」

「理由をお聞かせ願えますか？」

　八岐は御霊の様子を優やさしい微び笑しようのまま見守ってくれている。

「人間界で暮らして、友が出来た。その友は、俺と同じように大切な人を失いながらも、現状を受け入れ、前を向いて生きようとしている。なのに俺は、未だに自分の中で答えを見つけられないまま、うやむやにして生きてきた」

　美み久く地じの凛りんとした生き方に、御霊も遂に、自みずからの過去と向き合う決意をした。

「俺はこれからも胸を張って、友と肩を並べて、恥はじることなく生きていきたい」

「事実を受け入れる覚悟は、おありですか」

　それはかつて、久遠の式神となった時にも突きつけられた問いだ。そして、かつての御霊は、その問いに答えを返せなかった。

　──美久地。俺も……お前のように、強くありたい。

　少しの間眼を閉じ、御霊は胸の絆ばん創そう膏こうを握り締しめた。そして、答えを口にする。

「──ある」

「承しよう知ち致しました。この口くち縄なわ八や岐また、全力を以もつて」

　深く頭を下げた八岐に、御み霊たまは感かん謝しやの言葉を送る。

　もう、十年余り前になる、御霊の鬼おにの血が目覚めた日の事件。

　御霊が、親友をその手にかけてしまったかもしれない事件──。

「ふぅ……それじゃ、あたしも覚悟を決めようかねぇ」

「八岐？」

　立ち上がった八岐が、空を見上げた。

「あたしも答えを見つけないといけないのさ。久く遠おんのことに、そして自分のことにね」

　物悲しげなその横顔に、御霊は躊躇ためらいつつも、思っていたことを問う。

「八岐……お前、やっぱり久遠のこと」

「前に言ったろう？　他人に対する考えなんて、どうとでも都合良く変わっちまうのさ」

　八岐はそっと御霊の頭を撫なでると、静かにその場を後にした。残された御霊は一人、ネックレスを外気に晒さらす。

　親友との絆きずなの証あかし。人間と妖よう怪かいの共存が可能であるという御霊の希望。そして、罪に対する自じ戒かいの象しよう徴ちよう。

「待たせたな、天羽あもう……」

　──俺はもう、お前から逃げないから。

　魂こん々こんちゃんのイラストが書かれた絆ばん創そう膏こうを見つめ、御霊はかつての友の名を呼びながら空を見上げる。

　──覚悟は出来てる。けど……どうか、生きていて欲しい。

　長い時を経て、様々な事件が氷ひよう解かいの時を迎えようとしている。







　そして、竜りゆう鱗りん祭さいまで残り一週間となった頃の昼休み。

　御霊と美み久く地じは学校の屋上を訪れていた。普段は危険だから立ち入り禁止になっている屋上だが、竜鱗祭の期間中は大きな垂たれ幕まくを吊るす必要があるため、実行委員には教師の付き添そいがあれば解放されるらしい。

　初めて訪れる学校の屋上からの景け色しきに、御霊は息を飲む。禍か竜りゆう山ざんからの景色も見事なものだったが、学校から眺める村の景色も、少し距きよ離りが近くなったようで違って見えた。

「それじゃ、垂れ幕を置いたら撤てつ収しゆうするぞー」

　担任の言葉を受け、二人は各学年ごとに作られた垂れ幕を置いて、校舎内に戻る。

「あ、先生。鍵かぎはあたしが戻しておきます」

　鍵を受け取った美久地の口元に、何やら悪戯いたずらっぽい笑みが浮かぶのを御霊は見逃さなかった。

　そして放課後、弐に毛けが二年のクラスに溶け込んで、まんまる団子の旗はたを作っていた。

「ねぇねぇおんたま。まんまる団子の旗作るんだけど、どんなのが良いかな？」

「そうだな、特とく徴ちようや売りになる所を、絵や記号を交えて書いておけば良いんじゃないのか？」

「おぉ、そっか！　熱々とか、ジューシーとか？」

「あぁ、そんな感じで良いだろう」

　いよいよ本格的に学校全体が竜りゆう鱗りん祭さいに向けて動き出している。御み霊たまもすっかりリーダー格として、全体のまとめ役になっていた。色々と指示を飛ばしながら、時とき折おり美み久く地じと連れん携けいして準備を進めていく。

「おんたま、出来たよ！　見て見て！」

　弐毛がニコニコしながら自分が作ったまんまる団子の旗を見せて来た。

『熱々ジューシーなマン○団子美お味いしいよ！』

「まんまるを今すぐ書きなおせ、今すぐに！」

　何かとんでもない誤ご解かいを招きそうな旗になっていた。引っぱたかれた弐毛が頭をさすりながら涙なみだ目めで作業に戻っていく。

　既すでに弐毛には竜りゆう嵐らん事じ変へんと、この地に伝わる竜の伝説、かつて久く遠おんがここを訪れていたこと、子こ芥け子しが独自に事件を追っていることを話してあるが、御霊が八や岐またに別件の調査を頼たのんだことは伏せておいた。

　弐毛は御霊の次。最後に五ご式しき入りを果たしたため、御霊の事件の概がい要ようを知らない。

　これは、御霊の問題なのだ。本来なら御霊自みずから調べたい所ではあるが、しばらくは時間が取れない上、あまり期間を空あけるのも決心が揺ゆらぎそうで怖かった。

　今は、八岐に任せるしかない──。

「そういえば、玉ぎよく露ろ。最近やけに静かだが、どうかしたのか？」

　以前はことあるごとに美久地との間あいだ柄がらを茶ちや化かしてきた玉露が、竜鱗祭の日取りがはっきりしてきた辺りから静かにしていることが多くなった。

『あ、な、何でもありませんよ御霊様！　私はいつも元気です！』

「そうか？　なら良いんだが」

『はい！　私も楽しみにしていますので、頑がん張ばって下さい！』

　特に心配はいらなそうだと微び笑しようし、御霊は再び作業に戻った。

　そして今日の作業も大体一段落し、いつものように理科準備室に向かった御霊と美久地だったが、美久地は荷物を置くと意地の悪そうな笑みを御霊に向けて来た。

「ふふん、おいおんたま。上う手まくいったぞ！」

「ん？　何がだ？」

「じゃーん！　これを見ろ！」

　美久地の手には、家庭科準備室のタグがついた鍵かぎが握られていた。

「家庭科準備室？　何に使うんだ？」

「お前は知らないだろうけど、実は家庭科準備室の扉、古くなってるせいか鍵かぎがかからないんだよ。そもそも使わないし。つまり、この鍵はあっても無くても良いって訳」

　美み久く地じが何を言いたいのか分からず、御み霊たまは首を傾かしげる。

「どういうことだ？」

「へへ、やっぱ高校生と言ったら屋上がサボりスポットだと思う訳よ。ましてこんな古ふる臭くさい校舎の教室で放課後過ごすなんてつまんないじゃん？」

「……お前、竜りゆう鱗りん祭さいを一週間後に控ひかえた人間の発言とは思えないな」

　呆あきれる御霊だったが、美久地の表情は変わらない。

「じゃ、お前はずっとここに居ろ。あたしはこいつで屋上に行くから」

「屋上？」

　美久地が自じ慢まんげに胸を張る。

「ふっふーん。タグ、入れ替えて来たんだよ！」

　つまり、無くなっても困らない鍵と、屋上の鍵を入れ替えた、ということだ。

「バレたら怒られるぞ……」

「次に入るのは当日の朝と片付けの夕方だろ？　その日だけ戻しとけば大だい丈じよう夫ぶだって！　ここに居ても先生来なかったし、荷物置いてあれば大丈夫でしょ。一いつ緒しよに行かない？」

　少々不安が残るものの、あの屋上を独占出来ると考えると、面おも白しろそうでもあった。

「少しだけだぞ」

「そうこなくっちゃ！　弐に毛けには明日にでも教えてあげよ？」

　いけないこととは分かっていても、何となくワクワクするのが不ふ思し議ぎだったが、御霊は上じよう機き嫌げんな美久地について、こっそりと放課後の屋上へと足を踏み入れた。

「うわ！　見て見て、夕陽超ちよう綺き麗れい！　やっぱ景け色しき良いなー。カメラ持ってきて大正解！」

　沈みつつある日ひ射ざしを浴びながら、金かな網あみで囲まれた屋上で村の景色を眺める。美久地は早さつ速そく手にしたカメラで夕暮れ時の竜鱗村を撮さつ影えいしていた。これが目的でもあったようだ。

「確かに、昼寝にはもってこいだな」

「何でお前、判断の基準が食事と昼寝なんだよ……」

　呆れたように苦く笑しようする美久地が、金網に寄りかかる御霊の隣となりにやってきた。

「……何もないね」

「それはそうだろ」

「ま、ちょっとずつ自分好みにしてくのが秘密基地の楽しみだよな！　今度何か持ってこよ」

　少しずつ黄昏たそがれの色に染まる村の景色を美久地と並んで眺めながら、御霊は秘密基地という言葉に反応した。

「秘密基地、か……懐なつかしいな」

「え？　作ったことあるの？」

「……あぁ」

　──人間だった頃の話だけどな。

　御み霊たまは静かに過去の記き憶おくに想いを馳はせる。短かったが楽しかったあの刹せつ那なの時間を。

「おんたまって、どんな子供だったの？」

　美み久く地じが金かな網あみに背を預け、座りながら尋たずねて来た。御霊も肩を並べるように座りながら、一いつ緒しよに夕焼けを眺めて口を開く。

　静かな、穏おだやかな心ここ地ちで、御霊はゆっくりと記憶の海に沈んでいった。

「お前と変わらないさ。やんちゃで馬鹿で、暴れ回ってたよ」

「別にそこまで暴れ回ってないし馬鹿とか言うな……でも意外だな、割と大人しそうなイメージだけど」

　美久地が口くち端はしを持ち上げて笑った。

「……そんなことはないさ」

　御霊の家は、代々続く鬼おにの憑つきもの筋の家系だった。血は目覚めていなくとも、眠れる鬼の霊れい力りよくは非常に強い力を御霊に与え、子供でありながら人間離ばなれした怪力を見せる御霊は周囲に気味悪がられ、やがて虐いじめられるようになったのだ。

「友達とか、居たの？」

　沈んだ御霊の様子を不自然と思ったのか、美久地がそんな問いを投げて来た。

「……一人だけな」

　村で一番大きな家。御霊が隠かくれ家がにしていた林は、その家が所有していた。ある日、いつも通り林に隠れていた御霊に、見知らぬ少女が声をかけてきた。

　誰も知らない林の中、傷だらけの御霊に恐る恐る絆ばん創そう膏こうを渡してくれた少女は、恥はずかしそうに──天羽あもうと名乗った。

「女の子でな……親友だったよ。大切な……」

　引っ込み思じ案あんで、恥ずかしがり屋で、いつも大きな麦わら帽ぼう子しで顔を隠していて、それでも、いつだって優やさしく笑っていた天羽の姿を、御霊は閉じた瞳ひとみの奥に思い返す。

「お前……そいつのこと、好き、だったの？」

「え？」

　恐る恐る窺うかがうような美久地の言葉に、御霊は鼓こ動どうが大きく鳴なるのを感じる。もう十年も前の話だ。恋愛感情など、まだまだ漠ばく然ぜんとした形でしか理解していない頃。

　親友だったと思うのも、曲がりなりにも成長してきたからこそ感じることだ。だが、当時。あくまでもあの時に、天羽のことをどう思っていたかと聞かれれば──。

「……あぁ。好きだったよ」

　初めて、口にした想いだった。微び笑しようのまま、何な故ぜか少しだけ瞳ひとみに涙が滲にじんだ。

　──大好きだった……。







　周囲から罵ののしられ、化け物と蔑さげすまれ、石を投げられては拳こぶしを振るう毎日だった。両親は日々、御み霊たまが怪け我がをさせた子供の親に頭を下げて回っていたし、果ては化け物の親として、両親まで陰かげ口ぐちを叩かれる始末。

　それでも、両親は御霊を愛してくれた。決して弱った姿を見せまいと、いつも気き丈じように振る舞まってくれた。だが、だからこそ、御霊はこれ以上迷めい惑わくをかけたくないと思って、人と関わることを避さけるようになったのだ。

　思えば、幼少期から家族にも気を遣つかうような子供だったと、御霊は思う。

　一人、暗くなるまで林の中で膝ひざを抱かかえる日々。どうして生まれてきたのだろうと、段々心が荒すさんでいくのを感じながら、とぼとぼと寂さびしい影を踏み、明日の訪れを呪のろった毎日。

　そんなある日、彼女は御霊の眼の前に現れた。

「い、いつも怪我……してるから……こ、これ使って……」

　差し出された絆ばん創そう膏こうに、御霊はかつてない程に強い感情が芽め生ばえるのを感じた。だが、それを簡単に認められず、引ひっ手た繰くるように絆創膏を受け取り、つっけんどんに少女を追い返そうとする。

　しかし、少女は怯おびえたような表情を浮かべながらも、決してそこを離はなれようとしなかった。特に何を言うでもなく、するでもなく。それでも縋すがりつくように、少女は御霊の近くに居た。

「あーもう、鬱うつ陶とうしい女だな！　俺は化け物なんだぞ！　一いつ緒しよに居たらお前だって石投げられるかもしれないんだぞ！」

　それでも、少女は小さく首を横に振るだけだった。

「……い、いつも一人ぼっちで……可哀かわい想そう……だから」

　どうやら何を言っても自分から離はなれないようだと観かん念ねんし、御霊は浮き立つような心を隠かくしながら、機き嫌げん悪そうにそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせる。

「……しょーがねー奴だな。そんなに言うなら、明日もまた来てやるよ！」

　御霊がそう告げると、その少女は初めて、花が咲いたように可愛かわいらしく笑ってくれた。

「ありがとう」

　少女は、そう告げたのだ。お礼を言われるようなことなど、何一つしていないのに。

　そう告げたかったのは、御霊の方だったのに──。

　その日も同じように訪れた黄昏たそがれ時どき。一人ぼっちの帰り道。だが、その日の御霊は明日の訪れが少しだけ楽しみになっていた。

　ポケットの中にある絆創膏が、初めて出来た他人との絆きずなであるような気がして。これは決して使うまいと、御霊はお守りにすることにした。

　きっとまた会える、約束の証あかしにしよう、と。

　そして、御み霊たまと少女の交流が始まった。友達として初めてのやり取りは、互いの名前を名乗る所からだった。

　天羽あもう。その名を絶対に忘れないと決意し、御霊は笑って己の名を告げた。







　記き憶おくの海から顔を上げる。いつの間にか、頬ほおに一ひと筋すじの滴しずくが零こぼれていた。見れば、美み久く地じが驚おどろいたように眼を丸くしてこちらを見ている。

「あ、す、すまない」

　慌あわてて涙を拭ぬぐって、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かした。が、流石さすがに誤魔化しきれなかったらしく、美久地との間に、少しだけ気まずい空気が流れる。

「はぁ……こりゃ、勝てないかな……」

　吐息と共に放たれた美久地の言葉は、御霊の耳に届かなかった。

　ゆっくりと流れる時間を感じながら、もうすぐ落ちる夕陽を眺める。

「なぁ、美久地。一つだけ、真剣に聞いて欲しい話がある」

　すぐ隣となりで、美久地が息を飲む気配がした。

「な、何だよ……改まって」

　居い心ごこ地ち悪そうに膝ひざを抱かかえた美久地が呟つぶやくように言った。御霊は片方の膝に腕を乗せ、顔つきを真剣なものに変える。

「美久地、俺はお前のことを友達だと思っているし、心から信しん頼らいしてる。人の痛みが分かる優やさしい奴だと思っているし、自分を曲げない強さも、臆おくしない心も、尊そん敬けい出来ると思ってる」

「……持ち上げ過ぎだ、バカ」

　美久地が自分の膝に顔を埋うずめるようにする。

「だからこそ、一つだけお前に聞きたい」

「うん……何？」

　ずっと気がかりだったことだ。御霊がここに居る、その意味について。

「もし、もしもだ。力も、姿も、人間とはかけ離はなれている、それこそ化け物と呼ばれるような存在が居るとして……その存在が望むなら、人間と一いつ緒しよに生きられると思うか？」

　子こ芥け子しが与えてくれたこの場所、この時間。この先に果たして、久く遠おんが望んだような理想の世界の実現はあり得るのだろうか。

　どれだけ強い絆きずなが生まれても、友が出来て、恋人が出来ても、もし御霊が妖よう怪かいであることが知られたら、それは一いつ瞬しゆんで瓦が解かいする。

　久遠の理想は、本当にそんな世界なのだろうか。

　美久地と仲を深めて行く内に、御霊は現実的な問題としてそんなことを思うようになっていた。もし、正体がバレてしまったら、これまでの時間も全すべて、無かったことにされてしまうのではないか。

　──俺は出来ると信じている。だが、人間はどうだ？

　その恐怖は、天あま邪じや神じん宮ぐうに連行された妖怪であれば皆が抱かかえ込み、背負っている痛みに繋つながる。

　どんな言葉が返されるのか、不安が全身を重くする。

　それでも、美み久く地じであれば答えをくれるような気がしたから──。

「何、その大おお雑ざつ把ぱな質問？」

　深いため息をついて、美久地が脱力したように足を伸ばす。

「そーだなー……そんなの、その化け物次し第だいじゃない？」

「化け物次第？」

「一いつ緒しよに生きたいって本気で思ってるんでしょ？　そりゃ人間なんて臆おく病びようだから、最初は難むずかしいかもしれないけど。それでも、一歩踏み出せば、どんな奴やつでもきっと分かってくれる人が居るって、あたしはそう信じてるよ？　あたしも……そうだったから」

　夕陽を見つめて、どこか寂さびしそうに美久地は語る。

「上う手まく言えないけどさ。辛つらくても腐くさらないで、自分と、自分が信じたいって思った人を信じ抜ければ、希望を見失わずに済むし、新しい希望も見つけられる。いつだって自分を誇るのが戦いだって……そう教えてくれた奴が居たから。あたしは、今でもそう信じてるんだ」

　夕焼けを背にして立ち上がった美久地が、小首を傾かしげて微ほほ笑えんだ。

「誰だれかと一緒に生きるって……心で繋つながることだって、そう思うから」

　少しだけ潤うるんだ綺き麗れいな瞳ひとみ。それは穏おだやかで、とても優やさしい笑みだった。

　辛く重い過去を背負う美久地は、どんな気持ちでその言葉を言ったのか──。

「それに、お前さ……さっき言ってた女の子のこと、まだ好きなんでしょ？」

　美久地の言葉が、胸の奥に秘めていた御み霊たまの想いを打つ。美久地は悪戯いたずらっぽく歯を見せて、からかうように御霊を見み据すえた。

「お前が泣くほどの女なんでしょ？　もしお前が化け物でも、そんだけ想われたら、その子だって凄すごく嬉うれしいと思うし。それって、通じあえたってことなんじゃない？」

　ぎくりとする言葉だったが、その言葉に、御霊は心が震ふるえるのを強く感じた。

　自分の中の不安が、迷いが、霧きりが晴れるように清すが々すがしく消えていく。朧おぼろげだった御霊の希望が、ここに来てはっきりと光を見せてくれた。

　美久地が言ってくれた言葉は、御霊の願ねがいと全まつたく同じだったのだから。

「……最後まで信じ抜く気持ち、か」

　この道の先に、きっと望むものがあると信じて進む。きっとそれが、自分の戦いなのだ。

「そろそろ戻ろ？　全く、何の話かと思ったよ。ドキドキさせんなっての」

　肩をすくめてさっさと行ってしまう美久地の背に、御霊も心からの親愛を笑顔にして送った。

「あぁ……そうだな」

　御み霊たまは今も首にかかっている絆ばん創そう膏こうのネックレスに触ふれた。

　──俺達の時間は、噓うそじゃないんだよな。天羽あもう。

　かつての友を想い、御霊も立ち上がる。

　人間と妖よう怪かいは、分かり合える。美み久く地じの言う通り、歩み寄るべきは妖怪なのだろう。しかし、絶対に共存は可能なのだ。

　──天羽、俺は信じるよ。

　子こ芥け子しの計画を受けると決めた最大の理由が、ここにある。

　御霊の記き憶おく。この絆創膏こそが、御霊が人間の少女と親友になれたという証あかしとして残っている。本当は不安で仕方が無かったが、この絆創膏が常に御霊の心の支えになっていた。

　結果、美久地と出会い、こうして御霊はその希望を確かなものにした。

「おーい、早く来ないと閉め出すぞー」

「あぁ、今行く」

　迷いが吹っ切れた。何があろうと、御霊は共存の道を歩もうと決意する。

　思い出の絆創膏と、美久地という女性と、そして、自分に全すべてを託たくしてくれた亡き主あるじ、久く遠おんに恥はじないように。

　御霊は自然に浮かんでくる微び笑しようを消さず、美久地に向ける。

「美久地、ありがとう」

　その表情があまりに晴れやかだったせいか、美久地は何も言わず、ただ微び笑しようで頷うなずきを返してくれた。

　去り際ぎわのその笑顔は、夕陽に映える美しいもので。同時に、ほんの少しだけ寂さびしそうにも見えた──。

　そして、いよいよ竜りゆう鱗りん祭さいの当日を迎えることとなる。







　グラウンドの中央には木で組まれた高いやぐらがそびえ、あちこちには屋台やテントが並び、村中の人が集まって賑にぎわっていた。天候にも恵まれ、一面の青空が広がっている。

「いらっしゃーい！　まんまる団子、売ってまーす！」

　売り子の格好をした弐に毛けが看かん板ばんを掲かかげ持ってあちこち走り回り、まんまる団子の宣伝をしていた。まんまる婆ばあちゃんも生徒達に作り方のコツを教えている。

　御霊と美久地は頻ひん発ぱつする予定外の事態へ対応するのに右う往おう左さ往おうしていた。

　忙しいが、訪れてくれた人達の笑顔を見ていると、少し誇らしい気持ちになる。

　この晴天の下、華やかな祭りは紛まぎれもなく御霊達が作り出したものだ。

　──きっと、いつかこんな風に笑える世界が出来るはずだ。

　禍か竜りゆう山ざんから久く遠おんも見ているだろうか、と思いながら、御み霊たまは屋台の店番に回った。

「はぁー、流石さすがに忙しいね……もう肩痛くなっちゃった」

「あまり無理するなよ？　手が回らない分は俺が引き受ける」

　美み久く地じのエプロン姿は妙に似合うなと思いながら、御霊は各人と協力して、色々な作業を続けて行く。

「おーい、おんたまくーん！」

　ふと、人混みの中から聞き覚えのある間延びした声が聞こえてきた。周囲の男子生徒の視線を釘付けにしながら、タコ焼きを手にした子こ芥け子しがにこやかに手を振って近づいてくる。

「子芥子さん！　来てたんですか！」

「そりゃそーだよー。おんたま君の頑がん張ばりの成果が出る日だもんね。ちょっとだけ仕事サボっちゃった、あはは」

　隣となりで美久地が口を開けたまま、明らかに格の違う美び貌ぼうを誇る子芥子を見つめていた。

「あ、こっちの子がデートしたっていう女の子？　可愛かわいいね。作戦通り、上う手まくいった？」

「え？」

　美久地が眉まゆをひそめて首を傾かしげながら御霊を見る。

「こ、子芥子さん、お団子食べてって下さい！」

「あ、弐に毛けちゃんが宣伝してた奴だね！　一個貰もらうよ」

　慌あわてて話題を逸そらすが、恐らく手遅れだろう。横に立つ美久地の視線が痛い。

「それじゃ、おんたま君。頑張ってね！」

　そう言って、団子を幸せそうに咀そ嚼しやくしながら、子芥子は別の屋台へと歩いていった。残された御霊は美久地のニヤニヤとした視線に顔を強こわ張ばらせる。

「ほっほーう、デートの相談をしていた訳ですかおんたま君は」

「っ、ぐ……う、うるさい」

　ここに来て弱みを握られた。熱を帯びた顔を見られないようにしながら作業に戻る。

「凄すごい綺き麗れいな人だったなー……まさか、あの美人が噂うわさのお前の姉さん？」

「そうだったらどんなに良かったか……」

　御霊が思わずそんなことを口にすると、

「ほーう、そうかい。そりゃ悪かったねぇ」

　背後からの声が誰だれのものかを理解した瞬しゆん間かん、御霊は命を諦あきらめた。

　御霊の後ろで人目を引く長身の女性が、蛇へびのように鋭するどい瞳ひとみで御霊をじっと見み据すえている。

「あ、あ、姉あね御ご、き、来てたのか」

「あ、おんたま。あたしあっちの客の相手してくるよ」

　身内に気を遣つかってくれたのか、殺気に感づいたのか、美久地が少し離はなれた所までそそくさと歩いていった。

「ふふ、来ない方が良かったかい？」

「い、いやそんなこと……うっ」

　突とつ如じよ、御み霊たまの足をぬるりとした気持ち悪い感かん触しよくが襲おそった。八や岐またの使い魔またる蛇へびが、ゆっくりと御霊の足を這はい上あがって来る。

「あ、あ、姉あね御ごすまない。来てくれてありがとう、お団子サービスするから」

「そうかい」

　足を上って来ていた蛇が降りて行く。しかし、御霊がふぅと吐息した瞬しゆん間かん。

「ほっとしたね？」

「ぐあっ！」

　最後に少しだけ足首を咬かまれた。流石さすがに毒どく蛇へびを使ってくるようなことはないと思うが、往来する客の足元を縫ぬうように去っていく禍まが々まがしい色彩の蛇に御霊は戦せん慄りつした。

　肩を落とす御霊だったが、直後にかけられた声に眼を丸くする。

「御霊様！　僭せん越えつながら私も馳はせ参じました！」
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　八岐の後ろから顔を出したのは、十歳さい前後といった風ふう貌ぼうの小さな子供だった。一見、男とも女ともつかない姿をしている。が、中性的な可愛かわいらしい容姿と、ブカブカの涼しげな巫み女こ装しよう束ぞく。青い小さな宝玉の首くび飾かざりと、若草色の柔やわらかな髪かみを揺ゆらすその姿には、見覚えがあった。

「お前、玉ぎよく露ろか？」

　木が本体であるはずの木こ霊だまの玉ぎよく露ろが、人間の姿で現げん界かいしていた。

「はい！　頑がん張ばっている御み霊たま様を腕うで輪わ越しに感じておりましたので、この度たびどーしてもお祭りに参加したかったのです！　霊れい力りよくを蓄たくわえて、短時間ですが人の姿で参上しました！」

「だから最近静かだったのか……」

　御霊が五ご式しきに加わった時、一度天あま邪じや神じん宮ぐうに祀まつられている玉露の本体の下へ赴おもむいたことがある。そこで、今のように人間の姿を見せてくれたことがあった。

　勿もち論ろん実体ではなく、刀とう鍵けんと同じ半はん霊れい体たいの存在だったはずだが、まさか人間界で活動出来るほどに霊力を溜ため込んでいたとは驚おどろいた。

「この状態を維持するのに集中力が要るので、皆様と腕輪で会話することは出来なくなってしまうのですが……お許し頂けますか？」

　自分の役目を放ほう棄きしてしまっていることに多少の引け目を感じているのか、とても不安そうに玉露が内うち股ももをすり合わせた上うわ目め遣づかいで御霊を見つめてきた。

「当たり前だろ。来てくれてありがとうな。楽しんでいってくれ」

「は、はい！　喜んで！」

　玉露がもじもじと恥はずかしそうに周囲を見回して、御霊に笑顔を向けてくれた。

「それじゃ、あたしは玉露と露ろ店てん巡りでもしてこようかね。しっかりやんなよ？」

「あぁ、ありがとう姉あね御ご」

　朗ほがらかなやり取りだったが、去り際ぎわ。不意に、八や岐またが表情を険けわしくした。

「後で話がある。時間作りな」

　告げられる言葉と、八岐の雰ふん囲い気きから、すぐに例の調査の件であると察しがついた。

「……分かった。片付けが終わったら声かける」

　表情を消した御霊の頷うなずきを受けて、八岐は静かに去っていった。

「話には聞いてたけど、本当に兄弟多いんだな」

　遠くで様子を見ていた美み久く地じが戻って来た。

「てか、最初に来た、お前が・デートの・相談を・してた美人、誰だれ？」

「強調するな。あの人は……俺の兄だった人の、恋人だよ」

　御霊にとって、久く遠おんはどちらかと言えば父のような存在だったが、父の恋人と言うと誤ご解かいを招きそうなので兄ということにしておいた。

「また兄弟増えてるぞ……ふーん。仲良かったの？」

「俺が言うのもおかしいが、中々凄すごかったぞ」

　久遠はしょっちゅう子こ芥け子しの家まで泊まりに行っていたが、たまに子芥子が久遠の屋や敷しきで食事をとることがあった。

　箸はしで互いに食べさせ合うのは当たり前。下へ手たをすれば口移しまでやりかねない状態を前にした食卓は気のせいか全すべての食材が甘く感じた。当然のように八岐は家を留守にしていたし、御霊も居い心ごこ地ち悪く食事を取るほかなかった。唯ゆい一いつ弐に毛けだけは楽しそうだったが。

「あんなに仲が良かったのに、兄さんは一年前に死んでしまってな」

「そう、なんだ……」

　いつか、子こ芥け子しの想いが報むくわれるように、今は御み霊たまも頑がん張ばらなければならない。

「……うーん」

「どうした、美み久く地じ？」

「いや、さっきの美人なんだけど」

　美久地が難むずかしい表情で小首を傾かしげていた。

「何か……見覚えあるような気がするんだよな……」

「あの人をか？」

　鍵かぎ屋や絡みの事件に美久地が巻き込まれたことがあるのか、と御霊は思ったが、すぐに子芥子が計画のことで何度もこの村を訪れていることを思い出す。

「何度かこの村に来ているはずだ。どこかで見かけたんだろう」

「んー、まぁそんな程度の感覚なんだけどね」

　釈しやく然ぜんとしない様子だったが、他の屋台にまとまって人が押し掛けているのが眼についた。どうやら弐毛が引っ張って来た客のようだ。

「俺は他の屋台の応援に行ってくる、ここは頼たのむぞ」

「はいよ。任しとけ」

　不ふ敵てきな笑みでハイタッチを交わし、午前中の慌あわただしい時間が過ぎていく。







　そして、ゆっくりと日が傾かたむき始める午後の時間。

　ようやく客足も少なくなり、一応の落ちつきを見せ始めていた竜りゆう鱗りん祭さいに、変化があった。

「噓うそ、逆さか神がみ君、来てるの！」

「本当本当！　今やぐらの所まで来てるって！」

　御霊の耳に、そんな女子生徒の噂うわさが飛び込んできた。

「逆神……」

　御霊は立ち上がり、その噂を追った。

　グラウンドの中心、やぐらの下には人だかりが出来ていた。男女問わず、多くの生徒に囲まれているのは、紛まぎれもなく逆神嶺れいだ。制服を着ている。

　柔やわらかな笑顔で周囲の生徒達に応えている嶺を遠目から見み据すえながら、御霊は警けい戒かいを強くする。

　彼に対する拭ぬぐい去れない不ぶ気き味みさは、時が経たつほどに増していた。

「こんにちは、御霊君」

　不意に、人混みを断ち切るように進み出た嶺れいが、グラウンドの真ん中で御み霊たまと対たい峙じする。

「竜りゆう鱗りん祭さい、楽しませてもらってるよ。僕も一応、ここの生徒だからね」

　嶺が特に感情を思わせない声でそう言った。

　このタイミング、周囲には多くの生徒がおり、もし御霊の予想が当たっていたとしても下へ手たなことは出来ないはずだと思う。

　もし違うなら、御霊が不ふ審しんに思われるだけで済む。

　この疑ぎ惑わくを、この場で晴らしてしまおうと、御霊は切り出した。

「逆さか神がみ嶺。もう単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞く。お前は……竜か？」

　普通の人間ならば、すぐに聞き返すか、首を傾かしげるかするはずだ。しかし、嶺はその問いを悠ゆう然ぜんと受け止めているかのように、その冷たさを感じる笑顔を浮かべたままだ。

　そして──。

「だったら？」

「っ！」

　核かく心しんとなる答えが返って来た。即座に御霊が身構える。

「どこまで知っている」

「そうだなぁ……君が最強の邪じや気き祓ばらい、篝かがり火び久く遠おんの式しき神がみで、数々の神話や伝承と共にある、稀き代だいの刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じようの所有者であるってこと。後は、人間と仲良くなるために人間界で暮らしてるってこと、くらいかな？」

　全すべて、知られている。

「どういうことだ」

「知りたいなら、おいでよ。ただし──」

　不意に嶺が踵きびすを返す。

「あの時みたいに全員救ったら、ね」

　直後、嶺の手が高速で振り抜かれた。一いつ瞬しゆんで大量の霊れい力りよくが狭い範囲で放たれたことを、御霊は悟さとる。

　そして、グラウンドの中央にそびえていたやぐらが、軋きしみを上げながらゆっくりと倒れ始めた。異変に気付いた周囲の生徒達から悲ひ鳴めいが上がる。デパートの時と同じだ。

「待て！　逆神嶺！」

　既すでに、その姿はどこにもなかった。この人混みで本ほん鬼きにはなれない。霊力を抑えた人間の姿のままでは万象錠が使えず、玉ぎよく露ろも今は人間の姿で交信が出来ない。

　御霊は声が届くことを祈り、五ご式しき最速の式神の名を叫ぶ。

「弐に毛けっ！」

「あいよっ！」

　御霊の叫びに応えるように、屋台の方から風を置き去りにして跳び出してきた弐毛が、疾しつ風ぷうを纏まといつつ、やぐらの下に居る人間を突き飛ばすように避ひ難なんさせる。

　数秒後、他の生徒を庇かばった御み霊たまのすぐ眼がん前ぜんで、地じ鳴なりを伴ともなってやぐらが倒とう壊かいした。幸い怪け我が人は居ないようだ。

「弐に毛け！　姉あね御ごと玉ぎよく露ろに辺りを警けい戒かいするように伝えろ！」

　頷うなずく弐毛を確認して走り出す。不良に襲おそわれた時も、デパートの事故も、このやぐらの倒壊も、常に嶺れいはそこに居た。もう放置してはおけない。

「お、おいおんたま、どこ行くんだよ！」

「美み久く地じすまん、後を頼たのむぞ！」

　人混みから顔を出した美久地に謝しや罪ざいし、御霊は学校を跳び出した。

　御霊は学校の裏側にある深い森へと足を踏み入れた。わずか数分で、前方を走っていた嶺に追いつく。すぐそこは校舎の裏手だ。

　本気で逃げるつもりも無かったのか、嶺は余裕を崩くずさない笑みを浮かべたまま振り返った。

　日の光があまり届かない森の中、一いつ触しよく即そく発はつの空気が辺りに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを発する。

「答えろ、逆神嶺。どうして天あま邪じや神じん宮ぐうのことを……俺のことを知っている」

　遂ついに訪れた対たい峙じの時。御霊は慎しん重ちように言葉を紡つむぐ。

「ふふ、答えは簡単だよ。御霊君」

　嶺がわざとらしく両手を広げた。

「僕ぼくがとっくに天邪神宮に出入りしているからさ」

「何……？」

「考えてもごらんよ。一年前の竜りゆう嵐らん事じ変へんで猛もう威いを振るった、僕の妹……『逆さか神がみ無む垢く』にあれほどの力が眠っていたんだ。その兄妹である僕を、鍵かぎ屋やが見過ごすはずが無いだろう？」

　さも当然のように語る嶺に、そうかもしれない、と御霊は表情を険けわしくする。

「一年前のあの日、騒さわぎが収しゆう束そくしてから、僕は鍵屋に保ほ護ごされた。憑つきもの筋と、妖よう怪かいの存在を教えられ、鍵屋は僕に二つの選択肢を迫せまったんだ」

　嶺が御霊を見み据すえながら言葉を紡つむぐ。

「いつ妹のように竜の力に目覚めるか分からないまま、全すべてを忘れ、人間界でいつか退治される日を待つか。人間界を捨て、天邪神宮で保護されて暮らすか」

　血に目覚めた人間、もしくは目覚める可能性のある憑きもの筋が、必ず直面する選択肢。

　己が住むべき世界を選ばせる、鍵屋の冷れい酷こくな問いかけだ。何百年も続いてきた、人間界と天邪神宮を分かつ点でもある。

「お前は、天邪神宮を選んだということか」

「少し違うよ」

　嶺が鼻を鳴ならして御霊に嘲ちよう笑しようを向ける。

「その選択肢を迫られた時、僕は既すでに大体のことを理解していた。君の主人、篝かがり火び久く遠おんのことも、絶大な力を誇る万ばん象しよう錠じようのことも、自分に流れる竜りゆうの血のこともね」

　嶺れいが表情に暗い影を落とす。その儚はかなさを感じさせる表情は、村長の家で出会った母親に似ていると御み霊たまは思う。

「無む垢くを失った、あの時の絶望と無力感を二度と味わいたくない……僕ぼくは強くなりたかったんだ。そんな僕に、鍵かぎ屋やの戦力に加わらないか、と持ちかけてきてくれた人が居たんだよ」

　嶺が、微び笑しようのままその名を告げる。

「現、鍵屋実働部隊の統とう轄かつである総隊長、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎ……鍵屋の戦力補強を急務としていた彼に師し事じすることで、僕は竜の力を使えるように訓練された。とっくに血は目覚めてる」

　御霊が奥歯を噛かむ。ここに来てその名前が出てくるとは予想外だった。

　──この計画の……子こ芥け子しさんと敵対する派は閥ばつの筆ひつ頭とうか。

　かつて、この計画の説明を受けた時に子芥子が口にしていたはずだ。鍵屋内部で共存派と現状維持派の対立があると。

「純すみ波なみ子芥子によって提案された今回の件。継続可能か審しん査さがあるって聞いているだろう？　夜凪さんは、僕を監かん査さ役としてこの村に送りこむことを条件に、この計画を通したのさ」

　状況が少しずつ飲み込めてきた。反対派がやりそうなことだ。

　監査役が反対派の手先ならば、好きなだけ妨害が出来る上に、その事実の隠いん匿とくも、黒幕が鍵屋の上層部である夜凪ならば容易たやすい。

　それに、恐らくはそれだけにとどまらない。反対派、すなわち今後も妖怪を淘とう汰たし、退治し続けていくべきと考えている夜凪が背後に居るのであれば、最終的な狙いはこの計画の破は綻たんともう一つ。

「さて、篝かがり火び御霊くん。お祭りが楽しいうちに……刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じようを渡してもらおうか」

　抑よく止し力足り得る刀鍵の奪だつ取しゆ。数あま多たの大だい妖よう怪かいを幾いく度どとなく封ふうじてきた、伝説と共に語り継がれる最強の刀鍵。

　計画を逆さか手てにとり、嶺を使ってそれを奪いに来たのだろう。暗に脅きよう迫はくじみた物言いをする嶺の不ふ敵てきな態度に、御霊は冷たい汗を感じる。この日を狙って動いたのは、一般人が大おお勢ぜい集まっているからだろう。盾たてにされればお終しまいだ。

　状況は良くない。だが、大人しく嶺に従う訳にもいかなかった。

「逆さか神がみ、一つ答えろ」

　御霊はかつて、危うく美み久く地じを犠ぎ牲せいにしかけた瞬しゆん間かんのことを思い出し、声を荒げる。

「どうして無む駄だに被害を増やすようなことをしてきた！」

　怒ど気きのこもった御霊の問いに、嶺の透すき通るような笑い声が返される。耳にまとわりつく笑い声には、冷たさと、諦あきらめの念が混じっているように御霊は感じた。

「勿もち論ろん、君の力を計るためでもあったけど……君に、現実を見せてあげたかったんだよ」

「現実？」

「人と妖よう怪かいの共存なんて甘い理想を口にする君が、万ばん象しよう錠じようを持っている。気づいているかな？　それが鍵かぎ屋やにとって、どれほどの異常事態であるのか」

　この一年、再さい三さんに渡る鍵屋との熾し烈れつな交渉を思い出し、御み霊たまは短く吐息する。

　人間に害を成す妖怪達を封ふうじ込め、平和と均きん衡こうをもたらす要かなめであった、篝かがり火び一族と万ばん象しよう錠じよう。それは最も早はや一つの歴史であり、当たり前のように語られることだ。

　だが、今の状況は違う。

　本来、妖怪を打ち祓はらう万象錠を、あろうことか妖怪である御霊が所持し、しかも篝火の名をその妖怪が受け継いでしまった。鍵屋にしてみれば本ほん末まつ転てん倒とうであると同時に、前例の無い、恐るべき脅きよう威いでもあったはずだ。

　御霊がその気になれば、これまでの人間と妖怪の力関係は逆転。万象錠の圧倒的な施せ錠じようの力が、今度は人間に振るわれる可能性があるのだから──。

　その状況が今日まで維持されてきたのは、一ひと重えに篝火久く遠おんの人望と名声。そしてその意志を継いだ御霊を尊そん重ちようしてくれる、子こ芥け子しを初めとした多くの人々の協力があったからだ。

　だからこそ、御霊は万象錠の力を極きよく力りよく振るわないことを己に課することで、人間にも妖怪にも寄り過ぎない立場で今日まで生きてこれた。

　だがそれは──黙もく認にんされているだけであり、やはり歪いびつな矛む盾じゆんした在り方なのだ。

　万象錠を使う恐怖と、同時に、使わないことで生まれる恐怖を、既すでに御霊は実感している。

「無責任だよね、君は。それだけの力を持っていて、自分は何もしていないんだから」

　嶺れいの言葉は、御霊が秘めていた不安と焦あせりを、正確に突いてくる。

「人間も妖怪も、共に手を取り合って暮らせる世界を作る？　確かに素す晴ばらしく耳に心ここ地ち良いね。けどさ……そういうのを──」

　声こわ色いろを低くした嶺が、敵意に満ちた表情で御霊に言葉をぶつけてくる。

「詭き弁べんって言うんだよ」

　無言でその言葉を受けた御霊に、嶺が忌いま々いましそうに口を開く。

「力を持つ者には責任が伴ともなう。それが強大であればあるほどに重い責任がね」

　森の中に響ひびく声は穏おだやかだが、確かな棘とげがあった。

「君にしか救えない命がある。君にしか守れない人が居る。君にしか倒せない妖怪が居る。にもかかわらず……君はいつ実現するとも分からない主君の理想に縋すがって、万象錠の所有者であるという現実から逃げている」

　胸の奥が抉えぐられるような言葉に、御霊は顔を曇くもらせる。

　分かってはいるのだ。御霊が万象錠を使わず、鍵屋にも属さないということは、鍵屋にとってはそれを失ったも同然。

　だからこそ、この一年。天あま邪じや神じん宮ぐうでは犯罪が爆ばく発はつ的に増えた。それは突きつめた言い方をしてしまえば、御霊が前線に立たないことを選んだからでもあるのだ。

　主君の理想を守るため、戦うばかりではいけないと、御み霊たまはそう信じていた。久く遠おんの味方をしてくれていた人達も、御霊のそんな言葉を受け入れて、その意志を尊重してくれた。

　だが、今眼の前に立っている男は、そんな甘い理想に浸ひたる御霊に真っ向から異を唱となえてくる。そうなった時、御霊に返す言葉などあるはずもなかった。

　自分の行動が甘いことなど分かっている。しかし、久遠の理想は何としても守りたい。その葛かつ藤とうは、この一年、幾いく度どとなく御霊を悩ませてきたのだから。そう思う者が居るであろうことは、痛いほど理解していた。

「誰だれも傷つけたくないって？　傷つきたくないのは自分の方じゃないのかい？」

　御霊は以前の山犬を、虐いじめられていた天てん狗ぐの少年を思い出す。彼らのために何もしてやれない自分を歯がゆく思ったのは確かだ。

　それを、人の痛みから逃げる受け身の姿し勢せいだったと言われれば、頷うなずくしかない。

　しかし、と御霊は曇くもった表情で口を開く。

「だが……戦って、力で押さえつけることが正しいとは思えない！」

　御霊は、それを他でも無い己の経験から知っていた。それが例え、何かを守りたい、という思いから生じたものであっても、相手の気持ちを無視した力はただの暴力だ。

　結局、悲劇しか生まないことを、御霊は何より重く知っている──。

「御ご立りつ派ぱな信念だね。けど」

　御霊の言葉など聞く気も無いのか、嶺れいは鼻を鳴ならして御霊を指差す。

「君が、たとえ偽いつわりでも戦う姿し勢せいを示せば……少なくとも、戦えない連中は安心を覚えるんじゃないか？　『篝かがり火び』御霊くん？」

　受け継がれてきたその名を強調した言葉に、御霊は呻うめくように小さく喉のどを鳴らす。

「気づいているかな？　君が馬鹿な理想論を語れるのも、万ばん象しよう錠じようや篝火という圧倒的な力があるからだってことに」

「何……？」

「万象錠の名をチラつかせるだけで、弱い奴は黙だまり込む。それが正しいんだと思わせる力が、篝火という名にはある。それを……君は理解を得たと勘かん違ちがいして、ますます傲ごう慢まんに増ぞう長ちようしていくんだろうね。共存？　笑わせないで欲しいな。そんなもの──」

　堰せきを切ったように、嶺の怒ど声せいが響き渡った。

「力を持ってる奴の戯ざれ言ごとだ！　失う恐怖を知らない奴やつの偽ぎ善ぜんに過ぎないんだよ！」

　明確な怒りの感情に満ちた言葉に、御霊は圧あつ倒とうされた。

「当ててやろうか？　……万象錠を持っているのに、もし救えなかったら？　守れなかったら？　そんなことばかり考えてるんじゃないか？　自分の無力に怯おびえて、主君の理想を言い訳にして、逃げて逃げて逃げ続けて、一つの世界からも眼を背けて、着いた最さい果はてがこの誰だれも寄り付かない田舎いなかの村だ。はははは、笑わせてくれるよ。何が偉い大だいなる篝火久遠の五ご式しきだよ。新しい道を斬きり開くだよ！」

　薄うすい笑みの向こうに隠かくれていた激情が、何の抑えも無く御み霊たまに襲おそい来る。

「自分で何も決められない奴やつが！　周りに甘えて綺き麗れい事ごとをほざいてるだけじゃないかっ！」

「……っ！」

「自分の居場所を見てみろよ。神々にすら立ち向かえる刀とう鍵けんを持ち、式しき神がみとしてそれなりの力を持っている君が、どこに立っているのか」

　人ひと気けの無い森の中。寂さびれた田舎いなか町の景け色しきを見渡して、嶺れいが憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで叫ぶ。

「こんな場所で！　世界のために一体何が出来るって言うんだ！」

　御霊は、反はん論ろんしようと息を吸う。

「俺は……」

　──俺、は……。

　続く言葉が、出てこなかった──。

　嶺の言葉が正しいことを、御霊自身が分かっているからだ。

　怖いのだ。主君である久く遠おんの名を受け継いだことは、御霊にとって何よりの誇りである。

　だからこそ、その名がこれまでに成し遂とげてきた偉い大だいなる功こう績せきの数々や、その名に希望を見み出いだした数あま多たの人間や妖よう怪かいの期待を裏切ってしまうことが怖い。

　妖怪でありながらその名を継いだ自分のせいで、その全てが水すい泡ほうに帰きしてしまうことが。御霊という『妖怪』のせいで篝かがり火びの名が地に落ちてしまうことが、怖くて仕方が無いのだ。

「勿もち論ろん……純すみ波なみ子こ芥け子しの計画は立派さ。色々な妖怪の希望になるだろう。けど、ここに立っているのが君である必要は無い」

　背負うべき責任から、それを誰だれも知らない場所へ逃げてきた。そう思われても仕方がない。

「分かるだろう？　君に──生きている価値は無いんだ」

　冷れい酷こくに断じた嶺が、一歩を踏み出してくる。

「さぁ、僕ぼくに万ばん象しよう錠じようを渡せ」

　手を差し伸べる嶺を、御霊は無言で見返した。この手に全すべてを預ければ、或あるいは自分は救われるのかもしれない、と。

　背負いきれぬ重荷と、身を縛しばる鎖くさりの全てから解とき放たれる。

　だが、ぐらついた心に対して御霊が最初に思ったのは、何にも勝る恥はじの感情だった。

　──何を……俺は今、何を考えた！

　例え刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんであろうとも、今まさに、自分は主君の顔に泥どろを塗ぬろうとしたのだ。ふざけるな、と御霊は右手の拳こぶしで額ひたいを殴なぐった。痛つう烈れつな衝しよう撃げきが頭を奮ふるい立たせ、情けない自分に対する不安や疑問を、一時的に弾はじき飛ばす。

　論ろん点てんが、挿すげ替えられている。眼の前の男が、かつて多くの人を犠ぎ牲せいにしかけたことを失念していた。沈ちん鬱うつな精神から、どうにか冷静さを取り戻した御霊は、眼がん光こう鋭するどく再び嶺に対たい峙じする。

「逆さか神がみ、どうしてそこまで俺を憎む」

　嶺れいの言葉から滲にじみ出る、激しい御み霊たまに対する憎ぞう悪お。その理由が御霊には分からなかった。

「お前の言葉からは、鍵かぎ屋やの任務とは違う私し怨えんを感じる。お前の目的は何だ！」

　逆神嶺。今回の計画に対し、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎが送りこんだ監かん査さ役にして刺し客かく。かつての竜りゆうの憑つきもの筋の兄である男が、御霊に対して放つこれだけの激げき情じようの正体は、何なのか。

「……はは。どうして……だって？　分からないのか篝かがり火び御霊」

　次の瞬しゆん間かん、圧力を増した怒りが、爆ばく発はつするように放射された霊れい力りよくに乗って迸ほとばしった。

「お前達は一年前──無む垢くを救えなかったじゃないかっ！」

「っ！」

　吹き荒すさぶ濃のう密みつな霊力の奔ほん流りゆうに煽あおられ、思わず御霊は身構える。冷たい旋せん風ぷうの中心に立つ嶺は、最も早はや普段の冷淡な様子など消え失せ、明確な怒ど気きに満ちた荒々しい雰ふん囲い気きを帯びていた。

　──逆神無垢……。

　一年前、久く遠おんと激げき闘とうを繰くり広げた嶺の妹。逆神無垢。

「天あま邪じや神じん宮ぐうで夜凪さんは言ったよ。無垢を救えなかったのは、篝火久遠とその式しき神がみ達だと。力が無かったから、殺すしか方法が無かったんだってね！」

　一歩一歩、大地を踏みにじるように御霊に迫せまる嶺の気迫が森を大きくざわつかせていく。

「何が最強の邪じや気き祓ばらい、篝火久遠だ！　何が五ご式しきだ！　女の子一人救えない癖くせに、偉えらそうに理想を口にするな！　ふざけるのもいい加減にしろ……こんな奴やつに大おお勢ぜいの人間が希望を託すなんて馬鹿げてるっ！」

　その言葉が、遂ついに御霊を譲ゆずれない一線まで押し下げた。

「人を救える力があるのに、それを使おうとしない君を僕ぼくは許さないっ！　無垢を救えなかったお前達を絶対に認めないっ！　さぁ篝火御霊！　村の人間達諸もろ共とも、祭りを血で染めたくなかったら万ばん象しよう錠じようを渡せっ！」

　これ以上は、たとえ御霊の全すべてが否定されようと許してはいけない領りよう域いきになる。御霊は激げき突とつの覚悟を決め、指の骨を鳴ならした。

「逆神！　そうまでして万象錠を手に入れて、一体何をする気だ！　鷺乃火夜凪は何を考えてる！」

　ここまでの刺し客かくを送ってくる以上、鍵かぎ屋やの正式な決定とは思えない。鷺乃火夜凪が何らかの思おも惑わくの下に敢あえて嶺を差し向けた可能性が高い。

　しかし、そんな御霊の考えは大きく外れることとなる。

「はは、言うことやること、全部的外れだな君は……あんな男、何の関係も無い。これは僕が独断でやっていることだ」

「何？」

　この一いつ瞬しゆんだけ嶺の表情に影が差した。暗く陰かげったその顔は、悲痛に歪ゆがんでいる。

「鍵かぎ屋やなんかどうでも良い。僕ぼくは万ばん象しよう錠じようを手に入れて……妹の仇かたきを討うつだけさ」

「……え？」

　言葉の意味が、理解出来なかった。嶺れいの怒りの理由は分かった。だが、仇を討つという言葉には違和感がある。

　仇と定めているであろう久く遠おんは、既すでにこの世に居ないのだから──。

「理解出来ないかい？　終わった事件には興きよう味みなんか無いんだろうね君は……あの日、崩くずれた土ど砂しやの中から無む垢くの遺い体たいが発見された。とても直視出来ない状態だったけれど、分かったことは一つ。肩から胸にかけて、深々と抉えぐられたような傷があったこと」

　久遠と戦った時の傷か、と御霊は思う。しかし、嶺はその考えを否定してきた。

「僕も初めは篝かがり火び久遠がつけた傷かと思った。けど……違う。夜よ凪なぎさんの下で剣術を学ぶ内に疑問が浮かんできた」

　真っすぐに御霊を見み据すえるその瞳ひとみは、とても過去のことを話しているとは思えない熱を帯びていた。

「あれは刀かたな傷きずじゃない。獣けものに爪つめで抉えぐられたように荒々しい傷きず跡あとだった。間ま違ちがっても人間につけられる傷じゃない……居るんだよ、無垢を殺した奴やつが他に！　それも、恐らくは妖よう怪かいだ」

「な、何だと？」

　──逆さか神がみ無垢を殺したのが、久遠じゃない？

　かつて、子こ芥け子しが言っていた竜りゆう嵐らん事じ変へんの奇妙な違和感。それが、逆神無垢の一件にも感じられた。それは一体、何を意味するのか。

「純すみ波なみ子芥子にも詰め寄って、事件の資料全すべてを洗ったけれど、結局真相は不明のままだ……だけど、それならそれで良い。別に難むずかしいことじゃない」

　次の瞬しゆん間かん、御霊は全身が総そう毛け立だつ危き機き感を覚えた。

「事件の関係者を全員殺してしまえば良い。どれかが当たりさ。誰だれだって死ぬ寸すん前ぜんまで追い詰められれば真相を吐はくだろう。全員駄だ目めなら標的は──全すべての妖怪になるけどね」

「っ！」

　何の躊躇ためらいも無く言い放たれた言葉の意味を悟さとった時、御霊はかつてないほど恐怖した。

　それを口走った嶺の表情に、紛まぎれもない笑みが浮かんでいたからだ。

　──だ、駄目だ……っ！

　危うい信念を有しているこの男を、これ以上野放しには出来ない。

「たった一つだけ、かつて母さんの竜りゆう鱗りんを施せ錠じようして救ってくれた篝火久遠に恩がある。だから、その意志を継ぐ者が信しん頼らいに値あたいするか否いなか、ずっと見続けてきた。けど、期待外れだったね」

　失望した、と漏もらした嶺が、隠かくしきれない憤ふん怒ぬを浮かべた顔で御霊に詰め寄る。

「これが最後だ。万象錠を渡せ！　今なら君の命は助けてやる。その力で僕ぼくは鍵屋を制圧し、妹を殺した妖怪を見つけ出して殺す。邪じや魔まする奴らはまとめて薙なぎ祓はらうっ！　それが、僕に出来る償つぐないだっ！」

　償い。その言葉に、御み霊たまは少しだけ嶺れいに共感する。

　きっと嶺も、御霊と同じく──絶望的な喪そう失しつ感から立ち上がってきた男なのだろう。

「逆さか神がみ……」

　嶺の言葉も気持ちも理解出来る。無力から生じた虚うつろを、自分の力で埋めてしまいたいという、悲痛とも言える覚悟は、結局の所御霊と同じだからだ。

　だがしかし。ここで嶺に屈すれば、天あま邪じや神じん宮ぐうに危き機きが訪れる。鍵かぎ屋や、五ご式しき、子こ芥け子しまでもが嶺の攻こう撃げき対象になってしまう。

　御霊はその圧あつ倒とう的な存在感を放つ嶺の双そう眸ぼうを真まっ直すぐに見返した。

「……渡せない。逆神、力による解決は必ず……悲ひ劇げきを生むんだ」

　疲れ果てた久く遠おんの切せつなげな表情を、御霊は覚えている。

　御霊にしても、その手で殺あやめてしまった多くの命に深い後悔を抱いだいている。

「万ばん象しよう錠じようは、久遠の願ねがいは譲ゆずれない！　俺が、ここでお前を止める！」

　嶺の瞳ひとみが一気に冷れい徹てつな光を放つ。

「そう……残念だよ御霊くん。今なら……主人の刀とう鍵けんで死ねたのにねぇっ！」

　一気に膨ふくれ上がった破は滅めつ的な殺意が、いよいよ剥むき出しになる。吹き荒すさぶ風と共に、冷たい霊れい力りよくが嶺の左手に集中し、そこに一振りの刀が召しよう喚かんされた。

　その霊力の波は濤とうに御霊は戦せん慄りつする。並みの刀鍵に出せる霊力ではない。

　──あれはまさか、久遠が言ってた……。

　刀鍵の中には、危険過ぎる故ゆえに封ふう印いんされたものが十三本存在すると言われている。叩きつけるような霊力の渦うずに、御霊は更さらなる危き機き感を覚えた。

　しかし、その直後。周囲の木々が突然意思を持ったかのように踊り出し、強きよう靭じんな枝をしならせながら嶺に伸ばした。

「なっ！」

　即座に反応し、初しよ撃げきを回かい避ひした嶺だったが、死角である足元から飛び出した木の根に搦からめ捕られ、四し肢しを封じられた。

　檻おりのように根を伸ばした木々は嶺の体を完全に押さえ込み、更にその枝の上に、脅おどすような眼がん光こうを光らせる巨大な蛇へびが二匹現れ、嶺の眼がん前ぜんで舌をちらつかせて見せる。

　そして枝と大だい蛇じや、二つの拘こう束そくに加え、音も無く現れた弐に毛けが普段からは想像も出来ないほどに剣けん呑のんな眼光を嶺に向けながら、鋭するどく伸びた爪つめを後ろからその首に当てていた。

　穏おだやかで可愛かわいらしい猫ではなく、狩猟をする肉にく食しよく獣じゆうの眼つきに変へん貌ぼうしていた弐毛が、御霊を一いち瞥べつする。

「大だい丈じよう夫ぶか、おんたま」

　声もいつもより数段低いものだ。

「村の人達に、乱暴はさせません！」

　傍かたわらの木の上で、人間の姿になっていた玉ぎよく露ろが声を上げる。

「あまり一人で突っ走るんじゃないよ、御み霊たま」

　露ろ出しゆつした肌に無数の蛇へびを這はわせている八や岐またも現れ、五ご式しき総がかりで嶺れいを押し留とどめていた。

「……五式か。流石さすがと言うべきなのかな」

「話は聞かせてもらったよ。随ずい分ぶんと厄やつ介かいな話になってるようじゃないか」

　八岐が蛇を纏まといながら嶺れいに近づく。口調こそ丁てい寧ねいだが、八岐の眼がん光こうもまた、嶺に対する敵意で満ちていた。

「御霊、あんたに頼たのまれたこととは別件で、あたしも竜りゆう嵐らん事じ変へんについて調べ直した。確かに、当日の状況に、腑ふに落ちない点があるのはあたしも同感さ」

　八岐が御霊を一いち瞥べつして言葉を紡つむぐ。

「どうだい小こ僧ぞう。ここは一つ手を組んで、一いつ緒しよに事件の調査といこうじゃないか。あたしらだって主君の死に疑問は残したくない。別段、悪い話じゃないと思うけどねぇ。無む駄だな犠ぎ牲せいを払うのは、その後でも充じゆう分ぶん間に合う」

　ある種の共きよう闘とう。八岐は最も理想的な形でこの場を収めようとしてくれている。

「そうだ逆さか神がみ。俺達も手を貸す。一緒に死んだ人達の無念を晴らそう！」

　御霊が願ねがいをこめて嶺に詰め寄る。

「君たちと、一緒にか……」

　思考するように眼を閉じ、やがて小さく微ほほ笑えんだ嶺に、御霊も安あん堵どの表情を浮かべる。

　だが直後。

「冗じよう談だんじゃないね」

　瞳ひとみを見開いた嶺から強大な霊れい力りよくが爆ばく発はつするように発せられ、嶺を縛しばっていた強きよう靭じんな木の根も、大だい蛇じやも弐に毛けも、全すべてが円形に吹き飛ばされた。

　──こ、これが竜りゆうの霊力！

　並みの妖よう怪かいとは比較にならない、圧あつ倒とう的な差を垣かい間ま見る。

「少しだけ……身の程を、教えてあげるよ！」

　嶺の瞳が妖あやしく輝かがやき、その右腕が異い形ぎように変へん貌ぼうする。

　太く巨大な爪つめが伸び、漆しつ黒こくの鋭するどく分ぶ厚あつい鱗うろこが手て甲こうのように腕を覆おおっていく。

　嶺が竜と化した右腕を、傍らにそびえていた十メートルほどの大木に突き刺し、鎚つちでも振るうように片手で引き抜き持ち上げた。本ほん鬼きの御霊に匹ひつ敵てき、下へ手たをすれば凌りよう駕がしかねない怪力に、御霊は眼を見張る。

　直後、その木が八岐目掛けて投げつけられた。

「八岐様！」

　間かん一いつ髪ぱつ、玉露が周囲の木々を操あやつって攻こう撃げきを防ぐ。

「にゃろう」

　弐に毛けが風の壁かべを突き破って嶺れいに飛びかかる。絶妙な緩かん急きゆうと、驚きよう異い的な瞬しゆん発ぱつ力が生む補ほ捉そく不可能な軌き道どうは、かつて鍵かぎ屋やの包ほう囲い網もうをことごとく突破した本物のスピードだ。

　羽虫を払うように、嶺が右腕で弐毛を弾はじき飛ばそうとするが、空中で二回転して回かい避ひした弐毛が、振るわれた腕の上に着地し、頑がん強きような竜りゆう鱗りんを足場に至し近きん距きよ離りから嶺の頬ほおを爪つめで一いつ閃せんする。

「ちっ！」

　予想外の戦力に、嶺もどこか余裕を見せていた表情を険けわしくする。しかし同時に、背後でも動きが起きていた。

　両手に不ぶ気き味みな紋もん様ようの描かれた札ふだを手にした八や岐またが、毒どく々どくしい光を放つその札を手しゆ裏り剣けんの如ごとく嶺に投げつける。寸すん前ぜんで回避した嶺だったが、その札が命中した木々が、その箇か所しよから一気に溶け落ちた。

　息を飲み、体たい勢せいを立て直そうとする嶺の眼がん前ぜんに、今度は玉ぎよく露ろが操作する竹たけ槍やりの如ごとき鋭するどさを持った木の枝が頭上から無数に切っ先を向けていた。

「身の程を知るのはお前の方だよ小こ僧ぞう。たかが一年程度の鍛たん錬れんで、図に乗るんじゃない」

　新たな札の束たばを扇おうぎのように広げていた八岐が、冷れい徹てつに言い放つ。

「弁わきまえな！　あたしらを誰だれだと思ってるんだい」

「……ふふ、強がりはやめなよ。別に、全力で戦ってあげても良いんだよ？」

「その時は、この村が跡あと形かたも無くなるだろうねぇ」

　四方から向けられる敵意にも、未だ余裕を見せる嶺との間に、鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きが満ちていく。だが、その状況に割って入ったのは御み霊たまだ。

「やめろ。これ以上は本当に被害が出る」

　歩を進めた御霊が嶺に向き合う。

「逆さか神がみ。俺達が『妖よう怪かいとして』戦ったら、竜りゆう嵐らん事じ変へんの二の舞まいになりかねないぞ」

　幾いくらなんでも、そこまでの犠ぎ牲せいを許容出来ないはずだ。嶺の中にある人としての優やさしさを信じ、御霊は強く語りかける。

「残された母親まで悲しませる気か？」

　しばらく睨にらみあっていた二人だったが、やがて溜ため息をついた嶺が、相変わらず強大な霊れい力りよくを放っている自分の刀とう鍵けんを消失させた。

「分かったよ……」

　結局、その刀鍵の力は計れないままだった。あくまで様子見のつもりだったのか。

　それとも、本気で振るうことを躊躇ためらうほどの一振りなのか──。

「今日は引くよ。けど近々答えを出そう」

「てんめぇ、あたい達から逃げられるとでも思ってんのかこんにゃろうっ！」

「ふふ、勿もち論ろん。理由はそっちの蛇へび女おんなに聞いた方が早いだろうけど」

　閉口したまま嶺れいを見み据すえている八や岐またが、視線だけを鋭するどくする。御み霊たまは振り返った嶺の、剣の切っ先のような視線を受け止めた。

「御霊くん、君の底は知れた。もう適当な人間を危険に晒さらしてまで交渉する必要も無い。下らない希望、篝かがり火び御霊は僕ぼくが終わらせる。君の命ごと、刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じようは必ず奪い取るよ」

　張り詰めた空気の中、鬼おにと竜りゆうの気迫が周囲に冷たく吹き荒れる。

「……分かった。受けて立つ」

「お、おい、おんたま！」

　騒さわぐ弐に毛けを手で制し、今度こそ、御霊は一歩も引かぬ決意を秘めた瞳ひとみを嶺に向ける。

　無む垢くを救えず、救えるはずの力を持ちながら何も出来ず、何もしない御霊に対する激はげしい憎ぞう悪お。それは、実の妹のために何もしてあげられなかった、兄としての強い後悔に裏打ちされたものだろう。

　だからこそ、極きわめて危険でもあると同時に、その矛ほこ先さきは明白だ。嶺は既すでに胸中に秘めた激げき情じようの全すべてを御霊に吐と露ろした。

　そこには妖よう怪かいに対する憎しみこそあれど、人間に対する怨えん恨こんは感じられなかった。ならば、無関係の人間を巻き込まないという言葉に偽いつわりは無いのだろう。

「だが逆さか神がみ、これは俺達の戦いだ。もう一度余計な人間を巻き込んでみろ。その時俺は──容よう赦しやなくお前を斬きる」

「上から言ってくれるね。楽しみにしてるよ。相応ふさわしい舞台は用意してあげるからさ」

　不ふ穏おんな言葉を締しめくくりに、竜との戦いは幕まくを下ろした。悠ゆう然ぜんと去って行く嶺を見届け、御霊は深く吐息する。

「本当に行かせて良いのかよぉ！　あたいならまだ追い付けるぞ！」

「よしな弐毛。あたしらの立場はちょいと不利だ。あいつは刀鍵を持ってる。ここで深追いして天あま邪じや神じん宮ぐうに逃げられでもしたら、事態はますます酷ひどくなるよ」

　勿もち論ろん、今のやり取りを鍵かぎ屋やに報告すれば話は別だが、現時点で嶺に手を出すことは危険が大きすぎた。

　あくまでも今、ここで戦うことになれば、嶺は躊躇ためらわず学校を盾たてにするはずだ。未だ多く残る村人や、美み久く地じ達が危険に晒さらされる。

　そこから騒さわぎが大きくなり、鍵屋の介入を招けば計画までもが頓とん挫ざするだろう。

「……御霊。あの小こ僧ぞうの狙いは万象錠だ。その意味が分かってるね？」

「こいつの……万象錠の施せ錠じようの力を使えるのは……契約者である俺だけだって話だろ」

　万象錠。己を振るう者に制約を課し、それを受け入れた者にこそ力を与える刀鍵。

　もし契約者である御霊以外の者が振るったとしても、絶望的に霊れい力りよくを消費するだけの、ただの刀に過ぎないのだ──。

　奪った所で、御霊が交わしている契約そのものを何とかしない限り、使い勝手の悪い刀でしかない。果たして嶺れいはそれを分かっていたのか否いなか。

　仮にも鍵かぎ屋やに属している以上、分かっている可能性は高い。御み霊たまが万ばん象しよう錠じようとの契約を解かい除じよし、他者に託たくすことも可能ではあるが、それには『深刻なリスク』が生じる。

　それを知った上で渡せと言っていたのなら、御霊にそのリスクを背負うことを強要していたのだろう。しかし最後に、奪う、と口にした嶺れいとは、恐らくこの先。

　──万象錠の所有権を巡って……殺し合うことになる。

　契約者が死ねば、当然その契約は解除され、次に資格を持つ者に万象錠は受け継がれる。

　避さけられぬ激げき突とつを予感し、御霊は拳こぶしを握りしめた。

　ここで、何もせず嶺を行かせることで被害が拡大する危険性も高いが、そこは万象錠の特性から御霊の命が最後の防ぼう壁へきとなる。もう余計な人間を巻き込む意味が無い以上、標的を御霊一人に絞しぼってきた嶺を信じるしかない。

　以前、村長の家で母親に見せていたあの柔やわらかな笑顔を、信じるしかないのだ。

「あたしは玉ぎよく露ろと一いつ緒しよに鍵屋へ報告してくる。あの小こ僧ぞうに付き合ってやる必要も無いからねぇ、どうにか動きを止められりゃ良いけど……頭の良い小僧だよ、ったく」

　嶺が独断で動いている以上、難むずかしいかもしれないと御霊は思う。

「御霊、あの小僧の言い分も正しい。けど、それがあんたの全すべてじゃないことを、あたしらは皆知ってる」

　沈んだ顔の御霊に、弐に毛けも、玉露も、笑顔で頷うなずいてくれた。

「答えはあんたが出しな。あたしらだけは、絶対にあんたの味方で居るからね」

　心から安あん堵ど出来る言葉が、八や岐またの穏おだやかな口調で告げられた。

　お礼を言おうと顔を上げた御霊だったが、しかし、続く八岐の言葉に動きが止まった。

「あぁ、御霊。最後にあんたに頼たのまれた件について、教えてあげるよ」

　一ひと際きわ大きな鼓こ動どうが、御霊を内側から震ふるわせる。受け止めなければならない事実が、もう一つあったのだ。

「……覚悟は出来てるよ、姉あね御ご」

　八岐が、真剣な表情を御霊に向ける。御霊は息を飲むが、視線を逸そらさずに頷うなずきを返した。

　直後、八岐が慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべた。

「あんたの幼おさな馴な染じみ、天羽あもうという少女は生きてるよ」

「っ！」

「あんたは、親友を殺しちゃいなかったってことさ」

　その言葉に、御霊はその場に崩くずれ落ちる。嶺との対たい峙じで痛感した、余りにも無力な自分の姿。

　そんな憔しよう悴すいしきっていた心に、不意にもたらされた一いち条じようの光。凍こおりついていた心が温かな光に照らされ氷ひよう解かいし、澄すんだ水となって御霊の瞳ひとみから止めどなく零こぼれ落ちていく。

「っ……うっ、うぅ……」

　十年の時を超えて、ようやく答えが舞まい降りた。







　血に目覚めた日──。

　それは、今でも到とう底てい信じられないような狂気に染められた日の記き憶おく。

　珍しく霧きりの深い日だった。その日、出かける用事があると言った天羽あもうと別れた御み霊たまは、帰路についた先で、業ごう火かに包まれている自分の家を発見する。

　燃もえ盛る自宅の周りでは、灯油のタンクや火の点ついた松たい明まつを持った集団が、何人もひしめきあっていた。

　とても信じられなかった。幾いくらなんでも、そんなことは、と。

　だが、御霊は見てしまった。そこに集つどっていた者達は、もう何度も御霊に冷めた視線を送ってきた、御霊を虐いじめていた子供達の両親だったのだ。

　最も早はや、認めるしかない。あいつらが、化け物を排はい除じよしに来たのだと。自分を殺し、そして自分の両親にまで、むき出しの悪意をぶつけてきたのだと。

　無む我が夢む中ちゆうで火炎の中に飛び込み、その姿を捜さがす。そして見つけたのは、跡あと形かたも無く燃え尽きた花々と、その中心でぐったりと動かない、半身を炎に食い尽くされていた両親の姿だった。

「あ……あぁ……アァァ」

　業火の中、眼の前の現実を知った時。御霊の中で何かが弾はじけた。

「アアァァッァァァァッ！」

　最早、止められるはずも、止めるつもりも無かった。

　爆ばく発はつ。そう形容するしかない、内側からの莫ばく大だいな力の奔ほん流りゆうが、御霊という人間の全すべてを書き換えていく。歪いびつな角が突き出し、体は何倍にも怒ど張ちようし、髪かみは背を覆おおう程に伸びきり、体色は僅わずかに赤く彩いろどられ、深しん紅くに染まった瞳ひとみから、理性が消え去る。

　後になって知ることだが、血の目覚めがもたらす変化にも個人差があるらしい。御霊の場合は、あらゆる要素が鬼おにという妖よう怪かいに合がつ致ちしていたのか、もたらされた力たるや、並みの妖怪を数段上回る圧あつ倒とう的てきなものであった。

　──コロセ──コワセ──ニクメ──

　自分の中に芽め生ばえた、邪じや悪あくな何かの声に衝つき動かされ、遂ついに御霊は本物と化してしまった。

　見える物全すべてを破は壊かいし、見える命全てを奪い尽くす。憤ふん怒ぬと狂気に彩られた絶望の記憶。

　気がつけば、御霊は変質した皮ひ膚ふの色なのか、それとも違う何かのせいなのか、深紅の赤鬼へと変貌していた。

　数時間経たったのか、数分しか経っていないのか。半なかば焦しよう土どと化した町をふらふらと歩く。赤く染まった手で一枚の絆ばん創そう膏こうを抱いだくように持ち、虚うつろな表情で涙を流しながら天を仰あおいだ。

　そこに、一人の青年が現れる。古風な陣じん羽ば織おりを身に纏まとった端たん正せいな顔立ちの青年。落ちつきを見せ始めていた御み霊たまは、すぐに殺さつ戮りく衝しよう動どうを取り戻し、その青年へと襲おそいかかった。

　しかし。その青年の手に突とつ如じよとして刀が出現し、御霊の胸へ切っ先が突き込まれた。瞬しゆん間かん、眩まばゆい閃せん光こうと共に、御霊は行き場を求めて暴れていた霊れい力りよくが、急速に鎮しずまっていくのを感じる。

　まるで、鍵かぎでもかけられたかのように──。

　遠くなっていく意識の中で、ようやく思考するだけの理性を取り戻した御霊は、手の中にある絆ばん創そう膏こうを見て、それまでの自分の凶きよう行こうを思い出す。

　──天羽あもう……。

　絶望だった。その身を染める血は一体誰だれのものなのか。もう御霊には分からない。

　眼を覚ました時。そこは御霊の知っている世界では無かった。傍かたわらに立っていたのは、自分を止めてくれた若かりし日の篝かがり火び久く遠おん。

　光を失った悲痛な少年の姿に、青年は手を差し伸べ──少年は人間であった時の名を捨て去り、新しい『御霊』という名を与えられ、至し高こうの邪じや気き祓ばらい、篝火久遠の式しき神がみとなった。







　ひとまず騒さわぎが落ち着き、御霊は学校へと戻ってきていた。既すでに日も落ち、グラウンドでは盛大にやぐらが燃もえ、フォークダンスの軽快な曲調が闇やみ夜よを彩いろどっている。

　美み久く地じの姿を捜さがすうち、自然に屋上へと足が向いていた。

　扉を開けると、眼がん下かで流れているメロディを聞きながら、美久地が一人で何やら拙つたない動作を繰くり返していた。幸せそうに踊るカップルや、村の家族達を眺める瞳ひとみは、どこか寂さびしそうだ。

「美久地？」

「おわぁっ!?」

　完全に虚きよを突かれたのか、飛びずさった美久地が激はげしく狼ろう狽ばいする。

「と、とと、突然現れるなよバカ！　何してたんだよ！」

「いや、こっちの台詞せりふなんだが」

　何なに気げなく近づいていくと、かなり恥はずかしそうにしながら美久地がこちらを窺うかがってくる。

「……ひょっとして、一人でダンスの練習──」

「してなぁぁいっ！　そんな負け組みたいなことしてないっ！」

　御霊にしては珍しく図星だったらしい。相当恥ずかしかったのか、目め尻じりに涙を浮かべながらきつい視線を向けてくる。

「そうか、誰だれにも誘ってもらえなかっ──」

「うるっさい！　何だよ悪いかよっ！　どうせ負け組だこのやろっ！」

　心しん底そこ悔しそうな美久地が自や棄けを起こしそうな勢いで顔をしかめる。

「もう……ちょっとくらい憧あこがれたって良いじゃん……」

　そんな美久地を可愛かわいらしいなと思いながら、御霊も眼下で舞まう炎に眼を落とす。

　その表情は、いつになく穏おだやかだ。

「どした？　何かあったの？」

　少し様子が違うことに気付いたのか、美み久く地じが首を傾かしげてくる。

「いや……ちょっとな」

　八や岐またが伝えてくれた事実に、御み霊たまの心はかつてなく満たされていた。

「美久地。文化祭、楽しかったよな」

「ん？　あぁ。終わってみるとあっという間だったね。けど、その分充じゆう実じつしてたって言うか、楽しかったーって感じ」

　誇らしげな笑顔を浮かべる美久地に、御霊も安あん堵どの笑みを浮かべる。

　共存の道を行くと決めた御霊にとって初めての大きなイベント。そこで、大切な人の笑顔を見ることが出来た。

　これ以上無い、成功だと言えるだろう。

　既すでに空には星が瞬またたき、澄すんだ空気が穏おだやかに辺りに満ちている。

　御霊はこの十年余り、ずっと罪悪感に苛さいなまれて生きて来た。人生で初めての親友を、初恋の相手を、この手で殺あやめてしまったのではないかという、悔くやむに悔やみ切れない己の罪に。

　久く遠おんも事情を話した御霊の心中を察してか、事件に関しては口を閉ざし続けてくれた。

『いつか、全すべて受け入れる決意が出来たら、聞いてくれれば良いよ』

　と、そう言ってくれたのだ。

　だが、もしも生き残りが居たのなら、久遠はきっと教えてくれたはずだと、ずっと考えていた。それはきっと、そういうことなのだろうと。

　だから、御霊は事件に向き合う勇気を得られず、ただ手元に残る絆ばん創そう膏こうに、どうか生きていて欲しいと漠ばく然ぜんとした願ねがいを込めるばかりだった。

　だが今日、答えが出た。多くの人間を殺あやめたという御霊の罪はそれでも消えないが、この空の下、今も親友はどこかで生きている。その事実を知っただけで、御霊はもう充じゆう分ぶん過ぎるほどに満たされていた。

「美久地、俺と踊ってくれないか？」

「……へ？」

　傍かたわらに立つ美久地に、御霊は微び笑しようと共に手を差し出した。

「こういうのは、男の方が誘うものだと聞いたんだが」

　少しの間きょとん、としてから、急きゆう激げきに赤くなっていく美久地に、御霊は小首を傾げる。

「な、な、ななな、何バカなこと言ってんだ。い、意味分かってんのかよ！」

「大切な人と、一いつ緒しよに踊る儀ぎ式しきだって言ってたな。別に間ま違ちがってないと思うが」

「え、えぇ……？」

　真実を知った御霊は、これからどうしようかと考えていた。天羽あもうは今もどこかで生きている。しかし、もう御み霊たまが彼女に会いに行くことは許されない。

　鍵かぎ屋やに記き憶おくは施せ錠じようされているはずだが、それでも、御霊が彼女から全すべてを奪ったという事実は消えないからだ。

　だが、御霊の胸には今も約束の絆ばん創そう膏こうがある。手を繋つないで、いつか幸せになろうと誓ちかった記憶は、今でも色いろ褪あせていない。

「……お前、好きな女居るんだろ？　何で、あたしなんか……」

　顔を伏せつつ、もじもじと呟つぶやく美み久く地じに、御霊は穏おだやかな眼を向ける。

「あぁ、今でもその子のことは好きだ。けど、な」

　例え、叶わぬ約束だったとしても、希望にはなる。

「美久地も、昔友達に励はげましてもらったって言ってただろう？」

　今なら、その気持ちが前よりも分かる気がした。

　過去の罪と、背負った重さ。それは、いつしか御霊も気づかぬ内に、その体を強く縛しばっていたのだ。たとえ笑われようと、泥どろ臭くさくても、誰だれより堂々と自分の意志を掲かかげてその道を行く。それこそが、人に希望を見せる篝かがり火び一族であり、久く遠おんの生き方でもあった。

　皮肉にも、それを思い知らせてくれたのは、嶺れいだった。今の自分の卑ひ小しようさを改めて痛感させてくれた男に、心のどこかで感かん謝しやしている部分もある。

　この先、何があろうとも、御霊の罪は決してその身を離はなしてはくれないだろう。

　だが、何を選んでも結果が同じなら、御霊は前に進みたいと思った。いつか夢見た約束を胸に、これから先も諦あきらめずに、主君の理想を追い続ける道を歩んでいこうと、そう決めた。

　それが、御霊なりの償つぐないの仕方だ。それに。

　──これはきっと、美久地も悩んだことだろうから。

　辛つらい過去を背負い、どう生きていくべきか。美久地がどうしたかは、今いま更さら考えるまでも無い。

　自分も、美久地のように誰だれかに希望を見せる存在でありたい。そう願ねがったからこそ、御霊は美久地に、こうして手を伸ばしている。

　傍そばに居てくれる仲間が居る。そして、傍に居たい人が、ここに居るのだ。過去に引きずられて、そんなかけがえの無い人達からも眼を背けてしまうなら、そっちの方がずっと重い罪だ。

「俺も……その子に恥はじないように生きていきたい。だから」

　御霊は優やさしく微ほほ笑えむ。

「まずは、大切な人と、肩を並べたいんだ」

　美久地のように。美久地と一いつ緒しよに。この先を歩いていきたい。その思いは本物だった。

「……バカな奴やつ」

　いつもの凛りんとした華やかさはどこへやら、恥はじらいと戸と惑まどいですっかり紅こう潮ちようしてしまった表情で、美久地はおずおずと手を伸ばしてくる。

「しょーがないな。寂さびしい負け組に大サービスしてあげる」

　相変わらずの口の悪さに苦く笑しようしながらも、二人の手は確かに結ばれた。懐なつかしい感覚に、御み霊たまはそっと美み久く地じを引き寄せる。

　そして、見るに堪たえない程おぼつかないステップを踏み、足を引っ掛けあい、体をぶつける度たびに毒どくづき合って、それでも表情は穏おだやかなまま、誰だれの邪じや魔まも入らない場所で、二人は絆きずなを確かめ合うように踊った。

　大切な人と、秘密基地で、穏やかな時を過ごす。懐なつかしい心ここ地ちに浸ひたりながら、竜りゆう鱗りん祭さいの夜はふけていく。

　二度と大切な人達を失うまい。そんな心からの想いを胸に、御霊はそっと美久地の手を握った。
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　文化祭が終わり、鍵かぎ屋やでも事態は切せつ迫ぱくしていた。報告を聞いた子こ芥け子しは、反対派の妨害が入ることは予期出来ていたが、それを御み霊たまに伝えてはきっと生活にも支し障しようが出るだろうと考え、敢あえて黙だまっていてくれたらしい。

「夜よ凪なぎさん達に抗こう議ぎはしてみるけど、おんたま君、どうか気をつけて。危険を感じたらすぐさま天あま邪じや神じん宮ぐうに避ひ難なんするんだ。良いね？」

　珍しく表情を険けわしくしている子芥子が、入念に様さま々ざまな状況に対する御霊の行動を説明してくれた。

　もはや、人間界は御霊を妖よう怪かい達の襲しゆう撃げきから避難させるための場所では無い。嶺れいが御霊から万ばん象しよう錠じようを奪うための狩場となっている。

　八や岐またもまた、独自に動くと言っていた。

「あたしも色々調べてみるよ。何か分かれば知らせる。玉ぎよく露ろを通じて、定期的に連絡を入れな」

「御霊様、どうかお気をつけて！　私はいつでも味方です！」

　そして、御霊に寄り添そうように人間界に残った弐に毛けも、やる気を見せていた。

「うっしゃぁ！　おんたまを虐いじめる奴は、あたいがボコにしてやんよっ！」

　猛もう烈れつな速度でシャドーボクシングをする弐毛に、御霊は頼たのもしさを感じる。

　６月。いよいよ夏が到来する季節。

「おっす、おんたま。一いつ緒しよに行こ？」

　内心の不安を隠かくしながら美み久く地じと笑顔を交わし合い、今日も一日が始まろうとしている。







　その日は唐とう突とつに訪れた。休日の午前、御霊の携けい帯たいに着信があった。美久地からだ。

　少し気分を高こう揚ようさせながら、御霊はもう慣れた手つきで通話ボタンを押した。

『やぁ御霊君、元気かな』

「っ！」

　電話越しに聞こえてきたのは、嶺の声だった──。

　机つくえの上には玉露の腕うで輪わがある。御霊はさり気なく距きよ離りを取り、押し殺した声を漏もらす。

「美久地はどうした」

『心配しなくても無事だよ。夏休みに入ると一カ月くらい君を自由にすることになるからね。そろそろ決着をつけようじゃないか。お互い、すっきりと夏を迎えたいだろう？』

　御霊は奥歯を噛かみしめ、危うく携帯を握り潰つぶしそうになる。

「貴様……っ！　関係無い人間を巻き込むなと言ったはずだ」

『ふふ、どうかな……？』

　不ふ敵てきに笑う嶺の言葉は、自信に満ちているように聞こえた。

『正午、禍か竜りゆう山ざんの頂上に一人で来い。さもないと大事なこの子が……っていう、分かりやすい誘い文句を言うことにするよ』

「……分かった」

　通話を切り、御み霊たまは携けい帯たいをしまって腕うで輪わに触ふれる。弐に毛けはまだぐっすりと眠っていた。

『御霊様？　どうかされましたか？』

　腕輪越しの声に、御霊は無理に笑顔を作る。

「いや、美み久く地じの奴やつが家に来ないかって」

『えぇ！　お休みの日にそんな大だい胆たんな！　い、いよいよですよ御霊様！』

「ちょっと行ってくる。腕輪、外しても良いよな？」

『はいはい。お邪じや魔ま虫むしは静かにしております！　行ってらっしゃいませ！』

　すまない、と思いつつ御霊は玉ぎよく露ろの腕輪から手を離はなす。これは御霊の問題だ。

　決着の日。御霊は一人瞳ひとみを鋭するどくする。

　──待っていろ、美久地。

　巻き込んでしまったことへの負い目が、御霊の拳こぶしを震ふるわせる。

「久く遠おん……あんたはいつも、こんな不安と共にあったんだな」

　主人の生き様を思い返し、御霊は一人、背に『篝かがり火び』の名が描かれた青い陣じん羽ば織おりを纏まとう。

　味方も、援えん軍ぐんも、無しだ──。







　禍竜山の頂上、久しく訪れていなかった場所に今、暗あん雲うんが立ち込めていた。鬱うつ々うつとした曇どん天てんの下、張り詰めた空気が満ちている。

「ようこそ、御霊君」

　嶺れいは鍵かぎ屋やの白い陣羽織を纏い、竜りゆうの祠ほこらの前に立っていた。初めて会った時と同じ場所だ。その後ろ、竜の彫ちよう像ぞうに美久地が磔はりつけにされている。

「美久地！」

　口がしっかりと塞ふさがれており、声が出せないようだ。怪け我がは無いように見える。

「さぁ御霊君。さっさと終わらせよう」

　嶺が刀とう鍵けんを手中に出現させ、銀の刀とう身しんを引き抜いた。途と端たん、波は紋もんが広がるように、周囲に密度の高い霊れい力りよくが吹き付ける。やはりただの刀鍵では無い。

「万ばん象しよう錠じようを、渡してくれるよね？」

「くっ……」

　御霊はやむを得ず、右手を胸の契約紋に当てた。絆ばん創そう膏こうのネックレスを挟はさみ、御霊の全身に蒼そう白はくの刻印が広がっていく。直後、万象錠がその手に顕けん現げんした。召しよう喚かんだけなら人間の姿のままで可能だが、抜ばつ刀とうは本ほん鬼きにならなければ無理だ。

「どうしてだ逆さか神がみ、俺は受けて立つと言ったはずだ！」

「ふふ、誰だれが正々堂々真っ向勝負するなんて言ったのさ。それに忠告したはずだよ？　甘えた理想ばかり口にしているから、救えるはずの命が危き機きに晒さらされるんだ」

　直後、嶺れいが眼を見開いて手にした刀とう鍵けんを翻ひるがえす。

「こんな風にね！」
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　思わず息が止まるような速度で刀鍵を振り抜いた嶺が、美み久く地じの首元に刀とう身しんをあてがった。細い首をはね飛ばす寸すん前ぜんで停止した刀身は、死神の嘲ちよう笑しようの如ごとき冷たさを持った風で、美久地の首筋を舐なめていく。

「や、やめろっ！」

　御み霊たまの叫びに、嶺が不ふ敵てきに微ほほ笑えみながら、死刑宣告を読み上げるが如く告げる。

「この子を、殺すよ？」

　美久地が、死ぬ。そう思った瞬しゆん間かん、御霊の体に変化が訪れた。胸の奥がつかえるような、急速な息苦しさが御霊を襲おそう。

　──ぐっ……そうか、これを狙って！

　過か換かん気き症しよう候こう群ぐんだ。デパートの一件で、嶺には御霊の致ち命めい的な弱点を見抜かれてしまっている。

「あはは、脆もろいなぁ篝かがり火び御霊」

　刀鍵を下ろした嶺が悠ゆう々ゆうと、崩くずれ落ちた御霊の所まで歩いて来る。

　──く、くそっ……！

　安定しない呼吸のまま、視界がぼやけていく。このまま万ばん象しよう錠じようを奪われれば、久く遠おんの願ねがいが、子こ芥け子しの想いが、潰ついえてしまう。

　──それだけは、絶対に！

　その時、不意に誰だれかの声が聞こえた気がした。

『また、明日ね』

　それは幻げん聴ちようだった。しかし、何よりも懐なつかしく、そして温かな少女の声。

　──天羽あもう……。

　今もどこかで生きてくれている御み霊たまの全すべて。決して凍こおりついてなどいなかった御霊のかけがえのない思い出。御霊の希望そのもの。

　意識さえ奪おうとする御霊の罪悪感。その心を鎖くさりで縛しばり上げていた過去の後悔。

　だが、それら全てを受け入れた御霊は、既すでに──。

「さぁ、終わりだ」

　勝利を確信し、油断しきった嶺れいが御霊の射しや程てい範囲内へと一歩を踏み込んだ。その時。

「はぁっ！」

「っ!?」

　御霊は瞬しゆん時じに眼を見開き、手にした万象錠の鞘さやの先せん端たんで、嶺のみぞおちを強したたかに突いた。不意の一いち撃げきに、嶺のくぐもった呻うめき声が響ひびき渡る。

「ぐっ、うぅ……どうして」

　御霊はゆっくりと、しかし真まっ直すぐに、二本の足で立ち上がった。まだ呼吸は荒いが、意識が遠のく程の乱れは無い。

「悪いな逆さか神がみ、俺も決着をつけたことがある」

　御霊の罪は決して消えない。しかし、御霊の希望は今もどこかで生きているのだ。ならば、御霊も前を向いて生きていかなければならない。

　理り不ふ尽じんな暴力に屈することなく。甘えに逃げることなく。己の無力に怯おびえることなく。

「逆神嶺。俺はお前とも分かり合えると信じてる。だが」

　御霊の瞳ひとみが黒から真しん紅くへと変わる。

「お前は二度も美み久く地じを巻き込んだ。関係ない人間を危険に晒さらした。それだけは許さない」

　御霊は全身に力がみなぎるのを感じ、大地を蹴けって美久地の下まで瞬しゆん身しんすると、拘こう束そくされている美久地を解放した。

「ぷはっ、お、おんたま、お前……」

　真紅の瞳で美久地を見つめながら、御霊は静かに告げる。

「逃げろ美久地。全速力で山を下りて、このことは忘れろ」

　いつもとは雰ふん囲い気きが違う御霊に見入るように、美久地は無言のままその瞳を見返していた。

「また、学校で会おう。行け」

　美み久く地じの混乱も相当なものだと思うが、ひとまずこの場から逃がすことには成功した。無言のまま、小さくなっていく背中に、御み霊たまは一いち瞥べつをくれてから嶺れいに向き直る。

「はは、何だよ……いつもと眼つきが全ぜん然ぜん違うじゃないか。僕をぶちのめす理由が出来たことがそんなに嬉うれしいのかい？」

　嶺が憎にく々にくしげに御霊を睨にらんでくる。惜おしむらくは、本ほん鬼き状態になれなかった先の一いち撃げきでは万ばん象しよう錠じようを抜ばつ刀とう出来ず、鞘さやでの一撃に止まってしまったことだ。

　だが、美久地を逃がした以上、御霊も全力を出せる。

「逆さか神がみ、お前には、お前が危険に晒した人間全員に謝しや罪ざいしてもらう。だが……これが最後だ。俺達と一いつ緒しよに大切な人の無念を晴らそう」

「……断ったら？」

「言ったはずだぞ、逆神」

　御霊の髪かみが完全なる白へと変色し、冷えた風にたなびく。全身から鼓こ動どうのように発せられる霊れい力りよくが周囲の木々をざわつかせ、不ふ穏おんな空気を一いつ層そう強めていく。

「お前を、斬きると！」

　本鬼となった御霊が、ゆっくりと万象錠を腰に構える。

「ふふ、偉そうに……血が流れない方法を蹴けったのは君の方じゃないか」

　嶺もまた、瞳ひとみを黒から紺こん碧ぺきの色へと変えた。

　細身だった全身が、黒い竜の鱗うろこで覆おおわれていく。強きよう靭じんな鎧よろいを纏まとった嶺が憎ぞう悪おに満ちた視線を御霊にぶつけてくる。

「良いよ、上等じゃないか。どの道、君にはここで死んでもらうつもりだったからね。今度こそ、どうにもならない現実を教えてあげるよ」

　鬼対竜。禍か竜りゆう山ざんの頂上にて、まだ若き妖よう怪かいが雌し雄ゆうを決する時。

　両者が発する霊れい力りよくに呼応するように、木々がざわめき、風が勢いきおいを増していく。各おの々おの、師し事じした主君を思わせる構えで刀とう鍵けんの輝かがやきを携たずさえ、激げき突とつする視線が静かな火花を散らす。

「──行くよ」

　先に動いたのは嶺だった。踏み込んだ地じ盤ばんが震ふるえ、漆しつ黒こくの体たい躯くが風を纏まといながら御霊へと突とつ撃げきしてくる。

「せやぁぁっ！」

　男にしては澄すんだ声が疾しつ風ぷうを伴ともなって響ひびき渡り、白銀の一いつ閃せんが御霊の眼がん前ぜんの空間を薙ないだ。恐るべき霊力の奔ほん流りゆうが風に乗って周囲に迸ほとばしる。

　これだけの霊力が宿っているのだ。かつて久遠が言っていた、十三本の封ふう印いんされた『封ほう鍵けん』のうちの一本である可能性が極きわめて高い。

　一いつ閃せんごとに空気を震しん撼かんさせる白はく刃じんが、容よう赦しやなく御霊に襲おそいかかる。銘めいが分からない以上、一いち撃げき貰もらえば何が起こるか分からない。

　だが、対する御み霊たまは腰に万ばん象しよう錠じようを佩はいたまま、慎重に間合いを窺うかがうばかりだ。

　万象錠。妖怪の管理者である鍵屋を以もってしても扱あつかいあぐねる脅きよう威いの刀とう鍵けんであり、それを巡って派は閥ばつの結成や、嶺のような力に飢うえた者の凶きよう行こうをも引き起こす、曰いわくに塗まみれた刀鍵だ。

　恐るべきはその封ふう印いんの力。これまで幾いく度どとなく邪じや悪あくな妖怪の力を封印してきた刀鍵は、その余りの霊れい力りよく故ゆえに、使い手が極ごく限られる。強大な霊力を誇る御霊でさえ、抜き身で振るえば数分で霊力が枯こ渇かつしてしまうだろう。

　だからこそ万象錠での戦い方は、消しよう耗もうを最小限に抑おさえるために、居い合あいが基本となる。

　一いち撃げき必殺の間合いと速度で振るわれる、一いつ瞬しゆんの攻防。一度当てれば相手は霊力の大半を施せ錠じようされ、その時点で勝負は決まる。

　だが、嶺れいは今全身を黒こく竜りゆうの鱗うろこで覆おおっている。強きよう靭じんな鎧よろいに対し、一撃ではまともに傷をつけられず、何よりも、今は玉ぎよく露ろによる霊力の補助が無い。

　──そう何度も振るえない。

　久く遠おんから最低限の剣術を指し南なんされていただけの御霊と違い、嶺はこの一年、頑かたくななまでに力を求め、かつては久遠と肩を並べた邪じや気き祓ばらい、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎに剣術を叩きこまれている。

　同じ舞台に立って尚なお、これだけ優ゆう劣れつの差がある。改めて、御霊は自分の甘さを痛感した。

　──どうする！

　襲おそい来る嶺の太た刀ち筋すじには容よう赦しやがない。こちらの命など顧かえりみず、確実に勝利を取りに来ている。

　気づけば、両者の鬼き気き迫せまる攻防に引きつけられたように、大粒の雨が辺りに降ふり注いでいた。悪くなっていく足元と、視界。御霊は時とき折おり、納のう刀とうしたままの鞘さやで嶺の剣筋を弾はじきながら、常に一定の距きよ離りを保とうとする。

「どうした！　抜くことも出来ないのかい！」

　大上段から飛びかかってきた嶺に、鞘を横にし、雷いかずちの如ごとき振り下ろしを受け止める。力と力の激げき突とつが、ぬかるんだ地面を圧迫し、青白い火花を散らしながら周囲の泥どろを円形に吹き飛ばす。

　泥の飛沫しぶきを浴びながら、御霊はまたも距離を取った。

　少しずつだが見えてきた。嶺の動きや太刀筋の癖くせが。あの苛か烈れつな一撃を受け流すことが出来れば、勝しよう機きは充じゆう分ぶんにある。

「……埒らちが明かないね」

　しかし、相手の動きの癖を把は握あくし始めたのは嶺も同じこと。先に勝負を仕掛けたのは嶺だった。充じゆう満まんする圧あつ倒とう的な霊れい力りよくが、未だ謎なぞめく刀鍵を包み、燐りん光こうを強くしていく。

「いい加減、終わらせようか……行くぞ篝かがり火び御霊っ！　その刀鍵、貰もらい受ける！」

　振り上げた刀鍵に呼応するように、頭上で雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「これが僕の──『限げん祓ばつ鍵けん』だっ！」

　身構えた御霊の前で、嶺は真まっ直すぐに振り下ろした刀鍵を、足元の大地に突き刺した。

　途と端たん、禍か竜りゆう山ざんが鳴めい動どうし、戦場と化していた足場が爆ばく発はつする。嶺れいが刀とう鍵けんを突き込んだ位置から、まるで御み霊たま達を支えきれなくなったかのように、大地が呆あつ気けなく崩ほう落らくしていく。

「っ！」

　それは、限界を祓はらう鍵かぎ。不当なる力に、厳げん正せいなる罰ばつを下す剣。

「貰もらったぁぁぁっ！」

　破は裂れつした地中から噴ふん出しゆつした岩を足場にし、突とつ如じよとしてバランスを崩くずした御霊目がけて、嶺が漆しつ黒こくの鏃やじりとなって突とつ貫かんする。

　真っ向から迫せまる刀鍵の切っ先。恐らくは斬きり裂さいた物体の、物体としての限界を内部から破は壊かいする力。あんな物で傷つけられれば、肉体が瞬しゆん時じに崩ほう壊かいしかねない。

　封ふう印いんされるのも頷うなずける、恐るべき刀鍵だ。

　そして、そんな悪あく辣らつな品物を嶺に平然と託たくした男もまた、常じよう軌きを逸いつしている──。

　踏ん張りの利きかない空中で、御霊はそれでも迫る嶺を見み据すえる。こんな所で負ける訳にはいかないのだ。

　足が使えずとも、右手はまだ、万ばん象しよう錠じようの柄つかを握っている。ここしかない。

　──久く遠おんの墓ぼ前ぜんで！

　その名を汚けがす訳にはいかない。

「はぁっ！」

　刹せつ那な。御霊は鯉こい口くちを切った万象錠を振り抜く。しかし、刀とう身しんが熱を帯びる程の速度で振り抜かれた万象錠も、虚むなしく空くうを切った。空から振ぶりしたかとその瞳ひとみに勝利を悟さとった嶺が、怒ど涛とうの勢いで御霊に迫せまる。

　しかし、次の瞬間。

「がっ!?」

　嶺の突進は唐とう突とつに停止した。何も無い空間に剣先を弾はじかれ、そのまま無防備につんのめった嶺が、たまらず歯を食いしばって眼を閉じる。

　──施せ錠じよう・地ち閉へい閃せん。

　激げき突とつの間ま際ぎわに、自分と嶺との間を切り裂さいて結界を生んだ御霊が、必殺の突とつ撃げきを防ぎきったのだ。デパートの一件で嶺もこの技を警けい戒かいしていたはずだが、その抜ばつ刀とうの速度と、この土ど壇たん場ばで披ひ露ろうされた御霊の神しん速そくの見切り、更さらには勝利を焦あせった嶺の驕おごりが、致ち命めい的な隙すきを生む結果となった。

　しかし、未だ宙にある体は抜刀の勢いで大きく開き、納のう刀とうもままならない。

「ぐっ……！」

　抜き放たれた万象錠が、自分の霊れい力りよくを容よう赦しやなく吸い取っていく。己の中にある泉が急速に枯かれ果てていく脱力感とは裏うら腹はらに、万象錠は見る見るうちに纏まとう霊力の輝かがやきを強めていく。

　だが、こうなった以上はこれで良い。元よりこれ以上長引かせるつもりは無かった。

「覚悟しろ……逆さか神がみ嶺れい」

　加速度的な疲労で震ふるえる体も厭いとわずに、御み霊たまは抜き身の万象錠の切っ先を嶺に向ける。

「この力は──」

　かつて、この一いち撃げきで久遠がそうしてくれたように。

「理り不ふ尽じんに立ち向かい、万人に希望を見せる力だ！」

　断じて、傲ごう慢まんを押し通すための力では無い。

　足が硬い岩がん盤ばんへと到とう達たつすると同時、御霊は反射的に飛び上がる。嶺目がけて突き出された万ばん象しよう錠じようの刺し突とつが、眩まばゆい荘そう厳ごんな輝かがやきを以もって繰くり出される。

　──施せ錠じよう！　天てん禍か退たい閉へい！

　突き出された万象錠の切っ先が、嶺の竜りゆう鱗りんの鎧よろいに阻はばまれる。しかし、迸ほとばしる白銀の輝きは勢いを落とさず、一いち条じようの閃せん光こうとなって嶺の頑がん強きような鎧を食い破り、遥はるか天上まで撃うち抜いた。

「がっ……あぁぁぁぁぁっ！」

　かつて、久く遠おんが御霊の暴走を止める時に使ってくれた技だ。体の損そん傷しようを最小限に留とどめた上で、その閃光が撃ち貫つらぬいた対象の霊力を、ほぼ完全に施錠する奥おう義ぎ。

「これで終わりだ……逆神」

　閃光に貫かれた嶺が、砕くだけた竜鱗の破は片へんを撒まき散らしながら、崩ほう落らくした地表に力無く落下する。御霊もどうにか万象錠を鞘さやに納め、その場に崩れ落ちた。

　流石さすがに限界ギリギリだ。あと数秒で制約である激痛が身を襲おそうだろう。

　だが、どうにか勝利を手に出来た。これで嶺もこれ以上の凶きよう行こうに及およぶことは出来ないはずだ。

　噴ふき出す汗と、過度の疲労で再び発作の兆ちよう候こうを見せ始めた過か換かん気き症しよう候こう群ぐんの気配に恐怖しながら、それでも御み霊たまは打ちつける雨に心ここ地ち良さを覚えていた。

　しかし。

「甘、過ぎるよ……御霊くん」

　御霊を戦せん慄りつさせる声が、傍かたわらから漏もれ出した。

「初めて、会った時……言ったはずだよ。ここは、決着の場だと」

　必死に顔を上げると、嶺が封ほう鍵けん・限げん祓ばつ鍵けんを掲かかげ持ち、その切っ先を自分に向けていた。

　──及およばなかったのか……っ！

　歯は噛がみしながら、御霊は拳こぶしを握って上体を起こす。御霊と同格の霊れい力りよくを持つ嶺に対して、消しよう耗もうした状態の一いち撃げきでは霊力を完かん封ぷう出来なかったのだ。

　それでも、大半の霊力を施錠され、まともに戦える力は残っていないはず。だが、よろめきながらも両足で立っている嶺の瞳ひとみからは、戦意が喪そう失しつしていない。

　むしろ、危き機き感を覚えるまでに、瞳どう孔こうが開き切っていた。

「君なんかに……お前のような奴やつに、僕ぼくは負けないっ！　僕は今度こそ！　無む垢くの全すべてを救い、守らなきゃいけないんだっ！」

　直後、嶺れいが限げん祓ばつ鍵けんを自分の胸に突き刺した。

「な、何！」

「限祓鍵は文字通り、対象の限界を祓はらい、取り去る。けど……その効力は霊れい力りよくにも及およぶ！」

　嶺が自信と狂気に満ちた笑みを浮かべる。

「強制的に霊力を増ぞう大だいさせることも、可能なんだよ！」

　御み霊たまはかつて襲おそってきた不良達を思い出す。あの肉体の限界を超えた筋肉と、痛々しく出血していた姿は嶺の仕し業わざに違いない。あの無残な姿を思い出し、御霊は叫んでいた。

「や、やめろ！　お前の体が！」

「もう──遅い！」

　嶺の体が人間の面おも影かげを無くしていく。巨木のような尾が、鋼こう鉄てつのような鱗うろこが、天を覆おおいかねない、とてつもない巨大さと共に広がっていく。

　肉体の内側に広がる霊力の泉。しかし、御霊に施せ錠じよう出来たのは、あくまで水源から肉体の各所へと力を行き渡らせる水路の入り口まで。

　霊力の源泉を抑おさえ込むには力が足りず、そして今、突き立てられた限祓鍵は、その泉の深しん奥おうを刺し激げきした。怒ど涛とうの如ごとく溢あふれ出す霊力、しかし、それを発散する水路は御霊により封ふうじられている。

　結果、行き場を失った霊力の奔ほん流りゆうが体内で暴れ出し、それは血の目覚めとほぼ同じ状態となり、理性を吹き飛ばした暴走を引き起こす。

「ウオォォォォッ！」

　雷らい鳴めいと共に姿を現したのは、一年前と同じ強大なる妖よう怪かいの姿。

　竜りゆうだった──。

「馬鹿野郎……」

　御霊は奥歯を噛かみしめる。これが、嶺の覚悟。

　妹の無念を晴らさんとする、歪ゆがんでいても澱よどみの無い愛の成せる力。

　無力への後悔と、喪そう失しつへの恐怖。それを知っている御霊に、嶺の行いも、覚悟も、否定出来るはずがなかった。

　恐らく、限祓鍵を用いた強化は文字通り肉体の限界を超えるはず。止めなければ嶺が危険だ。

　だが、しかし。

「ぐっ！　う、あ、あぁぁっ！」

　来た。

　万ばん象しよう錠じようを振るう代だい償しよう。一年前、この地で御霊が受け入れた制約が、容よう赦しやなく御霊を襲う。巨大な剣山に全身を貫つらぬかれ、傷口を抉えぐられるような堪こらえようの無い痛みが津つ波なみのように押し寄せてくる。

　一年前。こんなもの、かつて自分が奪ったものに比べれば正当な代価であると、御霊は躊躇ためらうことなく受け入れた。しかし、今だけは御み霊たまを縛しばるこの激痛の鎖くさりが余りにも煩わずらわしい。

　嶺れいを。無力感と後悔に苛さいなまれて苦しむ男を。御霊の鏡かがみ映しとも言える人を。救わなければならないのだ。

「ぐっ、うぅぅぅぅ……っ！」

　立ち上がろうとする御霊を尚なおも抑おさえつけようと、万ばん象しよう錠じようの鎖が御霊を締しめ上げる。

　──くそっ、黙だまっていろ万象錠っ！

　己の内側に裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうを轟とどろかせた御霊が、眼を見開いて立ち上がる。

　──残りの力で、施せ錠じようしきれるか？

　刀とう鍵けんは、その刀とう身しんで施錠、または解かい錠じようした対象に限り、自由にその作用を解かい除じよすることが可能だ。

　しかし、ここで先程封ふうじた嶺の霊力を解錠しても、暴走の切っ掛けは限げん祓ばつ鍵けんによる作用だ。竜りゆうの狂きよう乱らんは止められないどころか、ますます強きよう壮そうになってしまうだろう。

　御霊の霊力が枯こ渇かつ寸すん前ぜんの今、一いつ刻こくも早く天あま邪じや神じん宮ぐうへ退たい避ひすべきだ。だが、既すでに暴走状態の嶺を放置すれば、村の皆が危き機きに晒さらされる。増ぞう援えんが出るまで、早くとも十数分の時がかかる。御霊がこの場から消え去れば、竜はその怒りをすぐさま眼がん下かの村へと向けるだろう。

　美み久く地じが──これまで世話になった村の皆が──絶望的な危機に晒される。

　かといって、このままの状態で竜を抑おさえられる訳も無い。

　──どうすれば……どうすれば良い！

　鞘さやを支えに、どうにか立ち上がった御霊は、絶望的な状況に歯は噛がみする。その時、遂ついに竜が眼がん下かに立つ、御霊の姿を捉えた。

　明確な殺意を帯びた、一いつ片ぺんの救いも期待出来ない瞳ひとみを見返し、御霊は大切な人の姿を思い返す。今の霊れい力りよくでは、あと一度の抜ばつ刀とうが限界だ。

　──せめて……せめてあと少しで良い……。

　力となる、霊力があれば。

　起き死し回かい生せいの一手があれば。

　──……っ！

　その時、御霊の脳のう裏りに、禁きん断だんの魔ま手しゆが閃ひらめく。

　同時、竜の剛ごう腕わんが周囲の大地ごと御霊を押し潰つぶした──。







　最も早はや、理性など一片も残しておらず、狂おしい程の破は壊かい衝しよう動どうに身を任せるのみとなった黒竜は、微かすかな違和感を感じる。

　今しがた踏みつぶしたのは、小さなムシケラだったはずだ。だが、大地に埋まった手に伝わってくる感触は、肉にく塊かいとなった惨むごい柔やわらかさとは程遠い、恐ろしいまでの硬度を持った『何か』。

　それは何かと、竜りゆうが手をどけようとした瞬しゆん間かん。

「グォォァアァッ!?」

　激げき痛つうが竜の体を貫つらぬいた。文字通り、鋼はがねのような剛ごう腕わんを地中から突き破り、鮮せん血けつの雨を降ふらせつつ、竜と同じ目線へと飛ひ翔しようした、その『何か』は、煌こう々こうと輝かがやく刀とう鍵けんを振り上げ、猛もう然ぜんと迫せまり来る。

　獣けものの如ごとき砲ほう声せいを上げながら、宙をのたうつ竜の体目がけ、雷らい光こうのように鮮せん烈れつな霊れい力りよくを纏まとう『何か』が、手にした刀を振るった。

　分ぶ厚あつい竜りゆう鱗りんの防ぼう護ごすら力任せに貫つらぬき崩くずし、深々と突き入れられた刀鍵の力が、体内で行き場を求めて暴れ狂う霊力の根源へと炸さく裂れつする。

　瞬間、際さい限げんなく噴ふき出していた熱湯のような霊力が、ゆっくりとその温度を下げていくの感じながら、竜は暴走を鎮しずめていく。

　やがて、体から刀鍵が引き抜かれ、段々と人間の姿へと戻っていく竜は、意識を失う直前、その『何か』をはっきりと眼にする。

　美しく流れるようだった白はく髪はつは、密度を増して荒々しく生はえ広がり。力強さを秘めていた体たい躯くは、憚はばかることなく筋肉が隆りゆう起きし。天に向けて突きたつ二本の角は、その形状をより歪いびつに禍まが々まがしくし。

　最も早はやこれが自分と同じ、人間であったと考えることすら抵抗を覚える程に凶きよう悪あくな様よう相そうとなったその『何か』。

　しかし、こちらを見つめるその瞳ひとみだけは──薄うす闇やみの中でも篝かがり火びのように強く輝かがやき、しかし哀あわれむような優やさしさを秘めていた、彼の瞳と同じであった。

　そして、竜りゆうは敗北の無念を断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうとして轟とどろかせ、遂ついに意識を断だん絶ぜつさせた。







　力無く倒れ、横たわる嶺れいの姿を確認し、抜き身のまま大だい胆たんに振るった万ばん象しよう錠じようを、その『鬼おに子ご』は静かに鞘さやへ納おさめた。

　──解かい錠じよう……鬼き子し解かい醒せい……。

　暴走した嶺れいを見て、そして久く遠おんとの記き憶おくを思い出し、土ど壇たん場ばでの閃ひらめきを御霊は実行に移した。

　かつて、御霊の暴走を止めたのは久遠が振るった万象錠であった。

　すなわち、この万象錠には血の目覚めを迎え、溢あふれんばかりの霊れい力りよくに任せ暴走した『御霊本来の霊力』を解錠することが可能だったのだ。

　脳のう裏りに浮かんだのは、あの時のように再び暴走してしまうのではないかという強い不安だったが、血の目覚めは本来、人間の体が妖怪の霊力に適応すべくして起きるもの。

　妖よう怪かいとして十年を生きてきた御霊なら或あるいはと思い、結果、成功した。

　自分でも、まさかあれほどの力が出せるとは思っていなかったが、どうにか嶺れいを抑おさえ込めるだけの力を出せたのは幸運だった。

　──まるで、何かに憑つかれたような力だったが……。

「っ……はぁ……」

　それでも、限界状態から更さらに、押し留とどめられていた限界を超えたのだ。満まん身しん創そう痍いも良い所だ。今、こうして意識があるだけでも恩の字と言えるだろう。

「ぐっ……」

　最も早はや悲ひ鳴めいを上げることすら許されぬ激げき痛つうが、御み霊たまの全身を更さらに縛しばり上げた。泥どろの上に倒れ伏し、全身が千切れそうな痛みに歯を食いしばって耐え続ける。

　それでも、このままという訳にはいかない。御霊は最後の力を振り絞しぼって、倒れた嶺の下へ向かう。

「さ、逆さか神がみ……」

　御霊は這はうように嶺へと近づき、思わず顔が歪ゆがむほどの有あり様さまになっている嶺の胸に手を当てる。しかし、鼓こ動どうははっきりしている。大だい丈じよう夫ぶのようだ。

　とにかく、ここから移動しなければ。だが、嶺を背負って移動するには御霊も傷を負い過ぎている。

「く、くそっ……」

　激しい眩暈めまいを感じながらも、御霊は嶺の体を抱き起こそうとし、一いつ緒しよに地面に倒れた。

　これほどの騒さわぎになったのだ。弐に毛けが感づいてくれれば良いがと御霊が思った次の瞬しゆん間かん。

　土ど砂しや降ぶりの中、この場にもう一人の人物が居ることに気がついた。

「み、美み久く地じか……？」

　俯うつむいたまま立ちすくんでいる美久地に、御霊は希望を見る。これほどの事態になってしまったのだ。覚悟を決めて説明する必要があるだろう。だが今は。

「美久地、すまない。すぐに救急車を──」

　御霊の言葉が途と切ぎれる。美久地が御霊の胸に飛び込んできたからだ。

　思考が止まる。美久地が泣いていると悟るのにしばらくかかった。

　そして、御霊の腹にナイフが刺さっていることに気づくのは、そのすぐ後だった──。







　御霊は力なく倒れた。御霊の上では美久地が馬乗りになって、引き抜いた血ち濡まみれのナイフを掲かかげている。

「なん、で」

　回らない頭のまま、ふと呟つぶやく。

「……こいつに誘ゆう拐かいされた時、教えてくれたんだ」

　いつもは一つに縛しばってある髪かみが解ほどかれ、噓うそのように長く見える黒髪が、美み久く地じの顔を隠かくしていた。打ちつける雨の中、美久地の震ふるえる声が御霊の耳に届く。

「これから、あたしの家族を殺した化け物が来るって」

　御み霊たまは衝しよう撃げきに眼を見開く。

「あたしの家族は十年くらい前、化け物に殺された。近くに住んでた人達も、親友も、皆……殺されたんだよ」

　ようやく美久地の顔が見えた。

　怒りと、苦痛と、憎ぞう悪おと、悲ひ愴そう。あらゆる負の感情が混在したような虚うつろな表情で、御霊を見下ろしていた。

「──お前にな」

　心の最さい奥おうで、何かが割れるような音が響ひびく。

「あたしはその日、知り合いの家に泊まりに行くことになってた。けど忘れ物をして家に帰って……お前がパパとママを引き裂さく瞬しゆん間かんを見た」

　あの日、鬼おにの血が目覚めた事件。

　では、美久地は。

　──天羽あもう……なのか……？

「ずっと捜さがしてた。見つけて、殺してやろうと思ってたんだ！　なのに……なのに……」

　美久地が、掲かかげたナイフを震ふるわせ、冷たい空気を吸い込んだ。







　十年前。眼が覚めた時、少女は病院のベッドで横たわっていた。

　何か、大変なことがあった。それだけは感覚で理解出来る。だが不ふ思し議ぎなことに、少女は具体的なことを何も思い出せなかった。

　伝えられたことは、強盗が村に火を放ち、自分だけが生き残ったのだという残ざん酷こくな現実。その時のショックで、記き憶おくが曖あい昧まいになってしまったのだという、腑ふに落ちない事実。

　そして誰だれもそのことに触ふれず、在り得ないことなのに、焦こげ目のように記憶にこびりついて離はなれない、禍まが々まがしい『鬼』の姿。

　施設に入れられ、新しい両親に迎え入れられても、少女の心は暗く陰かげったままだった。まるで、鎖くさりで締しめ上げられ、鍵かぎでもかかってしまったかのように。

　一つだけはっきりと覚えていたのは、自分には親友が居たということだ。ぶっきらぼうで、口が悪くて。それでも、いつだって明るくて、自分を励はげましてくれた、大好きだった男の子のこと──。

　今の自分を見たら、彼は何て言うだろう。少女はある日、そんなことを考えた。

　そう思った時、涙が零こぼれた。彼が何て言うかなんて、手に取るように分かるからだ。

『何泣いてんだよ馬鹿。ほら、一いつ緒しよに居てやるから、もう泣くなよ』

『心配すんなって。俺がついてんだから大だい丈じよう夫ぶだよ！』

『約束だぞ！　絶対に、一緒に幸せになろうな！』

　腫はれ物に触さわるように過保護に甘やかされて育ち、引っ込み思じ案あんで、人見知りが強かった少女にとって、少年はとても眩まぶしくて、憧あこがれで。

　そして、そんな彼と肩を並べて、友達だと胸を張れることが、本当に誇らしかった。

　だが、彼は死んだ。化け物に殺された。

　その事件の後、少女が初めて涙を流したのは、両親の死ではなく、親友の死に悲しさを覚えたからだ。

　悔しかった。苦しかった。辛つらかった。枯かれ果てるまで泣いて、泣いて、泣いて。その果てに。

　また明日。そう言ってくれた少年との、永遠の約束が胸に残っていることに気づいた──。

「……うん」

　生きている。そして、生きていく。理り不ふ尽じんに死んでいった彼の分まで生きて、そして、きっといつか、幸せになって笑ってみせる。

　いつかきっと、彼のように誰だれかの希望になってみせる。そう願ねがって。

　いつかきっと、犯人を見つけ、友の仇かたきを討うってみせる。そう誓ちかって。

　だから、少女は強くなろうと決心した。懸けん命めいに明るく振る舞まったし、新しい両親とも必死に打ち解とけようと努力した。少し悪ぶってみたり、もっと広い世界を知ろうと写真を始めたり。

　花屋の子供であった親友が、よく作って持ってきてくれた造花を、永遠に残る絆きずなの証あかしとして、自分の手でも作り始めてみたり──。

　少しずつ、少女は親友の背中を追いかけ始めた。

　十年の月日が経たち、田舎いなかの高校に転校することが決まって、そこで自分と同じような転校生に会った。世間知らずで、からかい甲が斐いのある面おも白しろい奴やつだった。

　切っ掛けは色々あったが、体を張って弱い奴の盾たてになったり、不器用でも優やさしい一面があったり、時には、自みずからの命すら顧かえりみずに、自分を助けに来てくれたり。

　その少年はどこか、かつての親友に似ていて、少女は少しずつ少年に惹ひかれていった。

　心に刻まれていた憎ぞう悪おすら影を潜ひそめていくほどに、彼との時間は充じゆう実じつしていた。

　だが、しかし。

　自分を攫さらった男にナイフを渡され、見つけてしまった。その眼で、見てしまった。

　見知ったその顔が、凶きよう悪あくな面めん貌ぼうへと変わるのを。何度も自分を助けてくれた腕が、醜みにくく膨ふくれ上がるのを。優やさしく自分を見つめてくれた瞳ひとみが、邪じや悪あくに赤く光るのを。

　大切な人だった。過去を背負い、懸けん命めいに走ってきた末にようやく出会えた、こんな痛々しい自分でも、真まっ直すぐに見つめてくれる人。

　こんな自分を、大切だと言ってくれた人。

　彼のことが好きなんだと、いつか、自分の気持ちとちゃんと向き合いたかった。

　そう思っていた。信じたかった。

　なのに。それは噓うそだったのか。分かっていて騙だましていたのか。あの優やさしい笑顔の裏で自分のことを嘲あざ笑わらっていたのか。あの時、大好きだった親友を引き裂さいたのはお前なのか。なら、何な故ぜお前は好きな人が居たと涙を流したのか。あれすらも噓だったのか。

　嫌だ。信じたくない。そんなはずがない。お前のはずがない。いつまでも、一いつ緒しよに居たいと、心から願ねがえた人がここに居たのに。明日もまた笑いあえると、そう信じていたのに。

　なのに。なのに。なのに。なのに。なのにっ──。







「どうしてお前なんだよぉっ！」

　ようやく、分かった。

　御み霊たまの生まれて初めての親友は、御霊の初めての恋の相手は。

　ずっと、ここに居たのだ。それを、そうだと気づかないまま。

　十年余りだ。風ふう貌ぼうは面おも影かげも残さぬほどに変わっている。美み久く地じはその事件のせいで、鍵かぎ屋やに記き憶おくを施せ錠じようされ、新しい両親に引き取られるよう、手を回してもらったのだろう。

　嶺れいはこの計画の監かん査さ役。恐らく御霊の身辺について調べていくうちに、辿たどりついたのだ。

　七なな緒お美久地とは、一体何者なのか。

　気づけるはずもなかった。御霊も彼女の下の名前は知らなかったから。だが、しかし。

　──あぁ、分かる……。

　雨に濡ぬれて下りた長い髪かみと、不安に満ちた儚はかないその表情。見える。かつての面おも影かげが確かにそこに見える。

　彼女の名前は──天羽あもう美久地。

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、体は動かず、刺された箇か所しよからは鮮せん血けつが流れ出している。痛みと疲労で朦もう朧ろうとする意識の中、叩きつける雨粒と、喉のど元もとに突きつけられた刃やいばの冷たさだけが妙にはっきりと感じられていた。

「パパとママの……あいつの……仇かたき」

　突きつけられるナイフに力が込められるのが分かる。あと数秒で命を絶たれるのだろう。

　しかし、それでも。

　それでも御霊は。

「……はは」

　笑った。

「何が可お笑かしい！」

　向けられる怒りも憎しみも、身を襲おそう痛みも、そんなものはどうでも良いと思えるほど。

　御み霊たまは笑っていた。心からの歓かん喜きに打ち震ふるえ、熱い涙を零こぼしながら。

「良かった……」

　痛々しい笑顔を美久地に向け、手を伸ばしながら、御霊は震える声で呟つぶやいた。

「生きててくれて……」

　美み久く地じがくっ、と息を漏もらす。

「笑うなっ！」

　美久地がナイフを一いつ閃せんした。御霊の衣服が裂さかれ、大切な宝物が外に飛び出す。

　豪ごう雨うに晒さらされ、溢あふれ出る鮮せん血けつを浴び、それでも尚なお汚れない、久く遠おんがラミネートしてくれた御霊の宝物。

　魂こん々こんちゃんのイラストが描かれた絆ばん創そう膏こうのネックレス。

「……な、何で」

　美久地がそれを見てたじろいだ。

「何でお前がこれを持ってんだ！」

　やはり、美久地も気づいていなかったのだ。本ほん鬼きになった御霊の姿は、人間の時の面おも影かげをほとんど残さない。そして、あの事件の時に美久地が見たのは、本鬼の姿より更さらに禍まが々まがしい、鬼き子し解かい醒せいした悪あつ鬼きそのものの御霊だった。

　御霊は天あま邪じや神じん宮ぐうで久く遠おんの式しき神がみとなる道を選んだ。当然、人間界では死んだことになっている。

　だから、気づかなかった。

　御霊は遠のいていく意識の中で、ただ笑みを送る。

「う、噓うそ……」

　美久地が瞠どう目もくして、ナイフを取り落とした。

　篝かがり火びの姓は、久遠から受け継いだもの。御霊の名は、久遠の式神として授さずかった名。

　御霊は、初めて彼女に名乗った時のように、己の名を告げる。

「俺の、名前は──天あま川かわ水み無な瀬せだ」

「そ、そんな……お前が……水無瀬、くん？」

　十年経たった。ようやく。ようやく約束を果たすことが出来る。

「また……会えて、良かった」

　上げていた腕も、もう限界だ。

「ま、待て……待って！」

　美久地がその手を掴つかんでくれる。雨の中でも尚なお失われぬ温もりが心ここ地ちよかった。

「ごめんな、美久地」

　──ありがとう。

　もう、それほど時間は残されていない。美久地が泣き叫ぶ声が聞こえる。美久地には傷を残すことになるが、結果的に美久地は全すべてから解放されるのだ。

　約束は果たせた。両親を殺した悪あつ鬼きは倒れ、美み久く地じはこの先も、きっと強く生きていける。

　お嫁よめさんにしてあげるという、もう一つの約束は──守れないけれど。

「嫌だあぁぁぁっ！」

　すがりついてくる美久地の体を感じながら、御み霊たまはもう、考えることも辛つらくなってきた。ただ眠い。美久地に抱かれて眠るのなら、悪くないかもしれない。

　そんなことを思った時だ。

「おんたま君！」

　泥どろを跳ね上げながら、聞き覚えのある声が飛んできた。その澄すんだ声は間ま違ちがいなく、子こ芥け子しのものだ。

「お、お願ねがい！　こいつを助けてあげてください！」

　子芥子は美久地の懇こん願がんに短い頷うなずきを返すと、御霊の傍かたわらに屈かがみ込んだ。御霊の酷ひどい状態に、子芥子の表情が曇くもる。

「おんたま君、ボクに万ばん象しよう錠じようを！　どうにか傷を施せ錠じようするから！　代だい償しようは大きいけど……可能性は残ってる！　諦あきらめちゃ駄だ目めだっ！」

　ふと、御霊はやり残したことを思い出した。

　──そうだ、これを残さなきゃ……。

　久く遠おんの願いを、力と共に託たくさなければならない。この人ならば間ま違ちがいはないはずだ。この先もきっと、久遠の意志を受け継いでくれるはず。

　万象錠との契約は重い。所有者は生きている限り、契約時の制約を負い続けなければならない。しかし、それを手放す手段が一つだけある。

　契約破は棄き。万象錠によって所有者の霊れい力りよくが全すべて施錠される代わりに、その契約から解放される、死と隣となり合わせの逃げ道。

　だが、御霊はもう心身共に限界だ。どの道、これで終わるのならば。

「後は……頼たのみます」

　そして御霊は──顕けん現げんさせた万象錠を──ゆっくりと──微ほほ笑えむ子芥子に──。

「渡すな御霊！」

　手渡す直前。地面から無数の蛇へびが飛び出し、壁かべを作るように子芥子を牽けん制せいした。

「生きてるかい、御霊」

「あ、ねご……？」

「痛いよ、歯食いしばんな！」

　八や岐またが乱らん暴ぼうに叩きつけて来た札ふだが、御霊の傷口に張りつく。

「うっ、ぐあぁぁぁっ！」

　無理やり傷を繋つなぎ合わせるような鋭するどい激げき痛つうが御霊を襲おそった。痛みも和やわらぐというよりは、麻ま痺ひしたように引いていく。八岐が用いる治ち癒ゆの札だ。

　一回限りの使い捨てだが効力は強く、全身を襲おそっていた死の感覚は一気に薄うすらいだ。

「間に合って良かったよ。馬鹿だねあんたは」

　即そく座ざに八や岐またが玉ぎよく露ろの腕うで輪わをはめてくる。途と端たん、ギリギリだった霊れい力りよくが少しずつ充足していく温かな感覚が全身に広まっていった。

『ごめんなさい御み霊たま様。もし御霊様が腕輪を外して行動するようなら、すぐに伝えるように八岐様から仰おおせつかっていたのです』

　状況が上う手まく理解出来ない。八岐が一気に表情を険けわしくして、その存在を睨にらむ。

「間かん一いつ髪ぱつ。残念だったね子こ芥け子し」

　いつもの微び笑しようを薄うすくして、子芥子が小首を傾かしげる。

「……何を言ってるの？」

「立ちな、御霊」

　無理やり引き起こされ、御霊は困こん惑わくしたまま立ち上がる。両の足で立てることがまず驚おどろきだった。

　その場に居るのは、御霊、八岐、子芥子。放心状態の美み久く地じと、満まん身しん創そう痍いの嶺れい。

「やっと追い詰めたよ、純すみ波なみ子芥子」

　八岐が蛇のような眼つきを、何な故ぜか子芥子に向けていた──。







　八岐が厳しい口調で言葉を放つ。

「そこに転がってる小こ僧ぞうの言葉に、気になることがあった。無む垢くという少女も、鋭するどい爪つめで切り裂さかれたような傷きず跡あとがあったってねぇ」

　八岐が声こわ色いろ低く言葉を紡つむいでいく。

「一年前、もしこの場に久く遠おんと無垢を殺した第三者が居るとしたら……小僧の疑問は竜りゆう嵐らん事じ変へんの根こん幹かんに関わるものだ。だから、あたしも竜嵐事変の関係者を徹てつ底てい的に洗い直したのさ」

　八岐もまた、竜嵐事変の謎なぞに挑んだのかと、御霊は呼吸を整ととのえながら八岐を見み据すえる。

「けど、有力な情報はどこにも無かった。だが一つだけ……被害者に共通点があったのさ。あの日この山で死んだ者、増ぞう援えんに駆かけつけた邪じや気き祓ばらい達までも、皆、深々と抉えぐられたような傷を負って死んでいた。もしそれが……竜の爪つめ痕あとじゃ無いとしたら」

　御霊がどうにか意識を奮ふるい立たせながら問いを口にする。

「それじゃ、本当に居るのか。他に……久遠を殺した奴やつが。けど、動どう機きがある奴なんて……」

「動機なんか問題じゃないのさ。言ってみれば、それを知る万人に動機がある」

「え？」

「これまでに何度も居たじゃないか。万ばん象しよう錠じようを狙ねらって来る連中が」

　御霊はその的まとを射た指摘に息を飲む。嶺がそうであったように、最強と名高い万象錠を手に入れたいと思うのは皆が同じはずだ。その欲求がもし一線を越えれば、誰だれもが久く遠おんに凶きよう刃じんを向ける可能性がある。

「完全な盲もう点てんだった。誰しもが、そんなはずが無いと思うだろう。けど決め手になったのは、後から駆かけつけたはずの鍵かぎ屋やの増ぞう援えんが多く死んでいたという事実。そして、その増援の中で一人だけ……命を繋つないだ女が居る」

　八や岐またが呟く。

「……眼の前にね」

　八岐が冷れい徹てつに子こ芥け子しを射い抜ぬく。

「こ、子芥子さん？」

「子芥子、その両腕の包帯、取りな」

　子芥子が身を庇かばうように一歩を引く。

「あんた、竜りゆうにやられたって言ってたねぇ。けど、その竜にやられた御み霊たまはこの通りボロボロだ。けど、あんたのその腕……それほどの深手には見えないんだが、どうだい？」

「っ……」

「取りな」

　有無を言わさぬ八岐の言葉に、子芥子は静かに吐息して、両腕の包帯を取り去った。

「え？」

　その白く細い腕に刻まれているのは、一ひと筋すじの亀き裂れつ。まるで、刀で一いつ閃せんされたような。

「その鋭するどい剣筋の後が、どうして竜にやられたものなのか、教えて欲しいねぇ」

「八岐……ボクは」

「全部分かってるんだよ。純すみ波なみの血族のことも」

　御霊は理解が追いつかない。

「どういうことだよ、姉あね御ご」

　雨の中、八岐の声が響ひびく。

「優ゆう秀しゆうな鍵かぎ屋やの一員にして、久遠の恋人。一年前の生き残りとして前線を離り脱だつし、鍵屋の上層部へ入り、久遠の意志を継いで今回の計画を進めた『人間』。誰だれも疑わない、完かん璧ぺきな経歴だ」

　だが、と八岐が続ける。

「あんたとも知り合って長い。けど久遠とのこともあって、あんたのことは昔から気に入らなかった。距きよ離りを置いてあんたを見ていたからこそ、感じたことがある。あんたは……人間にしては不自然なくらい完璧過ぎた」

　まるで、そういう人間を演じているようだと、不ふ吉きつな一言が、曇どん天てんに響いていく。

「だから今回の件で気になって、あんたの素す性じようを調べた。先祖代々ひたすら遡さかのぼってね。あんたは人間ってことで通ってるけど、代を遡ればどこかに何かの妖よう怪かいの血が混ざってるかもしれない。初めは小こ悪あく党とうの名前でも出てくるかと思ってたけど……」

　八や岐またがどこか畏い怖ふするような口調で告げる。

「まさか『天逆毎あまのざこ』なんて大物に行きあたるとは思わなかったよ」

「天逆毎……？」

「天てん狗ぐや天あまの邪じや鬼くの始し祖そとされる日本の女神さ」

　御み霊たまが子こ芥け子しを見る。子芥子は表情を消したまま八岐を見み据すえていた。

「一度気づいてしまえば、後は簡単だった。天逆毎、常に物事をあべこべにする化け物だったそうだねぇ。あんたの名前、一族の姓にその由来があった」

　純すみ波なみ子芥子。逆にすると。

「子芥子波純。名は変わらず、姓は波純……すなわち、波は旬じゆんとなる」

「波旬？」

「御霊、あんたも聞いてきたじゃないか。波旬の別名は──」

　八岐が衝しよう撃げきの言葉を口にする。

「第六天てん魔ま王おうだ」

「なっ!?」

「流石さすがは欲望の化身。己を第六天魔王に結び付ける辺り、大それた先祖をお持ちだねぇ。そうさ。天上の世界で最も欲深いとされる神を名乗る大妖怪の血統。それがあんただ、純波子芥子」

　天逆毎。物事が思い通りにならない時、鬼き神じんのごとく荒れ狂う神だったという。

　深すぎる欲望と、傲ごう慢まんなる自意識の果て、その存在は更さらに強大な神を自称するに至った。

　第六天魔王。欲深い神の化身へと。

「女天狗の外見は元から人間と見分けがつかない。だから誰だれも気づかなかった」

「ま、待ってよ。ボクは」

　その時、子芥子の背後の草むらから巨大な蛇へびがその華きや奢しやな体を飲み込まんと飛び出してきた。八岐が用いる大蛇おろち招しよう来らいの術だ。

「っ！」

　背後からの不意打ち。長大に開かれたその口に、しかし子芥子は反射的に手しゆ刀とうを繰くり出す。たったそれだけのことで、蛇は真っ二つに切り裂さかれ、鮮せん血けつを噴ふき出して絶命した。

　一いつ瞬しゆんのうちに繰り広げられたあり得ざる攻防に、御み霊たまは絶句する。反応速度も、手刀の威い力りよくも、とても人間に出せる力ではなかった。

「これが、証しよう拠こだよ」

　冷たい雨に打たれながら、右腕を返り血に染めた子芥子が、ゆっくりと顔を上げる。

「一年前の事件の関係者の中で生き残っていて、久く遠おんの近くに位置し、強大な力を持ち、そして今、御霊から万ばん象しよう錠じようを受け取る時、確かにあんたは笑ってた」

　御霊の鼓こ動どうが速まっていく。

「これだけの状況が揃そろってる。どうだい子こ芥け子し」

　今、他に疑う対象が居ない所まで状況が切せつ迫ぱくしている。

「子芥子さん……違いますよね……だって、子芥子さん、ずっと」

　違って欲しいという願ねがいが、途と切ぎれ途切れに御み霊たまの口から声となって漏もれ出す。

　だが、しかし。

「はぁ……流石さすがに経歴まで調べられたら厳きびしいか。大した執しゆう念ねんだね八や岐また。女の嫉しつ妬とがこんなに怖いとは思わなかったよ」

　子芥子がいつもの笑みを浮かべて小首を傾かしげた。

「どの道、邪じや魔まが入った段階で今回の計画は破は綻たんだ。なら、もういいや」

「子芥子、さん？」

「そうだよ八岐、正解だ」

　子芥子が、曇くもりの無い笑顔で両手を広げた。

「天逆毎あまのざこ、純すみ波なみ子芥子。久く遠おんさんを殺したのは──このボクだよ」
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　子芥子は語る。思い出と共に、その本性を。

　天あま邪じや神じん宮ぐうで産まれて間もなく、天逆毎として覚かく醒せいしたこと。あらゆる欲望が強く、深く根付き、欲した物は全すべて手に入れて来たことを。

　そんな子こ芥け子しが望んだ物。それが万ばん象しよう錠じようだった。

　あらゆる物を施せ錠じよう、封ふう印いんする力。都合の悪いものを何もかも排はい斥せきし、自身に絶対の座を約束する刀とう鍵けん。

　彼女は欲した。故ゆえに、その渇かつ望ぼうの瞳ひとみに久く遠おんが止まったのは当然のことだった。

　優ゆう秀しゆうな女性であるという利点を生かし、巧たくみな立ち回りで久遠と同じ部隊に入った子芥子は、急速にその仲を縮ちぢめていき、美しい蒼そう月げつの夜。子芥子は久遠に愛を告げた。

　敵を作らない慇いん懃ぎんな性格と、生まれついての女神としての美び貌ぼうは、男女問わず多くの人間を魅み了りようし、それは久遠も例外ではなかった。

　例外ではない、はずだった──。

　子芥子を受け入れた久遠との、誰だれもが羨うらやむ幸せな生活の中、やがて予想外のことが起きる。

「久遠さんはね、ボクが天逆毎あまのざこであることに気づいていたんだよ」

　ベッドの中、耳元で告げられた久遠の意図に、子芥子は仰ぎよう天てんする。

　欲され、狙われ、それでも尚なお、手放さない。そうすることによって、強大な神の一ひと柱はしらである子芥子を自分に釘くぎ付づけにし、他に狙う対象を生み出さないようにする。

　久遠が子芥子を受け入れた理由が、そこにあった。

「やられたと思ったね。篝かがり火びの名は伊だ達てじゃなかった。けどね……」

　久遠は決して、子芥子を退治しようとはしなかった。その正体を周囲にもひた隠かくしにし、ただ満たしきれぬ子芥子の欲望を日々あらゆる手段を以もつて埋めてくれた。

　子芥子は天逆毎としての己の欲望に逆らえない。一度欲した以上、手に入れるまでその執しゆう着ちやくは決して消えない。一種の呪のろいのようなもの。

　ある時、あまりに不ふ可か解かいな久遠の行動に、一度だけ子芥子は激げき怒どしたことがある。

　いつ殺されるとも分からないのに、何な故ぜ自分に寄り添そい続けるのか、と。

「そしたら、久遠さんは言ったよ……君が好きだからってね。呆あきれたよ、本当に呆れた」

　初めは、ただ子芥子という危険因子を繋つなぎとめ、監かん視しするためだけだったはず。しかし、いつしか久遠のその想いは、本物になっていた。

「憤いきどおるボクを前に、それでも優やさしく笑う彼を……本当に……馬鹿じゃないかと思ったよ」

　だが、その時気づいたのだ。彼こそが、底知れず、果てなき自分の欲望を満たし続けてくれる存在なのではないかと。

　その時から、子芥子は人として久遠を愛するようになった。手に入らずとも、それが生しよう涯がい共に居られる理由になるならそれで構わない、と。

「けどね……やっぱり、そんな都合の良い話は無かったよ」

　日々深まっていく万象錠への執しゆう念ねん。日々高まっていく久遠への愛。どれだけ体を重ねても誤ご魔ま化かしきれない欲望と、久遠への想いの板いた挟ばさみになった子芥子は、遂ついにその存在と出会う。

「二年前、そこの逆さか神がみ嶺れいの母親が血に目覚めた時、対処に出向いたのは久く遠おんさんとボクの部隊だった。関係者の記き憶おくを施せ錠じようしていく中、見つけたんだよ」

　強い力を秘めた、竜りゆうの兄妹を。

　そして、遂ついに己の欲望に逆らえなくなった子こ芥け子しは練ねり上げた計画を実行に移す。

　鍵かぎ屋やから盗み出した、現在嶺の手にある封ほう鍵けん・限げん祓ばつ鍵けん。危険過ぎて封ふう印いんされていた限祓鍵を使い、まだ幼おさない少女の眠れる竜を斬きり開く。

　そして、いち早く異変に気づいたフリをして、久遠に状況を報告し、単身戦いに出向くように仕向けた。

　後は邪じや魔まが入らぬよう、増ぞう援えんに駆かけ付けた人間を殺害し注意をそちらに向ける。そして、竜との激げき闘とうが終わった頃ころ合あいを見み計はからい、子芥子は鎮しずまった竜の少女を人質に、久遠と対たい峙じした。

「もう、限界だった。万ばん象しよう錠じようへの欲求はボクの心を崩ほう壊かい寸すん前ぜんまで追い込んでいてね……流石さすがに人質を取れば久遠さんも諦あきらめてくれると思った……けど、あの人は」

　万象錠を渡すフリをして子芥子に近づき、不意をついた神しん速そくの居い合あいで、子芥子の両腕を斬ったのだ。

　意のままにならぬ者を許さぬ、荒ぶる神である天逆毎あまのざことしての力を施錠された子芥子は、反射的に残る力で竜の少女と、久遠の身を切り裂さいていた──。

　一いち撃げきで山の中腹まで吹き飛んだ久遠を追い、子芥子はおかしくなりそうな心のまま、血ち濡まみれの久遠と対峙した。

「死の間ま際ぎわ、ボクは最後まで万象錠を求めた。けど、彼は……渡さなかった」

　子芥子は傷を施錠し、久遠を救うつもりだった。子芥子が秘める霊れい力りよくもまた莫ばく大だいだ。充じゆう分ぶんに万象錠を扱あつかえるはずだった。

　しかし、間ま違ちがいなく死ぬと分かっているはずなのに、それでも久遠は渡さなかった。

　子芥子が万象錠を手に入れてしまえば、そのものに対する執しゆう着ちやくは完全に消失し、また別の何かを求める。久遠はそれを、防ごうとしたのだ。

　愛する人が、万象錠という止められない力を振りかざし、他者の大切なものを奪うことが無いように。

「彼はボクを愛してくれたけど、欲しい物は、与えてくれなかったんだ……」

　子芥子は更さらに深い記き憶おくの海へと沈んで行く──。







　久遠が死んだ。

「……ぁ」

　大好きだった。心から愛していた。しかし、求めたものだけは、与えてくれなかった。

「──ぁ──ぁ、ぁ──あぁぁ──」

　手に入れるまで、求め続けなければならない。しかし、もう手に入らない。

　彼を愛し続けなければならない。今までもこれからも。

「──ぅぁ──う、ぐ──が、ぁ、ぁぁ──」

　しかし、もう彼はいない。

　殺してしまった。

「──────」

　豪ごう雨うに打たれながら、暗くら闇やみの天を仰あおぐ。叫ぶ。声にならない声で吼ほえる。

　砕くだけ散った心。子こ芥け子しは、誰だれかを傷つけずに済むように彼が封ふう印いんしてくれた両腕を振り上げ、大地を殴なぐった。

　万ばん象しよう錠じようで施せ錠じようされながらも、未だ残る忌いまわしき欲望の女神の力は大地を揺ゆらした。地震となって山を揺るがした子芥子の悲ひ愴そうの一いち撃げきは、山そのものを殺さつ戮りくの凶器へと変へん貌ぼうさせる。

　全すべてを飲み込まんとする山の鳴めい動どうが、莫ばく大だいな土ど砂しやを伴ともなってふもとの村へと落ちて行く。その光景を焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみで見つめながら、子芥子は虚きよ無むに浸ひたる。

　あの竜りゆうの憑つきもの筋の少女も、崩くずれて行く山に飲み込まれた。偶ぐう然ぜんなどではない。自分が殺したのだ。

　村の人間も、もうすぐ皆が死ぬ。

「はは……はははは……」

　結局、久く遠おんの最後の願ねがいも届かなかった。子芥子は大量の命をその手で散らすのだ。

　粉こな々ごなになった心が生むのは、割れんばかりの激げき痛つうが襲おそう頭と、一ひと筋すじの破は滅めつ的な涙だった。

「──もう、いいや」

　景け色しきが遠のく。全すべて消えていく。

『子芥子、愛してる』

　最後に聞こえたのは、二度と会えない、最愛の人の言葉だった。

「ボクもだよ。久遠」

　冷え切った泥どろの上に倒れ込み、子芥子の意識は途と絶だえた。

　そして天あま邪じや神じん宮ぐうで目覚めた子芥子は、万象錠がその式しき神がみに受け継がれていることを知る──。







「逆さか神がみ嶺れいが鍵かぎ屋やに入り、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎの弟で子しとなった。ボクはこの計画を進め、彼らが万象錠を狙ねらっておんたま君と対立するように仕向け……そして同時期に、おんたま君のトラウマでもあり、幼おさな馴な染じみでもあった七なな緒お美み久く地じを、母親を空気の綺き麗れいな土地で静せい養ようさせることを名目にこの地に呼び寄せた」

　子芥子がもはや悲痛にしか映らない笑みのまま、言葉を紡つむぐ。

「七緒美久地の記き憶おくは当時の鍵屋によって施錠されていたけど、初日に登校する直前、ボクの刀とう鍵けんですれ違いざまに記き憶おくを解かい錠じようして、眠れる復ふく讐しゆう心を呼び覚ましたんだよ」

　初めて美み久く地じと出会った時のことを思い出す。頭痛で遅れたと言っていたのは、それが原因だったのだろう。

　美久地が子こ芥け子しの姿をぼんやりと覚えていたのも、その瞬しゆん間かんが印象強かったから。

「嶺れいによって、体を。美久地によって、心を破は壊かいすれば、きっと全すべてを諦あきらめ、万ばん象しよう錠じようをボクに渡してくれると思ったから。多少の予定違いはあったけど、ほぼボクの見立て通り」

　ふふ、と力無い笑みがこぼれる。

「人の欲望に関しては、手に取るように分かるからね」

「……そして大詰めで、失敗したって訳かい」

「そういうことだね。まさか死して尚なお、久く遠おんさんの式しき神がみに阻はばまれるなんて、皮肉だよ……けど、もう関係ないかな」

　話を終えた子芥子が、ふぅと吐息してから、ゆっくりと一歩を踏み出してきた。

「動くんじゃないよ！　玉ぎよく露ろ、弐に毛け！」

　八や岐またの指示により、辺り一帯に強力な結界が展開された。薄うすい光の壁かべのようなものに包まれ、子芥子がガクリと全身が重くなったようにうなだれる。

　かつて、久遠がこの山に展開した結界とほぼ同じものだ。久遠と霊れい力りよくで繋つながっていた式神以外の妖よう怪かいの動きを減げん衰すいさせる大結界。

「この山には、久遠の霊力が残ってるんだ。別の場所で弐毛と玉露が結界の起点になってくれてる。今のうちに退ひくよ御み霊たま！」

　何枚もの札ふだを宙に展開し、盾たてのように構えた八岐だったが、次の瞬しゆん間かん。

「もう、邪じや魔ましないでよ」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　僅わずか一歩の踏み込みで瞬間移動の如ごとく距きよ離りを詰めて来た子芥子が、八岐の展開した札の盾に鋭するどい蹴けりを叩き込んだ。両者の激げき突とつが地震のような衝しよう撃げきを生み、付近一帯を強く揺ゆるがす。

「ぐっ……こ、子芥子、あんた……っ！」

「邪魔だって……言ったよね!?」

　決死の抵抗も虚むなしく、八岐の盾は和紙が破れるように呆あつ気けなく貫つらぬかれた。

　一いつ切さいの減衰無く、杭くい打うち機きの如ごとき凄せい烈れつな威い力りよくで渾こん身しんの一いち撃げきが八岐に炸さく裂れつする。大地に傷を残しながら吹き飛んだ八岐が、木々を薙なぎ倒しつつ宙に踊り、禍か竜りゆう山ざんから落下した。

「姉あね御ごっ！」

　その光景は、一年前にこの場で久遠と子芥子が繰くり広げた、刹せつ那なの攻防の再現。

　訪れた静せい寂じやくに、御霊は呼吸すら忘れて子芥子を振り返る。

　八岐すら打ち破る、その圧倒的な速度と威力を生み出したもの──。

「これを見せるのは……久遠さん以外では、君が初めてだよ」

　その背に現れていたのは、広げた腕の三倍はあろうかという巨大な漆しつ黒こくの翼つばさだった。天てん狗ぐの始し祖そであるという天逆毎あまのざこが持つ、力の象しよう徴ちよう。禍まが々まがしくも、神こう々ごうしくもあるその雄ゆう大だいな異い様ようは、そんなはずがないという御み霊たまの願ねがいを、完かん膚ぷなきまでに打ち砕くだいた。

　間ま違ちがい無い。この女性が、全すべての元げん凶きようだったのだ。

「……さ、おんたま君」

　久く遠おんに力の一部を封ふうじられ、結界で動きを縛しばられて尚なお、この動きと力。鬼おにでも、竜りゆうですら及およばない、神の名を冠かんする存在が、こけしのように柔にゆう和わな笑みを向けてくる。

　重苦しい薄うす闇やみと冷たい雨の向こうに見える、何度も眼にし、何度も安あん堵どさせられてきたその笑みの真の意味を悟さとり、御霊は戦せん慄りつする。

「刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じよう……ボクに頂ちよう戴だい」

　漆黒の翼が、そっと御霊を抱き締しめるように周りを囲んだ。

　逃れようの無い絶望が迫せまってくる。咄とつ嗟さに万象錠をその手に召しよう喚かんした御霊だったが、

「おっと」

　鎌かまのように鋭えい利りな手しゆ刀とうで即そく座ざに弾はじき飛ばされた万象錠が、遥はるか子こ芥け子しの後方に落ちていった。速過ぎる。万ばん全ぜんの状態でも到とう底てい太た刀ち打うち出来ない確信が、無力感と共に胸を蝕むしばんだ。

「ふふ……ほら……二人っきりだよ、おんたま君」

　妖よう艶えんな笑みが御霊に近づけられ、細い手がそっと御霊の頬ほおを撫なでる。その指の冷たさに、御霊は体の芯しんが凍こおるような寒さむ気けを覚えた。

「ねぇ。何なら、良いことしてあげようか？」

　取られた御霊の手が、一気に身を寄せてきた子芥子のふくよかな胸に押し当てられた。

「良いよ、何でもしてあげる……その代わり、ボクに万象錠を頂戴」

　耳元で囁ささやかれ、意識が飛びそうな程の甘い香りに、冷静な思考力が削そぎ落とされていく。

「知ってるよね？　万象錠は、ただ手放すだけでは契約が解かい除じよされない。契約を解除するには……死ぬか、相応の代だい償しようを払う必要があるって」

　優やさしく抱きしめられた御霊の背を、子芥子の手が妖あやしく撫でていく。

「契約を破は棄きする代償、すなわち万象錠による使用者の霊力の完全施せ錠じよう。並みの人間であるなら、即座に廃はい人じんだ」

　柔らかな感かん触しよくを押し当てられながら、甘い囁きが御霊の信念を揺ゆるがせる。

「けれど、幸いなことに君は妖よう怪かいだ。しかも常人とは比べ物にならない霊れい力りよくを持った鬼おにの妖怪。だから、契約破棄を行えば──」

　少しだけ身を離はなした子芥子が、御霊の瞳ひとみを見み据すえて言い放つ。

「疑ぎ似じ的に、人間に戻れるかもしれないよ？」

「っ！」

　──俺が、人間に……。

「今度こそ、本当に青春のやり直しが出来る。美み久く地じと二人で、失われた十年の思い出を取り戻せる。もう、何に怯おびえる必要もない。本当に全すべてから解放されるんだ」

　子こ芥け子しの柔にゆう和わな表情からは真意を計りきれないが、その言葉が噓うそでは無いことを、御み霊たまは何となく感じ取ることが出来た。

「君に、幸せになって欲しいから」

「子芥子、さん……？」

「全すべてはボクが引き継ぐ。だから……ボクと一いつ緒しよに終わりにしよう」

　少しだけ、沈ちん黙もくが訪れた。絶えず降ふりしきる豪ごう雨うの中で、御霊は俯うつむいて拳こぶしを握りしめる。

「……子芥子さん、教えて下さい。万ばん象しよう錠じようで、何をするつもりなんですか」

　その問いに答えは無かった。ただ欲しいだけ。そんな理由では悲しすぎる。ここで奪われてしまえば、久く遠おんが命を賭として願ねがったことまでも、叶かなえることが出来なくなってしまう。

　長い沈黙の中で、とても悲しそうな子芥子の表情だけが強く印象に残った。これまで、子芥子のこんな表情を見たことは一度も無い。

「ボクの全て。それが何なのかは、前に言ったよね」

「え？」

　──久遠……？

　腑ふに落ちない違和感を感じた瞬しゆん間かん、唐とう突とつに変化が起きた。

「うっ！」

　短い呻うめきと共に、子芥子が頭を押さえた。指の間から御霊を見み据すえる瞳ひとみと眼が合った瞬間、異常な怖おぞ気けが御霊を包む。思わず死を連想する、深しん淵えんの狂気が垣かい間ま見えた。

「駄だ目めだ、もう……時間が無い。おんたま君、万象錠を、渡して！　じゃないと、ボクは……君を殺してしまうから！」

　何かがある。まだ、御霊が知り得ていない子芥子の何かが眼の前にある。眼前で何かと必死に戦っている子芥子の姿はまるで、先程口にしていた天逆毎あまのざこの呪のろいと、想いの狭はざ間まで苦しんでいる姿を想起させた──。

「子芥子さん！」

「だ、め……逃げて」

　絞しぼり出すような訴えの直後、痙けい攣れんする子芥子の右腕が大きく振り上げられた。その手に見えるのは鋭えい利りな爪つめだ。

　かつて、この地で多くの命を食い破った一いつ閃せんが、御霊に襲おそいかからんと振り下ろされた。







　その光景が何を意味するのか、御霊にはすぐに理解出来なかった。

　まず分かったのは、御み霊たまの眼の前に、手を広げた美み久く地じの背があるということ。

　子こ芥け子しは、手を振り上げた状態で硬直している。

　そして。

「貴様が……無む垢くをっ！」

　嶺れいが、抜き放った万ばん象しよう錠じようの刀身で、子芥子の体ごと美み久く地じを貫つらぬいていた──。

　三さん者しや三さん様よう、ゆっくりと水音を立ててその場に倒れ伏す。眼がん前ぜんの光景に、御み霊たまは茫ぼう然ぜんとしたまま、立ちすくむしか無かった。

「み、美久地？」

　御霊に寄りかかるように倒れてきた美久地を抱き止め、御霊は青ざめたその顔を見る。

「……良かっ、た」

　とても懐なつかしい、優やさしい微び笑しようを浮かべた美久地は、そのままぐったりと動かなくなった。

「み、美久地ぃぃぃっ！」

　咄とつ嗟さに、御霊を庇かばうために飛び出してきたのだろう。その刹せつ那な、嶺もまた弾はじき飛ばされてきた万象錠を抜き放ち、背後から子芥子を狙ねらったのだ。

　万象錠が持つ施せ錠じようの力を行使出来るのは契約者である御霊だけ。しかし、契約が解かい除じよされていなくとも、万象錠の破は滅めつ的な霊れい力りよく消費は健在だ。今や霊力のほぼ全すべてを失っている嶺がその刀身を握り続ければ、それは命を貪むさぼり尽くされるのと同義。

「無垢……もう、だい、じょう……」

　加速度的にやつれていく顔は、安らかな笑みを浮かべている。髪かみも、肌の色も、真っ白に変色していった嶺は、遂ついに呼吸すら止まり、禍か竜りゆう山ざんの大地に沈んだ──。

「……ぁ」

　わななく体を抑おさえる術すべなど最も早はや無い。幾いくら心の在り方が変わっても、ここまで残ざん酷こくな現実を前に、発症した過か換かん気き症しよう候こう群ぐんの発作を止めることは出来ず、乱れ、肺はいを圧あつ迫ぱくする痛みすら無視して、御霊は叫ぶ。

　無力な自分と、己が決して譲ゆずるまいと決めていた信念までもが、跡あと形かたも無く、呆あつ気けなく崩くずれていく。豪ごう雨うの中で轟とどろく御霊の慟どう哭こくが、一年の時を経へて、再び禍竜山を揺ゆるがした。

　それは、誰だれに対する叫びだったのか、御霊には分からない。

　──俺が……弱いから……。

　嶺の言っていた通り、理想に甘え、縋すがり、逃げ続けてきた報むくいなのだろうか。なら、どうして久く遠おんは御霊に万象錠と篝かがり火びの名を託たくしたのか。

　──教えてくれ、久遠……教えて……。

　最も早はや、冷静さなど欠片かけらも残っていなかった。だが、こみ上げる感情に構ってはいられない。美久地は今、この瞬しゆん間かんも生死の境さかいを彷徨さまよっている。

　急速に冷たくなっていく美久地を横たえ、せめて自分の命が美久地の活力になればと、無む我が夢む中ちゆうで残り僅わずかな霊れい力りよくを全すべて美久地の傷口に注ぐ。

　己の霊れい力りよくを分け与え、他者の活力とする。ただでさえ難むずかしい上に、これまで玉ぎよく露ろに任せきりで、修しゆう練れんを積んでいないことが余りに悔くやまれる。八や岐またもやられた今、頼たよれる者は誰だれも居ない。

　しかし、それでも絶対に止やめる訳にはいかない。

「美み久く地じ……美久地っ！」

　ただ懸けん命めいにその名を呼び続ける。だが反応は無い。もし、もしここで美久地を失えば、自分はもう何もかもを見失う。

　本当に、自分は生きていて良いのか。それすらも──。

　その時。

「ごほっ……は、はは……結局、死に方も、選べなかった、な……当然、か」

　掠かすれた声に御み霊たまは退しりぞく。子こ芥け子しが、突き刺さった万ばん象しよう錠じようを引き抜き、尚なおも御霊に迫せまってくる。

　激げき痛つうに蝕むしばまれ、出血で呼吸も苦しいはずだ。それなのに、子芥子はまだ口元に微び笑しようを浮かべていた。

　その笑みの裏に底知れぬ何かを感じ、御霊は息を飲む。

「もう……もう止めてくださいっ！　どうして……何で……」

　子芥子の血液が川となって、禍か竜りゆう山ざんに流れていく。無理に動けば、助からないのは明白だ。なのに、子芥子はそれでも必死に何かを伝えようと、御霊に手を伸ばしてくる。

　しかし、そこに数秒前の狂気は、もう見えない。

「……あの後……目覚めたボクが願ねがったことは、たった一つだけ。万象錠を手に入れて、そして、その施せ錠じようの力で、天逆毎あまのざこの呪のろいを施錠すること……つまり」

　死相に彩いろどられた悲痛な微ほほ笑えみが、子芥子の真意を告げる。

「人間として死にたい……そうすればきっと、天国で久く遠おんと永遠に……」

「そ、それじゃ子芥子さんは、最初から……」

　自みずから命を絶つために──。

「……ぐっ！」

　御霊は今ほど己の無力に激げつ昂こうしたことは無い。こんなにも自分自身に憤いきどおることは、生涯無いかもしれない。

　──俺は、今まで何のためにっ！

　今こそ必要なのだ。これまでずっと出来なかったことが。誰かに手を差し伸べるその力が。死にしか救いを見み出いだせない者の前で、自分は一体何をやっているのか、と。

　なのに。

「ははは、結局、駄だ目め、だったけどね……おんたま、君……ごめん、ね」

　悲しすぎる言葉を最さい期ごに。

「久遠……もう一度……会いたかったな……」

　純すみ波なみ子芥子は最期まで笑みを浮かべたまま、静かにその呪われた生涯を終えた──。

　嗚お咽えつが漏もれる。自分の余りの無力さに、全身が震ふるえる。食い縛しばり過ぎた奥歯が砕くだけ、口元からは血が滴したたっていく。

　皮肉にも、万ばん象しよう錠じようは手にしていた者の死を感じ取ったか、当然のように霊れい体たいとなり、再び御み霊たまの中へと戻ってきた。感覚で分かる。冷たい鎖くさりは、未だに御霊の全身をきつく縛ったままだ。

　これこそが、お前の背負う『痛み』だと、冷れい酷こくに告げるように。

　もう、誰だれも居ない。最後の一人、美み久く地じでさえも、その命の灯ひが消えかかっている。

　弾はじけ飛びそうな心のまま、もう御霊は自分を抑おさえる術すべを持たなかった。何な故ぜそんなことをしたのかは分からない。

　ただ、呼んだ。その名を強く。彼を知る誰もが、そうしてきたように。

「──久く遠おん──」

　遠く遠く、どこまでも響ひびいたその名。数秒の後に、御霊はようやく周囲の静せい寂じやくに気がついた。

「えっ？」

　誰かに支えられたように、急激に体が軽くなった。気がつけば、いつからか雨が止やんでいる。

　否いな、禍か竜りゆう山ざんの頂上にだけ、雨粒が届いていないのだ。見上げれば、ぼんやりと光る久遠の残した結界が、まだ力を発しているのが分かった。それも、展開時よりも強く。

　この山、この場所。そしてこの状況。埋まい葬そうされた久遠の遺い骨こつが、結界の起動に呼応し、その霊れい力りよくをここに来て山の表層まで練り上げてきたとしたら。

　垣かい間ま見えた希望に、御霊は残る全すべてをかける。

「美久地っ！」

　結界そのものが霊力の塊かたまりとなって、渦うずに飲まれるように御霊と美久地に収しゆう束そくしていく。膨ぼう大だいな霊力の奔ほん流りゆうが御霊を伝わり美久地へと流れ込み、そして。

「ぐっ、ごほっ！　げほっ！」

　見る見るうちに生気を取り戻した美久地が、激はげしく、はっきりと呼吸を再開する。肌にも赤みが差し、数秒後には、自力で瞼まぶたを開いてくれた。

「おん、たま？」

　意識もしっかりしている。御霊は心から安あん堵どし、その身を抱き起こした。

「良かった……本当に」

　危ない所だった。奇跡的な幸運に恵まれた、ただの偶ぐう然ぜんが起こした出来事。

　だが数秒前、急速に体にみなぎってきた優やさしく温かな力は、とても懐なつかしいものだった。この土ど壇たん場ばで、御霊に力を貸してくれた人が居たとしたら。

　そんな人間は、一人しか思い当たらない──。

「……ぁ」

　しばらくぼんやりとしていた美久地だったが、しかし、傍かたわらの惨さん状じようを眼にした途と端たん、状況を思い出したのか、眼を見開き、突然怯おびえたように震え始めた。

「あ、あ、あぁ……あ、あたし……」

　直後、御み霊たまを突き離はなすように身を引いた美み久く地じが、悲ひ愴そうに満ちた表情で頭を押さえて声を上げる。

「ど、どうしよう、どうしよう！　あ、あたし、こんな……何も、何も知らなくて……」

「み、美久地、落ちつけ！」

「来ないで！」

　それは、初めて美久地から向けられた、明確な拒きよ絶ぜつの言葉だった。

「ごめん、ごめんなさい……何も……お前のこと、何も……あたし、酷ひどいこと……っ！」

　頭を掻かきむしり、きつく眼を閉じて、危うささえ感じる姿のまま、涙を零こぼし、言葉にならない悲痛な声で、必死に謝しや罪ざいの言葉を紡つむぐ。

　それはまるで、臆おく病びみうで怖がりだった、十年前の親友の姿、そのものだった。

　──俺の……せいだ。

　寂さびしそうな、辛つらそうな顔をさせないと、あの日誓ちかったのに。二人で幸せになろうと、そう約束したのに。逃げて、もがいて、その果てが、十年越しの再会と、悲ひ劇げきの再開だった。

　自分の招いた事態に、御霊はほんの数秒眼を閉じて、表情を消す。

「お前は、何も悪くない。悪かったのは、俺だから」

　静かに美久地に歩み寄り、拒こばむ手をそっと握って、優やさしく、その華きや奢しやな体を抱き締しめた。

「だって、あたし、お前のこと、さ、刺して……」

「俺は、生きてるよ」

「何も、知らなくて……」

「それで良かったんだ」

　安心させるように優しく、冷えたその体を温める。

　恐怖と混乱に包まれ、震ふるえ続ける美久地の姿は、とても見ていられなかった。この先も、美久地は自分のしてしまったことを悔くやみ、そして、十年の時を経へて再び残ざん酷こくに刻みつけられた異い形ぎようの者達に怯え、これまでのような華やかさは、跡あと形かたも無く散ってしまうだろう。

　それは、余りに生々しい確信。美久地の優しさと、本当の弱さを知っている御霊だからこそ、分かってしまう現実だった。

　彼女はきっと、自分の罪に耐えられない。

　誰だれより美久地の幸せを願い続けた御霊が招いてしまった、一つの悲劇。

　かつて、久く遠おんがこの村に来た時のことを思い描く。

　──久遠……今なら、少しだけ分かります。

　主君が何を思って──逆さか神がみ嶺れいの母親に──万ばん象しよう錠じようを振るったのか。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……っ！」

「謝あやまるのは俺の方だ。ずっと隠かくしていて、すまなかった」

「うっ、うぅ……水み無な瀬せ、くん……」

　遂ついには堰せきを切ったように、美み久く地じは滂ぼう沱だと涙を流しながら御み霊たまに縋すがりついてきた。

「ごめんなさい水無瀬くん、あたし、あたし……まだ言いたいこと、沢たく山さんあったのに……もっと、もっと一いつ緒しよに、一緒に居たかったのに！　あたし、あたしが……何かしてあげなくちゃいけなかったのに……っ！　でも……だけどっ！」

　自分は、仮にも親の仇かたきだ。なのに美久地は、そんな親の仇のために、涙を流してくれている。

　御霊の背を掻かき抱いだいて、美久地が嗚お咽えつを漏もらしながら、必死に声を上げる。

　きっとそれが、それだけが全すべてだったのだ。告げたかった言葉も、伝えきれなかった想いも、何もかもが、その言葉に集約される。

　御霊も同じ。ずっと胸に抱き続けた、二度と叶かなわないはずの約束──。

「ずっと、ずっと会いたかった……っ！」

　半狂乱の中でも、懸けん命めいに告げてくれた言葉。あぁ、と御霊は熱い涙を一ひと筋すじ流しながら思う。

　いつだって御霊の心を救ってくれた。この人こそ、自分が愛し続けた人なんだ、と。

「その言葉で、もう充じゆう分ぶんだよ美久地。俺はもう、充分報むくわれた」

　静かに身を離はなし、その顔を見つめる。宝石のように澄すんだ瞳ひとみは、ようやく雨が上がり、曇どん天てんの切れ間から差し込んだ陽の光に照らされて、とても綺き麗れいだ。

「だから、もう良いんだ」

　自分と一緒に居れば、きっとこの先も、美久地は自分を責め続け、傷つけてしまうだろう。これ以上、美久地に悲しい思いをさせる訳にはいかない。

　自分がどれだけ惨みじめで、無ぶ様ざまな姿になろうと構わない。最も早はや、誇れるものなど無い。決して譲ゆずるまいと決めていた一線さえ、こうして砕くだけてしまえば、何ともちっぽけに見えてしまう。

　自分がこれまで、どれだけ必死に背伸びをしていたのか、今いま更さらながらに痛感する。矮わい小しような自分を隠かくすために、その身に余る理想を言い訳に逃げてきた結果がこれだ。

　自分にはもう何も無い。だからせめて。せめて──。

「美久地、泣かせてごめんな。でも……もう俺なんかのために、悲しまなくて良いんだ」

「え……？」

　御霊の雰ふん囲い気きに胸むな騒さわぎを覚えたのか、美久地が不安そうに眼を見開いた。

「俺はずっとお前の味方だ。どんな時でも、何があっても、お前を守る。約束するから」

　二人にとって、何より特別なその言葉。

「ま、待って！　何だよそれ……どうしてそんなこと……」

　涙を堪こらえ、御霊は怖がらせないよう、美久地の背を抱いていた手に、万ばん象しよう錠じようを召しよう喚かんする。

「だから、悪い夢は、もうお終しまいだ」

「……いや……嫌だ！　あたし、まだお前に──っ！」

　この数カ月の思い出に。篝かがり火び御霊という刹せつ那なの幻まぼろしに。

「ありがとう美み久く地じ──大好きだ」

　御み霊たまは重く、鍵かぎをかけた。







　こうして、一つの事件が幕まくを下ろした。

　誰だれも救われず、誰もが報むくわれた、忌いまわしく、かけがえの無い事件だった。
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　あの後、意識を失った御み霊たまは、駆かけ付けた弐に毛けと玉ぎよく露ろによって天あま邪じや神じん宮ぐうの病院に搬はん送そうされ、八や岐またと共に治ち療りように専念することになった。幸い、八岐の怪け我がは大したこと無かったようだ。

　八岐はどうやら意図的に急所を外されていたらしい。初めから子こ芥け子しには、あの場に居た者を必要以上に傷つけるつもりは無かったようだ。

　御霊は持ち得る霊れい力りよくがほぼ空からになった上、最後の最後で万ばん象しよう錠じようを使ったために、しばし危険な状態に陥おちいったが、強力な結界の余よ波はの影えい響きようか、どうにか持ち直すことが出来た。

　しかし、純すみ波なみ子芥子と逆さか神がみ嶺れいは──この世を去った。

　そして、七なな緒お美み久く地じも──御霊のことを忘れ、日常へと戻っている。

　全すべて無くした。だからこそ、ここから全てを始めるのだ。他でもない、自分の意志で。

　枯かれ果てた空っぽの心に、それでも、新しん芽めのように力強く根付いている一つの夢。

　元より、自分にはそれ以外、生きる目的など無かったのだ。

　大切な人達が夢見た理想を貫つらぬく。たとえ道を見失おうとも。目め指ざす場所は変わらない。

　誰だれに笑われ、何に責められようとも。久く遠おんの理想が間ま違ちがいであるはずが無いのだから──。

「自分を誇るのが戦い、か……そうだよな、美久地」

　いつか屋上で、美久地が教えてくれた言葉。それは、果たして誰が美久地に示した姿し勢せいだったのか、今いま更さらながらに思い出す。

　かつて自分には、たとえ過か酷こくな現実の中であろうと誰にも頼たよらず、屈するものかと抗あらがい続ける、焔ほのおのように強く輝かがやかしい意志があったのだと。

　このままではいけない。数あま多たの強い想いを受けた今、自分は変わらなければいけない。

　そんな鬼き気き迫せまるような使命感を胸に、これから歩むべき道を探しに行こうと、御霊は鍵かぎ屋やからの招しよう集しゆうに応えようと立ち上がる。

「……行こう」

　傍かたわらには、八岐が、弐毛が、玉露が立っている。

　いつだって、傍そばに居てくれる頼たのもしい仲間達。心の拠より所でいてくれる、家族達。

　──せめて子芥子さんが残した想いだけは守りたい。

　この一年、その気になれば、子芥子はいつだって御霊から万象錠を奪えたはずなのだ。

　だが、そうしなかった。久遠の理想を叶かなえるために動いていた子芥子はきっと──。

　久遠が抱いだいた理想に、誰よりも強く希望を見ていたのだと、そう信じたい。

　空くう虚きよな心。しかし、不ふ思し議ぎな力強さすら感じる炎を胸に取り戻しつつある御霊は、今も変わらず御霊を支えてくれる絆ばん創そう膏こうのネックレスを握りしめ、一歩を踏み出した。

　背に『篝かがり火び』の名を背負って。







　鍵屋の城。荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを放つ大会議場には、鍵屋の上層部に君くん臨りんする錚そう々そうたる顔ぶれが揃そろっていた。

「……以上が、今回の事件の詳しよう細さいです」

　巨大な会議場の中心。冷たい空気の中で、御み霊たまは時間をかけて事態を説明した。

　子こ芥け子しと嶺れいの死の真相。そして──目もく撃げき者しやは誰だれ一人として居ないことを強調する。

　悔しいが、子芥子の正体や、計画の裏に秘められていた目的は伏せるしか無かった。嶺に全すべてを押し付ける形になってしまうことに強い負い目を感じるが、それでも子芥子の想いを知った五ご式しきは、皆がその気持ちを尊そん重ちようしようと言ってくれた。

　正当なる罰ばつが下された今、彼女が償つぐないとして残した久く遠おんの理想を目め指ざす道は、自分達が守り通そうと決めたのだ。

　始まりは、血の呪のろいによって生じた、忌いまわしい欲望だったのかもしれない。

　しかし、子芥子が久遠と歩んだ数年間と、その意志を継いだこの決死の一年間を、御霊は誰よりも深く知っている。

　結末は悲しくとも、彼女の幸せそうな笑顔が、全て偽いつわりだったはずが無いのだから──。

　彼女が望み、信じ、残したものを、意味の無いものにしないためにも。

　──きっと、これで良いはずだ……。

　鍵かぎ屋やの中にも子芥子を慕したっていた者は多く居る。皆の想いを守るため、彼女の真の姿は、御霊達が背負っていこうと、そういう決断だった。

　だが、しかし。

「以上？　そんなはずが無いでしょう温おん泉せん卵たまごくん」

　そんな切せつ実じつな願ねがいを、平へい然ぜんと踏み躙にじる者が居た──。

　よく通る低い声。筋肉質な長身だが、高い知性を感じさせる眼鏡めがねをかけ、落ちついた雰ふん囲い気きは無言の威い圧あつ感を放っている。既すでに齢よわい三十を超えているはずだが、その力強さは若じやく年ねんの邪じや気き祓ばらいにも全まつたく引けを取らない。

「……鷺さぎ乃の火ひ……夜よ凪なぎ」

　かつて、久遠と同じ部隊で肩を並べることもあった邪気祓い。逆さか神がみ嶺を弟で子しとして天あま邪じや神じん宮ぐうに迎え入れた男。

　鍵屋実働部隊統とう轄かつ。総隊長、鷺乃火夜凪──。

　口調こそ明めい朗ろうだが、脅おどすような声こわ色いろと、御霊を見下ろす程の長身が秘める冷やかな視線は、絶えず御霊を圧あつ迫ぱくした。

「皆さん、この度は、私の弟子が大変な騒さわぎを起こしてしまい申し訳ない。師として、改めて深く謝しや罪ざいします」

　他の上層部の者達に深く頭を下げる夜凪だったが、御霊はそこに誠せい意いの欠片かけらも感じなかった。

「人の痛みが分かる、分別のある弟子だと信じていただけに……残念です」

　上う手まい言い方だと御霊は思う。これでは強気で追つい及きゆうすることが出来ない。

　今回の件、監かん査さ役として嶺れいを送りこんだのはこの男だ。それも、封ほう鍵けんである限げん祓ばつ鍵けんなどという危険な代しろ物ものを持たせた状態で。竜りゆう嵐らん事じ変へんとの因いん縁ねんまで理解した上で、だ。

　今や実働部隊の総隊長として、日々妖よう怪かい退たい治じの指し揮きをする立場にあり、切れ者で知られる男が、果たして今回の嶺の行動を、全まつたく予期出来なかったと言うのだろうか。

　御み霊たまには、こうなることまで全すべて予期した上で行動したようにしか思えなかった──。

「さて、温おん泉せん卵たまごくん。一つ質問しましょうか。君はこの先、どうするのです？」

「御霊です……勿もち論ろん、子こ芥け子しさんが残したこの計画を守っていきたいと考えています」

　馬鹿にしたような口調に眼つきを鋭するどくしながら、御霊は確かつ固こたる決意を口にする。

　が、その言葉を遮さえぎるように、夜よ凪なぎが冷たい声を響ひびかせる。

「それは、もう無理ですね」

「……何？」

　ぞっとするような視線を受け、御霊は息苦しさすら感じる中で閉口する。

「先日。五ご式しき、口くち縄なわ八や岐またと小お霊だま木き玉ぎよく露ろが報告をしてきたでしょう？　私の弟で子し、逆さか神がみ嶺が独断で暴走を開始したと。私は責任を感じてすぐに監かん視しを送っていたんですよ」

　夜凪が、当然のように告げる。

「私の式しき神がみを、密みつ偵ていとしてね」

　その言葉に、全身が凍こおりつくような錯さつ覚かくを覚えた。背後で八岐と玉露が息を飲む。

「報告を聞いて驚きました。純すみ波なみ子芥子の正体や、一年前の事件の真相など……色々と大変なことが分かりましたよ」

　全て、見られていた。思考が麻ま痺ひした御霊の瞳ひとみに、夜凪の表情が映り込む。御霊という男を見定める、真剣な眼まな差ざしだ。

「実は、君達が来る前に私は全てを報告してあります。純波子芥子が提てい唱しようした計画の全ては、万ばん象しよう錠じようを奪うための陰いん謀ぼうであったとね。既すでに計画の続行は……論ろん外がいです」

　この瞬しゆん間かん、御霊が抱いだいていた希望の全てが打ち砕くだかれた。

　奥歯が軋きしむほど食いしばり、御霊は眼がん前ぜんの男を明確に敵てきと判断する。

　──鷺さぎ乃の火ひ夜凪ぃ……っ！

　今すぐ斬きり伏せてしまいたい衝しよう動どうに駆かられるが、そんなことをしても無意味だ。

　最後に残った希望。子芥子が残した計画が、彼女が絶望の中で願ねがい続けた久く遠おんの理想が、御霊を救いたいという優やさしさが、何も出来ぬままあっさりと踏み躙にじられ、潰ついえてしまった──。

「我々鍵かぎ屋やの内部に大妖怪が潜ひそんでいた……その事実だけでも大問題だと言うのに、どうにも君は、標的にされていたと言うのに、大妖怪を庇かばうつもりのようだ」

　周囲の冷めた視線の意味がようやく分かる。

「温泉卵くん。この会議は、純波子芥子が残した計画の存続を話しあうものではありません」

　御霊の心を見み透すかしたように、残ざん酷こくな言葉が突きつけられる。

「今の『篝かがり火び』がこの先どうするのか。それを、君の口から聞くためのものなんですよ」

　周囲のざわめきが大きくなる。

「君は果たして、人間の味方なのか、妖よう怪かいの味方なのか。いい加減はっきりさせましょう。もう久く遠おんの理想を守るためという言い訳は出来ませんし、計画を盾たてに逃げることも許しません」

　隙すき間ま風のような寒さむ気けが胸の内を襲おそう。

「何だよ何だよお前ら！　おんたまが悪いみたいに言いやがって！　お前らだって何もしてないじゃんかよっ！　子こ芥け子しのこと知らない癖くせに文もん句く言うなっ！」

　横で弐に毛けが怒ど声せいを上げるが、八や岐またに押さえられていた。

「まぁ、妖怪を管理し、人間を守る立場にある鍵かぎ屋やからすれば、当然の質問だねぇ。御み霊たまが万ばん象しよう錠じようを持っている以上は」

　八岐の言葉が場を鎮しずまらせた。玉ぎよく露ろは無言のまま御霊の言葉を待っている。

「温おん泉せん卵たまごくん。君はあの時、七なな緒お美み久く地じを守るために彼女の記き憶おくを施せ錠じようした。そして、これからも彼女を守っていくと約束したそうですね」

　夜よ凪なぎの言葉が重くのしかかる。

「私の弟で子し、嶺れいの言葉を受けて。純すみ波なみ子芥子を眼の前で死なせて。それでも君は、何も思わず、何も学ばなかったのですか？　まだ君一人の力で、世界を変え、誰だれかを守れると？」

　これまでの御霊を咎とがめつつ、しかし諭さとすような言い方に、御霊は拳こぶしを握りしめる。

「戦いの果てに、理想の実現はあり得ない。なるほど確かに、君の考えは正しいかもしれない。が、流石さすがに学んだでしょう……圧あつ倒とう的てきな力の前に、無力な主張など何の意味も無いことを」

　嶺の言葉と闘とう志しが。子芥子の覚悟と強さが、鮮せん明めいに心に浮かび上がる。

　甘えた言葉など意にも介さぬ、あの強きよう靭じんな在り方は、果たして御霊が敵かなうものだったのか。

　あの結末が、御霊の勝利かと問われて、頷うなずけるほど御霊は傲ごう慢まんでは無い。

「断言しましょう。今の君では──何も守れない」

　その絶対的な事実に、御霊は返す言葉も無い。冷たい風が、己の無力に打ちひしがれ、空くう虚きよになった心の隙すき間まに入り込んで来る。

　だが、もしかしたらそれが、最後の一押しだったのかもしれない。

「さ、答えてもらいましょう。篝火御霊くん、君は果たして……どこを目め指ざすのですか？」

　最後の甘さを、捨てる時。

「……分かった。万象錠の使い手として、鍵屋への入団を宣言します」

　その言葉に、上層部のざわめきが大きくなった。戸と惑まどいや、安あん堵どの顔があちこちに浮かぶ。

「けど──俺は、主張を曲げる気はありません。俺は、戦わない」

　一転、周囲の声が一気に御霊への非ひ難なんに変わる。

「まだ久遠の理想に甘んじて、現実から眼を背け続けると？」

「そうじゃない！」

　断ち切るように言い放った御み霊たまの言葉に、周囲が静まり返る。

「貴方あなた達の言う戦いは、命の奪い合いや、主張の潰つぶし合いのことだろう。俺はそんな戦いをしていくつもりは無い。俺がすべき戦いは……どんな時でも絶望に抗あらがって、何が相手でも胸を張って、自分と、自分が信じたものを誇り続けることだけだ」

　真まっ直すぐに、こちらを見下ろす夜よ凪なぎを見返す。

「だけど貴方の言葉は正しい。今の俺じゃ理想も何も守れない。それは俺が一番分かってる」

　それでも、と御霊は高らかに声を上げる。

「我われらが主君、篝かがり火び久く遠おんの理想が、間ま違ちがいであるはずがない！　人間の味方とか、妖よう怪かいの味方とか、あの人は一度だってそんなことを口にしなかった！　あの人にとっては、全すべてが大切な命で、誇り尊とうとぶべきものだったんだ！」

　御霊の言葉に、その瞳ひとみに──燃もえ上がるような闘とう志しが──秘められていた。

　五ご式しきの面々が、威い風ふう堂どう々どうとしたその姿に笑みを浮かべて、御霊の隣となりに並び立つ。
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「人間も妖怪も、手を携たずさえて生きられる世界。俺はその理想に希望を見た。それを甘えだと笑いたければ笑えば良い！　だが俺達の主君は！　あんた達鍵かぎ屋やの英えい雄ゆうは！　そんな甘えた理想をいつだって胸に秘めていたんだ！」

　たとえ手が届かぬ理想だったとしても。

　その理想に、確かな希望の光を見た人が居たのだから──。

「俺は信念を曲げない！　強くなって、主君の在り方を継いでみせる！　久く遠おんと、子こ芥け子しさんが夢見た理想を守ってみせる！　この世界を俺達が変える！　それが俺の戦いだ！」

　──そうだろ、美み久く地じ！

　御み霊たまは、胸のネックレスを握りしめる。たとえ刹せつ那なの幻まぼろしでも、確かにそこにあった絆きずなを。

　傷を繋つなぎ、絆を創つくる、二人の希望の象しよう徴しようを──。

「人の意志を踏み躙にじるお前達に、万ばん象しよう錠じようは……久遠の願ねがいは渡さない！　それを許さないというのなら、お前達こそ俺達の敵てきだ！　命令は聞いてやる。だが忘れるな！　俺達が従うのはいつだって、篝かがり火び久遠と、その意志だということを！」

　御霊が手にした万象錠は、あらゆる理り不ふ尽じんに立ち向かう力なのだから。

　最強の切り札ふだにして最悪の刺し客かくを抱かかえ込み、騒そう然ぜんとする鍵屋の中、夜よ凪なぎが冷れい徹てつに笑う。

　明確な敵意を真っ向からぶつけあいながら、御霊と夜凪の間に鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きが渦うず巻まいた。

「腐くさっても篝火ですね……面おも白しろい。見せてもらおうじゃないですか。君の背負う篝火で、世界を照らせるか否いなか！」

　この日、人間と妖怪が暮らす天あま邪じや神じん宮ぐうに、小さな篝火が灯ともった。

　いつの日か、どんな闇やみの中でも、迷い人を導みちびく希望の大火となれるように願ねがって。







あとがき




　こうしてご挨あい拶さつが出来ることを嬉うれしく思います。初めまして、翡かわ翠せみヒスイと申します。

　こんな風にあとがきを書いていると、あぁ作家になったのか……としみじみ思います。とはいえ正直、この場を借りて何を書けば良いのかさっぱりなのですが（笑）。

　とりあえず簡単な自己紹介も兼ねまして、翡翠ヒスイという名前の由来から。

　翡ひ翠すいはご存知の通り宝石の名前ですが、この漢字「ひすい」だけではなく「かわせみ」とも読むらしく、元々はあの水辺に生息している青い鳥、カワセミを指す言葉だったそうです。

　それが転じて宝石の翡翠を指す言葉になったらしく、じゃあ「かわせみヒスイ」なら語感も悪くないし面おも白しろいかな。と思ってこんな名前にしてみました。

　翡翠は成功と繁はん栄えいをもたらす宝石にして、幸せを呼ぶ青い鳥。そして全まつたくの偶然なのですが、翡翠という宝石には「仁じん・義ぎ・礼れい・智ち・信しん」の五ご徳とくを司つかさどる力もあるんだとか。

　奇くしくも作中の主人公勢、五式と被かぶっているんです。これに気付いたのは書きあげた後でして……占いは信じない性た質ちですが、こうして作家としてデビューする機会を運んで来てくれたのですから、不ふ思し議ぎなものですね。




　さて、本作は青春伝奇活かつ劇げきになるのでしょうか。活劇ってほど戦ってない気もしますけど。

　色々と妖よう怪かいが出てきますが、本作における妖怪はほとんどが異能力に目覚めた人間です。

　差別とか種族を超えた愛とか、そこまで重いテーマを考えている訳ではありませんが、作品を通して様々な形の「絆きずな」を描ければなぁ、と。そんなことを思って書いています。

　妖怪ってそもそも何？　という所から始めたのですが、どうやら天変地異や病気など、当時の人間の手に負えない、或あるいは理解出来ない現象や存在が神や妖怪とされたそうです。

　確かに自然現象のメカニズムが不明な時代では、原因不明の天変地異は全すべて「竜りゆう」のようなとんでもない怪物が暴れているとしか思えなかったのでしょう。

　そう考えれば納得出来るし、生物が相手なら自分達で鎮しずめられるかもしれない。そんな考えが、現代の「擬ぎ人じん化」なんて概がい念ねんにも繋つながっているのかな、なんて思ったりします。

　そうなると、妖怪の正体って「親しみ易やすくした凄すごい何か」ってことなのかな。

　現代にも親しみ易い凄い奴って居ますよね。例えば──学校なんかに。……もしや？




　それでは最後に。本作の出版に関わって頂いた全ての方々。アマチュア時代にお世話になった沢たく山さんの人達。そして今この文章を読んで頂いている貴方あなたに、心からの感かん謝しやを。

　いずれまたお会いしましょう。





二〇一三年五月　　翡翠ヒスイ









[image: ]







翡かわ翠せみヒスイ

１９９１年８月３日、花火大会の夜に誕生。静岡の超ド田舎育ち。猛暑の夏にエアコンがストを起こしたり、頭洗ってる最中にシャワーが沈黙したり、付け替えた蛍光灯が一向に輝かなかったり。そんな一人暮らし最高。
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ちり

あ、どうも初めまして、ちりと申します。部屋にエアコンがないので買わないとなぁ…と思いつつ半年経ちました。夏が来る前に買わないとヤバイですね…。汗っかきにとって夏は地獄です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「翡翠ヒスイ先生」係

「ちり先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





おんたま！








翡かわ翠せみヒスイ





発　行　　　　2014年7月24日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 HISUI KAWASEMI





※2013年5月10日発行の電撃文庫『おんたま！』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/t001.jpg
0
Dt - B

*!





item/image/t003.jpg
~ it -9 BEWBESE

o





item/image/t002.jpg
0D
-9
HRGIkeE

*!

‘\/\





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p067.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		零章　竜嵐事変



		壱章　五式の布陣



		弐章　校内掌握戦



		参章　大型百貨店遠征



		肆章　文化祭騒乱



		伍章　竜鱗夏の陣



		終章　篝火の帰還



		あとがき



		奥付











item/image/p185.jpg





item/image/p261.jpg
LA






item/image/p297.jpg





item/image/p330.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
fmw\
#4 u U, U b

(KEREN) P&V VP L0
EXCEHUPOIE PRI K6
IRIPEE O )£ IMEVR BN
0 OSV<ERREN UL <E
SR ¢ VL oe®






item/image/k003.jpg
LB VLA AHG 0
BIRHWR L LINSN MBI
HERPN KRS O LBV |

B e VRN S





item/image/k006.jpg
T %%&@uiﬁ@%ﬁﬁ%?

VIO B0 2 ir,,a

KR OEH#UP SR (KEREM)
R EHH- R | umrizbby
MIR° RO LK S HERY
PHFECKNIL” HEBKHE
REZKVOMEHLIONDR
—L 1 Q°





item/image/k005.jpg
© M6 #H v
-0 Sk HE
9 of

KHUER O Kitts
(KEREDN) LIV 20O
BRUMEmONEN Lo @Y
| EWREPS EROHL°

<ELRQ0V KRIAKLC






item/image/k008.jpg
6 CATAD 6

1
10 o HiRSkE
S0 REMEE
)i > KA NI A
D > KO
5 o IEmeR

o BXOEN

Ol

OIR

OH I

O<R

I KR

11HH

1l

20 IRDYA ¥ (1.S.W DESIGNING)






item/image/k007.jpg
HH 1) b oD

E R

RO MR Y <R B
ROFEEELERE O (KREM)
LK#SoQRE [#H] oR°
2OMEIKHOR<N N LN
2 BHLIOVPROSEIZ®






item/image/photo.jpg
W7 O

4





item/image/p047.jpg





item/image/t005.jpg
~ D9 HOER





item/image/t004.jpg
~ )i~ KA Do L

Y





item/image/t007.jpg
D
-3
BXCEN

*!





item/image/p125.jpg





item/image/t006.jpg
B
"
~9
g
moR

*!

‘\/\





item/image/p009.jpg





